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土日発ヽノ′Ｌ車＝
英 ロ己一可

●音声を聞いて、発音記号と、それが表す実際の音を身につけましょう。

●項目ごとにすべての単語がひとまとまりになって、米音。英音の順に録音されています。これによって、発音の共通性と多少ある非共通性とがはっきりと確認

できるようになっています。
●発音記号は、本書で使用したもので、日本の多くの英語辞典で使われているものです 鱗7参照)。 英和辞典などを使用するときに役に立つようになっています。

母音(Voweis)
，

●
■ 子音 (Consonants)|

seat,
seed

唇 を しつか りと左

右 に引き、舌 を緊

張 させて「イー」と

唇も舌も緊張させ

ずに、軽く口を開

けで「イ」と言う。

bit,bid

set, said

あごを下げ口の開

きを広めにしては

つきりと「工」と言

つ。

ａ

一

ａｔ

一

口を広めに開け、

唇を思いきつて左

右に引いて「ア」と

言つ。

91ass′

ha!f

[Q:]は 唇を左右に

引かずに、国 よ

り回の開きを大き

くする。

口を大きく開け、

のどの奥を下げて

「アー」と言う。

一
ｐａ

一

fathel

m

０

一

Ｏｔ

一

〔αlと「o:1は 同じ音

色。[Э]は い]の と

き唇を丸めて「オ」

と言う.

all, paw

米音は|11を長めに

発音。英音は米音

より口をやや狭め

て発音。

so負

〇

一

レ lは 回より長い。

米音のlo:|には「ア

ー」の音色が混ざ

る。

oat, ode

唇を丸めた「ォ」か

ら弱めの「ウ」に移

る。英音は lou]に

近い。

covel

water

弱い力のない「ア」。

米音は舌をカール

させて[rlを発音す

る。

hurt,
heard

口を開け過ぎずに

軽く「アー」と言う。

米音は同を発音す

る。

fierce,
beer

|イ 」か ら弱 め の

「ァ]に 移 る.米 音
は lrlを 発音する―

か

移

発

コ
に
，

ヽ

‐ｒ

は

き

Ｃ

〓
田

開

め

米

る
‐

を

弱

・
す

口

ら

る

音

銀一ａｒｄ・

■
■

口を大きく開け、

のどの奥を下げて
「アー」と言う。米音

はlriを発音する。

court,

|
一
ｄ一０
一

口を大きめに開き、

唇を丸めて「オー」

と言う。米音は [rl

を発音する。

氏

一
ｒ

一

て

一
ｕ

一

ｐＣ

一
ｔ〇

一

輻
蒻

鼈

唇を丸めた「ウ」か

ら弱めの「ア」に移

る。米音は[rlを発

音する。

pit, peep
「カップもの「ッ(ノ ゆ」

の音。パ行音の息

を止める音。

bed`

bulb

「ウェップ」の「ッ

(ブ)」の音。バ行音

の息を止める音。

testｔ
・

「アッタ」の「ッ(夕 )」

の音。舌先を上歯

茎に付ける。

dust, dad
|ベッド」の「ッ(ド )|

の音。舌先を上歯

茎に付ける。

cat, kick
「サンカ」の「ッ(力 )」

の音.力 行音の息
か止められる音

=

gold,
giggle

「ビッグ」の「ッ(グ )」

の音。ガ行音の息

が止められる音。

faith′

safe

上歯の先を下唇の

内側に軽く触れて

息をもらす。弱く

こすれる音。

voice,
valve

lflでのどを震わせ

て息をもらす。

舌先を上歯の先に

軽く触れて息をも

らす.弱 くこすれ
る音。

thick′

rnouth

せわ震

■

一を
　
一
つ

ど

Ы

一　
つ
な
で
褻
圏
，
■

that,
smooth

stalk,
face

「チッソ」の「ツ(ソ )」

の音.強めに息を
もらすヾ

zoo`slze

lsIでのどを震わせ

て強めに息をもら

す。舌先を歯茎に

近づける。

shoot,
Ｓｈ

一

「セッシ」の「ッ(シ )」

の音。唇をやや丸

め強めに息をもら

す。

lЛでのどを震わせ

て、はじかずにも

らす。[d51と は違

つ。

beige,
rouge

health′

who

呼吸のときの吐 く

息。唇でも国の 中

でも摩擦はない .

「
一
の

け

音
ツ
一行

立」

リ

ャ
る

よ
チ

め
・

し

立日
を

助

の

息

cheese,
Ｃ
ｈ

一

just′

judge

I」lでのどを震わせ

てはじいてもらす。

ヂャ行音の息を止

める音。    一‐

map`
su rn

「サンポ」の「ン(ポ)」

の音。両唇を付け

て息を鼻に通す。

nap′ su n

「サンタ」の「ン (夕 )」

の音。舌先を歯茎

に付けて息を鼻に

通す。

「ウンガ」の「ン(ガ)」

の音。[g]とは違い

息を鼻に通す。

自ng′

sung

load,
loyal

舌先を歯茎に押し

付け、のどを震わ

せて、息を舌の横

から出す。

road,
royal

舌先を歯茎の裏側

に近づけのどを震

わせる。舌先は歯

茎に触れない。

yawn′

yeast

舌を押し上げて強

く短く「イ」と言い、

すぐに次の母音に

移る。      |‐

vvalk′

wolf

唇を丸めて短く

「ウ」と言い、すぐ

に次の母音に移る。

foot, pull

言つ。
脚

唇を丸めて、舌は

緊張させずに軽く

口を開け、「ウ」と

唇を丸め

き出

させ て

つ。

buck′

bu9
き、明確に「ア」と

口を中くらし

[o:]は 口を開け過

ぎないようにして

「アー」と言う。

cou rage,
hurry

again,
sofa

口を開け過ぎない

ようにして、力な

く「ア」と言う。

make,
made

「工」か ら弱めの

「ィ」に「エィ」と移

る。「工」「イ」で|ま

ない。

site, side

口を大きく

「ア

「イ」

る。

lout,
loud

vo:ce′

nc):se

口を開き唇を丸め

た「ア」の ような

「オ」か ら弱めの

「ィ」に移る。
注 :1.眸 1可,[olo]ほか :米音・英音で響きの違いに規則性が見られる場合は、「 |]内の左側が米音を、右側が英音を表す。
2.I″ ]:米音の場合は、常に[rlが発音されることを、英音の場合は、次に母音が続く場合にのみ、[rlが発音されることを示す。

米音 ,英音完全収録
E=コ

[」

9

[0]

17

[d5]

和]

10

[ё ] [I11]

[t] [S]

19

[1[1]

[司

12

[Z]

20

[13]

[k]

13

田

21

[1]

6

[g]

14

[5]

22

[r]

[1[]

15

[1lL]

23

[i]

[V]

16

[tЛ

24

[W]

MP3
0 27

[i:]

10

[11] bu]
2        -

[i] [11,]

[A]

f9od,
pool

20  :

10″]

[e]

21 1

・
[01r]

[〔
X〕] [0」 A]

22

[iOr]
ロ

[a lα I] [朝

[eil

[〔
li]

[au]

[1:)il

[αI]

[α 10] L

[ЭI]

口を大きく開けた

「ア _1か ら弱めの

「ゥ」に「アウ」と移

る。

闘

[う:IЭ ]



アメリカ英語とイギリス英語の発音の違い
●ここでは、よく耳にする米音と英音との違いをまとめておきました。●違いは共通性に比べればわずかで、しかも絶対的なものではなく、変動も見られるということを知っておく必要があります。

1 注 :3、 5.のように、米音と英音とで発音されたりされなかったりする[r]や 6]は、辞書では「省略可能な音」のひとつとしてイタリックで表されていることが多いので、確認するとよい。 [例]ωr[kc:ri tune wu:nl 0 2 注 :1.のように米音では発音されるが英音では発音されない[h]は、辞書ではイタリックで表されていることが多いので確認するとよい。2と 4■よ、発音の違いを辞書で確認しよう。4では、下線部の単語で米音・英音の響きに違いが見られる。 0
0 0
亀
米音 [α ]

英音 [Э ]

hot[hat]

hot[hЭ t]

hot, box, top, nod, bond, doll, swan, bomb, comic,
lodge, hop, shop, rc,ck, rob, college 亀

米音 [h]あリ

英音 [h]な し

Which[hWi切

Which[Wi切
which, where, what, whether, white, whisper, whistle,
while, whine, whip, wheat

● 憚鴨瞳
鬱

ノ
□日田菌

0 憚興鏃整
』既

プ
圏自暉躍

米音レ ]

英音 [α I]

half[haf]

half[hα lf]

half, bath, ask, class, example, aunt, dance, can't,
demand, after, laugh, rather, last, pass, branch

その他、

発音が違うもの

either, clerk, thorough, missile, hostile, leisure, tomato,
z(zee, zed), ego, progress, schedule, patriot, herb, lever,
privacy, erase, Asia, version

0
く
J
米音 [r]あ り car[kα lr]

英音 [r]な し car[kα I]
car, park, here, teari warm, horse, there, care, work.
church, tour, poor, nrother, effort, particular

強勢の違い 米音 Vibrate[vabreit]

英音 vibrate[vaibrOit]
vibrate, dictate, migrate, attach6, salon, brochure, caf6,
renaissance, aluminum (*)/aluminium (4), margarine

0
く
崚」″

●
盗杢言||!型費望里多音になる:鼎:It‖:′iti::驚珊Tlili31:|=も電11:ツ……竃
~央
百 [t」熙戸りまま     :adde■ bttng/bedding

0 4 文 (発話 )

●
襄
麹♂

米音日]な し tune ltuln]tune′ assume′ presumer due,stewi enthusiasm′

英音日]あ り tune ltjuln]purSue

11}IWAtl WOtl」 (1101

(2)[ぉ lo:|

(3)日 (1:|

14)[o:|ぅ
]′ [ill ai]

(5)米音は ltlが有声化し ldlに近くなる。

(6}[dikteitid l diktё itid l,「 sёkrotOrilsCkrotril

(7)[α lЭ〕′lmligretiη l maigr6iti]|
(8)[u:lju:]′ [α い](2)～ (5)米音はスペリングの rを常に発音。

英音は母音の前の rのみ発音。

(1) What a lot of clocks and watches in that shop.
(2) You can't dance if you get here after dark.
(3) Her father started laughing as the car darted past.
(4) I offered her coffee or tea, but she didn't want either.
(5) Your English is getting !g!!ll.
(6) He dictated a letter to his secretary.
(7) Many geese rest in Scotland when they're migrating in

the early winter.
(8) Our thanks are due to the doctor.

2-4 文 (発話)の和訳

(1)あ の店には、何てたくさんの時計があるんだろう。
(2)暗くなつてからここに着いたら、ダンスはできないよ。
(3' その車が矢のように走り過ぎたとたん、彼女の父は笑い出した。

(4)彼女にコーヒーかお茶はどうですかとすすめたが、どちらもいらないと言つた。

(5)君の英語よくなつてきたね。
(6)彼は秘書に手紙を口述して書き取らせた。
(7)たくさんの雁が、初冬に移動するときスコットランドで休む。
(8)お医者様に感謝しています。



改訂版
英語の音声のすべてがここにある !

英語の発音
パーフェクト
学 習 事 」l′ ヽ



本書は、2000年 にアルクより刊行された『英語の発音パーフェクト学習事典』の改訂版です。

内容に一部加筆・修正し、旧版に付属していた音楽 CD(3枚組)を MP3フ ァイル収録 CD―ROM
(1枚 )に しました。
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はじめに @多グ
グ

本書は、英語の音を身につけたいと思っているすべての人たちのために作ら

れました。発音を初歩から学びたい人をはじめ、海外で英語を使う必要のある

人、英語の資格試験を受ける人、大学などで英語を専攻していて音声に関心の

ある人、英語の教員を目指していて音声の指導に自信を持って臨みたい人、す

でに英語を教えている人で実践的な発音指導法を学びたいという人まで、どの

ような立場の人でも目的に応じた使い方ができるように工夫されています。

外国語の音声の習得は、母語の強烈な影響の下で行われるため、どうしても

外国語の音を母語に引きつけて聞き、また母語の音で外国語の音の代用をして

しまいます。「通じない英語」の最大の原因は、実はここにあるのです。たとえ

豊富な単語力があり、文法に詳しく、文字を通してであれば英語を理解できて

も、音声に関しては、耳と口とが日本語の音の枠組みのままではどうしても無

理なのです。

本書は日本語を母語とする人の立場に立って、その母語の影響によって生じ

る音の壁を乗 り越え、短期間で確実に英語の音を習得するための方法を体系化

したものです。日本語の母語話者にとって問題となる英語の音声現象をあらゆ

る角度から扱っています。著者自身が英語の発音に挑戦したその実体験、専攻

した音声学、そしてさまざまな年代層の人や、いろいろな国の人たちに英語と

日本語と音声学を教えてきた経験との融合から本書が生まれました。

本書の英文の音声は基本的にすべて付属の CD―ROM(MP3)に 収録され、テ
キス トの該当個所に対応するファイル番号を表示してあります。また、英文に

は原則としてすべて日本語訳を付けました。テキストとCD―ROMを併せて活用
し、母語の壁を乗り越え本物の英語の音を身につけてください。

本書の新たな出版にあたり、アルクの鮒咲果さん、古木徳子さん、伴想社の坂本

良輔さんにひとかたならぬお世話になりました。ここに深 く感謝いたします。

2015年 1月

深澤俊昭

00´
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本書は、総論に当たる「日本語の音の壁を乗り越える」、各論に当たる1～ 9までの各

Pan、 特別講座の「マザー・グースで英語のリズムをマスター !」、および巻末の「資

料編」の4部で構成されています。

また、学習に役立つコラムと、折り込み付録①「英語の発音記号」、②「アメリカ英語と

イギリス英語の発音の違い」を収載しています。

各論のPartは、それぞれ内容が独立しています。もちろん、すべての項目をじっくり

練習するのがヽ里想的ですが、「興味のあるところからやってみよう」ということでも構

いません。そういう場合は、まず「日本語の音の壁を乗り越える」は必ず読んでくだ

さい。その後で、以下を目安に目的に応じて練習するといいでしょう。

まつたくの初心者

本書の使い方

リスニングを重点的にやりたい人

スピーキングを重点的にやりたい人

中 。上級者

3～6カ月かけて、じつくり勉強したい人

とにかくどれかひとつだけでも、という人

Pan l、 9を練習する

Part l、 3、 9を練習する

Part l、 8、 9を練習する

Pan l、 2と特別講座を練習する

Pan lから順に練習する

Pan lを繰り返し練習する

本書は英語の音声現象に関する事項をほぼ完全に網羅しています。わかりやすく分類

されているので、事典としても活用できます。

１

１
１
１
１
ヽ
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各 Partは LE丁 'S LiSTEN、 解説、いくつかのSEC丁10Nで構成されています。

LET′S LISTEN

そのPartで学ぶ音声現象が、実際に会話でどのように起きるかを体験するページで

す。音声 (付属 CD―ROM)を聞いて、自分の耳で確かめてください。

そのPanで学ぶ音声現象の概要を説明しています。

説

・・

”
牛
缶
月

各 SECT10Nは以下で構成されています。

EXAMPLESお よび解説

各 Pa威 で扱う音声現象をさらに細かく分類し、その具体例を挙げています。音声を

聞いて確認し、必ず自分で言ってみてください。Part l、 6、 ア、9は4ページ、Pa威

1 2、 3、 4、 5、 8は 2ページで構成されています。

EXERCISESおよび解答・ 解説

EXAMPLESを通して学んだことを確認し、定着させるための練習です。音声を聞い

て行い、右ページの解答・解説で確認してください。EXERCISESの和訳はρ.250を

参照してください。

単語の発音記号は、原則として『プログレッシブ英和中辞典』(小学館)に沿っていま

すが、内容に応じて適宜本書独自のものを用いています。Pa威 によっては、よりわか

りやすくするためにカタカナの表記も併用しましたが、これは実際の音とは「似て非

なるもの」ですから、参考程度にとどめてください。
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付属⊂D―ROMについて

本書の学習に必要な音声は、すべて付属の CD― ROMに収録されています。CD―ROM
に収録されている音声は、パソコンや携帯音楽プレーヤーなどで再生が可能なMP3フ
ァイル形式です。

J音楽CD専用プレーヤーでは再生できませんので、ご注意ください。

CD―ROV:こは、各Partの LE丁'S LiSTEN、 EXAMPLES、 EXERCISES σ)ほか、 Pa威
1解説内の「弱形を取る語」、Part 8解説内の「語頭連続」「語末連続」、特別講座、折
り込み付録など、学習内容に対応した英語の音声や音楽などが入っています。ファイ
ルの数は合計で209あ ります。

本書では、音声ファイルを表すアイコンを以下のように表示しています。

● Part l各 S巨CT10Nの E×AMPLES、 および特別講座の音声ファイルには、強勢
の置かれる音節を示すビート音 (拍子の音)が収録されているものがあります。

CD― ROMをパソコンのCD/DVDド ライブに入れ、iTunesな どでファイルを取り込ん
でください。手順はCD―ROM内の「ReadMe.txt」 で説明しています。携帯音楽プレ
ーヤーでの利用方法やiTunes以外の再生ソフトウエアを使った取り込みについては、
ソフトウエアおよびプレーヤーに付属するマニュアルでご確認ください。

0
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日本語の音の壁を乗り越える
英語を聞いたり、話したりすることは、とても難しいとあきらめている人

は多いのではないでしょうか。しかし、使える英語を身につけるという

ことは、決して不可能なことではありません。ただしそこには、乗り越

えなければならない「壁」があるのです。

文としては正しい英語も声に出すと通じない !:

大変有名なある日本人の先生が、国際学会で英語のスピーチをしました。あらかじめ作

っておいた原稿を読んだのですから、英語の文章としては問題のないものだったはずです。

ところが、その学会に出席していた英語のネイテイブスピーカーの学者ヵヽ スピーチを聞

いた後で、「何を言っているのか、まったくわからなかった」と言うのです。付け加えてお

くと、その日本人の先生は、言語を専門とする方でした。

これは一見、極端な例のようですが、実はそうではありません。英語の文としては正し

くても、私たちがそれを声に出すとさつぱり通じないということは、国際的な会議だけで

はなく、いろいるな場面で頻繁に起きていることなのです。後で詳しく見ますように、原

因はもちろん発音にあります。

「日本人は英語が下手である」と、よく言われます。私たち日本人も、暗黙のうちにそれ

を認めている傾向があるようです。英語を相当勉強した人たち力ヽ 「どうもしゃべるのが苦

手だ。それに、相手の言っていることがよくわからない」と言います。書かれた英文を読

み上げても通じないのなら、その場その場で臨機応変に文を作って話をしていかなければ

ならない日常会話は、まったくお手上:六 ということになってしまいます。

通じる英語の 3つのポイント

なぜこういうことになってしまうのでしようか。通じる英語を身につけることは、特別

な人たち、たとえば長い間英語圏で生活した人とか、普通の人にはまねのできないような

勉強を何十年も朝から晩まで続けた人などを除いては、無理なことなのでしようか。断じ

てそのようなことはありません。通じる英語は、だれでも身につけることができるのです。
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たとえ|よ 基本的な英単語、基本的な英文法、そして、これが重要なのですが、日本語

の発音をそのまま英語に移した発音ではなく、英語そのものの発音を身につけれ,よ 日常

のたいがいのことは聞き取れて話ができるようになるものです。単語は多く知っているに

越したことはありませんが、単語を組み合わせて英文を作ることができなけれ|よ 話はで

きません。この単語を組み合わせる知識が基本的英文法です。要するに、中学校の英語が

わかれ,よ 後は、発音の問題であるということです。

最初に挙げた国際的な学会での例は、文章はできていたわけですから、それが通じなか

ったのは、明らかに話した方の発音が悪かったのが原因です。問題は、ご本人は自分のス

ピーチが通じていないとは夢にも思っていない、言い換えれ|よ 自分の発音が英語の発音

ではないことに気がついていないということにあるのです。自分の犯しているミスに気が

ついていないというのは、英語に関しては、何もこの大先生に限ったことではありません。

私たちは、多かれ少なかれ、皆このミスに気がつかないのです。気がつかずにミスを犯し

ている原因が何力功 わヾかれ:よ 通じる英語への道は、すでに半ばを越えたと言えるでしょ

つ。

自分の話す英語がリスニングに影響

ここまでは主としてスピーキングに視点を置いて話をしてきましたが、それではリスニ

ングの問題はどうでしょうか。ここで大変大切なことでありながらあまり自覚されていな

い、リスニングとスピーキングの一イ本性について考えておく必要があるでしょう。

それは、私たちは話をするとき、その話を自分でも聞いているということです。ネイティ

プスピーカーに通じない英語を話している場合、その通じない英語の音を自分でも聞いて

いるのです。ということは、自分力γ乍り出して耳にしている英語の音ハ ネイティブスピー

カーの音とはまったくかけ離れている場合、ネイティブスピーカーの英語を聞いてもわか

らないということになります。自分力平乍り出して耳にするのと同じタイプの英語なら (た

とえば日本人同士の英語なら)よ くわかるが、本物の英語になると駄目だということにも

なります。

これは、ニヮトリが先か卵が先かの話に似ていますが、本物の英語の音を何度も聞き、

まねをしていくことによって正しい発音が身についてくれ!よ 同時にリスニングカも増大

するということです。つまり、リスニングとスピーキングとは切り離して扱うことができ

ず、両者が相互に影響し合って上達していくということなのです。その上達のための確実
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なノウハウとでも言うべきものを示し、実践していくのが本書の目的です。

問題は母語にある

一般に、 ドイツ人やオランダ人は英語が上手だと言われています。また、たとえば中国

人やフランス人の英語には、それぞれ独特の響きがあることが多いものです。これはなぜ

なのでしょうか。

これは、母語の影響によって起こることなのです。母語が何であるかによって、その人

の話す英語は違ってきます。これは当たり前のようでいて、実に重大なことを意味してい

ます。

すなわち、外国語を身につけて使いこなすということは、母語の壁を乗り越えることで

ある、ということです。外国語の習得につまずく最大の原因は、母語にあるのです。母語

の壁をどの程度乗り越えたかによって、その人の英語はネイテイプスピーカーのようにも

なるし、なまりのある英語にもなるし、通じない英語にもなるというわけです。外国語の

習得は、だれにとっても難しいことは間違いありません。しかし、難しさの程度や、どう

いう点が難しいのかということは、学習者の母語によって違ってきます。

日本人は日本語の音の体系に組み込まれている

私たちが英語の音に転化させたと思っていても、実際にはその転化が行われておらず、

ネイティブスピーカーにとっては、ただの雑音の連続となってしまつていることは多いの

です。そして、それに気がついていないという点が、問題であるわけです。

これは、私たちの母語である日本語が邪魔をしているせいです。私たちは、日本語を無

意識に話しています。日本語を成り立たせているさまざまな音やその組み合わせを、無意

識のうちに作り出しています。無意識に何かが行われる、というのは、それがしっかりと

身についてしまっているということです。私たちは、だいたい、3歳のころまでに、母語

の音の体系を身につけ、 5、 6歳ではぼ大人の水準に達します。母語を集中的に身につけ

る1～ 3歳のころは、大人になった私たちがあまり記憶していない時期です。その時期に

身につけた母語の音の体系は、大変強い影響力を持っているのです。

意味を理解するために必要な音の種類やその組み合わせには、日本語独自のものがあり、

同じように英語にも英語独自の音とその組み合わせがあります。私たちは日本語を身につ

錮
瓢
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けていることによって、その日本語独自の音の体系を通して、英語の音を聞き、英語の音

を作り出してしまうのです。たとえιよ hat[hat]、 hOt[hatl hOt]、 hut[hAt]、 heart

[hQ:″ t]、 hurt[holrt]な どの母音をどれも日本語のア[a]と して聞き、play[plei]を

[pulei]のように[u]を入れて発音してしまう、といったことが起きます。

すなわち、私たちは、日本語の音の先入観とでも言えるものを持って英語を聞き、英語

を話そうとするわけです。言い換えれ:よ 日本語の音の体系という色眼鏡を通して英語に

接しているのです。しかも、重要なことは、この先入観を持っているということ、その先

入観に縛られているということに、私たちが気づいていないということなのです。先入観

は、自覚することなくしては取り除けません。しかも自覚しただけでは不十分です。その

先入観があまりに強いために、油断しているとすぐにまた引き戻されてしまいます。

日本語の音の体系から英語の音の体系ヘ

日本語を母語としている私たちは、英語を学ぶときにはひとりの例外もなく、皆この母

語の厚い壁に直面しています。通じる英語を身につけた人は、この壁を乗り越えた人なの

です。それでは、日本語の音の壁を乗り越えるには、どうしたらいいのでしょうか。それ

を可能にする方法は何でしょう力、

日本語と英語では音の体系が違うわけですから、まず行うべきことは、そのふたつの音

の体系を分析し、違いをしっかりつかむことです。違いがわかったら、まず、その違いを

違いとして認めることです (ち ょうど、異文化間の異なる慣習、文化などを認めることと

同じです)。 違いを認めるということは、こういう発音では駄日で、こういう発音でなけれ

ばいけない、英語の発音と日本語の発音とは、こういう点においてこのように違っている、

ということを知ること、それに気づくことです。すなわち、「己を知り相手を知る」という

ことです。

私たちは、発音に関してあまりにも無知であると言えます。読み書きだけが目的ならば

話は別ですが、通じる英語を話し理解するというのであれ|よ「文法」をしっかり学ぶのと

同様、「発音」もしっかり学ばなくてはなりません。英語の音への転化の法則を学び、練習

によってそれを身につけなくてはならないのです。そうしなけれ,よ 日本語の音で英語を

話し、日本語の音に引き寄せて英語を聞くということにならざるを得ません。

通じる英語への道は、すなわち日本語の影響によって気づかずに通り過ぎている多くの

問題点をひとつひとつ克服していくことだと言えます。

L
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音の問題はここにある

それでは具体的に、英語のどのような点が、日本語を母語とする私たちにとって問題に

なるのでしようか。以下に、日本語と英語の音の体系の違いから導き出される主な問題点

を挙げてみます。これらはすべて、私たちひとりひとりにとって同じように難しいと言え

るものです。

1.リズム→燿国底炒熙麗邸鵬
英語は強弱の差をつけて話され、英語独自のリズムが生じる。

(例 )He t61d me thatthere was an`ccident.

・ 0 ・  ・  ・   =.'● ヨ

(大きい色丸の部分は強く、小さい色丸の部分は弱く発音される。,25を参照)

2.イントネーション→饉□匡獨
=国

口祗
英語はイントネーション言語と言われ、日本語にはない複雑なイントネーションの使い

方がある。

(例 )｀絶S｀ ′治S∠
=hsヽ

ル S´
(記号はビッチの変化を示す。,69を参照)

3.連結 →1国自1曙
=□
田

単語が滑らかにつながっていく現象がある。

(例 )Wi‖ yOu tOLiulp?tO‐ pi‐tup

4.同化→□壼コE口罰蜃|
音が変わってしまう現象がある。

(例 )Nice to med you.[t]+D]→ [明

[milt∫u]

5.短縮形 →1園獲コ回団饉轟
is、 hぉ、wil、 notな どがほかの単語について短縮形になった場合、発音が変わる。

(例 )lkneW yOurd COme・

口
，
訓
Э
叶
０
冊
戯
湘
Ｃ
醸
沖
タ

．ミヽヽ

´



you had/would + you'd

6.破裂の消失→□|コ|□冒ロヨ
破裂音があっても、実際には破裂が起こらない場合がある。

(例 )They a‖ ke墜l qulet.膵 ec)(1)kw“ ot]

7.脱落→□ロコ園目圏蜃ヨ
母音や子音の発音が省略されてしまう現象が起きる。

(例 )camem[kttmrO]← 膝おm(o)ro]

neXt Week[nekSWl:k]← [neks(t)wf:k]

8.子音連続

日本語と違って、母音が入らずに子音だけが続く場合がある。

(例 )The ch‖ d is」eveL[里6VЭ″]

9.母音 。子音の発音
区別しにくい音がある。

(例 )heart[ha:rt]/hurt[hO:rt] [α :r]/[Э :″ ]

beeS[bil」 /beadS[bi些 ][Z]/[dZ]

fiy[flai]/fry[frai][1]/[r]

日本語の音の先入観とでも言うべきものは、無意識のものであるだけに、その根は実に

深いものであるといえます。まず、先入観がある、ということを意識することから始めま

しよう。その先入観を意識した上で確認するように聞き、話すという態度を持ち続けるこ

とが大切なのです。小さいころから英語圏で生活し、その中で英語を身につけてきた人た

ちは別として、私たちのほとんどは、日本で英語を身につけようとしているのです。です

から、本書で提示したような、確実でしかも効率的な方法がどうしても必要となります。

本書は、日本人のスピーキングとリスニングにとってウイークポイントとなる英語の音

声現象を、ほぼ100パーセントに近い形でカバーしています。本書を活用して、「英語の

音」を身につけ、会話力のアップにつなげてください。

→國四棗ロロ
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リズム

Part l

１

１
ョ
ロP誦:筵

絆
p鼈
良

ホンモノ英語は

リズムが決め手

英語は強弱のリズムを持っています。

それを無視すると、英語にはなりません。



ダイアローグを聞いてみましょう
0
」目L

0

Bob You say you're an ex-con? And now you're working for
the government?

It's an unbelievable story, isn't it?

But what do you do for them?

Surprisingly enough, I steal for them.

Do you know what you're saying?

That the government condones such behavior? Sure, I do.

What would you say if I told you you were despicable?

Listen. I always wanted to be an engineer. And l've always
thought of myself as a patriot.

And now you're combining the two?

Exactly. Cal! it a kind of reverse engineering, if you will.

Timothy

Bob:

Timothy

Bob:

Timothy

Bob:

Timothy

Bob:

Timothy
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強弱の差によって生じる英語のリズムは、リスニング・スピーキングの鍵を握る現象です。ここ

では、   の単語の大字の部分が強になります。弾むように現れる強の部分に、遅れずに乗っ
ていきましょう。

VVhat do you do forthern?
轍  ‐ ・ 曹・

ボ ブ 君は前科者で、 しかもいまは国のために働いているって言うのかい?

ボブ で、仕事の中身は ?

ティモシー : 驚くなかれ、盗みだ。

ボ ブ 本気で言ってるのか?

ティモシー : 国家がそのような行為を看過するってことをかい? もちろん本気さ。

ボ ブ 見下げ果てたやつめ、と言ったら何と言う?

ティモシー: いいかい。ぼくはず一っと技術者になりたかったんだ。そしてず一っ

と愛国者だと自認してきた。

ボブ それで、いまやそのふたつがうまく結合したとでもつ

ティモシー: まさにそのとおり。そうだな、「技術の方向転換」とでも呼んでくれ

たまえ。

×
>
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饉轟| トリズムを作る音の強弱dr‐‐
口■口P‐~ d

日本人は日本語のリズムに縛られている

日本人は、母語である日本語の音の体系に組み込まれている、ということはすでに

述べました。これは、日本語の音を聞くときと同じように英語を聞き、話してしまう

ということでした。つまり、日本語の音の束縛が存在するということです。リズムも

例外ではありません。例外ではないどころか、このリズムこそが、日本語風の英語と

ネイティブスピーカーの英語とを、まったく違う言語であるかのようにしてしまう最

大の要因なのです。というのは、日本語と英語とはそれぞれ独自の言語リズムを持ち、

しかもそのふたつはまったくと言っていいほど異なっているからです。

幼児は、言語習得の過程で、母音や子音などの個々の音を身につける前に、その言

語独自のリズムを身につけていると言われています。言語リズムは私たちにとって、

それほと繁艮源的なものだと言えるでしょう。ですから私たちのだれもが例外なく、日

本語の言語リズムに縛られているのです。つまり、無意識のうちに日本語のリズムで

英語を聞き、話しているということです。これでは、聞き取れるわけがありません―
音の流れに乗っていないのですから。これでは、話しても通じないことになります―
相手 (ネイティブスピーカー)の作り出すリズムとまったく違っているのですから。

私たちは、日本語のリズムの壁を乗り越えて、英語独自のリズムを身につける必要

があります。聞くときでも、話すときでも、この英語のリズムに乗っていかなければ

なりません。

英語には英語独自のリズムがある

以前、ラジオやテレビで、英語を母語とする人たちの話す日本語のまねをよく耳に

しました。これは、どこかが特別に強くなったり、速くなったりする特徴を持ってい

ました。

前述したように、英語という言語の持つリズムは、日本語のそれとはまったく違う

ものです。たとえ|よ「それをください」という文があります。これは普通の日本語で

は、「そ―れ―を一く一だ一さ―い」のように、ひとつひとつの音の単位 (音節)がだ

いたい同じ時間で発音されます。しかも、どこかがほかよりも特に強く発音されると
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いうことはありません。要するに、どの音も均質的に現れてくる、ということです。

これを仮に、英語的に発音したとすると、次のようにでもなるでしょうか。太字のと

ころが強く話されます。

それを一ください

外国人の話し方として私たちがまねするときのような日本語です。ここで見られる

特徴は、次の2点です。

(1)ひとつひとつの音が均質的に現れるのではなく、「それを」と「ください」とい

うひとまとまリカヽ それぞれあたかもひとつずつの単位であるかのように現れる。

(2)そとくが、ほかよりも強く、際立って発音されている。

要するに英語のリズムは、日本語の場合のように均質的に現れるのではないという

ことです。

英語のリズムの特徴

英語のリズムの特徴をまとめると、次のようになります。

(1)強弱 (濃,効― 英語では、話すときにほかよりも強い
エネルギーを必要とする個

所がある。そこは、聴覚的には際立って聞こえるところでもある。この強いとこ

ろ (あるいは濃いところと言ってもよい)と、あまり強いエネルギーを必要とし

ない弱いところ (あるいは淡いところ)とがいろいろな組み合わせで現れる。

(2)グルーフ
°
性― 強
いところは、弱いところを引きつけた形でひと塊になる。これ

は弱いところがいくつあっても同じで、強の部分にくっついていくような形にな

る。ちょうど、次の波の図のように、大波力測 波ヽを引き連れて現れるようなもの

である。

(3)等時性― 弱を従え
た強は、盛り上がるようにして現れる。この強は、時間の上

で比較的等しい間隔で現れる強い傾向がある。すなわち、最初の強から次の強ま

でにかかる時間が、次の強からその次の強までにかかる時間とほぼ等しくなる傾

向がある、ということになる。

Ｃ
Ｎ

＞
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(4)緩急の差― 英語では、ひと
つの発話が常に、たとえば「強弱。強弱・強弱」と

いうリズムで行われるわけではない。単語の種類やその組み合わせ方によって、

さまざまな強と弱の組み合わせが生じる。強と強との間に、弱がひとつもない場

△もあれlよ 弱が3つ、4つ、あるいはそれ以上ある場合もある。ということは、

強と強との間の弱が多くなればなるほど、強から強への等時性の傾向によって、

その個所が速く話されることになる。

このようにして、ひとつの発話の中で、そのスピードには緩急の差が生じるこ

とになる。強が続くところや、弱の数が少ないところは、弱の数が多いところに

比べてゆっくり通過することになる。反対に、弱が多くなればなるほど、速く通

過するということである。

(5)弱形― 英語
の単語は、常に単独で発音されるときと同じように発音されるわけ

ではない。文として話される場合、弱の個所では、発音があいまいになる傾向が

強く、単語によっては、単独で発音されるときとはかなり違った発音になるもの

がある。これを弱形と言い、単独で発音された場合の強形と区別する。ところが、

私たちは普通強形の発音だけを覚えているので、実際の発話で、弱形にすべきと

ころでも強形の発音をしてしまうことが多い。しかし、ネイティブスピーカーの

発話では、特に強調される場合を除いて、変形した発音、すなわち弱形で発音さ

れるのが普通である。

弱形を取る語については、次ページ以降にリストを挙げておいた。

リズムをマスターするために

英語のリズムをマスターするポイントをまとめておきます。

(1)強弱をはっきりと一 強
の個所は、しっかりと際立つようにし、強・弱の差をつ

ける。

(2)スピードをコントロールする― 発話
の中で、速めに通り過ぎるところは速く、

ゆっくり言うべきところは間を取るような気持ちで発音する。すべてを早口で言

おうとしてはならない。英語は全体が日本語より速いわけではない。速いところ

と遅いところがあることを覚えておく。

(3)弱形の発音を押さえる一 自分勝手にあ
いまいにするのではなくて、弱形として

の正確な発音を身につけるようにする。



弱形を取る語

1 03
MFモ ,

1. me [mir] - [mi]

2. you [ur] - [:u]

3. your Urrr, jrrl 
Urrl

4. he rhi:r 
] il,,

5. his [hiz] -lizl
6. him [him] * 1im1

7. she [i:] - Lfil

8. her rh5:rl r[]j
9. we [wi:] - [wi]

10. us [,rs] 
] j:j,

11. them[6em] 
_[:il'

1.代名詞

2.前置詞

1・ at[at]

2. for[fЭ Ir]

3.from[frAm]

4. of IAV]

5. to[tuI]

She wdnted me to 96.

She d6esn't like you.

It's your 6wn f5ult.

He didn't like it.

H6w did he d6 it?

l've forg6tten his addr6ss.

We 5ll like him.

Wh17 does she kn6w that?

Her chfld is in the h6spital.

She's l6st her hSndbag.

Thdt's what we did.

She wSnted us to l6ave.

L6t's d6 it now.

We wdtched them rrinning

l'll s6e them in my 6ffice.

l'll s6e you at the Sirport.

They were w5iting for the b0s.

l'm h6me from w6rk.

The boy is afr5id of 5nimals.

He wSnts to 6at.

We'd like to 96.

ｃ
ヽ
ト

→
[Эt]

→
[fOr]

→ [frOm]

→
[ЭV]

→
[tu]

→
[tO]

Ｌ
瞬
ド
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3. 助動詞・ be動詞

1. am [rem] Am lwr6ng?

l'm driving h6me.

They are coming tom6rrow.

J6hn's c6ming.

It's c6lder than y6sterday.

There was n6 replf.

The qu6stions were difficult.

It won't be l6ng.

We've been wdtching the pl5y

Have you finished?

The children have g6ne.

l've forg6tten.

Has he c6me?

Whfch has been b6st?

The rdin's st6pped.

The c6t's 6aten the fish.

Had they g6ne?

Wh5t had she f6und?

lf 6nly l'd kn6wn.

Do 5ll of you agr6e?

WhSt do they s5y?

Wh6n does it arrive?

Whdt can I d6 n6w?

You can tr0st her.

Icould have h6lped her.

I must open the window.

You must trf hSrder.

Shall we l6ave at t6n?

2. are[α lr]

3. is[iz]

4. was [w,tz]

5. were [warr]

6. be [bi:]

7. been [bi:n]
8. have [hav]

9. has [hrez]

10・ had[h∝ dl

'11. do [dr"u]

12. does [d,tz]

13. can [kan]

14. could[kud]

15.must[mASt]

→ [Om]

→ [m]

→
[Or]

→
[Z]

→
IS]

→ [WOZ]

→ [WOr]

→
[bi]

・ [bin]

―→[hOV]

―・ [ЭV]

→
[V]

―・ [hOZ]

→
[Э Z]

→
[Z]

→
[S]

―・ [hOd]

―・ [Эd]

→
[d]

・ [du]

→
[dO]

―・ [dЭZ]

―→
[kЭ n]

―→
[kn]

―→
[kЭ d]

→ [mOSt]

→ [mOS]

→ⅨO)1]
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17. should『ud] ―→'|」(o)d]

18.wi‖ [wil] → [1]

19・ WOu!d[Wud]→ [WOd]

・〔Эd]

→
[d]

Wh6re should we k6ep it?

He'll be l6te as 0sual.

Would you like some m6re?

WhSt would hdppen?

l'd be delighted to.

4.冠詞、接続詞、関係詞ほか 一ヽ
ヽ
ト

1. an [an]
2. some [s,tm]

3. and [and]

4. but[bAt]

5.as I“ z]

6.than[ёan]

ア. there[ё 80r]

8.who[hul]

9・ that[ё at]

* [an]
* [s(a)m]

- [and]
* [an]
* [n]
* [bat]

-faz)
* 16anl

* 16arl
t [u]
* [6er]

I n6ed an 6nvelope.

I n6ed some wine for c6oking.

Hdm and 6ggs.

He's t6ll and thin^

Br6ad and b0tter.

L5st but n6t l6ast.

J0st as you like.

This is bigger than th5t.

There m0st be a mist5ke.

There's a m6n who wSnts to s6e you

I believe that it's trOe.

1 06
M,モ}
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SECT:ON

単語のアクセント

0
1.

2.

3.

4.

5,

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

f5rward
3

pdttern
a

police-o
pref6r

a
Sverage
o
g6nerous
o

contribute
o

imp6rtant
o

rdcomm6nd
a

introdrice
t

c6mfortable
o

riltimately
3
unf6rtunate
'"c

comp6rison= o=
sdntim6ntal

1l:,c

cilcul5tion,o
eximin6e

,r rf
concdssiondire"o
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英語の単語は、それぞれ強勢の位置が決まっています。たとえばf6rward〔f6:rwOrd]は 、 |

前のf6r―のところに、poFce[p011:s]は後ろの一lfceの ところに強勢が置かれます。間違 |

ってこの強勢の位置を変えてしまうと、単語の形が崩れて理解されなくなります。醸は 「

強勢が置かれる音節、 .は強勢が置かれない音節を示します。            |

・」
ヽ

ト

嶋
議雲調
暉
２

」
¨

1. po:itics
● ,一 =

2. rntellさ ct
O = ■

3. d6nlocrat
e

4. b6nefit
●  ‐・

political
,. Q,,

int6lligence"c,
dem6cracy

a
ben6ficent

{Q+ i

pδ‖tた ian
e奎

inte116ctual

-0
dさ rnocr6tic
,・ 0・
bё nefた :al
・ ・0・

目誦トーーー

田 1.前方の(へ )
2模様
3.警察

4.… を好む

5.平均

6.寛容な

7.貢献する

8.重要な

9.推奨する

1. conduct l彊 1/cond`ct国 ]
●      ・・ 0
2.hsultロ ノins`lt圃
0‐   ・・ 0
3. 6xpo威 匿1/exp6威 []
0‐    0
4.p6rmitロ ノperm負 □
●     手 0

5. 6sco蔵 {ヨ1/esc6戯 [団 |

磯 ‐   ・.●

6. fr6quent l圏 /frequ`nt國
●  ・       ●

10.紹介する

11.快適な

12.最終的に

13不運な
14.比較

15.心情的な

16.計算

17.受験者

18.権利保有者

回:1.政治  政治的な  政治家
2.知性  知能  知性の
3.民主主義者  民主主義  民主的な
4.利益  慈善心に富んだ  有益な

皿 1.行為/(業務など)を行う
2.侮辱/侮辱する

3.輸出/輸出する

4.許可 (書)/許す

5.付 き添い/付 き添う

6.たびたびの/(場所)へ しばしば行く
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SEcT:ON

爾祓
英語の単語に見られる強勢現象には、次のような問題点があります。

111、

強勢現象の問題点

(1)強勢は、母音や子音と同様に、単語を構成する要素のひとつであり、単語を

識別するために不可欠なものである。

(2)単語の強勢は、英語の発話における独特のリズムを作り出す基本的な要素となる。

(3)英語に見られる強勢およびリズムは、日本語には見られない現象である。そ

のため習得するのが大変難しく、リスニング・スピーキングの面で大きな障害

となる。

(2)および131に関しては後で詳しく扱います。ここでは11)に関して、英語の単語

における強勢現象の特徴をまとめておきましょう。

(:)強勢の位置が各単語ごとに違っている。 (EXAMPLESi)

a)強勢の位置に関してある種の傾向は見られるが、例外が非常に多いので、単
語全体に共通する規則と言えるものがない。従って、ほかの言語のように、常

に最後の音節に強勢がくるとか、派生語などの場合に、強勢が語根 (root)以

外にはこない、というようなことが言えない。

b)E×AMPLES Iの コ～4は 2音節語、5～ 10は 3音節語、1～ 18は 4音節語に

おける強勢の位置の例である。2音節語には2種類、3音節語には3種類、4

音節語には4種類の異なる強勢の型があるということになる。

(2)派生語において、強勢の位置の移動が見られる。(EXAMPLES‖ )

6rigin         orfginal        ongin61ity

c6te9ory       cate96rical      cら tegOrlz6ti(〕 n



単語のアクセント

(3)品詞によって強勢の位置に違いが生じる。 (EXAMPLES:‖ )

fmport□ /imp6耐 國   hcrease□ /incrё ase國

6verlow□ /δverЛ 6'w tt c6ntent□ /COnt6nt(国 ・1コ )

(4)強勢のレベルの問題

a)強勢のレベルをふたつに分けるか、 3つ に分けるか、あるいはそれ以上に分
けるかは、学者によつて異なる。

b)第 2強勢 (｀ )は、単語が単独に発音された場合にははっきりと見られるが、
文 (発話)においては特別に強調される場合を除いて、自然に弱まる傾向が

強い。ということは、 リズムの面から見ると、単語の第 1強勢がそのまま文
(発話)のうえでも強勢を取って強いビートを形成していくとき、第 2強勢は

弱まり、強いビートを取らない (のが普通)ということである。 (以下の例で、

_は第 2強勢を表す)

ｃ
Ｎ
＞

intel16ctual

「
|・ 0'一 '

over16vv
_ 0

JSck is an intell6ctual p6rsonoae
The river overfl6wed.
*3 0

c)実践的には、第 2強勢は、母音に注意すれば、特に強さを意識する必要はな
いと言える。

」
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EXERCISES
音声を聞いて、各語の強勢を確 かめ正 しく発音 しましょう。

1. diplornat    dlplornacy    diplornatic

2. hypocrite   hypocrisy   hypocritical

3. mechanism   rnechanical   mechanician

4. telegraph   telegraphy   telegraphic

5. photo9raph   photographer   photographic

6. idea   ideology   ideo:ogical

7. competence   competitor   competition

8. person   personify   personanty   personification

9. method   rnethodical   rnethodology   methodological

音声を聞いて空欄 を埋め、強勢の位置に注意 して発音 しましょう。

1. She practiced‐ hard to_her technique.

2. 」apanese farm_came under pressure from foreign

competition.

3. He told me that your_at schoo!has irnproved.

4.Try to_the final word.(ふ たとおりの読み方で読まれている)

5. Their_effott brought success.

6. The children went to bed without_.

7. She_herself vvith listening to the_.

8. His sudden visit caused quite an_.

9. The doctor sald that she′ s_nicely.
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聞  1・
2.

3.

4.

5.

6.

ア.

8.

9.

解答・ 解説

以下に記す発音記号と強勢符号を参考に、付属CD―ROMの音声を活用して正しい
発音を身につけましょう。アルファベットのスペリング (文字)と実際の音との間に
はギャップがあります。特に、強勢の位置は文字からはまったくわかりません。これ

を機会に、発音記号とともに強勢の位置に特に注意を払うようにしましょう。

一 ―

ldip101nヽ t]Idlp10umOsi][dip10nl● tik]「ディ」‐「ロゥ」―「マ」

[hipaknt]卜 ip6kI∞ i][hipokrtik(o)1]「 ヒ」―「′詢→「クリ」

[maOnizm][mOk“ nik(0)][mёkOnaЭ )n]「メ」―「力」―「二」

[t610gr新 ]it01o910fi][to10groflk]rテ 」→「レ」‐[ラ」

[Outogra] [fot09rofor][butoOrttik]「 フォゥ」‐「夕」→「グラ」

[ad`(Ю )][譴didlod3i]Pmio16d」kol]「ディ」→「ア」→「ラ」

R6mpit(0)ns][kOmpaitO可  [kampit箋 On]「力」―「′`」―「テイ」

DO:rS(0)n][p00埒

“

10f譴]IpO:″SOnる 10ti][pЭ :おan3fOk6■ On]
「′珀―「サ」→「ナ」―「ケ」

[m000dl〔m006dlk(3)1][mё 00dωOd5i][m100dO16d3ik(011

「メ」―「サJ→「ダ」―「ラ」

一ヽ
Ｘ
＞

1・ perfed[pOrf6kt]國 /[p61rfikt]□

2. produce[prddo)uls l pr6diu:s][]ノ [prodo)■ ls]種B

3.condud[k`ndAktlkう n― ]|ヨ /[kOndAkt]|コ

4. aCcent[溌ksent][“ksOnt](英は[oks6nt])國 ノ[発ksent][詭 ks(o)nt]ロ

5. concetted[kons6:rtid]厖 1/[k6nso(1)rt](英は[k6nsot])匿 |[kons61rtl國

6. protest[pr6utest]匿 1/[protOst]國  (米は[pr6utest]も ある)

ア. contented[kOntё ntid]1亜1/[kantent][] [kOnt6nt]圧 ヨ

reCOrd[r6kOrd lr6kЭ ld]□ ′[rik61rd]國

8.upset[Apset]□ ′[ApSё t]國 □

9, prOgresSing[progr6siη ]國 /[pragres](米 )[pr6ugres](英 )□

・

「
，
ヽ
静
Ｊ
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単語がふたつ続いたときの強勢型

1. birthday pirty

2. pi5no cdncert

3. ch6wing girm

4. fire Engine

5. tfpewriter n'bbon

6. c5ffee grinder

7. r5ilway stition

8. sl6eping big
9. brSin ddath

10. h6mewdrk

1. 5pple p[e

2. prime minister

3. s6a br6eze

4. city hSll

5. !5ce cirtain
6. s6cond clSss

7. the R6d Cr6ss

8. spring b6d

9. priblic s6rvant

10. blSck b6x

030
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btthday pさ rtyは、前の単語に強勢が置かれ、6pple pFeは 両方の単語に強勢が置かれ

ます。d6rkrδom(暗室)と d6rk r6om(暗 い部屋)は、強勢の置かれ方によって意味
が違ってしまいます。このように、単語がふたつ以上続いた場合の強勢型を覚えましょ

つ。

ｃ
Ｎ
＞0

1.a)

b)

2.  a)

b)

3.  a)

b)

4. a)

b)

5. a)

b)

6.  a)

b)

dSrkrdom

dirk r5om

gr6enhduse

gr6en h6use

h6tplite
h6t plSte

fr6ehlnd

fr6e h5nd

c5pperplite

c6pper plSte

grSndmdther

grSnd m6ther

鮨琥

口1 1.誕生パーティー
2.ピアノコンサート

3.チ ューインガム

4.消防 (自動)車

5.タ イプライターのイ

ンクリボン

6.コ ーヒー挽き(器 )

7.(鉄道の)駅

8.寝袋

9.脳死

10.宿題

Eコ  1.アップルバイ
2.首相

3.海からの風

4.市庁舎

5.レースのカーテン

6.二流 (の )

7.赤十字社

8.ス プリング(を使った)べ

ッド

9.公務員

10.ブラックボックス(フ ラ

イトレコーダー)

a)暗室

b)暗い部屋

a)温室

b)緑色の家

a)ホ ットプレー ト

b)熱い皿

a)手描きの

b)自 由裁量

a)鋼板

b)鋼製の皿

a)祖母

b)偉大な母

回 1.

2.

3.

4.

5.

6.

031

′ヽ,

「 日5雨Tゝ嘩
司〃

Ⅲ



SECTiON

鯰剰
強勢現象は英語に独特なものなので、単語がひとつの場合の強勢型はもとより、ふたつ (以

上)続いた場合の強勢型には特に注意が必要です。

強勢とは

強勢 (stress)と は、単語のある部分 (音節と言う)を、ほかの部分 (音節)よ

り「際立たせる、目立たせる」ために、その部分に費やされる強いエネルギーで

あると言えます。具体的には、声を大きくする、ピッチを高めたり変化をつけた

りする、あるいは、時間をかけて長めに発音したりする、などが挙げられます。ま

た、母音の種類によっても際立たせ方に違いが出てきます。

英語では、この強勢が、単語に欠くことのできない要素のひとつとなっていて、

2音節以上の単語では、必ずどこかの音節に強勢が置かれます。そのため、強勢

の位置を間違えたり、強勢のつけ方が不十分であったりすると、単語が識別され

なくなったり、違った意味になってしまったりします。すなわち、英語における

強勢現象は根源的なものであって、あつてもなくてもよいというものではありま

せん。英語のネイティブスピーカーには、ある音節に強勢を置き、ある音節には

強勢を置かないという慣習が強くしみ込んでいます。そのため、彼らは、この強

勢現象には、実に敏感なのです。

日本語には強勢現象がない

ところが私たちの日本語には、この強勢現象がありません。ですから私たちは、

この強勢現象を感じる力、作り出す力が大変弱いのです。日本語の影響によって、

私たちの内部には、ある音節がほかの音節よりもいっそう際立って強いビート

(beat)あ るいは律動 (pulse)を持って現れる現象を感じる力がない、あるいは

あってもきわめて乏しいということなのです。これは、私たちの日本語が、強弱

をベースとしないで、ひとつひとつの音節が比較的均等に発音される言語である

ことによるものです。

外国人が日本語にもともとない強勢をつけて話しても、変に聞こえる程度であ

って、理解できないとか、意味を取り違えるということはまずありません。日本
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単語がふたつ続いたときの強勢型

語にとって強勢はあまり重要ではないからです。しかし逆は真ならずで、英語に

おいては強勢こそが重要なのですから、これを間違ったりいい加減にしたりして

は、それはもう英語ではなくなってしまうのです。

強弱のコントロール

一般的に言って私たちの話す英語は、強勢のあるべき音節が十分際立たない傾

向が強く、どうしても、日本語的に平士日になってしまいがちです。私たちは、ま

ずどこに強勢があるかを学ばなければなりません。そしてそれがわかったら、そ

こに十分な強勢を置くように、意識的に努めなければなりません。つまり、その

音節がほかの音節よりも十分「際立つ」ように、その個所に十分なエネルギーを

使うということです。そして同時に、強勢のない音節には、多くのエネルギーを

使って必要以上に「際立たせてしまう」ことのないように、強と弱とをコントロ

ールすることが大切です。

目
ｃ
ヽ
＞
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魏

11.

EXERCISES

音声を聞いて、各語句の強勢の位置を確認 し正 しく言ってみましょう。

1.kitchen sink      2.orange luice

3. morning paper      4. nlorning glory

5. night scho()1        6. night vvatchrnan

フ. night shift         8. nighttime

9. surnrner vveather    10, surnrnertime

ll. vvaterfal1          12. table tennis

13. fello,vv citizen       14. star player

15. snovvman         16. horne run

17.iackknife       18.cross― examine

音声を聞いて、下線部の強勢型と、(  )内のどちらの意味を表し
ているかを確認しましょう。ただし、本当はひとつの単語としてつづ

られるものも、語間はすべて空けてあります。

1. Can i use the white board?(白 い板/ホワイトボード)

2. Where did you buy the 9old fish?(金 製の魚/金魚)

3. Put the newspapersin the paper bag.(紙 袋/書類入れ)

4. They exchang ed cross words.(バ ズル/怒 りの言葉)

5, Do you mean a green belt?(緑 地帯/緑色の帯)

6.We need a strong box.(丈夫な箱/金庫)

フ. VVe SaⅥノa feW blaCk birdSin the park.(黒 い鳥//ク ロウタドリ)

8. He′sin that moving van.(走つている車/家具運搬車)

9.l′ d like to meet that dancing giri.(踊 つている娘/踊り子)

034

10. Put it in the giass case,please.(ガ ラスの箱/グラス入れ)



解答・解説

b16Ckbδard(黒板)、 gr6ndfら ther(祖父)、 cr6dit cら rd(ク レジットカード)、
bfrd WatChing(野鳥観察)、 市estシle(ライフスタイル)、 6ir‐condhion(エアコン
をつける)、 などのように、ふたつまたはそれ以上の単語が、意味の上からひとつの単

語のようになっているものを複合語と言います。最初の語に強勢が置かれるものが圧

倒的に多いのですが、例外もあり、また、英米その他で違うこともあります。なお、

複合語でないもの (最初の単語が次の単語を修飾するような場合)は、両方の単語に
強勢が置かれます。 ([傾咽 a r6d c6r)

複合語の種類と意味およびその強勢型については、辞書などでひとつひとつ学ばな

ければなりません。単語の強勢型が,夫まっているように、複合語の強勢型も決まって

いるためです。s16eping bら g(寝袋)は複合語で、最初の単語に強勢があります。こ
れを日本語の影響で、si6epin9 b6gのように言うと、「寝ている袋」になってしまい

ます。私たちは、無意識のうちに平坦な発音になる傾向があるので、複合語に関して

は、特に,主意が2ヽ要です。

一 ―

□1  1.´
′ 台所の流して台)    2.′  `ォレンジジュース

3.´
´
朝刊         4.′ ｀ 朝顔

5.´
｀ 夜学          6.′ ´

夜書員

7.´
｀ 夜動、夜同労働者    8.′ ｀ 夜.蓄問

9.´
´ 夏の天候 (気象)    10.′ ｀ ■時間くの期間)

11.´
｀ 摘          12.´ ｀ 卓球

13.´
´ 同国民        14.´ ′ 花形選手

15.・
｀ 雪だるま       16.´ ′ ホームラン(野球)

17.・
｀ ジャックナイフ    13.・ ´砧間する、反対尋間する

肛口 先に出ているものが正解
1.whte b6ard 白い振/whtebδard ホヮイトボード

2.961dnsh 全魚/961d“ h 全でできた魚(飾り)
3.paper ba9 ■類(祗)入れ/p6per b69 紙の袋

4 cr6ss,w6rds 薔りの言葉/Cr6sswδ rds クロスヮード(パズル)

5.9r`enbさ lt 緑地帯/gr6en b`lt 録の帯.録帯(柔道)

6.式「6ngbOx 全庫/str6ng b6X 丈夫な箱
7.b16ckbヽ rds クロウタドリ/blう ck brds 黒い鳥

8. m6ving van 家具口数車/m6ving van l動 いている車〈バン)

9.d`ncingび rl 踊り子/d6nCing gfrl 踊っている少女

10.916ss c6se ガラスの福/g16ss case グラス入れ

Ｃ
Ｘ
．＞
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回
０

0

単語のアクセントが生む文のリズム

強勢がひとつの場合

1. G行e it to him.
0 .・‐ ‐.

2.  l've h6ard ofit.
●

3. I can s6e it.
rQ

強勢がふたつの場合

1. P`tit on the d6sk
●       ●

2. lt fised to be mineoo
3.  :d6n′ t bel`eve you

●  ・‐ ●  ・

強勢が3つの場合

1. l′‖m6ke it h6ter′ if you lke.
●   ●   :‐   ●

2. l′ rn s`re that he w6nts tO b`y it.
●    ‐.●  .● ・1

3.  :vv6nted to n16et her ag6in.
●    ●   …‐⑬
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英語では、単語や複合語の強勢が、文 (発話)のリズムを作り出します。強勢のあると
ころが、強いビートとなって、ボン、ボンと山のように現れてきます。強勢のないとこ

ろは谷のような感じです。山は、強めにはっきりと、谷は弱めに発音します。

強勢が4つの場合

1 l c6n′t forg6t the things she s6id
・ 0 ・ 0  0   ●

Ｃ
Ｎ
＞

団 強勢が 5つの場合

1. :suppose you w6nt rne to bring it b6ck to
・  ●     ●      ●   0 ・

ntht.
●

口 1.彼にあげて。
2.聞いたことがある。

3.見えるよ。

田 1.机の上に置いて。
2.も とは私のものだった。

3.信 じられない。

回 1.よ かったらもう少し熱くしようか。

2,き っと彼はそれを買いたがるね。

3.も う一度彼女に会いたかった。

口11.彼女があれこれ言ったことは忘れら

れない。

v t. ;w,z nt&u< lt t,t\/LT t, r "
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噸欲
英語の強勢現象は、単語や複合語だけのものではなく、単語がいくつか続いた文 (発話)

の場合にも見られます。その場合、普通は、単語の強勢がそのまま発話の際の強勢になりま

す。従って2音節以上の単語では、すでに見たように必ずどこかの音節に強勢が置かれるわ

けですから、その音節がそのまま発話においても強勢を受けることになります。

〔匈

1音節の単語では普通、本動詞、名詞、形容詞、副詞、疑問詞、数詞などの、い

わゆる内容語 (content words:実 質的意味内容が濃い語)と言われるものは強

勢を受けます。これに対 して助動詞、前置詞、人称代名詞、接続詞、関係詞など

の、いわゆる機能語 (function words I主 として文法上の関係を示す語)と言わ

れるものは強勢を受けません (こ れはあくまでも原則であって、前後の関係、強

調、また発話のスピー ドなどによっても変化します)。 なお、単語がひとつだけの

発話もありますが、その場合は、必ずその単語に強勢が置かれます。

Cё ttainly.(●  )S6re(0)Y6s.(●)Y6u(●)Mё ?(● )

以下、 1音節の単語で通常強勢を受けるものを、例を挙げてまとめておきまし
よう。下線を引いた単語が各項目の例となっている単語です。

1.名詞
Isp6keto her by ph6ne./1′ |l give you a c611

2.本動詞
VVh6t do you w6nt'/l wr6te a lё tterto her

3.形容詞
lt was a旦旦d st6ry/She′ s a good driver

4.副詞
l w6nttttre with my frfend./ェ 旦ёre she g6es

5.疑問詞
Wh6n did he c6me'/Wh6t did she s6y?
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単語のアクセントが生む文のリズム

6.所有代名詞 (mine′ yOurs′ his′ hers′ theirs′ etc.)
Hfs is on the t6ble./1s thfs b6g y6urs'

7.指示代名詞 (thisi that′ these′ those)
VVhat′ s th6t?/~「 h「sis my br6ther

8.数詞、その他の数量を表す語
(each′ few′ some′ bothl one′ two′ threel etc.)

VVe 6te s6me ofit/She b6ughttw6 b6xes ofch6colates

9,否定詞 (no′ not)
N6sm6king./rrn fё e‖ ng n6 b6tter./1′ m n6tc6ming

10.感投詞
Oh d6ar!/G6sh′ |'mh`ngry./M′ 900dnessI

11.文意から
lt's m6./Wh,sh6uld l?/You d6n'tlfke lt d6 you?

一ｔ
Ｘ
＞
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EXERCISFS

0 音声を聞いて、空欄 を埋め、強勢に注意 して言ってみましょう。1. |′ve       for it.

2.They_itfrom me.

3. Het at

4. They were_ones.

5.      she     ?

6. Itも

ア. He's

8. :tも       all

9.l・ m_my_is_.

10. :      it vvas an

ll. ｀

`ould_be as_as you_.
12. :_be_if they_.

13. He     to     to     at

14. She and

15. lt's what I to _ you about.

15. _ and _ what the in the _.
17. !t′sthe      of      that l

18. l′d      to      a      to the

19.| I can to

20. VVe′ d__to_you to__in the

040
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解答・解説

英語の文 (発話)には、少なくとも1カ所は強勢を受けるところがあります。その

数は、発話を構成する単語の種類によって違います。爾のところでおなかからウッと

空気を押し出すような気持ちで言ってみましょう。

★ ★ 胴
目
一
ｃ醤

1.

3.

5.

7.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20,

|'ve(p6id)for it.          2. 丁hey(t6ok)it frOrn me.
・ ●  ・.             ●

He′s at(h6rne).           4. 丁hey were(n6w)OneS.
・  ●            ・     ●

(Wh6rers)she(fr6rn)?     6. It's(n6)(96od).
●     ●          ●  ●
He's(f6st)(as:6ep).       8. it′ s(q6ite)al!(rfght).
●   ●            ●  ・・ ●

l′ m(afr6id)my(s6n)is(f‖ ).
・  1●    ●  :●
|(th6ught)it was an(6xce‖ ent)(id6a).
●    ‐ ‐ ●  . ●

Ylou′ (」 (b6st)be as(q`ick)as you(cin).
●     ●    .・  ●

l(sh6uldnit)be(surprfsed)if they(forg6t).
●       ●        ●
He(h6s)to(96)to(v『 6rk)at(s6ven).
● ・ ● ‐‐ ●   ●

She(s6t)(tfght)and(dfdn′t)(m(6ve).
●  ●  ‐  ● ‐  ●

it′s(n6t)ヽ′Vhat l(ヽⅣ6nted)tO(6sk)yOu abOut.
●  :. ●   ‐・ ●  ・ ‐‐・

(C6rne)and(s6e)ヽヘノhat the(Cat)(dfd)in the(kftChen).
●    ●  ‐・   ●  ●  = ● ・
!t's the(kfnd)of(ffim)that l(sfmply)(c6n′ t)(eni6y).

●  ・ ●    ・ ●   ●   ●
|′d(lfke)tO(p16Ce)a(C6‖ )tO the(Un■ ed)(St6teS).
●   ●  ‐ ●  ・ .●   ●

!(think)i can(convince)(」 6an)to(c6rne)(a16ng).
・  ●      ●   ●    ●  =●
VVe′ d(6150)(lfke)tO(inVfte)yOu tO(t6ke)(p6rt)in the(96nle).
・ ● .●   ●    ●  ●  ・ ‐ ●

041



4
SECT10N

周期的に現れる強いビート

1. C6rne.

2. C6nne to t6a.
0 ・ 0

3. C6nne to t6a vvith J6hn.
●  ・.(0  . ●

4. C6me to t6a vvith J6hn and M6ry.
●  ・ ●  ¨ 0 ・ ●

5. C6nne to t6a vvith J6hn and M6ry at t6n.
●  .●    0 - 0・  ●

1. Th6nk you.
●

2. Th6nk you v6ry m`ch.
●    ●  ●

3. Th6nk you v6ry rn`ch for 6verゝ 泣hing.
●    ●‐ ●  ・ ● ,

4. Th6nk you v6ry m`ch for 6verゝ 注hing that you d`d
●  ‐‐ ● : ●    ● Ⅲ Ⅲ・  ,.  ●

for us,

●

0

口
０
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英語の発話では、強勢から強勢までの間が、時間的に等しくなろうとする強い傾向が見

られます。これを強勢の等時性と言います。強いビートが等間隔に現れる傾向です。メ

トロノームを使ったり、手で机をたたいたりして、強勢の間隔パターンに慣れましょう。

1. l'm amfsed.
a

2. l'm am(sed by the m5n
O:S

3. rm am`sed bythe m`n and hisi6kes.
・ 0  ・     磯  ・‐ .●

回
０

目
一ヽ
Ｎ
＞

4. l′ m arn`sed by the m6n and hisf`nnyj6kes.。
0  ・ ・ ●  ‐・   0   ●

5. !′ m am`sed bythe m6n and hiS V6ry f`nny i6kes

-0・ ・ ● ■  ● ●  ●

圏■ト

回 1.来て。
2.お 茶に来て。

3.ジ ョンとお茶に来て。

4.ジョンとメアリーとお茶に来て。

5.十時にジョンとメアリーとお茶に来て。

回 1.あ りがとう。
2.ど うもありがとう。

3何から何までどうもありがとうございます。
4私たちのために何から何までやってくだ
さって本当にありがとうございます。

回 1.面白い。
2.そ の男性は面白い。

3.そ の男性と彼のジョークは面白い。

4.そ の男性と彼のおかしなジョークは面白い。

5その男性と彼のものすごくおかしなジョー

クは面白い。

043
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囃ぜ
世界の言語は、リズムの面から見て大きくふたつに分けられます。強勢のある (強 く際立

つ)音節と、強勢のない (弱 く際立たない)音節との組み合わせから成り、この強勢のある
音節から次の強勢のある音節に、弾むようにして跳んでいくタイプのリズムを持っている言

語、これを強勢リズムの言語 (stress― timed languages)と 言います。英語は、強勢リズム

(stress timing)を 持っている言語のひとつです。

強勢の等時性

強勢は、比較的等間隔に現れようとする強い傾向 (等時性)を持っています。こ

れは、弱いビートを縫うようにして、強いビートが繰り返し、比較的規則的に現

れようとすることを意味します。そこで、たとえば下のふたつの英語を比べてみ

ると、次のようなことが言えます。

Give itto me this m6rning and l'llflnish it bythis 6vening
o o,! a ,o

a)1.の英語は音節の数の点では2.の英語の半分しかありません (1.は 8音節、
2.は 16音節)。 しかし、強勢の数の点では、 1.は 2.の倍になります (1 1ま 8強
勢、 2 1ま 4強勢)。 そこで、普通に話した場合、 1.の英語は、 2 の英語の約 2
倍の時間がかかるのです。

b)1.の英語は、弱音節がひとつもないため、A′ B′ C  とひとつずつが規則
的にボン、ボン、ボン ・ の調子で現れてきます。しかし2のほうは、強勢のあ
る音節は4つ しかなく、残りの12音節はすべて弱音節です。英語の強勢は強い等

時性を持っていますから、弱音節は、数が多くなればなるほど速く言われるよう

になり、いわば圧縮されて、発音が弱くはっきりしなくなります。

″Ｈ

●

″Ｇ

●

″Ｆ

●

″Ｅ

●

Ｄ́

●

″Ｃ

●

″Ｂ

●

″Ａ

●
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周期的に現れる強いビート

日本語は音節リズムの言語

これに対して、日本語は音節リズムの言語 (sy‖ able― tlmed languageS)のひ

とつであって、英語のように強弱をベースにして、ある特定の音節 (強勢のある

音節)が規則的に現れるタイプとは違います。つまり、すべての音節が、強弱の

差を特別につけず、均質的に等間隔で現れるという音節リズム (sy‖ able timing)

を持った言語なのです。ですから、たとえば、 1 ナマタマゴヲカケテタベマシタ
(生卵をかけて食べました)は 14音節、 2.タマゴヲタベタ (卵を食べた)は 7音

節で、 1 1ま 2のほぼ2倍の時間をかけて言われることになります。この日本語
のリズムは、私たちがしっかりと身につけてしまっているものですから、よほど

注意しない限り、英語の発音にも持ち込んでしまいます。その結果、すべての音

節に強弱をつけず、しかもひとつひとつの音節を同じ時間をかけて発話してしま

い、平坦な英語を作り出してしまうことになるのです。

E×AMPLES i、 ||、 |‖ は、それぞれ強勢の数が増えていっています。強勢と強

勢との間が比較的等間隔になっていることを、耳と口とで確認しましよう。

ｃ
ヽ
ト
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EXERCISES

0 音声を聞いて、空欄を埋め、強勢の数が増えていつているのを確認 し、自分でも言 ってみましょう。

1. a)l′ ll_yOu.

b)l′ |:_yOu the_.

C)|′‖_you the_of my_.

2.a)_was_.

b)_was_with the_.

C)_Was_with the_for_the_.

3.a)

b)

C)

4. a)

b)

c)

d)

5. a)

b)

C)

d)

e)

won't you _?
won't vou until ?

won't you until 

- 

when he's _?

She _ the _.
She _ the _
She _ the _ in the _.
She 

- 

the 

- 

in the _.

She's in with him.

She's _ in _ with him.

She's _ in _ with an

She's _ in _ with an

ln with an

046
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解答・解説

ボンと盛り上がるようにして際立つところが増えていきます。そのボンの個所をし

っかりと盛り上吠 しかもほぼ同じ間隔で現れるように練習し、英語のリズム感覚を

身につけましょう。

彙 ★

r‖ (sh6w)yOu.
・  ●  .‐
l'|!(sh6w)you the(ph6to).
・  ●  .:     ●
l′ ||(sh6w)you the(ph6to)Of my(f6m‖ y).

o
(i) was (an
o
(f) was (an
O

oo
n6yed).

o
n6yed) with the (m5n).

OO
(D was(ann6yed)with the(m6n)fOr(b6ating)the(d69)・
●     ●       ●  ‐‐ ● ‐  ●
(Wh′ )WOn't yOu(W6it)'
●        ●

(Wh′)won′t you(w6it)unt‖ (Frfday)'
●        ●    ●
(Wh′)won′t you(w6it)unt‖ (Frfday),when he′s(b6ck)?
●     ― ●    ●          ●

She(cons61ed)the(Chfld).
‐‐ . ●     ●
She(COnSOled)the(W6eping)(Chfld).
・   ・ ●     ●    ●
she(cons61ed)the(W6eping)(chf!d)in the(p6rk).
・‐ ‐‐ ●     ●    ●      ●
she(c6uldn′t)(cons61e)the(W6eping)(Chf:d)in the(p6rk)
●      ●     ●    ●      ●

SherS in(16ve)With him.
●

she′s(f6‖ en)in(16ve)with him.
●    ●   ‐.  :‐

she′ s(f6‖ en)in(16ve)With an(6nist).
●    ●  ・ ‐1● ‐

she's(f611en)in(16ve)with an(6rtist)(ag`in).
●   ●  | .■ ● 十1■ ●

(Elfzabethis)(f6‖ en)in(16ve)With an(6威 ist)(ag6in).
●     ●    ●  ‐,・ ● ・ ・ ●

・ｔ
Ｘ
＞

1.a)

b)

C)

2. a)

b)

C)

3. a)

b)

C)

4. a)

b)

C)

d)

5. a)

b)

C)

d)

e)
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回
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回
０

文中の速いところ・遅いところ

1. T6m:6oks tfred
e  ●  ●

2. T6m l6oks as if he were tired.ooo

1.  !think he w6nts to 16ave.
●    ●  ・ 0

2.  :think that he w6nts usto:6ave.
●      0 ・一 ‐ 醸

1. |′ lit6ke him th6re tom6rrOw.
●    ●  : ● ,

2.  !′ |l t6ke hirn to sch6ol ton16rrovv.
●    i  ●    ●

3.  l′ li take hirn to the concert tolTllorrow.

・  0  -     ●     ●

4.1ll t6ke him to the recftai tom6rrow.
・ 0  .      ●    ●

048
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強勢の等時性は、スピードの変化と表裏一体の関係にあります。強勢と強勢との間の弱

が多くなるほど、そこは弱めかつ速めに発音されます。T6m!6oks as if he were tfred.

(0●    0)で は、asif he wereの ところが弱く、速くなります。

and then a and then a

1. She wasin a b6d t6mperthis m6rning
‐
―  ● ● ..・  ●

2. L6tt invfte them to the p61ty.
0 ■●       ●

3. Bf‖七n6ts`re if he can aff6rd it
●  ● ● '‖ i・ ●

4. He t5ld me that there was an 5ccident.
O . O'..

ａｎｅ
ｈ

・．

Ｈ

】
ｎａ

′Ａ

Ｏ

′Ａ

●

′Ａ

●

′Ａ

●

１

２

３

４

a

Ｈ
ｕ
　

　

Ｈ
ｕ

ｎ

　

　

ｎ

″Ｄ

ｅ

′Ｄ

像

′Ｄ

機

′Ｄ

攀

ａ

．

Ｈ
】

　

Ｈ
】

ｎ

一・
　

ｎ

一

ａ

　

　

ａ

′Ｃ

Ｏ

′Ｃ

鶴

′Ｃ

●

′Ｃ

●

ａ

ｄ

　

ｄ

ｎ

　

　

ｎ

ａ

　

　

ａ

′Ｂ

機

′Ｂ

磯

″Ｂ

Ｏ

′Ｂ

●

一ｔ
Ｘ
＞0

団

0

ａ

　

　

ａ

回 D
口11.トムは疲れているみたい。   れていく。
2.ト ムは疲れているように   4.彼 を明日リサイタルに連
見える。            れていく。

El l.彼 はもう行きたいのだと 口]1.A B C D
思う。           2.Aと Bと Cと D
2.彼 はもうわれわれに行っ   3.Aと B(ひ とつ)と C(ひ と
てほしいんだと思う。     つ)と D(ひ とつ)

4.Aと それからB(ひ とつ)と

画11彼 を明日そこへ連れていく。    それからC(ひ とつ)と そ
2.彼 を明日学校へ連れていく。   れからD(ひ とつ)
3彼を明日コンサートに連

口11.彼女は今朝機嫌が悪かっ
た。

2.彼 らをパーティーに招待

しよう。

3.ビルはその余裕があるか

どうか確かではない。

4.彼は事故があったと(私に)

言った。
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剛置
ここでは、発話のスピードという問題に焦点を当て、日本語と英語のリズムの本質的な違

いを理解します。それによって、英語のリズムをしっかりと身につけることができるように

しましょう。

発話の中でスピードの変化が生じる

発話全体のスピードは、個人個人によって差がありますし、話し手の気持ちに

よっても変化します。また、話す相手や場面 (公式な場面、非公式な場面など)に

よっても違ってきます。いわゆる早口な人の話が聞き取りにくいのは、短い時間

内により多くの情報が詰め込まれ、同時に発音があいまいになるからです。これ

は、日本語でも英語でも変わりありません。ネイティブスピーカー同士の間でも、

聞き取れないということが起きるのですから、私たちが極端に速いスピードの英

語についていけないことがあっても、これは大した問題ではありません。問題は、

ひとまとまりの発話の中でスピードの変化が生じるという現象なのです。

私たちにとって問題になるのは次の 2点です。

単語のレベルで発話を長くしてしまう

(1)た とえば、stress lstres]は 1音節ですが、私たちはこれを、ス・卜・レ・ス

のように4音節で発音しがちです。springs[spriDz]も 1音節ですが、ス・プ・

り・ン・グ・ズのように6音節にしがちです (原因についてはPart 8参照)。 it

はイ・ッ・卜、wifeは ワ・イ・フというように、単語のレベルで発話を長くし

てしまいがちなのです。英語の単語は、発散させるようにゆっくりと発音する

のではなく、むしろ収縮させるように素早く言う必要があります。

文 (発話)全体を引き延ばしてしまう

(2)た とえば、T6m16oks asif he were tfred(E× AMPLES l-2)は 、決し
てT6m16oks 6s r hё  wё re tfred.のようには発音されません。まして、 卜・
ム・ル ッψ ・ス・ア・ズ・イ・フ・い 一 ワー

“

・イ・アー
・ド

のように発音されることはありません。しかし、私たちはこれに近い発音をし

ていることが多いのです。すなわち、単語ばかりでなく、文 (発話)全体をも

引き延ばしてしまっているということです。

`
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文中の速いところ。遅いところ

英語では、as、 it he、 Wereの 4つの単語に、ほかと同じ比重が置かれるので

はありません。T6mか ら16oksに かけては、比較的ゆっくり落ちついたペースで

進みますが、16oksからasif he wereに かけては、多くの単語を速ぐ言おうとす

るのでペースが速まります。そして最後のtfredで またゆっくりしたペースになり

ます。付属 CD― ROMの音声で確認するとよくわかります。

最大の課題は緩急の差

すなわち、英語では、ひとつの文 (発話)の 中で、ゆっくり進むところと、速

く多くを言わなければならないところが出てくるということです。日本語のよう

に、同じペースで進んでいくわけではありません。この、発話の内部における緩

急の差という現象こそが、私たちにとって最大の課題です。私たちは、一定のペ

ースで進む日本語の特徴によって生まれる壁を乗り越えて、スピー ドの変化を自

由にコントロールできるようにしたいものです。

一ゝ
Ｘ
＞
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0

EXERCISES

音声を聞いて、次の各組の発話のスピー ドの違いに注意 して言 ってみ

ましょう。

1. a)!vvant to know.

b)l wanted hlm to know.

c)l wanted him to forget.

d)l VVanted hirn to be a docton

e)I Wanted him to be a musician.

f) I Wanted hirn tO be an engineen

2. a)See you laten

b)See yOu tOmorrow.

C)See you in the evening.

d)See you in the all:ernoon.

3.a)He hit the man.

b)He hit him in the stomach.

音声を聞いて、次の各英文内に生 じる強勢 とスピー ドの変化 に注意 し

て、自分でも言 つてみましょう。

1. !rea‖y think thatit was a very 900d idea.

2. lthink thatit was his ovvn idea.

3. Peter apologized for his ternper and his:rnpatience.

4. Please extend to herく)ur sincere syrnpathies.

5. Tiake care(of him for rne′ won′t you?

6. l′ llsee vvhatlcan come up Mノ ith.

7. :was rnost grateful to him for his help and advice.
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解答 0解説

回E 強勢を受けるふたつの音節の間に、強勢を受けない音節 (下線部)が増えていきます。
当然この部分は、速足で駆けていくような感じがだんだん強くなります。

1,a)l w6ntto kn6w.
‐‐ ● =  ‐
c)|、へ′6nted him to forg6t
_● ~●  下 ●

b)!W6nted him to

d) lwanted him to be a d6ctor.
●   ●   ・・ ● ・

e) lwinted him to be a musician
・ ●  ● :‐   ●

f) | wSnted him to be an engin6er,
意 ● ■

「

~了Tξ~裏~ξ
=。 ●

●

kn6w,
a

b) S6e you tom6rrow.
O-O

d) S6e you in the aftern6on
●

2. a)

C)

3. a)

b)

Oqs*

E l.～ 7.までの英文は、それぞれの発話の内部で、どのようにスピードの変化が生じ
ているかを感じ、身につけるためのものです。弱の部分 ( )が多いところで急、少
ないところで緩となります。

'1. lr6ally think that it was a
既 ●脅 ●

v6ry g6od id6a
.OO

2. l think that it vvas his 6vvn id6a

● ●   ●0  螢  0

3. P6ter ap6logized for his t6mper and his imp5tience
O O =O O

4. Pl6ase ext6nd to her our sinc6re sympathies.
●  鬱 {● ●  ●

5. T5ke c5re of him for me, w5n't you?
a o- a

6. l'll s6e what I can come rlp with.
● ●  多

7. lwas m5st g rStefulto him for his h6lp and advice.
●   ● ● ●

053

S6e you:6ten
●   ●
S6e yc)u in the 6vening.

●       ●
He h■ the m`n.
●   ●

He h■ him in the st6mach.
●       ●
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文の中では弱くなる語

■□国理は陽

0

回
●

代名詞

1. !kn6vv vou lfke it.
-0~「 ~0

2. VVh6re′ s vour c6r?
●  4可=~0

3. He said he carne.
●)~ 0

4. Wh6t′s his n6me?
0) ~ 10}

5.  C611 hirn b6ck!
0)~   (0)

6. Wh6t's she s6vina?
0)  ~ |● |″

  ~

7.  l m6t her v6sterdav.
●
~  (D

8. l b6ught them drinks
●  ~~=~ ●

be動詞・助動詞

1. Thev are tfred.
・
´~「~●

2. There vvas no answer
・  ~||● ●

3. Thev vvere 611 afr6id.
・・
~́「~● .●

4. The b6ys have g6ne.
●
~==~●

5. VVh6t had she f6und?
● ~口   0

6. You can tr6st him.~ 
● Ⅲl

7. VVe rnust q6.~・
●

8. Wh6t would vou s6v?
●
~= 0
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PO!NT

回
０

履団トー

弱のところにくる単語は、弱めに、あいまいに発音され、単独で発音されるときと違う

発音になるものがあります。これが弱形 (Weak fOrmS)です。たとぇばl kn6w you

Fke it.の youは uu:]からDu]や [Э ]になります。            
″

前置詞

1. lrd lfke a clp of t6a
・ ●  :=●

~●

2. He:s frorn C6nada.
・ ■
~■ ~●

・ ・

3. They 16ft fOr SCh6ol
O~ 1鬱

4. Gfve it to T6m.
0 ■ T●

接続詞ほか

1. HeЪ t611 and thin.
… 0~T~●

2. !b6ughtsome st6mps.
●  ~=~~ ●

3. 丁his is b6tter than th6t.
艤 … ● ・

~ 
●

4. !kn6w thatitt tF6e.
‐・ ●  ~‐ 0

目
一」
刈
＞

口:1.それ好きだよね。

2.車はどこにあるの
'

3.彼 は来たと言った。

4.彼の名前は?

5.(彼 を)呼び戻して !

6.彼女は何を言っているの
'

7.彼女に昨日会った。

8.彼 らに飲み物を買ってあ

げた。

肛11.彼らは疲れている。
2.応答がなかった。

3.彼 らはみんな怖がっていた。

4.男の子たちはもう行っち

ゃった。

5.彼女は何を見つけたの
'

6.彼 を信じていいよ。

7.行かなくちゃ。

3.何とおっしゃいますか。

回11.お茶が飲みたい。

2.彼はカナダ出身です。

3.彼 らは学校へ行った。

4.そ れをトムにあげて。

国11.彼は背が高くてやせ

ている。

2.切手を少し買った。

3.こ のほうがあれより

よい。

4.そ れが本当なことは

わかっているよ。
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0 6
SECT:ON

目ざ
以下の下線部は、 1音節の単語で、通常、文 (発話)の中で強勢を受けない語です。このよ
うな「弱形を取る語」についてはρ.21を参照。

|.人称代名詞

ld6n'tlke them./Wh6re's yourc6r?

Tё ll me what you've d6ne./One n6verkn6ws.

2.be動詞、助動詞 (Ought、 need、 dare、 usedを除く)

There was n5 repl,i. / Wh6re are we g6ing?
Whdt do they siy? / Ask him if he can c6me.

3.前置詞

lt′ S On the t6ble./rm frOmり apin
There were f6ur of us./They w6ited fortw6 h6urs

4.関係詞

丁h「slsthe b6ok(WhiCh/that)lw`nted

Anyone who/that d6esthat must be m6d

5.接続詞

lt wassn6wing when we arr～ ed.

He rdn and r6n./1、へ/ould l「keto g6′ butl c6n′ t

6.その他
~「

hrS iS b6terthan thdt/B「 ‖'s as str6ng as an 6x.

W6uld yOu lrke sOme t`a'(数 量が特に意識されなしヽ場合)
There are SOme lё tterS fOr yOu(… …があるという場合の there)

`
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文の中では弱くなる語

次に、これらの語が特別に強勢を受ける場合を見てみましよう。

l.意味の上で重要になる場合 (文脈上必要となる)

lt's bry6u to decide./lt's y6urturn now/ln m,cou ntry…

2.意味が強調される場合
‐
「6m′ what 6re you d6ing'/Thrs is th6[ё i:]bookto read

3.ほか (の単語)と対比させる場合

lt′ s6n the table(nOt 6nderthe table)/1C6n and wfll do it.

4.発話の最後の助動詞・be動詞

ld6n'tthrnk he c6n./VVhё re have you bё en?

5。 発話の最後に強勢のない語がきた場合、その前にある単語に強勢がくる。

wh6re w6re you?/H6w t she?/H6w6re you?/wh,sh6uld l'

6.助動詞がほかに動詞を伴わない場合

M6st you'/H6ve you?/Drd she'

7.発話の先頭にあつて、しかもゆっくりと言われる場合

D6yOu lfke it?/c`n you c6rne'

」̈
χ
＞
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EXERCISES

0
基本練習 :音声を聞いて、空欄を埋め、弱いところを強くしないよう

に注意して、自分でも言つてみましょう。

1.               call

2.              all

3. cop:es office.

4. 

- 

think-pass-exams?
5. Give milk, please.

6. I believe America.

7. What time _ going _ leave?

8. 

-older--think.
9` do told.

0
応用練習 :音声を聞いて、空欄を埋め、|口と同様に言ってみましょう。

1. The            died            uncle.

2. avvay a rrlves.

3. l'll- through secretary.

4.

back.

5. Hard work road success.

5. Everyone _ time
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解答・解説

国口 基本練習 弱くあいまいになった単語の発音を身につけましょう。

1. ‖Ⅲ.● == 丁hereta[ёorzo]「ザァザ」、for you[fo● u]「ファユ」
2. ・ ● ‐ !t′s for[itsfor]「イツファ」、otus[Эvos]「アヴァス」
3.=1-,Oi・ ‐.● = There were some[ё orworsom]、 in the[inni]。
in the[inё o]は [inni]の ようになる。

4.・ ‐・● 0=‐・● Do you[diu,d50]ヽ Shell『i(I)1]、 her[(h)or]

5,磯・ ・0・‐ them some[ё omsoln]「ザムサム」。最後のpleaseは文の強勢
も受けず、弱形にもならない語。

6.‐・ 0・‐||‐・鰺・・ shers from『 1(I)zfrom]「シズフラム」

7.●0  ●・.=● are we[Э rwi]、 to[to]。 going toは 、くだけた米語で
は9onna[96(1)no,9onЭ ]「ゴナ、ガナ」のようになる。

8.・ 0・   O Hers[hi(1)z]、 thanyou[OonjЭ ]「ザニュ」

9.  0   0 You mu史 日umOsI「ユマス」、as you are[ЭJuЭr]「ア
ジュア」

応用練習

1. ● o  ● _m6n whO[mttn(h)u(1)]「マンフー」、
was my[wЭ zmai]「ワズマイ」。myは [mo]に もなる。

2.・・.●・‐. ● = ● l′ m afr6id」′ll be[ainlofrOidailbi]「 アイマフレ
イダイルビ」、When he[(h)wen(h)i(1)]「 ウエニイ」

3. ・ Omet・ .0 ,‐・  p6tyou[pit∫Э]「プチュ」、to the[toёЭ]
4.  ●・  一 ● ● l wou晏コppr6ciatdt[aiwodoprll∫ ieitit]
「ァィヮダプリーシェィティト(ゥ )」、

if he cOuld c6‖ me[if(h)i(1)kЭ dkう 11lni]「 イフィクドゥコールミ」

5.00●   =●  O p`t♪ im on the[pit(h)imannol― onnЭ ]「プティ
マナ」、to[tЭ ]。 on theは [annolonnЭ ]「アンナ」のようになる。

6.● =  ●・一‐ ● ・ ● 'belた ved it at the「 ビリーヴディタト(ゥ )
ザ」、thau sp6ke to you[Ootaisp6uktau]

圏
一）
Ｘ
＞
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COLU‖‖

QeA I 「ネイティブの話す英語が聞き取れないのはなぜ7」丁
●

英会話の学校に通っているのですが、日本人同士や、ネイティブスピーカーの人たち

との間で英語で話す機会があります。そうしたとき、日本人の話す英語は、比較的速く話さ

れたり、内容の点で高度であったりしても理解できるのですが、ネイティブスピーカーの英

語だと何を言いたいのかはっきりしないことが多いのです。どういった点に問題があり、そ

の解決のためにどのような学習をしていけばいいのでしょうか。

日 この問題に関しては、本書冒頭の「日本語の音の壁を乗り越える」の中ですでに触れて

おきました。すなわち、自分の話す英語が、リスニングに影響を与えるという問題です。私

たちが、お互いの話す日本語を何ら問題なく理解できるのは、お互いが同じもの (日本語)

を、それぞれのうちに持っているからです。同じ文法、同じ音の体系をお互いが身につけて

いるからです。つまり、相手が話す日本語と同じ (よ うな)日本語を話すことができるから、

相手の言うことが聞き取れる (わかる)のです。
たとえlよ 方言に相当の違いがある場合は、その違いの程度に応じて、相手の言うことが

わからなくなります。英語の場合にも同じことが言えます。日本人同士の英語が理解できる

のは、自分の耳に入ってくる、自分が話している英語と、相手の日本人が話している英語の

両方が、同じ (種類)のものであるためです。この場合、ふたりとも、母語である日本語に
よって強烈に影響を受けている英語を話すのですから、ある意味では英語らしい日本語を話

していると言ってよいのです。

これに対して、ネイティブスピーカーの話す英語がわからないのは、根本的には、自分の

話す英語が、ネイティブスピーカーのそれとは違いすぎているからです。自分の耳に入って

くる自分の話す英語と、同じ耳に入ってくるネイティブスピーカーの話す英語とが、音声と

して違いすぎていれ|よ 後者は単なる雑音になってしまうということです。

日本人同士では、たとえιよ 5、 6歳の子どもが大人と話をして、お互いに理解し合ってい

ます (も ちろん語彙力の差がありますから、子どもの語彙力を超えない範囲、という条件は

付きます)。 このことから、話の内容がその子どもの持つ語彙力の範囲を超えない限り、子ど

もは大人と同じように話せるようになっていれlよ 大人の言うことを理解することもほぼ完

全にできるということです。ですから、英語に関しても、自分の語彙力の範囲内でなら、ネ

イティブスピーカーとはは1司じように話せるということを目標にし、それが達成されると、

同時にネイティプスピーカーの英語がわかるようになります。後は発音を含めた総合的な語

彙力を増進させていけばよいのです。

以上、要するに、ネイテイブスピーカーが舌す英語と同じような英語が話せるようになる

ということが、リスニングカのアップになるということです。まず中学校程度の英語から始

めて、次いで、ネイテイブスピーカーが頻繁に使う2000～ 3000語程度の語彙なら、自由に

操ることができる、ということを目標にするとよいでしょう。
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Part 2
イントネーション『

眩

ー 麗璽b薇

イントネーションが

情報を伝える

イン トネーションは、話し手の微妙な

気持ちを表すほか :こ、さまざまな情報

を含んでいます。



LE丁
′S LiSTEN

ダイアローグを聞いてみましょう
0
」菫L

0

Nancy: You know what I just heard?

Patrick: No, what?

Nancy: Richard and Christine won the state lottery!

Patnck: You're kidding! Who told you that?

Nancy: Karen. She said they won over two million dollars!

Patrick: They didn't!

Nancy: Yes. They bought a new house and two new cars .

Patrick: I don't believe it!

Nancy: And they're leaving next week on a trip around the world.

Patrick: lt's not truel

Nancy: lt is, too! What's the matter with you? Why won't you
believe me?

Patrick: I believe you, I believeyou!
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複雑な英語のイントネーションをマスターします。どこで、どのようなピッチ (声の高低)の変
化が起きるかを押さえ、同じように言つてみることが大切です。ここでは、  : の単語の大字
の部分でビッチ変化が生じています。

YOu｀ knOW What‖ uSt heard?

ナンシー :  ねえ、もう聞いた?

パ トリック : いや、何だい ?

ナンシー リチャードとクリスティーン (の夫婦)が州の宝くじを当てたんです
って !

パトリック: まさか ! そんなことだれから聞いた?

ナンシー :  カレンよ。何でもふたりには、200万 ドル以上入るらしいわよ。

パ トリック : そんなことあるもんか !

ナンシー :  大ありよ。新しい家を買って、新車を2台入れて

パトリック: ぼくは信じないぞ !

ナンシー :  それに来週には世界一周旅行に出発するらしいわ。

パ トリック : うそだ !

ナンシー 本当だってば ! あなたったらどうしたの? どうして私の言うこと
が信じられないの?

パ トリック : わかった、信じるよ、信じるったら !

訳

へ
ヾ

７
Ｎ
Ｉ
ヾ

Ш
ヽ

「
”
ユ

“
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聰洟釉 話のポイントを示す音の上下 r口ぽ準

「
イントネーションの機能

It's nOt what he said,but the way he said it(何 を言ったかではなくて、その

言い方なんだよ)と いうのは、私たちの日常生活でよくあることです。これはもちろ

ん、日本語だけでなく、英語にも言えることです。

言い方の問題は、声色一
たとえ|よ 怒気を含んだ調子、猫なで声、威厳のある調

子など一
や、話すスピード (テンポ)、 声の大きさなどにかかわっています。それと

同時に、重要な役割を果たしているのがイントネーションです。

イントネーションというのは、声の高低上下の動きのことです。これは話者の心的

態度を表すばかりでなく、発話の意味を変えてしまう働きを持っています。たとえlよ

No.と いう簡単な単語の場合、次のようになります。
｀″
などの記号は、その単語の中

での調子の変化を示します。
｀
No.(声が下がる― 嫌です)

″No?(声が上がる一 嫌だって?)

イントネーション (すなわちビッチー 声
の高イ■上下―

の動き)は どの言語にも

見られます。その意味で、イントネーションの働きには普遍性があると言われていま

す。しかし同時に、ビッチの利用の仕方には違いがあり、その違いの習得が、私たち

にとって重要になるわけです。

それではまず、イントネーションの働き (機能=function)についてまとめておき

ましょう。

1。 話者の心的態度を表す機能

心的態度というのは、「親しげな」「遠慮がちな」「押し付けるような」「決活な」な

a多様に表現される話者の感情や態度を指します。普通イントネーションと言うと、
このような話者の気持ちを表すものと考えられています。

(例):What's the、time?(気持ちのこもらない聞き方)
:What's the｀time?(気持ちのこもった聞き方)
｀
What′ s the｀ time?(「イ可時なんだよ」というような強い聞き方)
lWhat′s the″time?(丁寧な聞き方)

(注):Whatrsは低い出だし、
lWhat'sは高い出だし、、timeは低い出だしで始まり、

さらに下がることを示す。

しかし、注意しなければならないのは、この話者の心的態度とイントネーションと

の関係は、絶対的なものではないということです。話者の発話には、ビッチ以外の音
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声要素が入っているからです。また仮に、同じような調子で言ったとしても、顔の表

情や身振りなどの、いわゆるボデイーランゲージ (bOdy language)も 関与してくる

わけですから、こういう気持ちはこういうイントネーションでなくてはならないとい

うようなものではないのです。

どうしてこういうことを述べたかというと、多くの英語の専門家に、心的態度とイ
ントネーションとの関係をあまりに強調しすぎる傾向が見られるからです。心的態度

とイントネーションとの間に絶対的な決まりがあるわけではないのですから「間違っ

たら大変な誤解を受けるかもしれない」と不安になって、ひとつの決まった型に縛ら

れてしまうのはかえってよくありません。誤解を与えることがあるとすれ|よ それは

むしろ、心的態度以外のイントネーションの機能に関するものであると言えます。

ですから私たちは、イントネーションによって表される話者の心的態度の微妙な違
いに関しては、あまり神経質になる必要はないと言ってもよいでしょう。むしろ、以

下に記すことをよく理解して、身につけるようにしてください。

2.発 話のある部分を際立たせる機能

発話というのは、話者力`情報を整理して相手に伝えようとするものです。イントネ

ーションは、その一連の情報の中のどの部分 (どの単語)が、話者にとって最も重点
を置きたい個所 (これをここでは情報の焦点という言葉で表します)なのかを示しま
す (情報の焦点については,73参照)。

(1)a)I WaSVew｀ tired.(私はすごく疲れていた)

b):WaS｀Vew tired.(私はすごく疲れていた)

a)と b)では、それぞれ、tiredと veryでビッチの変化が生じています。このよう

に、ビッチの変化が生ずるところが情報の焦点を示しています。

(2)a)Here's my｀ boOk.(こ こに私の本があります)

b)Here′S｀ my b00k.(こ こに私の本があります)

C)｀ Heに′S my b00k.(こ こに私の本があります)
ピッチ変化が

｀
b00k、
｀
my、
｀
HettЪ で生じており、それぞれが情報の焦点となっ

ています。

目
へ
ヽ

７
Ｎ
Ｉ
で

Ш
ヽ

3.文法的機能

陳述文、疑間文、命令文、その他文法的な意味の違いが、イントネーションによっ

て表されます。

(1)a)iSn′ t She‖ ke her｀ mOther?(1爆女、お母さんにそっくりね)
これは、形は疑問文でも内容的には陳述文です。

｀
motherの ところでピッチの下降

があります。

b)ThiS iS″yOurS.(これ、あなたのですか)

形は陳述文でも、′yoursにおけるビッチの上昇によって疑問文となっています。
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c)You｀ must be back by ten.(10時までに家に帰りなさい)

形は陳述文であって命令文ではありませんが、
｀
mustに ビッチの下降が置かれ、実

際には命令文となっています。

(2)a)He is coming on｀ Sunday｀ iSnit he?

b)He iS COnlin9 0n｀Sundaン ′iSn′ t he'

a)は「彼、 日曜日に来るよね (そうだよね)」 と、来ることをほぼ確信していて、
相手に確認を求めている文です。陳述文的な文です。

b)は、「彼、日曜日に来るよね、そうじゃない ?」 と、来ることがそれほど確かで

はなく、相手に尋ねています。疑問文的な文です。

イントネーションの形態

次は、イントネーションの形 (形式、形態=brm)を まとめておきましょう。

1.音 調 一 ビツチ変化の型

下降調と上昇調の区別があることはすでに見ましたが、このほかに下降上昇調と上

昇下降調とがあります。さらに研究者によっては、平坦調、急な上昇調、滑らかな上

昇調、高いところからの下降調などを設定する人もいます。

要するに、イントネーションは意味との関係で非常に複雑に変化するので、母音や

子音のようにはっきりとした数を設定できないというのが現実です。実際には以下に

述べる4つを身につけておけlよ 英語で考える力と慣れとの相乗効果によって、自然

と英語らしいイントネーションで話せるようになるものです。

下降調と上昇調は日本語にもありますから、それほど問題はありません。しかし、

下降上昇調 ('いったん降りてまた昇る)と上昇下降調 (^いったん昇ってまた降り

る)は、単語のアクセントとの関係で、日本語にはないイントネーションです。しか

も、英語ではかなり頻繁に使われる型ですから (特に
V)、
十分練習しておく必要があ

ります。ではまず、簡単な例から見てみましょう。

(1)a)下降調
｀
YeS.(いいです一 普通

の答え)

b)上昇調′Yes.(いいですか?― 尋ねている)
c)下降上昇調WeS.(ええ、いいんですが、〔でも……〕一 躊躇している)

d)上昇下降調JeS.(もちろんですよ、とんでもない一 特に相手の言ったこと

を否定するときなど)

(2)a)｀ Mary.(メ アリーー ちよっ
とここへ来て)

b)′Mav.(メ アリーー あなたなの? どこにいるの?)
c)'Mary.(メ アリーー

よくお聞きなさい、いいね)

d)^Maw.(メ アリーー 何てことをした
の !)
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人の名を呼ぶとき (た とえば教室などで)、 平坦調で
‥
Maryということがあります

が、これも必ず平坦調になるわけではありません。

(3)a)l didn't9o because l was'boに d.

(bOredの ところが下降上昇調 :退屈だから行ったというわけではない
― 行

った理由はほかにある)

b):didnft 9o because i vvas｀ bOred.

(bOredの ところが下降調 :退屈だから行かなかった)

2■ ピッチ変:化の場所 :          ‐  _      
‐

機能のところで、ビッチ変化が生じるところが情報の焦点であると述べました。発

話の中におけるピッチ変化の位置によって、意味が変わってくる場合があります。

(1)a)WhO iS thatlady OVer′ there?(普通の質問)
b)″ WhO iS thatlady OVer there?(も う一度言ってくれませんか

― 相手
の言

ったことを聞き直すとき)

(2)a)Jack alsO wrOte(tO)」 i‖ tδday.(ジ ャックは今日もジルに手紙を書いた)
b)」 aCk alSO WrOte(tO)｀ Ji‖ tOday.(ジ ャックは今 日ジル に も手 紙 を:書い た )
C)」 aCk alSO｀ WrOte(tO)」 ‖ltOday.(ジ ャックは今 日ジル に手紙 も書 い た )
d)JaCk｀a150 WrOte(to)」 i‖ today.(ジ ャックも今日ジルに手紙を書いた)

3.イントネーションの構造

話者は、いろいろと考えながら話をしていきます。その際、前に言ったことや聞い

たこととの関係、相手が知っているかどうかに関する知識や思惑などによって、発話
をいくつかの情報の単位に分割していきます。話者の伝えたいと思うこと力ヽ どのよ

うな情報単位で組み立てられていくかが、イントネーションによって表されるのです。

(1)a)HerS｀ 90ing′ |′ iS he?(彼、行くの、そうなの?)

b)He'S｀ going′ iS he?(彼、行くんだね― 皮肉や批判などの気持ちが込められ

ている。だれかから彼が行くと聞いたり、偶然にわかったとぃう場合)
(2)a)l know his｀ sOn′ |｀ Bi‖.(彼の息子、ビルを知っている)
b)l knOW hiSSOn｀ Bi‖ .(ビル とい う名 の息子 を知 って い る )

a)は、彼には一人息子がいて、その名をBlllと いう場合。b)は、彼にはBillと い

う名の息子がいる。Billのほかにも息子がいるかもしれないという場合です。
また、会議や、大勢の人の前でのスピーチでは、情報の単位が増えることがあり、
その場合はピッチ変化の起きる場所も多くなります。

“”呻】】】一へヽ
７サ‐ヾ
Шマ
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調子の上がり下がりの4つの型

●
1.  a)

b)

2.  a)

b)

3.  a)

b)

4. a)

b)

5. a)

b)

C)

6.  a)

b)

C)

d)

vvhat's the｀tinle?(1. Iヽ 降調)

鴇′hat′sthe■ime?(2.上 昇調)

Are you′ happy?(2.上昇調)

Are you｀ happy?(1.下降調 )

lknow｀ Mav.(1.下 降調)

l know VMary.(3.下 降上昇調)

Give her a｀ chance.(1.下 降調)

Give her a thanCe,(3.下 降上昇調)
｀
Oh!(1.下 降調)

′Oh!(2.上昇調)

^Oh!(4.上昇下降調)

She｀could do.(1.下 降調)

She′could do.(2._Lξ肇調 )

She Vcould do.(3.下降_L昇調)

She ACOuld d°・ (4.上昇
~F降
調)

魔殿

l a)何時ですか。〔普通の問い〕

b)何時でしょうか。〔丁寧な質問〕

2.a)満足した?〔普通の問い〕

b)満足したでしょう。〔当然〕

3.a)メ アリーを知っています。〔陳述〕

b)メ アリーは知っていますが……。

4.a)彼女にチャンスを与えなさい。〔普通の命令〕

b)(た とえ駄目でも)彼女にチャンスを与えた

ら
'

5.a)あ あ(なるほど)。

b)え え?(そ うなの ?)

c)え えっ?(本当 ?)

6.a)で きますよ。〔陳述〕

b)で きますかねえ。/で きますか。

c)で きますよ、でも・ ・(や るかなあ)。

d)も ちろんできますよ !
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ざ饉

ここでは、4つのビッチ変化の型 (音調)を学びます。

1.下降調 (｀ )     2.上 昇調 (″ )

3.下降上昇調 (V)   4.上 昇下降調 (^)
EXAMPLESでは、太字のところでビッチ変化が起きています。

文字は音を写すものであっても、音のすべてを写しているわけではありません。

音の姿を詳しく分析し、表すためには、文字以外のいろいろな記号が必要とな

ります。英語の辞書に載っている、母音や子音の記号、強勢の記号などもその例

です。

ところが、辞書にも表されていないものがあります。イントネーションがそれ

です。人間の声は高くも低くもなり、いろいろなところで高低の動きを示します。

この声の高低の動きを完全に示す方法はありません。機械を使えば別ですが、と

ても複雑で、すべての発話に用いることができるわけではありません。

しかし、言語を学ぶ範囲では、声の高低のすべてが同じように重要なわけでは

ありません。発話の意味を変えてしまう動きこそが重要なわけですから、それを

示せば事足ります。

まずは4つの音調をマスターする

ここでは、簡単で、しかもイントネーションの最も重要な姿を効果的に不す表

示法を採用しました。  は、普通に話しているときの各人の声の幅 (高めと低
め)を表し、・ 、ヽや

｀
mは、声の動きの方向を示します。

一”理””一
ヘマ
７ヽ
‐ヾ
コマ

(1)下降調

(2)上昇調
(3)下降上昇調

(4)上昇下降調

ヘ

ノ

ヘノ

●ノハ

｀m 高めから低めに下がる場合。
″m 低めから高めに上がる場合。Vm 
高めからいったん下がつて、再び上がる場合。

^m 低めからいったん上がって、再び下がる場合。

英語では、以上の4つの音調を中心として、さらに細かい分類が可能です。し

かし、とにかくまずこの4つを基本としてマスターすることです。

なお、イントネーションは、どんな発話にも必ず現れるものです。特別な場合

に使われる平坦調 (レベルピッチ)。一―
‐
mを除いて、単語がひとつしかない発話

でも、必ずこれらの音調のどれかが現れます。そして、この音調の違いによって、

発話の意味が違ってくるわけです。

また、イントネーションによって表される意味は、非常に複雑です。文法的な

意味と、話者の心的態度のどちらか一方のみを表すという、二極の分類が常に可

能なわけではありません。実際にはむしろ、その両方を持ち、どちらかの要素が

強いというのが普通です。そのため、イントネーションによる意味の違いを、明

確に文字に表すことは大変難しいことです。従って、ここで訳として挙げたもの

は、そのイントネーションの変化によってそういう意味になることが可能である、

という程度に理解してください。絶対にそういう意味になる、ということではあ

りません。発話の意味は、状況の中で決まるからです。
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EXIRCISES
音声を聞いて、下線部の発音がどういう音調で言われているかを確認

し、同じように繰り返しましょう。また、それぞれの発話にはどのよ

うな意味が込められているのでしょうか。

1. a)丁hat′50K.

b)That'sOK.

c)Thatrs OK.

d)丁hatrs OK.

2. a)!think that's a dreadful play.

b)l think that's a dreadful play.

3. a)l like it.

b)l like it.

4. a)」 ohn isn′ t here yet.

b)」 (Ohn isn′t here yet.

5. a)On Monday!

b)On Monday!

c)On Monday!

6.a)L's very Lst.

b)lt'S Very faSt.

フ. a)He dOeSn′ t Speak to anybody.

b)He dOeSn′ t speak to anybody.

8. a)Look at the tinle.

b)Look at the tirne.

9, a)l beg yOur pardon.

b)l beg your pardon.
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解答・解説

ここでは、4つの音調をマスターし、同時に、どのような意味の違いが生じるかを

学びます。

1.a)

b)

C)

d)

2. a)

b)

4. a)

b)

5. a)

b)

c)

★ ★ ☆ ■

0｀K「いいですよ」。感情の入らない普通の陳述。

O″K「いいですよ (心配しないで)」。控えめな表現。あるいは、相手を安
心させるような表現。

OVK「いいですよ (でも……)」。Thatis O'K′ but...と 続くような場合。

O^K「いいですよ (いいって言ったでしょう)」。強い表現。「もういいよ、
いいんだよ」というような場合。
｀
dreadful「ひどい芝居だ」。特に強い感情を込めずに、芝居がひどいもの

だったことを述べている。

^dreadful「
ひどい芝居だ (ま さか子どもを連れて見に行くわけではない

でしょうね)」。非常に強い表現。

「(ほかの人はどうか知らないけれど)私は好き」というような場合。

「私は好きだけれど (でも……)」。
。
l‖ ke it′ but...と 続くような場合。

｀
here「ジョンはまだ来ていないんだね」

″here「ジョンはまだ来ていないってこと'(あ なた、そう言っ
たの ?)」

｀
Monday「へえ、月曜日 !(ああ、そうなの)」

″Monday「月曜日'(あ なた、そう言ったの ?)」

^Monday「 (え !?)月 曜日!'(本当!')」 まさか月曜日とは、というよう

へ
ヽ

７
ヽ
―
ヾ

Ш
マ

ヽ〓
‥

．

）〓
‥

．

ａ＞

り

ヽ
●

な場合。

6,a)｀fast「 とっても速い」

b)■ ast「とっても速いことは速いけれど…… (あ まり快適ではない)」

7.a)｀anybody「 だれとも話をしない」
▼anybody「 だれとも話をしないというわけではない」
｀
time「時間を見なさい」

rime「 あれ、もうこんな時間だ !(驚いた ! しまった 1)」
｀
pardon「すみません」。わびる場合。

′pardon「もう一度言っていただけませんか」。聞き返す場合。

Ｄ

ａ＞

助

ａ＞

り

８

　

　

９
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調子の変わり目が話の焦点

圏蜃隧馨颯

0 1.  a)

b)

2.  a)

b)

3.  a)

b)

C)

d)

4. a)

b)

C)

d)

5.  a)

b)

6.  a)

b)

This is what l'meant.
'This is what I meant.

She didn't feel herielf.

She didn't'fee! herself.

Allthe boys sing'well.

All the boys'sing well.

Allthe'boys sing well.
'AIlthe boys sing well.

The lesson was very'boring.

The lesson was'very boring.

The lesson'was very boring.

The'lesson was very boring.

ls there a ,bigger one?

.ls there a bigger one?

Put it on the'desk.

Put it'on the desk.

魔D       ―

1.a)それです、そのことを私は言いたかったん

です。

b)こ れから言うこと、それが私の言いたかっ

たことなんです。

2.a)彼女はいつもの気分にならなかった。

b)彼女は(体に触れてみたが)感 じなかった。

3.男の子たちはみんな歌が上手だ。

a)「上手」を強調。

b)「歌が」を強調。

c)「男の子たち」を強調。

d)「みんな」を強調。

4.授業はとても退屈だった。

a)「退屈」を強調。

b)「とても」を強調。

c)「だった」を強調(相手の言葉に反論する場

合など)。

d)「授業」を強調。

5.a)も っと大きいのある?〔普通の問い〕

b)も っと大きいのあるかなあ、ないと思うな(相

手の言葉に反応して)。

6.そ れを机の上に置きなさい。

a)「机」を強調。  b)「上に」を強調。
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ピッチ変化の位置によって、発話の意味が変わります。ビッチ変化は、話者が重要だと

考える単語のところに生じます。すなわち、情報の焦点が、ビッチ変化の位置によって

示されるのです。

⑬踪
単語がひとつの場合は必ずその単語に、ふたつの場合は少なくとも、どちらかひとつの単

語に、そして単語が多くなっても、必ずどれかひとつの単語には音調の変化が現れます。す

なわち、話者は、自分が作っていく発話 (文章)の中で、重要な単語を選び、そこで音調を
変化させることによって、自分の伝えようとする情報にメリハリを与えるわけです。その重

要な個所を、ここでは、情報の焦点という言葉で表 しておきます。

話者は、自分の持っている情報をさまざまな単語や構文を使って表します。そ

の際、情報のどの部分が相手にとってすでにわかっていることであるか (既知)、

わかっていないことであるか (未知)を、無意識のうちに考え、イントネーショ
ンによって示すのです。話者が既知と見なして扱う情報を既知情報 (given

informatlon)、 未知として扱う情報を新情報 (new information)と 呼びます。

この新情報の中心部分、すなわち情報の焦点を示す単語の部分で、すでに学んだ

4つの音調のうちのどれかひとつが現れるのです。たとえば次のようになります。
(1)a)l workln a｀ bank「銀行で働いている」

既知情報 新情報
(どこで働いているの

')→
(銀行で)と いう状況での発話。働いている

ことは既知の情報であって、働いているところ、すなわち「銀行」が新

情報として扱われている。

b)|｀work here.「ここで働いている」
新情報 既知情報

(こ こで何をしているの)→ (働いている=こ こは自分の職場である)と
いう状況での発話。hereは状況から明らかであって、「働いている」と

いう事実が、新情報として扱われている。

lcame because she｀toid me.「彼女に言われたので来た」
既知情報   新情報
(なぜ来たの ?)→ (その理由は、彼女にそう言われたから)という状況
での発話。来たことはすでに了解されているので既知情報として扱われ、

来た理由を新情報として扱っている。
｀
toldが、新情報における情報の焦

点を示している。

b)|｀came′ because she｀ to:d me.「 彼女に言われたので、だから来た」
新情報    新情報
(いったいどうしたの' 来たの、来なかったの')→ (それが、来たん
だ。というのは、彼女に言われたんでね)という状況での発話。来た事

実と、その理由とが、相手に対して新情報として提示されている。

なお、上の分け方は大まかな分け方であって、新情報の中身を状況に応じてさ

らに細かく分けることが可能です。いずれにせよ、最も大切なのは、音調によっ

て情報の焦点が示されるということです。

Ｊ目
■
司
刊
測
‐

(2)a)
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EXERCISES

0 音声を聞いて、次の発話は、それぞれどこの部分でビッチ変化が生 じているかを確認 し、同 じように言つてみましょう。また、それぞれの

発話は、どういう意味になるでしょうか。

1.a)l′ m COming.

b)lam COming.

C)!'m COming・

2. a) !have plans to leave.

b)l haVe planS tO leaVe.

3. a)The play was extremely du‖ .

b)The playヽvaS eXtremely du‖ .

c)The play WaS eXtrelΥ lely dull.

d)The play VVaS eXtremely dull.

4.a)You must go.

b)YOu mu受 90.

c)YOu muSt gO.

5. a)Doesn′ t John live here?

b)Doesn′ t」 ohn live here?

c)Doesn′ t」 ohn live here?

d)IDoesn′ t」 lohn live here?

6. a)Ali cats don′t like dogs.

b)AIl cats don′ t like dogs.

7. a)Can you putit on the hot plate?

b)Can yOu putit On the hOt plate?
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解答・解説

発話 (文章)の どの部分 (単語)に音調の変化が現れるかによって発話の意味が違
ってきます。音調と1青報の焦点の関係をつかみましょう。

十 ☆ ★ ☆

1,a)

b)

d)

4. a)

b)

C)

5. a)

b)

C)

d)

6. a)

b)

7. a)

b)

｀
COming「行きます」。呼ばれて、「いま行きます」というような場合。
｀am 「私は、行・き・ま・す !」。「行かないんでしょう」とか、「行っては
いけない」と言われて反発しているような状況での発話。
｀rm 「私が行きます」「私も行きます」
｀
leave「出かけるつもりだ」
｀
plans「後に残しておく図面 (な ど)がある」
｀
du:l「芝居はとても退屈だった」

extpemely「芝居はものすごく退屈だった」
｀
was「芝居は、間違いなく、とても退屈だった」。相手の言ったことに反
論して、芝居がつまらなかったということを強調するような場合。
｀
play「芝居がとても退屈だった」。退屈だったのは芝居です (劇場はきれ

いだったけれど、食事はよかったけれど)、 というような場合。
｀
9o「行かなくちゃ駄目だよ」。普通の陳述。
｀
must「 (ど うしても)行かなくちゃ駄目だよ」。行かなければならないこ
とを強調したり、行きなさい、と命令しているような場合。
｀
You「 (ほ かの人ではなくて)あなたが行かなくちゃ駄目だよ」と、ほか
の人と対比させて言うような場合。

′here「 ジョンはここに住んでない
'」

′‖ve「ジョンはここに住んでない
'」

」ohn「ジョンはここに住んでない ?」

′Doesn′t「ジョンはここに住んでないの' 本当 ?」 だれかに「ジョン
はここに住んでいないよ」と言われ、「ここに住んでいると思ったんだけど

違うの?」 というような場合。
｀
dogs「猫はみんな犬が嫌いだ」
｀
A!l「すべての猫が、犬を嫌いなわけではない」

′plate「それ、その熱いお皿の上に置いてくれない
'」

′hot「それ、そのホットプレートの上に置いてくれない?」

h6t p16te(熱いお皿)/h6t plら te(ホ ットプレート)

目ｃ＞

ａ＞

Ｄ

ａ＞

り

ｃ＞

２

　

　

３

へ
ヽ

ア
Ｎ
Ｉ
で
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調子の変化は文の意味を変える

0 1.a)

b)

C)

d)

2.  a)

b)

3.  a)

b)

C)

d)

4. a)

b)

5,  a)

b)

6.  a)

b)

I didn't come because she'told me.

I didn't'come because she told me.

I didn't come because she -told me.

I didn't'come because she'told me.

My sister who is in -London is getting'married.

My -sister, who is in -London, is getting 'married.

'Peter's been here,.hasn't he?

'Peter's been here,'hasn't he?

'Peter's been here, ,has he?

'Peter's been here, has he?

He died a rich'man.

He'died, a rich'man.

Would you like .beer or'sake?

Would you like.beer or.sake?

l'll leave tdmorrow, after the'conference.

l'll leave tomorrow after the'conference.

■D―――

1.a)彼女に言われたので来なかった。〔理由〕

b)彼女に言われたので、それで来なかった。

〔事実〕

c)彼女に言われたから来たというわけではな

いんだ。 (来たのはほかに理由がある)

d)来なかったんだ。彼女に言われたのでね。

2.a)ロ ンドンにいる姉が結婚する。

b)姉が、ロンドンにいるんだが、結婚する。

3.a)ピーター、来てるよね、違う?〔質問〕

b)ピーター、来てるよね。〔確認〕

c)ピーター、来てるの ?(知 らなかった)

d)ピーター、来てるのか。 (何てやつだ)

4.a)彼はお金を残 して死んだ。

b)彼 は死んだ、あの金持ちが。

5.a)ビールとお酒とどちらがいいですか。

b)ビールかお酒でも飲みますか。

6.a)(今日の)会議を終えて、明日出かけます。

b)明 日、会議の後出かけます。
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鱚置

ある発話において、どのようなピッチ変化 (音調)がどのような場所に現れるかによっ

て、文字にすればまったく同一の英文も違った意味になります。ここでは、ビッチ変化

の種類と場所の組み合わせによって生じる意味の違いを総合的に理解し、身につけます。

イン トネーションは感情を表すだけでなく、重要な情報処理を行います。

舞台に立って演技をする人たち、ラジオやテレビのナレーター、あるいは、大

勢の人の前で演説をする政治家、こういう人たちは、特に豊かな表現力が必要と

されるため、普通は訓練をして、イントネーションの使い方に熟達します。しか

し、このように感情や気持ちを表すイントネーションは、日常会話のレベルでは

無意識のうちに使っているものです。

このほかに、すでに見たように、イントネーションにはもうひとつの働きがあ

ります。すなわち、話し手はイントネーションによって、自分の心的態度を表す

だけではなく、相手とのコミュニケーションにおいて、非常に重要な情報処理を

行っているのです。外国人として英語を学ぶ私たちにとって、この情報処理の仕

方が何よりも大切であることは、言うまでもないでしょう。適切な情報処理を行

うことができないと、コミュニケーションに大きな障害をもたらすことになるか

らです。イントネーション習得の中心課題は、感情を豊かに表すための訓練では

なく、むしろ、情報の処理とイントネーションとの関係を押さえることにある、と

前に述べたのはこのためです。例文に見られるように、同じ英文が、イントネー

ションによって、肯定と否定のまったく逆の意味にもなってしまうからです。

目
へ
ヽ

７
Ｎ
Ｉ
ヾ

コ
マ

1.  a)

b)

c)

d)

2. a)
b)

来なかった理由を述べている。

来なかったという事実を述べている。

この文は、:t wasn′ t because she told me that!came.と いう意味で、私
が来たのは彼女に言われたからではない、と来た理由がほかにあることを述べて

いる。■oldにおける下降上昇調によって、言われたから来たのではない、と否定
の意味が変わってくる。

来なかったという事実と、その理由とを述べている。

ロンドンにいる姉以外にも、姉妹がいると考えられる。

ただひとりの姉と考えられる。

「来ていると思うんだけど違うの ?」 来ていることが不確かで相手に質問している。

「来ていると思うんだけど、そうだよね」と相手に確認している。

「ああそうなの、来てるの ?」 と相手の言ったことに反応している。

ピーターが来ているということが、何かでわかって、そのことに対して反応して

いる。「そうか」「しょうがないなあ」など。

a rich manは 、S+V+Cの C(補語)と なっている。
a rich manと Heと は、同格の関係にある。

どちらがいいかを尋ねている。 Vヽhich...?の 問いかけ。
あるいはほかに何か飲みますか。Yes or no?の 問いかけ。

会議が今日あると考えられる。

会議が明日あると考えられる。

3. a
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ａ
　
ｈ
一

５

　

　

６

4. a)
b)
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EXERCiSES
音声 を聞いて、次のそれぞれの文の、どの部分にどのようなビッチ変

化が生 じているかを確認 しましょう。 さらに意味の違いを理解 した上

で、同 じように繰 り返 してみましょう。

1. a)There'S anOther onein the cupboard.

b)丁 herers another one in the cupboard.

C)ThereЪ another one in the cupboard.

d)There's another one in the cupboard.

2. a)l′ |l call my brother the psychiatrist.

b):′ ll Call my brothe4 the psychiatrist.

3. a)You did it′ didnft you?

b)YOu did itr didn't you?

c)｀Ylou did it,did you?

4. a)She died a happy、 volγla n.

b)She died′ a happy wornan.

5. a)Did you go by car or by train?

b)IDid you gol by car or by train?

6. a):burned(old magazines and nevvspapers.

b)l burned(01d rnagazines and newspapers.

7. a)She vvashecl and brushed her hain

b)She vvaShed and brushed her hain

8.a)lt′s me,」 ohn.

b)lt'Sme」 Ohn.

9. a)He Can read andヽ Ⅳritef too.

b)He can read and vvritertoo.

078

SECT10N



解答 0解説

発話 (文章)のどの部分 (単語)にとのような音目の変化が現れるかによって発話
の意味鷹 ってきます。話者による情報の処理方法を学びましょう。

… …
1.a)ヒupbOard「もうひとつ戸量に入っている」.cupboardが新構鐵。
b)anδner「もうひとつ戸襴に入っている」。cupboardは 既知情報。
●antther`型曖bOard「も22二つ星塑に入っているよ」。anotherは
新情報。CupbOardは 半既知情報あるいは、準既知情報 (semi‐ 91ven
infOrmatiOn:既 知,11であっても.団者が新磁 |,に猥った場合)という。

d)an壁卜|｀Cup“ard「立2ひとつあるよ.(どこかと言え
`め

戸欄にお」。
両方とも新情報.

2.a)pSyこhiatri“ 「精神科医の兄に電酷をします」。ほかに兄 (弟)がいると
思われる。

b)｀brOthe,pw::hiatri“  「兄に電面をします、精神科医なんです」。ひと
りだけの兄と思われる。

3.a)｀VOu′ ′didnt「あなたがやったんでしょう、そうしゃないの ?」 質問的。

b)｀ VOu′
｀
didnt「あなたがやったんでしょう.そうでしょう」。,筐認を求めている。

0｀YOu′ ′did「あなたがやったの (本当, 知らなかった)?」 相手の発言
に反応し.同時に確認をしてtヽ る。

4.a)｀woman「彼女は■福のうちに死んだ」。a happy wOmanは S+V+
Cの文型のC(補語)に当たる。

b)｀dled,・Woman「 篠女は死んだ.あの幸せな人が」。Sheと a happy
womanは同格.

5.a)′er.■rain「車で行ったの、汽車で行ったの.どっち?」

b)′●■■rain「車で行ったの、汽車で行ったの.それとも……」

6.a)｀newspapers i古い雑おと古tヽ新間を燃やした」。両方とも古い。

b)magaZ:聖菫三′ne=重paperS「古い雑誌と.新聞を燃やした」。新11は、
古いか新しいか不明。

7. a)｀ hair「頭を
"tっ

て、髪にブラシをかけた」。washed her haiL…

b)｀WaShed,｀ hair「 (体などを)洗い.壁にブラシをかけた」。Washed

(herSelf)...
｀me「ジョン、ぼくだよ」。Johnは呼びかけ。
｀
me｀JOhn「ぼくだよ、ジョンだよ」。「自分がジョンである」ということ。
｀
t00「 (話せるだけでなく)読み書きもできる」
｀
read′
｀
tOo「読めるだけでなく、書くこともできる」

鶉̈饉一̈一肺̈飩一綺一率へ・ヽ
７シ‐ヾ
Шマ

ａ

　
ｈ
ｖ
　

ａ

　
・Ｄ

８

　

　

　

９
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‐                         4鶴 区

Q■ A`「知らない分野の英語を聞き取るには?」 厄膨
H                      心

【:|                               
▼

M自 分が漏懸いがあってよく知っているテーマの話だと、リスニングもそれほど難しいと
思いませんが、知らない話題だと突然聞き取れなくなつてしまうことがよくあります。とい

うことは、あらゆるトビックについて知識がないと、リスニングも大丈夫という段階までは

いかないということになりますが……。そこでアドバイスが歓しいのですが、どのような分

野にも通用するリスニングカをつけるにはどうすればいいのでしょうか。

に この問題は、根本的には、語彙力の問題と言ってよいでしょう。ただし、語彙が豊富で

あっても、ネイティブスピーカーの英語が理解できるとは限りません。それは、語彙力には、

質的・量的な面で、いろいろなレベルがあるからです。

(1)どのくらいの数の単語を知っているか。

(2)知っている単語の内容はどの程度か、辞書に出ているその単語の意味内容とその使い方

を、 ネイティブスピーカーに近いほど、ほとんど全部知っているか。
(3)聞き取れる単語の数はどのくらいか。単語として一応知ってはいても、文 (発話)の中

で、いろいろな単語と結びついて使われる場合に、その単語が確実に聞き取れるか。

リスニングに関しては、(3)の レベルの語彙力が問題となるのは言うまでもありません。単

語は、母音と子音とがさまざまに結びついてできているので、その個々の音が確実に識別で

きなければならないばかりでなく、強勢の位置、さらには、連結その他の音声現象にも慣れ

ていなければなりません。すなわち、本書で扱った、私たちにとって難しいさまざまな音声

現象を、母語の壁を乗り越えて身につけていなければならないということです。

それでは、相当幅広い分野にわたって、リスニングの面であまり不自由しないというレベ

ルの語彙力とは、どの程度のものでしょうか。結論を先に述べますと、その数は、約2000の

重要単語を中心として、2000～3000語の範囲にあると言えます。この数は何かと言うと、

英語のネイティブスピーカーが、日常のいろいろな場面で、書いたり話したりして使う、き

わめて頻度の高い種類の単語数であるということです。

最近ではこれらの単語は、辞書学の進展に伴って、膨大な資料から導き出されてきていま

す。そして、これらの使用頻度の高い単語ハ 外国人の英語学習者のために作られた英英辞

典の定義にイ吏われています。同時にその使い方が、実際の例文や説明を通じて、詳しくそれ

ぞれの辞書で扱われているのです。以上、要するに、ネイティブスピーカーは、相当幅広い

話題を、これらの2000語 (から3000語 )でカバーしているのですから、私たちの目標は、ま

ずこれらの単語を身につけて、最初に述べた(3)の レベルの語彙力に持っていくことであると

言ってよいでしよう。
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Part 3

:,゛
■

連結

礎

浴

MP3

301
饉
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=

単語と単語の切れ
,゛

刀｀

わからなくなる

文字で見るのと音で聞くのでは、単語

と単語の切れ目が違うのです。



LET'S LISTEN

ダイアローグを聞いてみましょう 0

Jim 丁he boss_is_on vacation,anci the sheep_are playingし in the

f ields.

N4il<e: What are you talking_about?

」im:

Mike

Jim:

Mike

」im:

Come on. Do you think anybody's done any work since he's

been gone?

Whenjou put_it that way . . .

You see? l'm_absolutely right.

Maybe you've got me there.

I think l'll take a break.

Mike: Another one?

Jim: lt's not like I haven't done any work today.

Mike: No, but let's put it this way-your work breaks have been
a lot shorter than3our rest breaks.
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単語が滑らかにつながって、その切れ目がわかりにくくなる現象をマスターします。ここでは
|  の中の単語の間で、つながる現象が起きています。下の例のほか、いろいろなつながり方
があります。

bOSS iS On― )bO― SS!-50n sheep are* shee-pare

ジム :  ボスが休暇中で、羊は喜び野を駆け回る。

マイク :何の話だい?

ジム だってほら、ボスがいなくなってから、仕事をしてるやつなんていない

じゃないか。

マイク: そういえ:よ まあそうだね・

ジム :  だろ' ぼくの言うとおりさ。

マイク :ま、反論の余地なしだね。

ジム :  さてと、ひと休みするか。

マイク : またかい?

ジム :  ぼくだって、今日は全然仕事してないってわけじゃないんだぜ。

マイク : そうさ、だけどこうも言えるよ。休んじゃちょっと仕事をし、休んじゃま

たちょっと仕事をしてるってね。

■
目
】罫
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躊陽漑 単語がうながる 音の連結 `ギ
レ

椰門甲'「

音は流れて動くもの

英文を読んでみると、簡単な単語が並んでいるだけなのに、聞いたときにはわから

なかったということがよくあるものです。また、そういう英文を声を出して読む場合、

どうしてもネイテイブスピーカーの発音のように滑らかに読めない、という経験のあ

る方も多いことでしよう。これは、日で見れば切れている単語と単語が、実際話され

るときには、そのようには切れないという場合によく起こることです。

単語がいくつか連続してひとつの発話が行われるとき、ひとつひとつの単語は、決

して独立して発音されるのではありません。ところが私たちは、単語と単語のつなが

り方を知らないために、ひとつひとつの単語が単独で存在するかのように、孤立させ

て発音してしまう傾向が非常に強いのです。あるいは、次のように言うこともできる

でしょう。川の水が流れているように、発話においても、単語が流れているのです。

ひとつひとつの単語がそれ自イ′慟 いて、自由にほかの単語と結びついていると考える

とよいでしょう。日にとっては、単語は文字として静止していますが、耳にとっては

動いているのです。その動きについていくことが必要となります。

たとえ|よ Will you top it up?([車などのガソリンを]満タンにしてちょうだい ;

[グラスなどをいっぱいに]つぎ足してちょうだい)を見てみると、top it upは、文

字の上では確かに切れています。しかし実際の発話では、tO―pitupの ようになります。

日本語的に発音すれlよ「トップウーイットウーアツプウ」のようになるでしようが、

実際は、「トオーピイータアプ」のようになり、まったく違って響きます。

音のつながり方、切れ方

このように、実際の発話では、ふたつの単語がつながるために単語の切れ目がわか

りにくくなる、という問題が起きます。その結果、 日で見た場合には認識できた単語
の形がわからなくなり、リスニングの大障害となってしまいます。また、話をすると

きも、滑らかな連結ができないために、ネイティブスピーカーにとっては聞きにくい

日本語的英語になってしまうのです。特に日本語の影響で、子音の後に母音を挿入し
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てしまう傾向もあります。たとえばtopu itu upuの ように、それぞれの単語の後に[u]

という母音を付けてしまうと、ネイティブスピーカーには、何のことかさっぱりわか

らなくなってしまいます。

単語と単語とが、滑らかにつながっていく場合の規則を身につけましょう。

1.単語の最後の音が、[p][t][k]な どの子音であって、次に続く単語の最初の音が

[i][e][α]などの母音である場合

子音は母音と一緒になって、あたかも次の単語に移行してしまったようになる。

2.母音+母音の場合

単語の終わりの母音と次の単語の最初の母音との間に、[w]や 日]の弱いわたり音

鱗 103参照)が現れる。

以下、具体的にさらに6つのSECT10Nに 分けて詳しく見ていきます。

目
園
一
醐群
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1

SECT10N

破裂音と母音がつながる

0 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

薇鰤

1.満 タンでお願いします。

2.おつぎしましょう。

3.こ のグラスにはひびが入っている。

4.も う一度読んでいただけますか。

5.ぼ くは9月 まで予定がびっしりなんだ。

6.風呂に入ろうかな。

7.体重が増えちゃった。

8.本なら何でも好きです。

9.彼女の表情は悲しげだった。

10.プ ログラムに変更があった。

Will you top it up?

Let me top_yp your drink.

There's a crack in this glass.

Will you read it again?

l'm booke4jrp_u nti I September.

I think Illtakq a bath.

l've put on weight.

I likq all sorts of books.

She ha{jr sad expression.

There was a change in the program

It'! in the garden. Fetch it for me.

She felt a tap_on her shoulder.

Don't count on me for that.

That's a lot of nonsense.

Lett keep_in touch.

We can work it out.

11.(そ れは)庭にあるから、取ってきてくれ。

12.彼女は肩をたたかれたのに気づいた。

13.その件では私を当てにしないでくれ。

14.何 てくだらない。

15.連絡を取り合おう。

16.(き っと)う まくいくよ。
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POINT

靡輻

tOp it upは tO‐p餞upのようにつながります。日で見た単語の切れ日と、実際の音の切れ

日とは違います。ここでは「破裂音+母音」と「破擦音十母音」を中心に見ていきます。

英語には、[p][t][k][b][d][9]の 6つの破裂音があります。これらの破裂音は日本語にもあ

りますが、両者の間には次のような違いと問題点が存在 しているので、注意が必要です。

(1)英語では、これらの音は、単語の始めにくる場合、終わりにくる場合の両方

がある。特に、終わりにくるケースが大変多い。

(2)日 本語では、これらの音は、単語の始めにくることはあっても終わりにくる

ことはない。ということは、英語で、終わりにくる破裂音が次に続く母音と結

びついた場合、その音は、単語の終わりの音ではなく、始めの音として聞こえ

る。すなわち、単語の識別ができなくなってしまうということである。

13)たとえば英語のputit Onは、音としてはputit on、すなわちpu― ti― to nのよう

に響き、あたかも pu ti・ to nという3つの単語が連続しているように (あるいは、

putiと to nと いうふたつの単語の連続のように)聞いてしまいがちである。

(4)なお、英語には、破裂と摩擦を伴う、破擦音というタイプの音がある。[tr][dr]

[現 [d5][ts][dz]がこれに当たる。その中で、語末にくることのある[切 [d5][ts]

[dz]が、上に記した連結現象を示す。特に、所有格の
rsや、複数形の―(e)Sと 同

じ発音になる場合に注意が必要である。

George.ls[d66:rd5iz]ぐ―→ Geor9e′ s[d66:rd6iZ]

churcus[t∫ 6:rtriz]←→ church′ s,churches it∫ 6:′ t∫iz]

1・ tOR■Jp[t6pitAp lt6p― ]は「タピタプ」。

2.to2uQyour it6pApjЭ rltう p-1は「タパピヨ」。uQyOurについてはρ.106参照。

3.crack」 n[krttkin]は 「ク(ウ )ラキン」。

4.reatiコ gain[rildito96n]は rea― di―ta―gain「 リーディタゲン」。

5. booketuQunt‖ [b`ktApЭ ntil]は 「ブクタバンティル」。

6.think」
′‖[0句 kail]は「スインカイル」、takQ,[t6ikЭ ]は「テエイカ」。

フ. putOn[pitanl_Э n]は 「・フ
°
タン」。

8.like_a‖ [laik611]は 「ラ イコ ール」、 SO威■Of IS61″ tSЭV]は
「ソ ~ツ ァヴ」。

9.had.a[h“ dO]は 「ハ ダ」、Sad_eXpreSiOn ISttdikSprё ∫(0)n]は 「サ デ イクスプ
レシァン」。

lo.changqin[t∫ oind5in]は 「チェインデン」。

11.Iぜ」n[itsin]は 「イツイン」、Fetc卜」t ifOt∫ it]は 「フェチィト(ゥ )」。

12. feta[f61to]は 「フェルタ」、tap pn[tttpan l_Э n]は「タパン」。

13. counton[kauntonl― Эn]は 「カウンナン」。[tan]は [nan]に近い。

14.Thattp[ё ぬtsЭ ]は「ラでアツァ」、!Otヽ Of[16tov 116t― ]は「ラタヴ」。

15.keeR ln[kl:pin]は 「キービン」。

16.wort■ put[w67kitatlt]は 「ワーキタウト(ウ )」。

日
■
醐詐
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EXIRCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、スムーズな連結ができるように言つてみましょう。

1. She dropped the____.

2. He a

3. 

- 

pieces, please.

4. 丁urn the           !

5. I won't vour time.

6. I hope he _
7. He 

- 

work to
after his illness.

8. I 

- 

few hours every day for reading.

9. l_ _fine.
10. They _ well.

11. We have to detail.

12. Let's get things the right track.

13. No one _ _ place.

14. I'm not very classical music.

15. I don't want to be _ _ the wheel.

16. Did you _ the report?

17. Japanese rarely controversial
issues.

18. The traffic will _ few minutes.

19. He's his _
20. Do try to _ trouble.

088
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解答 0解説

単誦の終わりの音′破製青で次の単層の最初の音が母音であるとき.破裂音と母音
がつながって単語の境目がわかりにくくなります。

一 ―

1,cuQand brokeit[kAponbr6ukit]「 カバンプロウキト(ゥ )」

2. putpn[pitan l―Эn]「フ
°
タン」、French_accent[fronげ 溌ks(0)nt]「 フレ

ンチァクサント(ウ )」

3.Cutitypinto[kAtitApinto]「 カティタピント(ゥ )」

4.Putitp青 [pitit6(1)f]「フ
°
ティトフ」、light_9ff[lait6(1)f]「 ラィトフ」

5,takQ」」p muctpf[tOikApmAt∫Эv]「テエイカプマチャヴ」

6.wonftratityp[w6untiltitAp]「 ウオウンテイーティタプ」

7.had_a lot of[httdo16tov l-16t― ]「ハダラタヴ」、

catctu20n[ktttμ panl_6n]「 キヤチヤバン」

8.setrsidqr[sOtosadЭ ]「セタサィダ」

9.hopQ」t′ 11 worKout[h6upitlw6:rk6ut]「ホウピト(ウ )ルワーカウト(ウ )」

10.hit」む青[hitit6(I)]「 ヒティトフ」。「すぐに仲良くなった」。

11.ma21tpuun[mttpitautin]「 マピタウティン」

12.backヽ on[bお kanl―Эn]「バカン」

13.seemedpu樫ゴ[silmdautov]「 スイームダウタヴ」

14. u2on[Apanl― on]「 :アパン」

15.just a coq:n[d5Astok6gin l― kう g―]「ジヤスタコギン」。ここでは、COgは

「カーグ」より「コーグ」に近くなっている。

16.handin[httndin]「 ハンディン」

17.take.a standpn itё ikost溌 lndan l―Эn]「テエイカスタンダン」

18.:et、 uL!n_9[letAponЭ ]「レタバナ」。「夕」は「ダ」に近い。「(車の流れが)す

ぐによくなるよ」。in aの連結についてはρ.94参照。

19. back_on[bttkan l_On]「 バカン」、feetagain[filtOgen]「 フィータゲン」。

on〔hFs[aniz lЭniz]の連結にも注意。

20. keeQout_9f[kllpautЭ v]「キーパウタヴ」

■
目
■
醐許
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0

摩擦音と母音がつながる

1. The boss is out.

2. The brush is in the cup board

3. That class is_easy.

4.

5.

6.

ア.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

He is on vacation.

She gavq a smile.

I havg a toothache.

I must give_up smoking.

He has Saturdays off.

I saw a flash of lightning

Who was elected?

It's as cold alice.

The baby's asleep.

Enough is enough.

He's as strong as ever.

He drove off suddenly.

They eat fish on Fridays.

ED
l.ボス(上司)は外出中です。

2ブラシは戸棚の中よ。
3.あの授業は楽だ。

4.彼は体暇を取っている。

5.彼女はにっこりした。

6.歯 が痛い。

7.た ばこをやめなきゃならない。

8.彼 は土曜日が休みだ。

9.稲光が見えた。

10.だ れが当選したの
'

11.そ れは氷のように冷たい。

12赤ん坊は眠っている。
13.も うたくさんだ。

14.彼 は、相変わらず強い。

15.彼 は、突然車で走り去った。

16.彼 らは金曜日に魚を食べる。

XAMPL
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POiNT

回畷

bOss is Outは [b6(:)s iz autlが bO_ssi_sOut[b6(:)si z6ut]の ようにつながっていきます。

ここでは、「摩擦音+母音」の連結を見ていきます。

英語には、摩擦音と呼ばれる次の9つの音があります。[f][v][0][0][s][zl田 [5][h]。

このうち[h]は語頭にしか現れません。また、英語では[5]の音が現れる単語がきわめて少な

く、語尾に現れる場合としてはbeige[bei3]、 Camoufiage[k“ Inefla:6]、 garage[gor`:5,

9溌 ra16]、 rouge[ru:5]な どがあります。

残る7つの摩擦音はそれぞれ語頭にも語尾にも現れることがあります。語尾にあって、次

の単語の母音に続いていく場合は、破裂音の場合と同様に、単語の切れ目がわかりにくくな

るため、注意が必要です。問題点は次のとおりです。

|
(1)[f][v][0][ё ]は、日本語にはない音であるだけに、音そのものが難しい (リ ス

ニング・スピーキングの両面において)。

(2)語尾の摩擦音が次にくる単語の先頭の母音と連結した場合、単語の切れ目が

わかりにくくなる。中でも[s]+is′ 朋十isの場合、―
'sの付いた所有格の形や複

数形と同じ発音になるため、いっそう難しくなる。

Alexls[羹 liksiz]  ←→ Alex's[発 liksiz]

Dennlミ」.s[d6nisiz]←―)Dennis's[d6nisiz]

nsh is[fttz]    ←→ nsh's[fi∫ iz]′ ishes[fttz]

disus[di∫iz]  ⇔ dishes[di∫ iz]
prinCe lβ [prinSiZ]  ←―〉prinCe'S[prinSiZ],prinCeS[prinSiZ〕

たとえば、[OЭb6(:)SiZ]は、(a)The bOSSiS (b)The bOSS.S (C)The bosses

と3つの可能性があり、発音と文法の面で、困難度が高い。

1. bossjlout [b5(:)siz6ut] tt l;Jtz 4 +1, I b) ).
2. brustlsjn [briJizin] tt l)2'27'( 2)"
3. classjs-easy fkl&sizi:zi lkldrs-l tt lt7 :.'17 4 -7+ )"
4. ilon [izon l-cn] lt l41f >)"
5. gave a [g6iva] w l]i 4, v )"
5. havqa [hreva]l* lttt/vl"
7. give up [giv,\p] tt f+, v A)"
8. Saturdaysjff [s6tardeiz5(t)f)t* l1t, ? r.'t i z )"
9. flaslSrf [fl6jav] tt 172 ) +0)"

10. walelected [wazil6ktid]ti [72 -r VJi+ l'r'(r).]"
11. lt's as [itsaz] li l4 v z z:). as ice [ez6is] tt lv+f 4 7)"
12. baby's-asleep [b6ibizasli:p]tr ld'r L'+f z U -a)"
13. Enoug[isenough [in,i,fizinLf] t* l4t7 + A<tz).
14. He'1as fhi}zez)E l-E+rx]. asever fez€varlt* lvtrv)"
15. drove-off [dr6uv5(r)f] ti I tr(r) Er, t 7 ).
15. fist5rn [fi"l"onl-cn]ti [7'( uv>).

目
醐

諮
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EXERCISES
音声を聞いて空欄を埋め、スムーズな連結ができるように言つてみま

しょう。

1. Can l                       beer?

2.You must

3. Tell the

4. Cut it_______」 _you can.

5. She__the sea every day.

6. Your rnoney will be__.

7. l muSt___American literature.

8. The___your bag.

9. :′ ::__hot__go tO bed.

10. 丁hat_______」 isn′ t it?

11. The                       this street.

12. :think 40.

13. __ to me.

14. lt 

- 

qoinq to rain.

15. He's not _ _ am.

16. l- littlecleverer.

17. His face was red _
18. safe.

19. _ _ feast.

20. The _ color.

21. Only came to the meeting.

22. 

- 

true that ?

092

SECT10N



解答・解説

摩擦青で終わる単蔭が母音で始まる単語と結びついて単轟の切れ目がわかりにくく

なる現象を押さえましょう。

一 一

1.haver gla"pf[hOvOgl溌 sOvl_91asOv]「ハヴァグラーサヴ」。Can」 に

ついてはρ.94参照。

2.arrive_at stexaCt!y[or6ivЭ tslkSigZ“ ktli]「アラィヴァト(ゥ )ス イクス

ィグザクト(ゥ )り」。muSt arriVeの 連結にも注意。

3.truth」 bOutit[tri00bautitl「 卜(ゥ )ルーサバウティト(ゥ )」

4.witta knife」 f[wiё onaifif]「 ウイザナイフィフ」。Cuutの連結にも注意。

5.swimun iswimzin]「スウイムズィン」

6.safe_enough[s6ifinAf]「 セイフイナフ」

7.brushJQon[brA∫ Apanl―Эn]「ブラシヤバン」

8.bo、■_in[b6ksizin l b6kS― ]「バクスイズィン」。inyour[i1ljjOr]「 イニャ」

についてはρ■06参照。

9.have_a[hOvЭ ]「ハヴァ」、batland[b鹿 oOn lb61_]「バーサン」

10.dress■ pld[drOsiz6uld]「 ドゥレスィゾウルドウ」

11.post ottice■ コlong[p6usto(1)fisizo15(1)]]「ポウストフイスイザロング」

12.he′ュコround[(h)i(I)zoraund]「 (ヒ )イザラゥンドゥ」。think(h)e'Sと hが

落ちて、[Oinkilz]の ようになっている。

13.Het」 way」mpO‖ te[hi(I)zう 1lWeiZimp01ait]「 ヒイゾールウェイズィム

パフイト(ゥ )」

14.100ks,■■■
′
s[1■ ksOzifits]「ルクサズィフィツ」

15.asヽ experienced a」 [Эzikspl(1)(0)riOnStOZ`il「 アズイクスピリアンスタ

ズアイ」。not asの連結にも注意。

16.wish、 I was、 9[Wl∫aiwozЭ ]「ウイシャイワザ」

17.withi」 nger[wiO鹿η9or]「ウイザンガ」

18.Both_9tysヽ are[b6uOovosor]「 ボウサヴァサ」

19.Enoughirs 9ood_3sヽ 9[inAfizЭ zgidozo]「 イナフィザズグダザ」

20.dressis beigqい [dr6sizb6i3in]「 ドウレスィズベィジン」

21.haliotys[h£ fovosl h6:f― ]「ハーファヴァス」

22.:s it[izit]「 イズィト(ウ )」、het」 [(h)i(1)Zll]「 (ヒ )イズィル」

日
■
罫
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[m][n][1]が母音とつながる

鰤鞣

1.ア イロンを持ってきてください。

2.す ぐ行きます。

3.何か賞品もらった
'

4.飛行機のチケットを(賞品に)も らったよ。

5.食べ物が底をついた。

6.こ こは暖かい。

7=依頼してきた相手に)私には無理です。
8.歌ってよ、イアン。

9.彼は明日やってくるだろう。

10.(銀行で)口座を開くことができますか。

11.話の邪魔をしないで。

12.こ の用紙にご記入いただけますか。

13.ビルはまた病気らしい。

14.ボ ス(上司)、 まだいる
'

15.ご 自分のことを全部話してください。

16.あ らかじめ予約できますか。

094

■麗Ⅲ彊彊y

1. Brinagn iron, please.

2. l'll comg in a minute.

3. Did you win anything?

4. I won an airline ticket.

5. The food has run out.

6. lt's warm in here.

7. That's more than I can arrange.

8. Sing a song., lan.

9. He'll call on us tomorrow.

10. Can I open an account?

I 1. No cuttinail_or]_our conversation.

12. Can you fil.! in the form, please?

13. (lt) seems that Bill is il.ljrgain.

14. ls the boss stil] in?

15. Tel] us allrbout yourself, please.

16. Can we book in advance?



POINT

回踵

an appleが a_napple、 an Orangeが a―nOrangeのようにつながるのはおなじみでしょ

う。では、Bring an iron.は どう発音されるでしょう。ここでは「鼻音+母音」、11]「 (エ
ル音)+母音」を中心に、単語の滑らかなつながりを見ていきます。

ここでは、鼻音[m][n][η]と、[1](エ ル音)が単語の終わりにあって、次に続く単語が母
音で始まる場合の連結を練習します。問題点は次のとおりです。単語の切れ目がわかりにく

くなるのはすべてに共通です。

英語では、語尾にくる[m][n][1]に よって、単語の意味が変わってしまう。sum

[SAm]、 Sun[SAn]、 Sung[SA]]な ど。 そ の た め 、 語 尾 の [m][n][]]は語 頭 の 場 合

と同様に、明確に区別されなければならない。

日本語では、語頭における[m]と [n]と は明確に区別される。[mo](藻 )、 [nO]

(野 )。 ところが語尾では、[m][n][]]と もに区別されない。たとえば、数字の3は、

Isan][sa]][sa](鼻 音化した母音)、 さらには、[sam]に なることさえある。

たとえば、have the sun in my eyesの surunは、英語では[sAnin]と なる。

これに対し日本語的な発音では、Isa司 (山陰)のようになってしまい、 しっかり
とした[n]と [i]の連結が行われないことが多い。このため、リスニング・スピーキ

ングの点では、英語の[sA(n)nin](「さんにん」)のような響きと[sa司 (「さんいん」)

のような響きとの違いとなり、区別が難しくなる。

日本語の「ンガ」は[Oa]の場合も[19a]の場合もあり、人により両方ともあり得

る。そのため、たとえば、sinq a song[sllos6(:)]]の 場合、日本語的な発音では

[si]gosЭ (:)191のように[g]が入ってしまうことがあり、響きが違ってしまう。

[1]の響きは私たちにとって大変難しく、連結によっていっそう難しくなる。

1. Bring_aryron [briqen6iarn] tx I )'U >tjt 4 v > )"
2. comejn a [k.6.mina] ti t, : J-.1.

3. win anything [win6ni0ir1] t* [t '( i =z 4 > ()) ).
4. won an airline [w,(nan6arlainl tt. lrf +v)4 >)"
5. run out [r,(n6ut] $ l?t, F (r)1.
6. wa rm in [w5:rmin] tJ l- , f, - \ >l .
7. than I [6anai] lt l+f f 4 ). can arange [kaner6ind3]tt lh)-V 4 >f )"
8. Sing_a [si4a]tt 174 Q) f'J. song,lan [s5(r)4iran]Lt l! (>)l-v>)"
9. calfon us [k5:lonas l-cn-]tl la-r-tz)"

10. Ca{ [kanai] tt I * r t 4 ). open an acount [6upanakSunt] tt l* ,7f
fhr> r)"

11. cutin{Q_on our [k,(tiqinonauar] Lr lh i t Q) t Q) / (>) t v ).
12. fill in [filin]td 17 I U >)"
13. Bill isjl!_again [bilizilag6n] tr le ,t 7 .t ), > )"
14. still in [stilin] tt | 7i ,( t) >)"
15. Tell us_allabout [t6las5rlab6utltt 177) -=t\'l l- (r)]"
I5. book in advance [birkinadvrins l-vorns] lt l) +(>)r- F r, v >7)"

ｄ
日
「醐諮
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、スムーズな連結ができるように言つてみましょう。

1. There′sa            the alL

2. 

- 

the secret.

3. 

- -he?
4. _ business trip.

5. _ part of his make-up

6. Why don't you your life?

7. home

8. _ see you tomorrow?

9. They are _ __ bag.

10. I saw way home.

11. We haveto

12. We've monev.

13. My Spanish vacation

14. Her eye 

-- - 

desk.

15. _ _the gas tank, please.

15. Something has

17. She's been _
18. She hit him the face.

19. We reserved the hotel

20, !don't think l t、″o cars.

21. We checked we arrived

22. She suddenly _ the room.
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解答・解説

単語が鼻音やエル音 111で終わり、次に来る単語が母音で始まる場合、単語の壌目

がとでもわかりにくくなります。実際に発音してしっかりと身につけましょう。

一 一

1. chilun lrun]「チリン」。There・s,の連結もある。

2. 1′m[n on[aminanl‐ On― ]「アイミナン」

3.Michaelisnt we‖ 」s IInaくollzntwOHz]「マィクリズント(ゥ )ウェリズ」

4.1'm on,I11lnanЭ
I― on― ]「アイマナ」

ユ Being outspokenぃ [b“っautspO■k(oniz]「ビーインガウト(ウ )スポウ

クニズ」。part Ofの連結もある。

6.■mighten out[strat(on4ut]「 スト(ゥ )レィト(ゥ )ナゥト(ゥ )」

7.1′ m afrald Sam lsntat[aimofr6idsん miz(o)ntot]「アイマフレィド(ゥ )
サミズンタト(ゥ )」

8.Canlcome and[k“ nalk′ mヽon]「キヤナイカマン」

9. puting everrhing ln.a[pnt● Owi∝■m]「プティンゲヴリスィンイナ」

10. him.On tり S[(h)imanizl―on]「 (ヒ )イマニズ」

11.CanCel a‖ engagements[kこ ns(o)16:lingOid5monts]「 キヤンスルオー

リインゲイデマンツ(ゥ )」。cancelと a‖の間には少しボーズがあり.連結が生
じない。

12. run outof[rKnautov]「 ラナウタヴ」。out_ofに も連綺がある。

13.came n uFfulon卜6ininji:sf(o)lan l― on〕「ケイミンニユースフラン」

14.fe‖ on.an.old[f61anon6uldl― on]「フェラナノゥルド(ゥ )」。連結が3つ

も綸く場合は.単語の切れ目がたいへんわかりにくくなる。

15.Filり p[mAp]「フイラカ

16.comeり p卜KmKpl「カマプ」

17. ironinqa111ternoon I`iOrniっ 0:1●■3ni:nl-0■]「アイアニンゴLラ

フタヌーン」

10.fulun[ful(on]「 フラン」。inは [(0)■ 1になることも多く、弱ヽ 「ヽアン」の■
きになる。

19.WeLudvance[waenedvお■sl「ウエラナド(ウ )ヴ 7-ンス」
20. can pfford[kenef6:rd]「 カナフオード」。think」にも注意.

21. in,s soon as line餐

`:n04「

インナズスーナズ」。checkec_inに も注意。as
soon asの最初のasは餃密には次のsoonの影響で[Osl(弱ヽヽ「アス」)になる。

22.raunto[I“ nint司「ラニンタ」

商
諮
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[r]と母音がつながる

0 1.

2.

3.

4.

5.

6.

ア.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

He went far away.

Here it is.

l'm not surq about it.

There were four of us.

Where is it?

It'll clea!'up soon.

Therq are some dogs outside

The doof is open.

Where_on earth is she?

Cheelup and smile, Jane.

He's studying for an exam.

I wonder if it's true.

We walked for hours.

Thanks for everything.

Trevof is poof at swimming.

You're:lways kind.

躙魃 .

1.彼 は遠 くまで行った。

2.さ あ、ここにあるよ。

3.そ れについては確信がない。

4私たちのうちの4人がいた。
5.そ れ、どこにあるの

'
6.す ぐ晴れるよ。

7.外に大が何匹かいる。

8,ド アが開いている。

9.彼女はいったいどこにいるんだ
'

10.ジ ェーン、元気を出して、笑ってごらん。

11.彼は試験勉強中だ。

12.そ れは本当だろうか。

13.私たちは何時間も歩いた。

14.いろいろとありがとうございます。

15.ト レバーは水泳が苦手だ。

16.あ なたはいつも親切ね。
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回饉

far awayは、fara‐wayのようになります。母音と母音との間に[r]が入って、ふたつの

単語が滑らかにつながつていきます。単語の終わりにrや reの文字がある場合、そのrが

次にくる単語の最初の母音とつながる例です。

here[hiOr]、 there[080″ ]、 pOur[pЭ :′]、 tOWer[“ uer]な どの単語には、スベリングの上で、

reや rの文字が見られます。これは発音記号では、斜字体の r、 すなわち[′]で表されています。

この [r]の意味、およびその問題点は、次のとおりです。

11)ア メリカ英語では、スペリングに re′ rがあると[r]がいつでも発音される。す

なわち、here[hier]、 there[080r]、 pOur[pЭ :r]、 tOWer[“uOr]と なる。
(2)イ ギリス英語では、スペリングにreや rがあっても、次に母音が続かない限り

[r]は 発音されない。すなわち、here[hiЭ ]、 there[ёεo]、 pour[po:]、 tower

[t`uЭ ]となる。母音が続いた場合は、たとえばherq」 nd there[hittЭ n06o]、

pou〔rway[p● Pw6i]、 the ToweLf London[ёЭt`uolovlAndon]のようにな
る。すなわち、[r]が挿入され、その[r]が次の母音と連結することを意味する。

(3)r連結というのは、通常、上の(2)の場合に見られる、イギリス英語に特徴的な

[r]+母音の連結を言う。この場合の[r]は、連結の [司 (‖ nklng[r])と 呼ばれ、

次の単語に移行して語頭の音となったかのように、非常に明確に発音される。た

とえば、pour awayは 、pou― ra―wayの ように、[po:]と [ro]と [wei]と が続い
たような響きになる。

(4)ア メリカ英語でも、語尾の[r]と次の単語の母音とが連結するが、響きはイギリ

ス英語のそれとは少し異なる。[r]はその前の母音の一部のようになっており、母

音が軟らかく連続していく、という響きになる。※収録音声はアメリカ英語です。

1. far_away [f6rraw6i.l B 17 v -z) t-l )"
2. Herejtis lhiaritizlt* lYvUi t /)"
3. sure_aboutit [Juarab6utit]tr ti tz-t\17+ t (t)1"
4. four od us [f5rravas] [i 17 t -11 'r 71.
5. Where-ilit [(h)w6arizit]lt l-(7)ri ttU x-r F.(ry)1"

6. clea{_up [kliarLpl tt l, b) U v 2 J )"
7. There_are [6arar] l* llrr).
8. door is open [d5rriz6up(e)n] tt I I"'- r./ ) t ll>)"
9. Where_onearth is [(h)w6aron5:r0iz,l-cn-)ti lQ)) -z>>i-Zt z)"

1 0. Cheef up_and [tJiar,{,pan(d)] tt I + v - t t > 1.

11. for an exam [feranigz'bm]lt lt t > =)+f t^)"
12. wonder if it's [winderifits] tr l'7 > I U 7 4 v )"
13. for hours [far6uarz] lt l7 t 7 rv 

^)"14. foreverything [far6vri0iq] tt l7 z Vtit) 7 t >2 )"
15. Trevor is [tr6variz]. poof at [pirarat]B I- l. (r) V)yt) 7). l7"z; t (t).].
16. You're_always ffar5llweiz]lt IItr]- tv, t 4 7)"
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、スム
ーズな連結ができるように言ってみま

しょう。

at least ten of them.

2. We walked as the hotel

3. The big enough

4. lt's over the table.

5. I can't see them from 

- 

am.

6. I looked for my glasses.

7. She'd be without him.

8. l'll love you ever.

9. :t′ s stil! vva s.

10. He′ s a scholar than an educator

11. l'll speak to him again.

12. lt's a life and death.

13. _ _ the world are they?

14. He believes less in U.F.O.'s.

15. She's half years old,

16. I read it

17. Aren′ t books?

18. Couldlaska__you?
19. They received a -_ bonus.

20. Put the 

- - 

the refrigerator, Tom

21. He was innocent _

0

SECT10N
4
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解答・解説

[F]は、弱い[0]に近い●さを持ち、しかも.私たちにとって[llと 同様に畿別の難し
い音です。この音が母音と母音とをつなぐ4合の、単層の切れ目をしっかりと押さえ
ましょう。

一 ―

1.TherQ are[ё olo]は「ザラ」。tel■ゴの連結にも注意。

2.f型コs[f61rЭ z]。 walketrsの連結にも注意。

3.causnft[k6誓 zn(t)]、 fous lf6■ os]。 big enoughの連結にも注意。

4.therQon[06opnl― on]は「ゼアラン」。ittpverの連結にも注意。

5.wherQ」 [(h)w6olail
6. here_and there[hlolond66or]

7.beteloff[b6to16(I)f]

8.foreve[nd[for6vЭ
IOnd]。 an(1∫verの連結にも注意。

9・ Wherttt〔 (h)Wε qlt]

10.mottpf[m51ov]。 thaり 0「!rducatorの連結にも注意。

11.neve堅Ⅳer[nOv16vor]。 hi興_9gainの連結にも注意。

12.matte堅ゴ[mttto10v]。 lttr、 lifeヽ andの連結にも注意。

13.Wherむn[(h)w6qin]。 worupreの連結にも注意。

14.more pr[m611or]。 U.EO.(ま たは、UFO)の複数形はU.FO.s(UFOs)ま た

はU,F.0.′s(UFOrs)の ように記す。発音はふたとおりあって、[ハ lef6uz]ま た

は[i61fOuZ]0

15.fou[andr[f611ondo]。 yeattp!dの連結にも注意。

16.ove【コnd ove〔 :pgain[6uvlond6uvlo9en]。 reaC」 t、 andヽ OVerの連
結にも注意。

17.therQ」 ny morunteresting[OЭ 二6nim61ゴ nt(o)ristiり ]
18.favo〔 of[f6ivЭ

IЭ
v]。 Coulq」 a“」の連結にも注意。

19.year― end Dlor6n(d)]。 receivedrの連結もある。

20. beerin here」 n[blolinhlo」 n]

21.ater、 a‖ [ん ft16111 dlf― ]。 wa」nnocenむ貴erの連結にも注意。

一Ⅲ＝Ｈ一
醐絆
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0 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

鼈騨)       一

1.ジ ョン、自分で行って見ておいで。

2.ウ イスキーかブランデーはいかがですか。

3.質問してもいいですか。

4.え え、どうぞ。

5.私たちは、皆そのことを知っていた。

6.そ れ、食べないといけないの
'

7.君がそれをやるのに2時間はかかるだろう。

8.大丈夫
'

9.ほ かにだれがそれを見たの
'

10.そ れはやってみるべきだよ。

母音と母音がつながる

Gg and see it yourself, John.

Would you like whiskey_or brandy?

May I ask you a question?

Yes, go:head.

We all knew that.

Do I have to_eat it?

It'll take you about two hours.

Are yoq all right?

Who else saw it?

You ought to try3nd do it.

He and she are married!

The sklis bluqjtnd cloudless.

l'll be with yoqjn a minute.

Two_oranges and three apples, please

l'll find out how it works.

Go_on with your work.

11.あいつと彼女、結婚したんだってさ !

12空は青く、雲ひとつない。
13.ほ んのちょっとだから(待ってて)。

14.オ レンジを2個 と、リンゴを3個 ください。

15そ れがどう動くのか、調べてみよう。

16.仕事を続けなさい。
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POiNT
gO and see itは、gO and see'itの ように、goと andの間に短く弱い[w]音が入りま

す。同様に、seeと itとの間には、短く弱い[j]音が入って、単語がスムーズにつながっ

ていきます。「母音十母音」で、わたり音が入る場合を見ていきましょう。

蜃蜃
これまでは、単語の終わりの子音が次の単語の母音とつながって、日で見た単語の切れ目

と、音の切れ目とが違う、いわば切れ目が移動する場合を扱ってきました。

これに対 してここで扱うのは、単語の切れ目が移動するというよりは、むしろ、切れ目が

なくなってしまう、とでも言うべき現象です。母音で終わる単語と、母音で始まる単語とが続

いた場合、ふたつの母音の間、すなわちふたつの単語の間に、移行を滑らかにするための音が

わずかながら入ることによって、発音しやすくなります。そしてその結果は、ふたつの単語が

挿入された弱い音によって結びつけられ、融合され、単語の切れ目が消えてしまったようにな

るのです。この際に挿入される弱い音をわたり音と言います。ポイントは次のとおりです。聾颯

111 最初の単語が lu:]や [ulや [D:]で終わる場合、次の単語の母音との間に、短く 
鮮

弱いlwlの ような音が入る。

How are you'lh`だ o″ju]は、[hau]と lα :″ |とがそれぞれ独立的に発音される
のではなく、弱い[w]に よって滑らかにつながっていく。

I SaW it[aiS6芭 t]

121 最初の単語がII]や [ilで終わる場合、次の単語の母音との間に、短く弱い[jlの
ような音が入る。

Did you see lt?[did50Sf」 t]

(31 1｀ 1も [']も、わずかな移行音であるので、way[wei]や、yOu lju:]のように、

はっきりとした[w]や Ij]にしないこと。

1. GoWpnd see、
り
it[g6uWЭnsl:jit]

2.whiskeyl or[(h)wiskibr]

3.Mayjllask youWa[m6ijaijttskjuWo l-61sk―
]

4. g9Wphead[96uWЭ h6d]

5.Wela‖ [wi(1)j611]
6.DoW![duWai]、 toWeat[tuW〔 It]。 atitの 連 結 に も 注 意 。

フ・
yOttbOut[uWЭ baut]、 tWф OurS[“ IWauЭ rz]

8.yoф ll卜 WЭ ll]
9・ Whф lSeSattt?[hiW61S61Wit]
10.YOuWOught Uttlt]、 trttnd dttt[traijЭ nd`IWit]

11・ HфndShф re[hlljO晰jOr]

12.skttS bluettand[skaijizbKIWon]

13.youWin uuWin]。 in、 a lino]の連結もある。
14. Tw'oWoranges[tiIW6(1)rind5iz]、 threel apples[Orlljttplz]

15.howWit[haIWit]。 finloutの 連結にも注意。

16. GoWon[96uWan l― Эn]

鳳
炒
岬酪諮
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EHERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、スムーズな連結ができるように言ってみましょう。

1.He'‖ ______」 ____」 _sure.

2. __drinks__the morning.

3. l have no            the decision.

4. l'm as _
5. I can't with that.

5. You must also take the weather

7. l'mtelling

8.

9. What are

10. 

- 

you 

- 

about that.

11. Let's drink a toast friends.

12. lf had more time!

13. They have a of his work.

14. You have four days to

15. _ _ the world told you that?

16. 丁he

17. Do          l

18. l vvas            with his vvork

19.             it for?

20. you smelling the fish?

21. _ earth did you manage to repair it?

in the wrong

SECT10N
5
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解答・解説

母音と母音とが滑らかにつながっていくことによって.単洒の切れ目がわかりにく

くなる現象を. しっかり押さえましょう。

一 一

1.dOWit t00」′m[di:WittiIWaim]

2.Helalways[hi(I)ち 1lweiz]、 COtteelin[k6(:)frin]

3.sattn[s6ijin]

4.ready_'aS yOuWare[r6diち 6色 IWG:r]。 l′興_aSの 連結にも注意。

5.gф bng[96uWd6(1)]]ヽ yoф n uuIWanl―Эn]
6.into acCOunt[intuWOkaunt]o Weatherlntoに [r]連結がある。

7. youWabout the'accident[uWObaut6「 溌‐ksidЭnt]。 tellinQ.you:こ も、

[teliザ
ju]のような「ンギユ」の響きになる連結がある。

8.Sheland l uSua‖■'agree ttljOndaij■ 5u01ijЭgri:]o anq_1に も連結があ

る。

9.yOu aierD`畦師tOr l_6:f_]。 Whatrreの連結にも注意。

lo.l]exped[aijiksp6kt]、 know a‖ [n6uW611]。 a!!rbOutの連結にも注意。

11,tOWabsent[tuWttbs(0)nt]。 drink」の連結にも注意。

12.on!止 |[6unlijai]。 110nlyの連結にも注意。

13.high10piniOn[hai'OpfttOn]o haVer、 OpiniOn.Of堕 )isの連結にも注

′踵|、。

14.pattp[p6ijAp]

15. VVhoWin[h`IWin]

16.way'l See¬ t[wOijdSlljit]′ he'iS[h■
jiZ]oi」
nの連結にも注意。

17. hurryt上 lup[h61rijAp l hAriJAp]

18.very'impressed[v6rijimpr6st]

19.ⅥhOWis[hiWiz]。 is itの連結にも注意。

20.Wh二 are[(h)waror]

21.Howlon[hauWan l― Эn]。 Onヽ eanh′ repaidtの連結にも注意。とくに、

On earthは 、「ォナース」のように響く。

瓢
日
一♂
諮
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子音とD]がつながる

Help yourselft tpljl
Take your time. [kt]
He's a keen yachtsman. [nt]
She was in a school uniform. [U]
ft's still been in use. [nt]
I can't help you. [pt]
Graham used to be a singer. [mt]
Make yourself at home. [kt]
They arrived later than usual. [nt]
What a bis yolk! [qJ-]

He's stillyoung. [U]
He made a quick U-turn. [kt]
I can't stop loving you. tdjl
They are all from U.5. universities. [mt]
I took you for your sister. [kt]
Can you stand on your head? [nt]

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9,

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

聞D
l.ご 自由にお取りください。

2.ゆ っくりやっていいよ。

3.彼はヨットにたいへんな情熱を持っている。

4.彼女は学校の制服を着ていた。

5.そ れはいまもまだ使われている。

6.君の手伝いをすることはできない。

7.グ レアムは昔、歌手だった。

8.ど うぞ楽になさってくださぃ。

9.彼 らはいつもより遅 く着いた。

10.何て大きな卵の黄身だろう |

11.彼 はまだ若い。

12.彼 は素早 くUタ ーンした。

13.君 を愛さずにはいられない。

14.彼 らは皆、アメリカの大学の出身だ。

15.あなたを妹さんと間違えてしまった。

16.逆立ちはできますか。
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Help yOurseliは 、[h61p jors61f]か ら[h61pしЭrs61flの ようにつながります。ヘルプョ
セルフではなく、ヘルピョセルフの響きになります。これは、いろいろな子音の後に[j]

がきたとき、前の子音がu]の音色を帯びて、次のD]とつながつていくためです。

羹リ
連結現象の最後は、子音で終わる単語に、you Dul]や unit Dinit]な どのような、u]で始

まる単語が続いた場合です。この場合、[j]の前の子音は、[j]の影響を受けて、きわめて強

くrilの音色を帯びます。その結果、子音の種類にもよりますが、日本語に同じ種類の子音

がある場合は、日本語の拗音に似た音となって、ふたつの単語がつながっていきます。拗音

というのは、キャ、キュ、キョ、ニヤ、ニュ、ニヨ、などのように文字の上では、小さなャ、

ュ、ョ(ゃ、ゅ、ょ)を使って表される音です。この現象には、次のような問題点があります。

は蒻

11, 単語が子音で終わる場合、その子音の種類が豊富なため、拗音的な響きを持

った音が実に多様な形で現れる。
121 日本語にある子音の場合

Than13/ou lo“nk」ul「キュ」の響きであつて「ク(ウ )ユ (ウ )」 ではない。
three miHlorじ ィen[orimiljon」 6nlは「ニェン」の響きであって「ミリヤン(ユ )
エン」ではない。

13 日本語にはない子音の場合

Havq」ノou?[hぬ vLul「ハブユ」ではなく「ハ2三」の響きになる。ilyou
llke[i嘔 ol`ikl「 イフユ」ではなく「イフ_ュライク」のような響きとなる。

141 単語の終わりの子音が、次の単語の半母音D]に移行して融合したようになり、

単語の切れ目が変わって、わかりにくくなる。

151 この現象は、同化現象に近い現象である。しかし、同化のときのように (Isl→ 団′

lt+j]→ [』 )、 まったく違う音に変わるわけではない(同化についてはPart 4参照)。

Help yOurSelf[h61pJjOrS61f]。 「ピヤ」0
Take yOur[t6ik'jЭ r]0「キヤ」。
keen yaChtSman[klln'j6tSinOn l― j5tS― ]0「ニヤ」。

schOoり niform[sk■ 1コinifЭ7m]。
「リュ」。

lQ use[in'jils]。 .「ニュ」。bee■いの連結にも注意。
help yOu[h61p'ju10「 ピユ」0
Graham_used[gr6iom'jilst]。 「ミュ」。
Make yourself[m6ikjlu)Э rs61f]。 「キヤ」。

thanJsual[60″ jn13uЭ l]0「ニユ」。

big yolk[biず j6uk]。 「ギョ」。
still young[stil'jAη ]。「リャ」。
quiCU― turn[kWi`」

`:t6ynl。

「キユ」O
loving you[1人 viザ ju]。「ンギュ」。
froQ U.S.[frOm'ヵ■6s]。 「ミュ」。
t00k yOu[tik'ju]0「キユ」。
CalyOu[k発■」u]は「ニユ」ヽ01yOuriα■」Or10n']は

「ニヤ」。

■
日
】撃

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.
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0

EXERCISES
音声を聞いて空欄を埋め、つながる音に注意して同じように言つてみ

ましょう。

1. i met him in the

2. He has his style

3, This is the _ in our seminar.

4. l'll be in touch

5. Let me top _ glass.

6. The house is divided into several

7. lt's a group of students from _
8. You should of your training.

9. lt's not right for them to for granted,

10. We should live _ with nature.

11. 

- 

to some more rice.

12. He looked very handsome _
13. l'll some tea.

14. He always has _ in his car.

15. Those expressions are out _ now.

16. ls this the _ looking for?

17. They import auto parts makers.

18. I couldnt _ when he was talking.

19. What was the most moving ever delivered?

20. lt's time you learned to _ _ feet.

21. I am looking forward to _
22. Bottling feelings leads to trouble.
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解答・解説

子音で終わる単語と口lで始まる単薔とが結びついて単頭の埃目がわかりにくくな

ります。自分でも同じように言ってみると境目がわかるようになります。

… …

1.puりesterday[pA屯 6stЭ rdi]。「ビェ」。met生ツ屯nにも注意。

2.owQunique[6un'julnilk]。 「ニュ」。hLpWnの連結にも注意。

3.booused[b6咆 ilzd]。 「キユ」o Thi」S,uSe屯り urの連結にも注意。

4.with you[widju]。 「ズュ」

5.upヽ your[ApJjor]。 「ピヤ」。tOQり pの連結にも注意。

6.:iving unitS[1lviず j61nit]。 「ギユ」o hOuSQ」 S diVidetintoの 連結にも注

意。

7. Canadian_yniVerSitieS[kOnё idiOn julniV61rSitiZ]o「 ンニユ」0 :t'Sr

grouL9fの連結にも注意。

8.makttSe[m6董 LilS]。 「メィキュース」。us曽りourにも注意。
9. takeyou[t6irju]。 「キュ」

lo.in uniOn[in'jiI● On]。「ニュ」。livqい にも注意。

11. He!p yOurSelf[hOlp'jЭrS61f]。 「ピヤ」

12.in uniform[iFj`Inifo:rm]。 「ニユ」o hand50mQ」nにも注意。

13. make you[In6ik'ju]。 「キュ」

14.cookinQ」tenS‖S[k`kiザ jultOnS(0)lZ]o「 ンギユ」O utens‖ 」nm)isの連

結にも注意。

15.o■■e[Э v'jils]。 「ヴュ」。ThOSQ eXpreSSiOntprQputの 連結にも注意。

連結の多い英文の例。

16. bag youfre[bttg'jЭ r]。「ギュ」

17.froq U.S.[from]j色 :6S]。 「ミュ」

18.help yawning[h61p」 j61ni]]。 「ピョ」

19. line yOu[lain'ju]O「 ニユ」

20.stand on yOuL9Wn IStttndan」 Or6unl― oni― ]。「ンニヤ」。Stand_pn｀
your9wnの連結にも注意。

21.seeing you[siliザ ju]。「ンギユ」

22. up your ttpjjor]。 「アピャ」

目
前
爺
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こうすれば絶対に英語が身につく

単語はかなり聞き取れるようになったけれど、話の全体の内容力瀬質に入っていかない、しゃ
べろうとして文章を作ろうとするが、「アー」とか「ええと」などと言うだけで、実際に文が
出てこない、という人は多いようです。このような場合は、何とかして、日本語を仲立ちと
せずに英語を理解する努力をしなければなりません。難しいことですが、頑張れば必ず身に
つきます。

たとえlよ 英文を後ろから前に戻って日本語に訳すのではなく、頭から読み下していくよ

うに心がけてみましょう。日本語と英語とでは、語順がまったく逆と言ってよいほど違って
います。そのために、どうしても後ろから戻って日本語にしないと理解したような気がしな
い人が多いのですが、これではとても会話はできません。戻っている暇などないからです。
それにこれでは、英語をいったん日本語にして、日本語で英語を理解した (と思う)わけで、
英語そのものを理解したわけではないのです。

英語で考える力をつける

私たちは、英語は英語で理解するようにしなければなりません。言い換えれ|よ 英語で考
える力をつけるということです。そのためにはもちろん、ある程度の語彙力と文法力が必要
になります。語彙は、中学校で習う単語をベースとして、2000語 ぐらい自由に使えるストッ
クがあれば理想的です。文法力も、日常会話の範囲なら、中学校で習った基本文法をしっか
りと押さえておけば大丈夫です。

以下、会話カアップのための具体的方法について触れておきましょう。

(1)読んでもわからない英語は、聞いてもわかりません。そこで基本的には、上の重要単語
約2000語を使った英文であれ|よ その意味が問題なくわかるということが必要になります。
これを確認しつつ、さらに、これらの単語の使い方に習熟するために、英英辞典を常用する
ことが賢明な方法となります。これによって、英語で考える力が自然と身についてきて、聞
いた瞬間、日本語を介さずに、英語で理解できるようになります。さらに慣れてくると、日

本語を介さずに英語で言うことができるようになってきます。

(2)英語の音を、いつまでも日本語の音に影響されて聞くことのないように、本書に示した
ような方法と練習を通じて、日本語の壁を乗り越えるようにする。

(3)幅広い話題の音声を聞く。聞き取れなかった個所は必ずトランスクリプション (tran―
SCriptiOn)でチェツクし、その後さらに聞き、自分でも何回も発音してみるようにする。

以上の3点を実行し続けれ|よ 相当幅広い分野にわたっての会話力が確実に身についてく
るでしょう。
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隣の音に

影響される

音がつながると、隣の音の影響で、

スペルとは違う音になることがあります。



LET′S LiSTEN

ダイアローグを聞いてみましょう 0
0
」■ヨ_

Mary:

David

Mary:

David

Mary:

David

Mary:

David:

Mary:

David: But, sweetheart, that's not true!

Mary: Then it wasn't you?

David: Well, yes, it was. But that woman wasn't young!

David,darling...

Yes, sweetheart?

I talked to Janice yesterday. Janice Shaw.

Did3ou, my dearest dove? How is she?

Fine. She only wants the best for us,jou know.

Why do you say that, dear? What did ianice tell you?

Actually, she asked me something.

What, darling? What did she say?

Quote: "Was your friend David downtown at Tommy,s
Saturday night?" End quote. She said she thought she saw
you at Tommy's caf6 . . . drinking French champagne with a
pretty young girl.
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デイビッド

ふたつの単語の間で、隣の音に影響されて、単独で発音された場合とは音が変わつてしまう現象
をマスターします。ここでは、太字になつている文字の発音が、影響し合って変化します。

didLノ Ou ldid ju]→ [did5ul    iS She[iZ∫ i]→ [i5∫ i]

メアリー :  ねえ、デイビッド

デイビッド: イ可だい' スイートハート。

メアリー :  昨日ジャニスと話したの。ジャニス・ショウとよ。

そう。ぼくのかわい子ちゃん、彼女はどうしてる?

メアリー :  死風よ。彼女はただ、私たちのためを思ってくれてるだけなのよね。

デイビッド: どういう意味 ? ジャニスが君に何を言ったんだい?

メアリー :  実は、ちょっと聞かれたの。

デイビッド: え? 何を?

メアリー あのね、「あなたのお友達のデイビッドは、土曜の夜にダウンタウン

のトミーの店にいたかしら?」 って。それから、彼女、 トミーのバー
で、あなたが若も`きれいな子と本場もののシャンバン飲んでるのを見

たような気がするって言ってたわ。

デイビッド: でも、スイー トハート、それは違うよ !

メアリー :  じゃあ、それあなたじゃなかったのね。

デイビッド: う一ん、いや、ぼくなんだけどね。でも、あの女性は若くなんかなか

ったよ !

コ
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蝙輻ぃ
発音が変わる 音の同化 aF

音と文字とのギヤップを越える

世界中に、文字のない言語はあっても、音声のない言語はありません。文字は記録

の必要上、後から作られたものです。見えないもの (音)を見えるもの (記号)にし

たのが文字です。音声を文字化するというのは、まさしく音声学の仕事であり、言語

音声およびその体系を分:析・解明することによって、各言語にふさわしい文字体系を

作り出してきたわけです。

ところが問題があります。それは、この文字が完全ではないということです。音を

写すものとして文字力平乍られたのですが、出来上がった文字は音を完全には写してい

ません。すなわち、音と文字との間にはギャップがあるのです。ということは、話さ

れた音は、書かれた文字のとおりではないということでもあります。話し言葉には、

文字には表されていないさまざまな音声現象があるということです。

私たちの多くは、外国語を学ぶときは、まず目で見ることのできる文字から入って

いくという方法を取るのが普通です。いろいろな事情からこの方法が取られてきてい

るわけであって、一概に、文字から入るのがいけないとは言えません。しかし、日で

見た文字が示すものと、実際の音との間にはギャップがあるのは事実です。

何とかこのギャップを越えなければなりませんが、これは、それほど難しいことで

はありません。というのは、音声現象には規則性が見られるので、この規則を身につ

けてしまえばよいわけです。意識して規則的な音色を耳に覚えさせ、口で繰り返して

みることによって、比較的たやすく、このギャップを乗り越えることができます。

隣の音に影響される現象

ここでは、隣り合った音同士が、お互いに影響し合うことによって、もとの文字の

表す音とは違った音に変化してしまう場合を扱います。このような変化を、同化と言

います。
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1・ [S]→団

[Z]→ [5]→ (団 )

団音や日]音の前のIs]や [z]力ヽそれぞれ閲や [5]に変化する場合。

It WaS a niCe ShOW.[SI→ 団

IS She?[Z]→ [5]→ (団 )

2.[t]十 回→[tЛ

[d]+D]→  [d5]

[t]音と日]音が隣り合うと[tЛ音になる。また[d]音とり]音とが一緒になって[d5]
音となる。

Nice to meet you. [mi:tju]
Di! vou? [difuu]

3。  その他
have to[h湊 )ftЭ ],of course[Эfk6:rs],She'S a good cook.[gikkak]

have[hav]の [v]が次の to[to]の無声音 [t]の影響によって [f]と なったり、
good[gud]の [d]が次のcook[kuk]の [k]音の影響によって [k]音 となったりする。

このうち、この章では1.と 2.を中心に見ていきます。

胴
目
】コ詩
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後ろの音に影響される

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

We'll miss You. [s]- [J]

Does she know that? [z)-lS]- (lfl)
I was shocked by his death. lzl-lSl
This shop is quite cheap. [s] * [I]

ls she your sister? lzl-lSl*([Jl)
She's yet a child. [z]* [S]

He's wise for his years. lz]-lSl
He's short and fat. lzl-lS)
She hasn't come yet, has she? lzl-ld* ([I])

It was a nice show. [s]- [J]

Where's your book? lzl-[51
He loves yachting. lzl-lel
f 'll do as you advise. Lzl-lSl
Yes, you can go. [s] * Ul

She practicel yoga. lzl-lS)
ls your brother a doctor? [z]-lS)

璽D
l.君 がいないとさびしくなる。

2.彼女はそのことを知っているの
'

3.私は彼の死に衝撃を受けた。

4.こ の店は実に安い。

5.彼女、君の妹さん
'

6.彼女はまだ子どもだ。

7.彼は年の割には賢い。

8.彼は背が低くて太っている。

9.彼女はまだ来ていないんでしょう
'

10.す てきなショーだったわ。

11.あ なたの本はどこにあるの ?

12.彼 はヨット遊びが大好きだ。

13.君の忠告どおりにするよ。

14.よ ろしい、行ってもいいぞ。

15.彼女はヨガをやっている。

16.あ なたのお兄さんはお医者さんですか。
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POINT
miss youは [mis ju]か ら[mi∫julの ように変化します。「ミスユ」ではなく、「ミシュ」
の響きになります。ここでは、朋音や[]音の前で、[sI音が団音に、[z]音が[5]音に変

わる場合を取り上げます。

判雉
同化は、隣り合った音がお互いにあるいは片方に影響を与えて、もとの音とは違った音に

なる現象です。この現象は、一種の調音のエネルギーの節約現象であり、そう言ったほうが

自然で、言いやすいということなのです。発話のスピードが速いほうが変化は大きいのです
が、普通の速さでも、私たちには問題となる変化が見られます。ここでは、鯛音の前で変化

する[s]と [zlの音について説明しておきます。

        は縁・11 it was a nice shovv.

a)ゆ っくりな場合 nice show in`iS“ ul
b)普通の場合   nice show lnA∬ 6u]
c)速い場合    nice show[n`“ ul
a)は 「ナイスショウ」のような響きで、lsl音がはっきり出ている。 b)、 そ
して特に c)は、日本語の「ないしょ」 (内緒)のようにls]が完全に

『
lに変化

し、文字のイメージとは違ったものになっている。
121 is she?

a)ゆ っくりな場合 |`ィi(1)l     b)普通の場合 1lJi(:)]
c)速い場合    1妍 i(1)|(→ ln(I)|)
a)は「いず」 (伊豆)のように[zlが出ているcl b)は 「あじしお」la(d)3(1)
∫io]を速めに言ったような響きが出る。 c)は 「いし」 (石)のように、完全に
変わってしまう。以下に発音の変化を示します。

1・ miSS yOu[miSiu]→ [mttu]「ス」→「シュ」
2. Does she[dAz∫i]→ [dA5∫ i]→ [dA∬i]「夕

｀
シ」

3.was shocked[wЭ z∫6kt]→ [woJ`kt]「ズ」→「ジュ」
4. This shop[ё is∫6p]→ [ё

`∬

6p]「ス」→「シァ」
5.:s she llz∫ i]→ 1lJi]→ [1∬1]「イシ」
6.She′s yetぃ (I)ziOt]→帥(1)」 6t]「ズ」→「ジェ」
7.his years[hizjlorz]→ [hijiorz]「ズ」→「ジィ」
8.He'sshon[hi(I)ゴ 61rt]→ [hi(:)Jう :rt]「ズ」→「ジュ」
9・ haS She[httZ∫ i]→ [h鹿 5∫i]→ [h慶∬i]「ハシ」
10.niCe ShOW[nai旦 ∫6u]→ [nai①∫6u]「ス」→「ショ」
11・ Where'S yOur[(h)W60rttjЭ ′]→ [(h)W60r」Э′]「ズ」→「ジヤ」
12. Ioves yachting[1人vzj6tiり ]→ [1人v5j6ti]]「ズ」→「ジャ」
13.as you[Э ziu]→ [Э Ju]「ズ」→「ジュ」
14.Yesf you[j6si■ :]―→D01■ :]「ス」―,「シュ」
15.praCtiCeS yOga[prお ktisizi6ugЭ ]→ [prttktisi渕 6ugo]「ズ」→「ジュ」
16.:s your lizior]→ [i3or]「ズ」→「ジャ」

Ｊ
回
Ц
コ
さ
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、変化する音に注意 して言
ってみましょう。

1. He spent__in Wales.

2. Snloking is not allovved in__.

3. The seat of hisieans__.

4. :s          car?

5. 

- 

are all too big for Peter.

5. The sun in the windows.

7. He _ on Saturdays.

8. 5he's oettino married

9. Let me know, in 

- 

can't make it.

10. That film _ in France.

11. He hasn't completed the work

12. This question more difficult.

13. He

14. That cloud _ like a car.

15. The newspaper with age.

16. When a car passes, this 

-
17. The and ran off.

18. words hurt me.

19. Those their leaves in autumn.

20. Her told them the story,

21. lt _ own fault.

22. _ mother arrived yet?
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解答 0解説

小さい文字で表されてtヽる「シ」「ジ」は.軽く添えるような気持ちで発青しましょう。

一 一

1・ hiS yOuth[htO)“ 0]「ヒッジユース」

2.this shop[01o∫ Opl JOp]「ズィンシア列

3.was shiny lwOJainil「 ワグシヤイニィ」

4 this your[0』 0/]「ズィンシヤ」

5.These shoes[01■ r`:Z]「ズィージシューズ」

6.was shining lwЭ

`「

lini」「ヮ,シャィニング」
7.9oes shopping 1961嘔

『

“

iOI“p-1「ゴウクシヤピング」
8.this rar[0」 br]「ズィジシィァ」

9・ (a“ yOu lk`』 u]「ケイシユ」
10.WaS ShOt[wЭ

塁

“

t]〔woJ6t]。「ワ,シヤ ト(ゥ ン)」。Shot(1〕 nの連結にも注

意.『atn]のようになっている.

11・ aS yd 10コ 6t]「アンジェト」

12.is yd[1コ Ct]「インジェト(ゥ )」。yet― i‖ l「さらに」
13.looks shabby[l`k∬ゐbi]「ルク,シヤビィ」

14.is shaped li」Oipt]「インシエイプト(ウ )」 O cloutisの連結もあって.■の
議刷ガ菫 しくなっている。

15.has ye‖ owed[hЭコ61oud]『ハンジエロウド(ウ )」

16.house shakes[h6u∫∫6i螂]「ハウッシェイクス」

17.dogs yelped[d6o93]01pt]「 ド~クラジェルフト(ウ )」

18.His sharp[hiJ`:/p]「 ヒ′シヤープ」

19.trees shed[ti■にd]「 卜(ゥ )リ ージシェド(ウ )」

20.voice shook[v6i』

“

k]「ヴオイ́シュク」、as she〔。Ji]loo,1「アジシィ」

21.was yOurlwO:」 Or]「ワジジャ」

22. Has yOurlh`Jor]「 ハジジャ」

□圏
ヨ
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0

隣り合う音がひとつになる

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

Have you finished yet? [t + j] * [tI]
Do it yourself ! [t + j]t [tJl

They married last year. [t + j]- [t[
She hasn't telephoned yet. [d + j] * [dO]

l've lost y_our letter. [t + j]- [tfl
Pass the suga[ would you? [d + j] * [df]
Need you go? [d + j] - [df]
Not yet. [t + j]* [tfl
Did you really? td + jl - [de]

I asked you a question. [t + j] * [tf]
He's got your camera. [t + j]- [tJl

Hold yourself still! td+jl-[df]
l'll send you some. td + jl - [df]
You're not yourself today. [t + j] * [tl]
You've just missed your train. [t + j] - [tfl
Can you bend your knee? td + jl* [dS]

魔訳ロトーーーーーーーーーーーー‐一

1.も うお済みですか。

2,自 分でやりなさい !

3.彼 らは去年結婚した。

4.彼女はまだ電話をしていない。

5.あ なたの手紙をなくしてしまった。

6.砂糖を取っていただけますか。

7.行かなくてはならないんですか。

8.ま だです。

9.本当 (に )?

10。 私はあなたに質問したんです。

11.彼 があなたのカメラを持っている。

12.じ っとして !

13.少 し送ってあげるよ。

14.今 日はどうかしてるね。

15間に合わなかったね(いま列車が出たところ

だよ)。

16.ひ ざを曲げられますか。
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PO:NT

蜃目

finished yetは [fini∫ t jOt]か ら[fini∫ t∫6t]に変わります。フィニィシュトイェトではな

く、フィニィシ(ュ)チェト(ゥ )の響きになります。ここでは、it+jl→ [t』や[d+j]→ [d51

のように変化する場合を取り上げます。

Nice to meet you.の meet youを [milt ju]とする発音は、ゆっくりとした発話の場合に聞

かれます。しかし、普通のスピード、あるいは、速いスピードになると[mi:t∫ u]のようにな

るのが一般的で、「ミー ト(ゥ )ユ」から「ミーチュ」の響きに変わります。同じように、

Did you?は [did jul「デイド(ウ )ユ」から[did6u]「 デイヂュ」の響きへ変わります。この

現象も、調音エネルギー節約現象のひとつとして、[S]→ [∫]や [Z]→ [5]と同じように、言い

やすい発音に自然に変化していくのです。これも発話のスピードに影響され、よほど丁寧に

ゆっくりと言う場合以外は、このような変化が多々生じます。

単語がt[t]ま たはd[d]で終わり、その次の単語がyD]、 uD]な どで始まる場合、ふたつの単語

が融合したようになって、[t+j]→ [切や[d+j]→ [d5]の ように変化します。代名詞のyOu、 your

などが、tや dで終わる単語に続く場合によく起きる現象ですが、それ以外の単語でも生じます。

(1)you′ yourなどが続く場合

r‖ letyOu knOw hOw he didit.[16t∫ u]は 「レチュ」

|('‖ )bet yOu were furious![b6t∫ u]は「
′ヾチュ」

l received yOurletter yesterday.[ristvd5or]は 「リス イーヴチャ」

(2)you′ yourなど以外の単語が続く場合

He sald yes.〔s6d66s]は 「セヂェス」

lt′s in the frOnt yard.[f送 nt,:rd]は「フランチヤード(ウ )」

丁he p()und is the stan(lard unit Of British currency

[st“ndord5■:nit]は「スタンダヂユーニト(ウ )」

|

1・ finiShed yet[fini∫ t∫Ot]は 「フイニイシ(ユ )チ エト(ウ )」

2.it yourself[it∫ors61f]は 「イチヤセルフ」

3.last year[1鹿 st∫lor 11`Ist∫lo]は「ラースチィァ」

4. telephoned yet[t61ofound5ё t]は 「フ̈ラフォウンヂェ(卜 )」
5. !ost your[16(I)st∫Эr]は 「ロスチヤ」

6.would you[widろu]は「ウヂュ」
7. Need you[nfld6u]は  

「
二―うドュ」

8.Not yet indt∫6tl n6t∫ёt]は 「ナチェ(卜 )」

9.Did you[did5u]は 「デイデュ」

lo.asked yOu[廃 skt∫u161skt∫u]は 「アースクチュ」。音声は「アースキュ」に近い。

11・ 90t yOur[g6t∫Эrlg6t∫Э]は 「ガチヤ」

12. Hold yourself[h6uldびソs61f]は 「ホウルヂャセルフ」
13.send you[s6nd5u]は 「センデュ」

14. not yourself[ndtわ rs61fl n6t∫3-]は 「ナチャセルフ」

15. missed your inllst∫o′]は 「ミスチャ」

16. bend your[bOnd6o月 1ま 「́ ンヾヂャ」

目
□
副
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、変化する音に注意 して同じように言ってみましょう。

1. He!ost his father

2. She worked very_______」 _she failed.

3. Look__in the mirroL The!rna.

4. Put the flour            in the bowl.

5. They arrived.

5. Don't put the speaker _!
7. _ _ Phit?

8. That long-- _ was rude to me.

9. 

- 

at me like that!

10. lt'll about

11. He's stupid, I like him.

12. We'll go to Spain

13. I can thoughts.

14. I 

- 

not to smoke.

15. lwonder if he's

15. _ _ hands above your head!

17. That a good harvest

18. He'll to the expresswav.

19. You needn't do it _
20. Don't _to such a plot.

21. _ move back a little, please?

22. I can up anytime.
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解答・解説

ふたつの単顧の境界で音が融合変化するため、ひとつひとつの単目の形がわかりに

くくなります。itЛ と〔d51の ふたつの書きだけですが.相当II練 をして.■れておく
必要があるでしょう。

一 一

1.la■ year[1発 st∫10r1161st∫10]「ラースチィア」

2. hardf yet[h61rdろ 6t]「ハーヂェト(ウ )」

3.at yourself[Э t∫Эrs61f]「アチャセルフ」

4. and yeast[ond311st]「 アンザゞ―スト(ゥ )」

5.haven′ t yet[httvn」飢]「ハヴンチェト(ゥ )」

6. behind you[bihandろ u]「ビハインヂュ」

ア. Did you[did3u]「 ディヂュ」、eat yet[llt∫ 6t]「イーチェト(ゥ )」

8. haired youth[h6Э rd5`:0]「 ヘアチゞュース」

9. Don't yel:[d6untた 1]「 ドウンチェル」

lo. cost you[k6(1)st∫ u]「コスチュ」、 50′ 000 yen[fiftiOauzo)nd66n]

「フイフティサウザンデェン」

11.and yet in■夕t]「ンデェト(ゥ )」。stupidoandに も注意。

12. next year[n6kst∫ lor]「ネクスチィア」

13. read your[rlld5Э r]「 リーヂャ」

14. told you[t6uldろ u]「 トウルヂュ」

15.staned yet[startid56t]「 スターテイヂエト(ゥ )」

16.Hold your[h6uld5or]「 ホウルヂャ」。handlJboveに も注意。

17.field yielded[f■ ld51:ldid]「 フ イールヂールディド(ゥ )」、lai year

[1発 st∫10r1161st∫ 10]「ラースチィァ」

18. lead you[丘 d5u]「 リーデュ」

19・ juSt yet[dろ AS」ёt]「ヂヤスチエト(ウ )」

20. lend yourself[16nd5ors61f]「 レンヂャセルフ」

21. Could you[kud6u]「 クヂュ」

22. put you[pit∫ u]「 :フ
°
チュ」

ｄ
目
調
―
―
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英英辞典を使つて英語で考える力を養う

英語で考える力を養う上で最良の方法は、外国人の英語学習者を対象として作られた本格

的な英英辞典を使うことです。1年間使い続けれlよ はっきりと効果が現れてくるでしょう。

こういった英英辞典に共通する特徴は、語句の意味を説明 (定義)するにあたって、限ら
れた数の単語しか使っていないということです。定義に使われる基本=]諌は辞書によって違
いはありますが、およそ2000語から3000語の範囲にあります。これによって、英語を母語

とする人向けの英英辞典にチャレンジした多くの人が経験する、定義の英語に知らない単語

がいくつも出てきて、結局何のことかわからなかった、ということがまずなくなります。さ

らに、語句を単にやさしい英語で定義するだけでなく、多くの例文を使ってそれらが使われ

る実際の場面を示してくれるという点も、私たち外国人の英語学習者にとってはたいへんあ

りがたいことです。イラストなどを使って具体的事物を説明しているものもあります。

以下に、主な辞典を挙げておきます (最新版の情報については各社にお問い合わせくださ

い)。 それぞれ、音声表記、語句の定義、例文の種類、語法 (usage)、 語用「:含からの知見、

等々に独自の特徴が見られます。実際に手に取ってそれぞれの特徴を確認して選ぶとよいで

しよう。

1.Oxlo´dハdvanced■earner,D′(ガona′〕′

2011年、第8版、CD―ROM付属。基本語彙約3000語。

2.longman Dた ″onary Of GOntempora″ Fng″sh`6F,Paperbac々 &0′7′′ne
2014年、第6版、オンライン環境で使用可。基本語彙約2000語。

3.  longman D′ Ct′Onary Or COnferη ρoracr Fng′Fsh

2009年、第5版、DVD―ROM付属。基本語彙約2000語。

4.6o′′′ns C03υ′LD Advanced learnert D′ ct′Onar〕′

2014年、第8版、オンライン環境で使用可。Kindle版あり。基本語彙約2500語。

5.Co′′′ns COθυ′ιD″4Jvanced learner● Fng″sh Dたゴonary

2006年、第5版、CD―ROM付属。基本語彙約2500語。

6.Cambr'dge Advanced learnert Dた 1′ona′γ

2013年、第4版、CD―ROM付属。基本語彙約2000語。

7.1″ acル r′′′an fng″sh D′ct′Onaり′
`ο

r`AJyanced learners

2012年、第2版、CD―ROM付属。基本語彙約2500語。
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Part 5
」
　

１

短縮形「

霧 |`藍、、_

MIB

ひとつの単語に

聞こえる短縮形

話 し言葉では、省エネによつていろい

ろな種類の短縮形が作られます。その

発音は意外と難しいのです。



LE丁
′S LISTEN

ダイアローグを聞いてみましょう 0
0
廊」|■Lヽ

John: l'll be darned! We've run out of gas!

Sally: And it's dark and it's snowing. No one'll be coming along at
this time of night.

John: No, Tom's coming to the party, so he'll be coming this way.

Sally: Tom! What if Tom's not coming to the party? What if he's
going a different way?

John: lf only l'd gotten gas at that last station . . .

Sally: We'll have to find a phone somewhere, and Mom'll have to
come pick us up. Why don't you try starting it again?

.John:Yeah, maybe the motor'll start this time
started. I cant believe it.

We're in luckl lt's

Sally: I might've known. You'd just let it stall. l'll never go for
another drive with you as long as I live.
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意外に面倒な短縮形の発音をマスターします。  ‐―の単語が「主語+助動詞」などの短縮形で
す。主語が名詞。人名などの場合が難しい発音になります。下の例のほか、いろいろな短縮形が
あります。

l wi‖ → r‖ lail]   might haVe→ might'Ve lm`itOVl

ジョン : しまった ! ガス欠だ !

サリー : それにもう暗いし、雪も降ってるのよ。こんな夜中に通りかかる人なんて

だれもいやしないわ。

ジョン : いや、 トムもパーティーに来るはずだ。どのみちここを通るさ。

サリー : トムですって ! でもトムがパーティーに欠席したらどうするの' それ
に違う道を行くかもしれないじゃない。

ジョン : さっき通ったスタンドでガソリンを入れておきさえすれば.

サリー : どこかで電話を見つけなきゃ。そしてママに車で拾いに来てもらうしかな

いわね……ねえ、もういっぺんエンジンをかけてみたら?

ジョン : そうだ、今度はかかるかもしれないぞ……ラッキー ! 動いた。奇跡だ。

サリー : こんなことだろうと思ったわ。ただのエンストじゃないの。もう金輪際、

あなたとは車で出かけませんからね。

・　
　
肖
諦
「
ヽ
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蟷贔玲 メ  短縮形の音
ハレ

J

短縮形は発音の落とし穴

英語を学ぶ人のほとんどにとって、短縮形はすでにおなじみの知識でしよう。ただ

し、それはあくまでも文字の上の知識であって、発音の面になると、自己流で済ませ

てしまっている人が少なくありません。その結果、ネイティブスピーカーの発音との

ギャップによって、聞き分けもできなくなってしまいます。要するに、知識はあって

も、短縮形がさまざまな単語との組み合わせで現れるときの発音に慣れていないとい

うことです。

短縮形の形

短縮形は、次のふたつに大きく分けられます。

(1)am、 is、 are、 will(sha11)、 has、 have、 had、 wouldな どのbe動詞や助動詞

が、名詞、代名詞、あるいは疑問詞と結びついて、あたかもひとつの単語であるか

のようになる場合。

(2)否定語notが be動詞や助動詞と結びついて、ひとつの単語のようになる場合。

以下、短縮形を発音とスペリングの点からまとめてみます。( )内は短縮されてい

る語です。

1.‐'s[sI,[z]の 形を取る (is,has,us)

[S]:it'S,that'S,What'S,JaCk'S,let'S,etC.

[Z]:he'S,She'S,WhO'S,Where'S,When'S,hOW'S,JOhn'S,here'S,there'S,etC.

2._'re[Э ]の形を取る (are)

you re,vre re,they re,etc.
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3._'11[1]の 形を取る (wtt shall)



I'11,you'11,he'1,she'11,it'll「 we'11,they'11,Others'11,Colin'11,playll,what'11,who'11,

etc.

4. _'d[d](had,w.ould)

I'd,you'd,he'd,she'd,it'd,we'd,they'd,、 vhO'd,etc.

5. -ve [v] (have)

I've, you've, we've, they've, would've, could've, should've, might've, must've,

etc.

6. -n't [nt] (not)

isn't, aren't, won't, can't, don't, hasn't, haven't, wasn't, weren't, wouldn't,

couldn't, didn't, hadn't, shouldn't, mightn't, mustn't, needn't, etc.

7. d'you [dju,fua] (do)

次に、このような短縮形の発音に関して、注意すべき点を挙げておきましょう。

1 短縮形をあまりはっきりと独立的に発音しないこと。軽く弱めに発音しないと、

次に続く単語との間に、音の流れの上で途切れが生じたり、さらに悪い場合は母音

の [Э]や [u]が入ってしまいがちである。

2._'11の [1]の音色に注意。[u]ウ に似た響きや、[i]イ に似た響きを持つ場合がある。

3.キ eは [0′ ]と弱く短めに発音する。

4.[z]も [s]も両方とも[s]のように聞こえることがある。JOhn'sの 'sは [z]、 Jack's
の'sは [s]であるが、実際には[z]が無声化し、弱い[s]のようになることがある。少

なくとも日本語の「ズ」のようにはならない。

5.使い慣れない短縮形に注意。たとえ|よ when's、 Others'H、 what'11、 c01in'11、
Should've、 rnight've、 must've、 could've、 Inightn't、 needn'tな ど。

に
高

゛
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SECT10N

―'sの形の発音
―he'sなど―

⑬四翻鷹炒
※ ( )内 は短縮 されている語

0 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

Who's calling, please? (is)

It's changed a lot. (has)

No, nobody's come yet. (has)

Meg's out, but Ruth's in. (is)

I think Jane's upset about something. (is)

How's it going? (is)

What's the new teacher like? (is)

Either way's fine with me. (is)

Where's he gone? (has)

This one's the fastest. (is)

Let's take Keith's car. (us)

My father's got two brothers. (has)

My mother's very happy. (is)

Which method's the best? (is)

When's she expected back? (is)

Patrick's been here. (has)

1(電話の相手に)ど ちら様ですか。

2ひどく変わってしまった。
3.いや、まだだれも来ていない。

4.メ グは出かけていますが、ルースはいます。

5ジェーンは何かでいらいらしているんだと思

う(何か問題があるんだと思う)。

6.調子はどう
'

7新 しい先生はどんな人 ?

8.私 はどちらでも構わない。

9.彼 はどこへ行ったんだい
'

10.こ れが一番速い。

11.キ ースの車で行こう。

12.父には兄弟がふたりいる。

13.母はとても幸福だ。

14.ど の方法が一番いいだろうか。

15.彼女はいつ帰ってくる予定ですか。

16.パ トリックは来ているよ。



ド賤

WhOも Ca‖ ing,please?の Who'sは、Who isが短縮されたものです。発音が [hul iZ]か
ら[hu:z]に変化します。ここでは、―

′sで表される短縮形の発音を学びます。isや hasが

(代)名詞・疑問詞と結びつく場合や、let usが let'sになる場合を見ます。

短縮形の多くは、実はすでに学んだ「弱形を取る語」 (ρ .56参照)の中の「助動詞」およ
び「be動詞」が、名詞、代名詞、疑問詞などと一緒になるものです。これ以外の場合とし
てはdOn't、 isn′tや would've、 should'veな どがあります。ここで扱うのは、スベリングの
上で―'sと なる短縮形です。弱形との関係から下にポイントをまとめておきましょう。

(1)代名詞など+is(‐'s)の発音
lsの強形は[iz]、 弱形は[Z][S]

[z]に なる場合 :he′s[hi:z][hiz][iz]、 she′ s『 :z][∫ iz]、 Bi‖ 's[bilz]、 Ann′ s

[鍵 nZ]、 WhO'S[hu:z]、 hOw's[hauz〕 など。

[s]になる場合 i that′ s[0“ ts]、 it′ s[its]、 Dick's[d■ s]、 Edith′s[1:dos]、 りunet′ s

[d5■ :liots]な ど。

なお、[s][z][d6]で 終わる場合は短縮形が使われず、発音も [iz]と なる。
Angusis[魔 ]gesiz]、 Liz ls[1lziz]、 George is[d66:″d6iz]など。

(2)代名詞など+has(」 s)の発音
haSの強形は [h∝ z]、 弱形 は [Z][S][Э Z][hOZ]

[z]に なる場合 :he's[hi:Z][hiZ][iZ]、 She′S ttZ〕

『

z]、 PaurS[pЭ :lZ]、 WhO'S

[hu:z]な ど。

Is]になる場合 :lrs[its]、 that's[0∝ ts]、 りanet'S[d5溌 nits]、 Ruth′s[ru:OS]、

PatriCk′ S[pめtriks]、 Ph‖ ip's[fmips]など。

1・ ⅥhOrS[huIZ]「フーズ」←WhO iS

2.itrs[its]「イツ」―lt has

3. nObody's[n6ubadiz l n6ubЭdiz]「ノゥバディス・」←nobody has
4.Meg′ s[megz]「 メグズ」←Meg is、 Ruth's lru:os]「 ルー(ツ )ス」―Ruth is
5・ 」ane'S[d5einZ]匡 ガエインズ」←Jane iS

6.How′ s[hauz]「 ハウズ」←How is
7.Ⅵhat′ s[(h)watsl wЭts]「 (フ )ワ ツ」←What is
8.way's[weiz]「 ウェイズ」←way is

9・ Where′ S[(h)W80rZ]「 (フ )ウ ェアズ」―Where haS
10.One'S[WAnZ]「ワンズ」―One iS
ll.Let′s[lets]「 レッ」←Let us

12.father′ s[f“ёorz]「 ファーザズ」←father has

13.motherrs lmAёЭ′z]「マザズ」←motheris
14.method′s[m6oOdz]「メサ(ド )ヅ」―method is
15.ヽ″hen′sI(h)wenz]― when is。 [(h)wendz]の 響きに近くなる。
16.Patrick′ 5[ptttriks]「パ ト(ウ )リ クス」←Patrick has

団
商
諭
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄 を埋め、短縮形
の発音に注意 して正 しく言ってみま

しょう。

1. _had her baby― _a girl.

2. lヽy_getting too old to travel.

3. :think the_reclovering.frolrn her feven

4. Actua‖

"his_Adrian.
5. Is it true that      in?

6. The_closed On Sundays.

7. _your book.

8. The_very noisy.

9. _my carnera?

10. 5orne_let the do9 0ut.

11. 丁he_been nice these days.

12. Лヽy_upset.

13. _been in the hospita:.

14.      a man atthe doon

15. Tell me_going to do it.

16. My_9ot a house in lNevv Ylork.

17. _that man shouting?

18. 丁he_been giving us trouble again.

19. l hear_100king fOr a 10b・

20. That_been sleepingl(on a bench all day.

21. Лヽy_living vvith my parents.

22. My_aching.

132

SECT10N
1



解答・解説

isと hasの短縮形―'sに は、次のような問題点、があります。

(1)発音が[s]と [z]の 2種類ある。

(2)_Lの 2種類の発音は、名詞にアポストロフィーが付いたものと同じになり、慣れ

ていないと、意味が】又れなくなることがある。

Bi‖
′
s・←→・B‖ l is′ B‖ lhas′ B‖ rs(b00k)

(3)― 'sは、代名詞のほかに、名詞と結びつくことも多いので,主意。また、一
′
sに続く語

との連結関係も重要。

★

1. Rosemary's [16uzmdriz]
it's [its]

2. uncle's [iaklz] lV >, )r:)
3. girl's lgatrlzl lfi - tvx)
4. name's [n6imz] lil t^z:)

5. he's [(h)i(r)z] I k)'( -A)
5. shop's ffops lJcps] 12 + lz)
7. Here's fhiarz] I tz xJ

8. enginet[6nd6inz]「エンデンヅ」

9,Where′S[(h)Wε OrZ]「 (フ )ウ ェァズ」

10.foo「 s lfulz]「 フールズ」

11・ Weather'S[WёёЭ′Z]「ウェザズ」

12. stomach′ s[stAInoks]「スタマクス」

13.She′ s ttz]「シズ」

14.There′ s[ё (e)orz]「ザァズ」

15.who′s[hulz]「フーズ」

16. brother′ s[brA6orz]「 ブラザズ」

17. Vヽhy's[(h)waiz]「 (フ )ワィズ」

18. car′s[kQIrz]「カーズ」

19・ JaCk′ S[dろakS]にだヤクス」

20.man′slmanz]「 マンズ」

21.sister′s[sistorz]「 スイスタズ」

22.leg′ s[legz]「 レグズ」

* Rosemary has

-itis
- uncle is

- girl is

*name is

-he is

-shop is

* Here is" Here's your tJ

fhiaryar]lev)r)" G)4L)

-engine is

*Where is

-fool has

-weather has

-stomach is

-She has

*There is

*who is

-brother has

-Why is

*car has

*Jack is

*man has

* sister is
* leg is

目
商
諭
蒻

133



●

SECT:ON
2 口

'‖、-9reの形の発音
―l'‖など一

0 1,

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

The play'll begin soon.

D'you think the car'll start?

It'll clear up soon.

lwonder when he'll be back.

Tell me what'll happen!

Nobody'll notice.

They'll find everything satisfactory.

Kevin'll be coming, too.

Who'll be leading the group?

There'll be enough for everybody.

The others'll be here shortly.

That'll be Peter.

l'll start when l'm ready.

We're old friends.

I hear you're getting married.

l'm glad they're safe.

1.劇 はもうじき始まるだろう。

2.車は動くと思う
'

3す ぐに晴れるより
4.彼はいつ戻ってくるのかなあ。

5.ど うなるのか教えて !

6.だ れも気づかないだろう。

7.彼 らは、万事申し分ないとわかるだろう。

8.ケ ビンも来るよ。

9.だ れがグループの指揮を執るのですか。

10め いめいにたっぶりとあるだろう。

11.す ぐにほかの人たちも来るよ。

12.あ れはピーターだろう。

13.用 意ができたら始めます。

14.わ れわれは旧友同士だ。

15.ご結婚されるそうですね。

16.彼 らが無事でよかった。
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贔躍

The play′ ‖begin soon.の piay′ ‖はplayと wi‖ が一緒になつたもので、発音も[plei Will

から[pleil]と 大きく変化します。ここでは、助動詞 w‖ |(sha‖ )が代名詞や名詞、疑問
詞などと結びつく場合を中心に、l′ m、 you′ re、 d′youな どの発音も学びます。

ここでは、w‖ l、 sha‖、doと 、a re、 amの短縮形を扱います。

(1)代名詞ほか+wi‖ (‐ 'l)

現代英語では、wi‖ またはその短縮形の―'‖ が主として使われ、sha‖ はSha‖

|.'Sha‖ we_フ以外ではあまり使われなくなっている。
wi‖ の強形は[wil]、 弱形は[11
r‖ [ail]/yOu'‖ [u:l]bull D。11/he'‖ [hi:lHhil][il]/she'‖ ぃ:1]辟l]/lt′‖[itl]

/Well[Wi:1][Wil1/they′ ||[ёeil][Oel]/thatll[0廃 ti]/Whatη l[(h)W6tll W6tl]

/whcメ 11[hu:1]/Kevin′ ||[k6vinl]/others′ ||[Å OЭ″zl]/there′ ||[ё ori]

(2)代名詞ほか十are(‐'0
areの強形は [α y]、 弱形は [Э′]
yOu′ re Duer]30:r][Э r]/We′ re[Wi:0′ ][WiOr]/they′ re[OeiЭ″][ё eor][ёЭr]

なお、次のような例は、短縮形を用いないで表すのが普通。

who are[hu:o′
]、
boys are[b6izЭ″]など。

(3)i十 am(l'm)

amの強形 |ま 卜 m]、 弱形は[om][ml。 |'m[aim]では、amは |のみと結びつく。
(4) do・ +・ you(d'you)

doの強形は[dul、 弱形は[d可 [do]。 d'you ttu]、 [d50]は d'yOuと いう短縮形が

使われず、do youと 書かれていても、d'youと 同じように発音されることが多い。

1.playll[plell]「 プレィル」一play Wi‖

2. D′ you[diu]「 デュ」一Do you、 carll[kα :rl]「カール」←Car W‖ |

3.!tll[itl]← it wi‖。[」]の発音に注意(ρ.164参照)。

4.he'‖ [(h)i(1)1]← he wi‖。when〔hPl:は「(フ )ウェニイル」
5,whatll[(h)watll w飢 1]← what wi‖。[」]の発音に注意 (ρ_164参照)。

6. Nobodyll in6ubadill n6ubЭ dil]「ノゥバディル」←Nobody vvi‖

7.Theyl:[ё e(1)1]「ゼ(イ )ル」←They Wi‖

8.Kevin′ ‖[k6vinl]「ケヴィヌル」
←Kevin w‖ l

9.Ⅵholl[hu:1]「 フール」←―Who wi‖。「フ」には摩擦がない。

10.Therell[Oorl]「 ザル」←丁here wi‖

11.othersll[人 ёOrzl]「アザズル」←OtherS Wi‖

12.丁hatll[0羹 tl]← That wi‖。膊]の発音に注意0164参照)。
13. 111[ail]「 アイル」←I wi‖、l′m[aim]「アイム」←lam
14.We′ re[wi(1)or]「 ウイア」←Ⅵた are

15,you′reD(u)or]← you are。「ユ」と「ヤ」の間のような響き。

16. :′ m[ain■]← !am、 they′ re[Oc(1)Э r]「ゼ(イ )ア」←they are

日
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄 を埋め、短縮形の発音に注意 して全文を言つてみましょう。

1.       50 beautifultO 100k at!

2. _think_snow′ AЛ ary?

3.      be the last bottle.

4. lfyou d()that again′ _get a srnack.

5. _tell you what.

6. Perhaps_sell the can

7. _be nice′ i think.

8. There are sorne sandvviches ieft′ if_hungry.

9. !don′ t think      last.

10. _be a lot of、 vine served at the party.

11. lf_kindly s:gn here′ please.

12. isuppose_buy a house.

13.       sure      corne back.

14. VVhat on earth_think_doing?

15. _be here at eight.

16.      be the winner?

17.      the shc)、 v be!ike?

18. l knovv vvhat_doing.

19. _be bringing his vvife with hirn.

20. What      think(of the nevvs?

21. _not 90ing out′ are we?
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解答・ 解説

ここで扱う短縮形―
′‖、一
′
re、 d′ you、 l′ mの中で、最も種類の多いのが一'‖ です。同

時に、リスニング・スピーキングの面で一番難しいのも‐
′‖であると言えます。これ

は、エル音[1]の音色が1ムたちには難しいということ、さらに、
‐′‖が代名詞ばかりで

なく、多くの名詞とも結びつき、さまざまな独特の響きを生み出すからでもあります。

また、it'‖ [坦 ]、 that'‖ [0“」、what′‖[(h)w6ul w6」 などに現れる[里]の連続に

も十分慣れておく必要があります。

― ―

1.They're 16e(1)o■「ゼ(イ )ア」 ―They are
2.D′you[d,u]「デュ」     ―Do you
itll〔itl]「イト(ウ )′」     ―it W‖ |

3.This′‖[Oisl]「ズイスル」   ―This w‖ 1。 [sl]に注意。
4.you.‖ Dull          ―you wi‖。[ul]は「ウー」のように■く。
5. 1ll〔 al]「アイル」       ―l Will
6.we'‖ [wi(:)11「ウイル」   ―We Wi‖
7.Thar‖ 16`tl]「ザト〈ゥ)ル」 ―Tha wi‖。難しい。
8. you′でu(u)o4        -you areo you′ reは、弱い「ヤ」ぐらい

1こ |:く 。

9.it'‖ [itl]「イト(ゥ )ル」    ―it W‖ l
10.There'‖ [0(0071]「ザア′可  ―TheF Wi‖
11. you′ ll Du(:)1]「ユル」     ―yOu W‖ |
12.they‖ [Oeoll「ザル」    ―they W‖ 1
13. l′ m[aIIn]「アイム」      ―iam
she′‖

『
ol]「シィル」   ―She Will

14. d'yOu[d,u]「デュ」      ―do yOu
yOu'rD(u)Э r]「ヤ」     ―yOu aF

15.He'‖ Ihioll「ヒル」    ―He W‖ l

16.Who.‖ [hull]「 フール」   ―Who wi‖。「フ」には摩擦がない。
17.What'‖ 1(h)w6tl卜めtl]『 (フ )ワ トし)ル」  ―Wh“ Wi‖
18. :'ml」皿]「アイム」      ―lam
19. Colin′ |I R61nll kOlinl]「 カリヌル」   ‐COlin VVi‖
20.d′ you ldju]「デュ」    ―do you
21.ヽ″e'に 〔wi(:)er]       ―We are。 弱tヽ「ウイア」の書き。

137



3
SECT10N

―'d、 ―'veの形の発音
―you'dなど―

0 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

I knew you'd come. (would / had)

l'd rather you went home now. (would)

We thought she'd be good at that. (would)

l'd better hit the road. (had)

He said he'd have to change the plans. (would)

lf I got rich, l'd buy a new house. (would)

Who'd like to play tennis? (would)

If only l'd met her earlier! (had)

It'd gone when I got back home. (had)

It'd be nice if you could make it. (would)

lwish you'd seen her. (had)

lf you'd fill in this form. (would)

We've met each other before. (have)

l've forgotten her address. (have)

You should've told him. (have)

You might've known she'd refuse. (have, would)

|||li:|lillllllll),"         

‐ ・ ‐                      ‐      ―          ―         ヽ

1.君が来ること(来たこと)は知っていたよ。

2.も う家に帰ったほうがいいよ。

3.私たちは、彼女はそれが得意だろう、と思っ

た。

4.も う帰ろう(も う出かけよう)。

5.計画を変更 しなければ、と彼は言った。

6.金持ちになったら、新しい家を買うんだが。

7.テニスしたい人はだれ
'

8.も っと早 く彼女に会っていればなあ !

9.家に帰ると、それはなくなっていた。

10.う まくいけばいいねえ。

11.(あなたが)彼女に会ったことがあればなあ。

12.こ の書式にご記入いただけますか。

13.私たちは以前会ったことがある。

14.彼女の住所を忘れてしまった。

15“度に言うべきだったのに。

16.彼女が断るのはわかっていただろうに。
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lknew you'd come.0)you'd[1. you had66LttIyou wouldO)*EffiftrTt. ZZ
?6. had p woutd g)fEffi ft, : d 6 +,bt=. have Afrffifr| _,ve [].2t \ ( 6 #Ui.A f .

靱削
ここでは助動詞のwould、 had、 haveの短縮形を扱います。wouldと hadは、短縮形が同じ

であるので注意が必要です (」 d)。 haveは「 veや you′veな どのほかに、could′ ve、 should′ ve

などのように、ほかの助動詞とも結びついて短縮形を作るので、やはり注意が必要です。

(1)代名詞ほか+Wou:d(rd)
Wouldの強形は[wud]、 弱形は[WOd][0」 [d]。 |'d[aid]、 yOu′ d Uuld]Uud]

UЭ d]、 he′ d[hi:d][hid][id]、  She′d『 :d]『 d]、  it'd[ltOd]、 We'd[Wi:d][Wid]、

they'd[Oeid]な ど。

なお、たとえばyou would、 she wouldのように書かれていても、発音で

は弱形が使われ、短縮形の発音やそれに近いものになることが多い。

(2)代名詞ほか+had(rd)
hadの強形は[h“ d]、 弱形は[hed][Э d][d]。 短縮形とその発音は、上の(1)と同

じ。また、he had、 you hadのように書かれていても、弱形が使われ、短縮形

の発音に近くなることが多い。

(3)代名詞・助動詞ほか+have(rve)
haveの 強形は[hav]、 弱形は [hЭ可 [Эv][v]。 短縮形は「ve[aiv]、 you′ve

[u:v〕 uuv]3ov]、 we've[wi:v][w市 ]、
they've[Oeiv]な ど。

助 動 詞 と 結 び つ く と、 would've[WidOV]、 ShOuld′ Ve『■dOV]、 COuld′ Ve

[k`dev]、 m ust've[mAstov]、 rnig ht've[maitov]な どとなる。

1・ yOu′d bu(1)d]「ユウド(ウ )」 一yOu WOuld/yOu had
2.l′ d[aid]「アイド(ゥ )」    一:would
3.she'd『i(1)d]       ←she wouldo she′d beは 「シイド(ゥ )ビィ」。
4.!′ d laid]「アイド(ゥ )」    一!had
5.herd[hiod]「 ヒイド(ゥ )」  ―he would
6.:′ d[aid]         ←l would。 !′d buyは 「アイド(ゥ )バィ」。

フ.Who′ d[huld]「 フード(ゥ )」 ―Who would。 摩擦のない「フ」の響き。
8.l′ d[aid]「アイド(ゥ )」    ←l had
9・ !ぜ d litOd]「イトウド(ウ )」  ←lt had
10・ lt′ d litOd]「イトウド(ウ )」  一!t WOuld
ll・ yOu′d[u(1)d]「 ユウド(ウ )」 ←yOu had

12.you′ d Du(I)d]「ユウド(ゥ )」 ←you would

13.Ⅵ′e've卜vi(I)v]「 ウイヴ」  ―We have
14. |′ ve[aiv]「アイヴ」     ←l have
15.should′ve[∫

`dov]「
シユドゥヴ」←―should have

16.might′ ve[rnaitov]「マィトウヴ」←might have、 she′d膵m]← she wOu!d

目
商
諭
熙

139



EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、短縮形に注意 して言いましょう。1. He said that      rather Dick vvent.

2. l wished_had 50rnething befOre that,

3. _llke a hamburgeら if_like to knovv.

4. lt isn′ t an ideal place―_say it was.

5. :w(ondered vrhether      seen Kate.

6. :thought_be the first to appreciate my ideas.

7. _preferto have you on your ovvn.

8. _alvvays expected_turn(Э ut differently.

9. He vvas surprised to learn hovv rnuch_drunk.

10. lf_been any alternative transport!

11. _be a great help.

12. :f on!y_to!d me before.

13. :t was the sort of thing__enioyed.

14. _better 90 honle novv.

15. lf_asked me′ !_told you the truth.

16. This is the first t:rne      been here.

17. _you got to say about the clirnate'

18. :f_been his first time′ it_been different.

19. l_finished this by last night.

20. VVe_90nef but、ve didn′ t.

21. lt_stopped raining by now.

22. l      been killecI!

SECT10N
3
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解答・解説

短灘彪―'d"音そのものの離しさ以外
`ミ

WOuldと hadとの区別が入ってくる点
で注意が必要です。また、rd[■αl].that'd[0こわd〕 のIted]¢月口きを耳に覚えさせ

ておくことも大切です。‐
′veは .1've、 pu′veな ど以外に、would.ve[w`“ v]、

should・ ve rndo可、could've[k`dev]、 migh′ve[m』 tev]、 musrve[mAstЭ可
などの[dev]や [lov]の書きにとくに注意しましょう。速い発話では、[Э]が落ちるこ

ともあります。

一

★ ★

1・ he'd LiO」「ヒイド(ウ )」   ―he Would
2. l.d[ad]「 アイド(ウ )」     ・ ―!had
3. He'd Di(:)可         ―He would
yOu′ d DuO可        ―yOu Would
4. nObOdy′d ln6ubadidll10ubedid]    ‐nobody wOuld

5. she・ d ri(:)d]「シイド(ウ )」   ‐She had
6.yOu′ d Duod]「 ユウド(ゥ )」  .―yOu would

7. They.d[Oeid]「ゼィド(ウ )」  ‐They wOuld
B・ l.d[ddl「アイド(ウ )」     ―l had
it'd litO可「イトウド(ウ )」   ―it WOuld

9・ he'd[0)i(:)d]       ―he had
he.d drunkは 「ヒ(ド)ド (ゥ )フンク」。

10・ there'd[0(e)。 /可『ザアド(ウ )」 ―theF had

ll・ That.d[0晨丼edI「ザ トゥド(ゥ )」―That would

12. yOu′ d Du(:)d]「ユド(ウ )」   ―yOu had
13.they.d have[Oeidov]「ゼ(ィ )ダ例   ‐they wOuld have
14. VVie'd[、アi(:)d]『 ウイド(ゥ )」   ‐We had
15.yOu'd buo可         ‐yOu had
mi9ht′ve imatO可     ‐might haVe

16. l.ve〔 av]「アイヴ」      ‐l have
17.What′ve[(Dw“Эv l wOto■「(フ )ワ トゥヴ」 ―What have
13. it'd lit∝11          ‐it had
could′ve[kndOv]       ―COuld haVe

19.should've radov]「シュドゥヴ」   ‐should have
20. could.ve[kndov]「 クドゥヴ」―COuld have

21.muゞ Ve lmAstov]「 マストウヴ」   ‐mu゛ have
22.might've imatO可「マイトウヴ」   ‐might have

■
田
】雨蒸
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―n'tの形の発音
―shouldn'tなど一

0 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

1.私 は行かない。

2私は同意できないぅ
3彼は去年のクリスマス以来、調子が悪い。
4.彼女、気にしないよね

'
5い いお天気ねえ。
6時間があまりない。
7お 引きとめしてはいけませんね。
3.そ れには我慢できない。

9.ジ ョーンに言う必要はない。

10彼女はあんなことを言うべきじゃなかった。

lwon't go.

I don't agree.

He hasn't been well since last Christmas.

She doesn't care, does she?

Nice day, isn't it?

We haven't got much time.

I mustn't keep you.

I can't stand it.

You needn't tell Joan.

She oughtn't to have said that.

I didn't know what to do.

I was certain I hadn't met her before.

Itold him he wouldn't be able to do that.

You shouldn't be so optimistic.

He mightn't know you're here.

I knew it couldn't be Bill.

11.ど うしていいかわからなかった。

12.確かに、彼女に会ったことはなかった。

13.彼には無理だろう、と言ってやった。

14.あ まり楽天的になってもいけないよ。

15.彼はあなたがここにいるのを知らないかもし

れない。

16.そ れはビルであるはずがないと私にはわかっ

ていた。
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l won't9o.の won't[wount]は w‖ l notの短縮形です。発音が大きく変化します。こ

こでは―n′tで表される否定の短縮形を学びます。かなり多くの種類があるので、注意が

必要です。

皿屹
否定詞notは、多くの助動詞やbe動詞と結びついて、否定の短縮形―n'tを 形成します。発

音で特に注意が必要なのは、wouldnt、 couldn't、 didn't、 hadn'tな ど、―dn't[屯lt]の形に

なるものです。[d]は破裂がなく、滑らかに[n]に移っていくのが普通だからです。

また、shell n6tと she w6n′ t、 he was n6tと he w6sn′tの ように、notが独立で使われる

場合と、短縮形の場合とがあります。どちらの型が多く使われるかは、地域、人物、場面に

よって違いますが、どちらも使えるので両方に慣れておきましょう。

―n'tの形の短縮形をまとめておきましょう。これは、強形の not[natl nЭ t]が、

助動詞や be動詞と結びついて弱形の―n't[(o)nt]に 変化したものです。以下の語で、

(o)は発音されないのが普通です。なお、(19)～ (23｀は、主としてイギリス英語の用法。

(1)isn′ t[iZ(0)nt]

(4)Weren′ t[Wo:rnt]

(7)hadn′ t[h“ d(0)nt]

(10)didn′ t idfd(0)nt]

(13)WOn′ t〔 WOunt]

(16)ShOuldn't[∫

`d(0)nt]
00needn't[nl:d(0)nt]

(20daren't[d60r(0)nt]

(2)aren'tlo:rntl (s)wasn't[w6z(a)ntlw5z(a)nt]

(s) hasn't [hrbz(o)nt] (o)haven't [h6v(a)nt]
(s)don'tldountl (s)doesn't[diz(e)nt]

0t)can't [kant ] ko:ntl (z)couldn't [k(rd(a)nt]
(la) sha n't ffent I Jo:ntl (s) wou I d n't [wrid(a)nt]
(lz) m u stn't [mr.s(e)nt] (a) o u g ht n't [5rt(a)nt]

@o)mayn't [m6i(e)nt] (z)mightn t [m6it(a)nt]

€a)usedn't *I;l* usen't U(r:s(a)ntl (ttt)

1.won′t[wount]「ウオウント(ゥ )」 ←w‖ !noto wantと は違う発音。
2. don't[dOunt]「 ドウント(ゥ )」   ←do nOt
3.hasnit[h£ zntl「ハズント(ゥ )」  ←haS nOt
4. doesnt[dAznt]「ダズント(ゥ )」  ←dOeS nOt
5.lsn′t[lznt]「 イズント(ゥ )」   ←is not
6. haven′ t[h鹿lvnt]「ハヴント(ゥ )」 ←haVe nOt

7.mustn′ t[mAsnt]「マスント(ゥ )」 ←must not

8,can′t[kantlkα lnt]「キヤーント(ゥ )、 カーント(ゥ )」 ←can not
9.needn′ t[nfldntl ←need not。 [こlt]の発音に注意(ρ 158参照)。
10.Oughtn′t[6itnt]← ought not。 [mt]の発音に注意(ρ.158参照)。
11.didn't[dfdnt] ←did not。 [億1t]の発音に注意。
12.hadn′ t[h“dnt]― had not。 [Qttt]の 発音に注意。
13.wouldn′t[w6dnt]← would not。 [dnt]の発音に注意。
14.shouldn′t ridnt]← shou!d not。 [dnt]の発音に注意。
15.mightn't[m6itnt]← might not。 陣lt]の発音に注意。
16.couldn′t[kidnt]← could not。 [ant]の発音に注意。
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EXERCiSES

0 音声を聞いて空欄 を埋め、短縮形に注意 して全文を正 しく発音 してみましょう。

1. l'rn afraid l_help you.

2. 丁here are plenty of rnen who_bossy.

3. You      tell Michae!.

4. l      do thatifl      have to.

5. 丁here_ nough wlne.

6. lswearl_get drunk again.

7. He_at all surprised.

8. Ylou__let him 90・

9. Ylou       l()ok at nle like that.

10. l_got enough time.

11. He     corne tornorrow.

12. _you corne in?

13. He__done it by himself.

14. !Ⅵrish!_bought it.

15, itold you l_ca re.

16. You      to drink so much.

17. She's lost weight′ _she?

18. :_think she 90t yourletten

19. l′ d rather you_done that.

20. They__arrived yet.

21. You_late for the nleeting′ vvere you?
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解答・解説

短縮形―n′tは種類が多く、次のような問題点があります。

(1)最後のt[t]は、破裂が起きないことが多い。とくに、―n'tに続く単語が子音で始
まる場合、t[t]は発音されずに落ちてしまうのが普通である (この[t]の脱落につい
てはρ」88参照)。
haSn′t been[h〔()Znbin]、 dOeSn′t Care[dAznk6o′ ]など。

haSn′t been、 dOeSn′t Careは、それぞれ [h“zmbin]、 [dAzηk60r]のように[n]―→

[m][り ]への変化が起きるのが普通 (同化現象)。

(2)nee」 n′t[nlld、 nt]、 coul三 n′t[k`dユ t]、 di」n't[dfdユ t]、 ha」 n′t[httdnt]、
wouttn′t[wiむ t]、 shouun'tFiot]、 mighゴt[m`む t]、 oughin′ t[61ぃ t]
の[d]と [t]に も破裂がないのが普通である。

★ ★ ★ ★

1,Ca n′t ikantlkα nt]← Can nOto Can[kan,kon]と の違いに注意。

2.aren′t[αlrnt]   ← are nOt。 [t]の破裂は聞こえない。
3.muttn′t[mAsnt] ← must nOt。 [t]の破裂は聞こえない。
4.wouldnit[widnt]― wOu!d not
didnft[didnt]   ← did nOt

5. isn′ t[lznt]     ← is nOt。 次に母音が続くときは[t]が残るのが普通。
6.won′t[wOunt]  ―w‖ l nOt。 [t]の破裂は聞こえない。
7.wasn′t[wazntl w6znt]← was nOt。  [t]は 次の母音と続 くのが普通。

8.shouldn′ t have『
`dntOv]「
シュド(ゥ )ン トゥヴ」←ShOuld nOt have

9.needn′ t[n■ dnt] ―need not。 [t]の破裂は聞こえない。
10.haVen′ t[httvnt] ←have not。 [t]の破裂は聞こえない。

11.mayn′ t[m6i(0)nt]「 メィ(ァ )ン ト(ウ )」 ←may nOt

12.Won't[wOunt]  ←VV‖ I not
WOn′t yOu[w6unt∫u]は「ウオウンチュ」。

13. couldn′ t have[kidntOv]「 クド(ゥ )ン トゥウ」   ←COuld nOt haVe
14.hadn′ t[h“dnt]  ←had nOt。 [t]の破裂は聞こえない。
15.didn′ t[didnt]   ←did nOt。 [t]の破裂は聞こえない。
16.oughtn′t[61tnt] ←ought nOt。 [t]の破裂は聞こえない。

17.hasn′t[httznt]  ←has nOt。 短縮形でないときは、has she not。
18. don′ t[dOunt]「 ドゥント(ウ )」 ←dO nOt

19.hadn′t[httdnt]  ←had not。 [t]の破裂は聞こえない。

20.mightn′t have[m`itntOv]「マィト(ゥ )ン トゥヴ」←might nOt haVe

21,weren′t[wOIrnt] ←were nOt。 [t]の破裂は聞こえない。

日
ｄ
諭
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C● LUM‖

外国語を身につけるということ

言 語 の働 き

外国語を身につけるとは、どういうことを言うのでしようか。英文法を学び、多くの単語を

覚え、英語は読めばわかるのに、なぜ聞き取れないのでしょう。なぜ、英語は知っているのに話

せないのでしょう。これを解く鍵は、下に概略的に示した、言語の働きの中に見いだせます。

言語によるコミュニケーションの成り立ち

伝えたいこと、言い表したいことを系統立てる一 思考

言いたいことを表すために、多くの語の中から、適切なものを選ぶ一 語彙

それを意味の通じる文にする一
文法

a.それを記号で表す (文字)

b.それを音で表す (音声) ―
伝達

１

２

３

４

|

文字と音声

私たちは、言語によって意味の伝達、すなわちコミュニケーションを行っています。ある

場合には文字を通じて (4a.)、 ある場合には音声 (4b.)を通じてコミュニケーションが行

われます。読みにくい文字で書かれていた場合、もとの文がどんなに意味の通る立派な文で

あったとしても、文字によるコミュニケーションは成り立ちません。文字は、その言語の定

めた、特定の形態 (shapes)に従ってこれを再現しない限り、相手に理解されません。ま

た、文字の形態を正しく身につけていない限り、相手が書いたものを理解できません。

音声に関しても同様のことが言えます。音声は、その言語を成り立たせているいろいろな

種類の音と、その組み合わせの型 (patterns)に 従って再現されない限り、相手に理解され

ません。また、これを正しく身につけていない限り、相手の話したことがわかりません。私

たちは、文字を覚え、文字が続いてできる単語を覚えなけれιよ 本力蕩売めず、文が書けませ

ん。同様に、音と、音が続いてできる単語、さらにはその連続を耳と口とで覚えない限り、

人の話はわからず、自分で話すこともできないわけです。また、音は文字とは違って、時間

の流れの中で切れ目なく続いて現れ、しかも、瞬間的に消えてしまうものです。文字の場合

のように立ち止まって確認できないだけに、いっそう正確さが要求されることになります。

音声学の役割

私たちは、文字を習得し、文を書いたり読んだりできるまでには相当の年月を要します。

同じように、音声は音声として時間をかけて、特別に学ばなければなりません。この音声の姿

を詳しく教えてくれるのが、実は「音声学」なのです。私たちは文法を学んだように、確実に

英語の音声を身につけようとするなら、「英1語音声学」を学べばよいということになります。

さらに私たちは、本書で述べたように、日本語を母語とする者の立場から、英語の音声を

効率的に学ぶ必要がありますが、それを示すのが「実践英語音声学」あるいは「日英対照音

声学」とでも言うべきものです。本書はその立場に立って書かれました。同時に本書は、言

語の音声に興味を持つ多くの人たちに対する、「音声学」という「音の理論と実践の学」への

招待の書でもあるのです。
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Part 6
破裂

1  1'

,■   1`1

枷 :瓢
撃601』
不ξ_ ._菫□

聞こえなくなる

破裂音

破裂音 (p,lb,t,‐ d,k,g)は、省エネに
よって最後まで発音されないことが多

く、発音してしまうと通じなくなるこ

とがあります。

Ｆ
口
Ｆ
Ｉ
に



LETrS LISTEN

ダイアローグを聞いてみましょう 0
′ヽ
Lこ

」ロユ_

Sylvester: Have you seen Jill lately?

Alex Why bring up the subject of that rotten apple all of a

sudden? You know we broke uP.

Sylvester: I beg your par:don. I just thought that maybe you were
trying to get back together again.

Alex: lt was a dark night the night she left, but l'm not a beaten
man. ln fact, I submit that now's my big chance.

Sylvester: Big chance? Big chance to do what, big man?

Alex l'm going to the Big Apple. l'm going to get a good job
and a topnotch babe, and settle down.

Sylvester: I didn't know you felt like that

Hey′ l′ m a big lad.lcan ha‐ h」le ba.d luck.A bur」ent been

lifted Off rny shOulders, andl nOvv l can get dovvn to the

impbrtant things.

Alex
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ここでは、文字の上では存在している破裂音が、沈黙してしまう現象をマスターします。 ・_・
の中の単語の下線の文字が、聞こえなくなります。下の例のほか、いろいろな場合で、破裂が聞
こえなくなりがちです。

lateiy[16itli]   Subled[SAl)d5ikt]

シルベスター : 最近ジルに会ったかい?

アレックス 何だっていまさら急にそんな気分悪いことを持ち出すんだ? ぼく
たちがアUれたことは知ってるだろう。

シルベスター : 失敬、失敬。ただ、またよりを戻したがってるんじゃないかと思っ

てね。

アレックス そりゃ彼女が行ってしまったときはもう真っ暗やみだったさ。しか

し、ぼくは打ちのめされてなんかいない。それどころか、いまこそ、

ぼくのビッグチャンスだと言わせてもらいたいね。

シルベスター : ビッグチャンスだって? 何のビッグチャンスなんだい、ビッグマ
ン?

アレックス ニューヨークに行くんだ。いい職と最高の女の子を見つけて、そこ

で身を固めるのさ。

シルベスター : 君がそんなことを考えてるとは知らなかったよ。

アレックス おい、おれはただの男じゃないぜ。不運なんか吹き飛ばしてやる。

肩の重荷がなくなったから、やっと大きなことに取り組めるのさ。
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鶉藤絋 卜静かになくなる破裂音 df
露田圏撃田閣  J

文字はあれども耳には聞こえず

英語の文字と音との間にはギャップがある、ということの具体的な例のひとつが、

ここで取り上げる「破裂のない破裂音」です。

英語には、[p][t][k][b][d][g]の 6つの破裂音があります。pay[pei]、 tea[ti:]、

cow[kau]、 be[bil]、 day[dei]、 guy[gai]な どの単語の例を見るとわかるように、

母音の前では、どの音でも破裂が生じています。しかし、これらの音が常に破裂を伴

って発音されるとは限りません。

たとえば、以下に挙げる単語の下線部は、破裂を伴わないで発音されます。

kept [kep_t], football [ftt_b):l], act [e\j!], robbed [rob31], goodby(e) [gtqD6i]

下線部の音はそれぞれ、飲み込まれるようにして次の音に移っていきます。音その

ものがなくなってしまったわけではありません。音はその場所にあるが、破裂は生じ

ないということです。

破裂音が姿を消すとき

自己流に、破裂のないところで破裂を作っていると、ネイテイブスピーカーにとっ

ては大変聞きにくくなります。また同時に、そのような発音をしているとリスニング

の障害にもなります。どういう場合に破裂がなくなるかということには、いくつかの

150

破裂音というのは、まず、(1唇、歯茎などにおいて空気の流れが止められる (閉鎖

の段階)、 次いで、(2)し ばらくそのまま流れを止めておく (持続の段階)、 そして最後

に、(3)閉鎖を解いて空気を通過させる (解放の段階)、 という3つの段階を経て作ら

れる音なのです。3番目の解放の段階がなく、 2番目の段階で終わってしまうのが、

破裂のない破裂音ということになります。



規則があります。以下に、その規則をまとめておきましょう。

1.破 裂音 +破裂音/破擦音/摩擦音

破裂音と破裂音とが続いた場合、最初の破裂音には破裂がありません。これはひと

つの単語の中だけではなく、単語と単語との境でも生じます。破裂音の次に破擦音と

言われる音鳳 d5,tr,dr]、 あるいは摩擦音 [f,v,0,0,s,z,Л がきた場合も同様です。

doctor, blackboard, big tray, that church,

good judge, told them, important thing

2.破 裂音 +鼻音

後に鼻音 [m,n]が続く場合、前の破裂音には破裂がありません。

submit, bad name, button, sudden

3.破裂音 +[1]音
轟

燿
エル音 [1]が破裂音に続く場合、破裂音は[1]まで破裂を延ばすような感じになりま

す。言い換えると、破裂をしてから[1]に移るのではなく、破裂音と[1]とが、ちょう

どひとつになったように発音されます。いったん止められた空気は、日の真ん中では

なく、横を通って出ていきます。

bottle, middle, play, clay

4.文 末 (発話の終わり)の破裂音

ひと区切りの発話の終わりにある破裂音は、 しばしば破裂を伴いません。

I did it.

I didn't kno、 v that.

　̈
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破裂音が続くとき

破裂音がふたつ続く場合

1・ a⊆ [“峰]

2.se!e⊆ [silё峰]

3.apt[∝魁]

4.September[se越 6mbor]

5.bri堕旦[braiり ]
6.  begged[begd]

7. deadpan[d6dpaじn]

8.footba‖ [fiфう111

9. 900dbye[gidbnil

10・  b100d preSSure[blAdprё ∫Эr]

11. sit tight[Siせ ait]

12. hold back[h6uldbjё k]

13. rubdovvn[rÅ b.daun]

14. take care[t6ikよ6or]

15.snack bar[sniKDalr]

16. pop group[p6pgrtip l p6p_]

17.black tie[b陸雄ai]

18. hot plate[h6tplё itl h6t―
]

19,that Car Ю魔感dlr]

20. |′ rn a bil lired.[blせ aiord]

21. She had herrib broken.[ribbrOuk(o)n]

22.He had a quicktemper.[kwik16mpor]

23.Have a good time:[gi(■ainl]

１

１

１

ヽ

１

XAMP‐ LF‐5
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破裂音の次に、さらに[p〕 [t][k][b][d][91のような破裂音が続く場合、最初の破裂音は

聞こえません。破裂音が3つ続く場合は、最初のふたつは聞こえず、最後の破裂音だけ

が聞こえます。発話の際には、破裂のなくなるところに注意しましょう。

破裂音が3つ続く場合
1・ perfeCt tenSe[p6yfitttOnSI

2. bak.ed beans[bё iKlbilnz]

3,a⊆ 主wo[ぬk」
`I]

4.whi22ed fream[(h)w12よ ri:m]

5.lo生呈d door[16k」51r116雄―]

6. Hers 90t a slip2ed disc.[slipiglsk]

7. They all kept quiet.[k6:Q越 【`Vaiot]

一
●
，
“
●

田 1.行為
2.選ぶ

3.… しがちである

4.9月

5.bribЭ (わ いろを贈る)の過去・過去分詞形

6■冷ま請う)の過去・過去分詞形

7.無表情な(顔の人)

8.フ ットボール

9.さ よなら

10.血圧

11.一歩も動かない

12.控 える

13こ すること、汗を拭くこと

14.気 をつける

15.軽食堂

16.ポ ップグループ

17.黒のちょうネクタイ

18.(料理用)ホ ットプレート

19.あの車

20.ち ょっと疲れた。

21.彼女は肋骨を折ってしまった。

22.彼は短気だった。

23.楽 しんできて !

回 1.完了時制
2.ベークトビーンズ

3.第二幕

4.ホ イップクリーム

5鍵のかかった ドア
6.彼はぎっくり腰になってしまった。

7.彼 らはみんな静かにしていた。
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回畿
英語の発話では、破裂音があるのに、実際には破裂が起こらないという場合が多く見られ

ます。破裂が聞こえないために、1貫れない人は、そこに音があるのかどうかさえわかりませ

ん。ましてや、それがどういう音なのかは、非常にわかりにくいものとなります。日で文字

を追っている限り、この現象にはなかなか気づきません。そのため、自分で発音するときに

も、破裂がないところで破裂させているという場合が大変多いものです (破裂のない破裂音

を破裂させると母音が入りやすいので注意が必要)。 次のような問題点があります。

破裂音の問題点

(1)日本語では子音の後に母音が続くので、英語の「破裂音十母音」は比較的聞
き取りやすいと言えます。しかし、次に母音が続かない場合は、破裂音として

認識しにくいという母語の壁が存在しています。

(2)た だし、日本語でも、促音、すなわち詰まる音の場合には、破裂音がふたつ

続くことがあります。その場合、最初の破裂音には破裂がありません。

いつぱい[ippai]、 いつたい [ittai]、 いつかい [ikkail、
ヘ ツド[heddO]、 エッグ [eggu]、 バッグ[baggulな ど。

このことから、最初の破裂音を破裂させないでふたつ続けることがまったくで

きないわけではありません。しかし、日本語の場合は、連続するふたつの破裂音

は同じ音です。これに対して、英語の場合は、同じであることもありますが、違

った破裂音が続く場合が多いという点が問題です。その場合、最初の破裂音が何

であるのかがわかりにくくなります。

atレ t]、 apt hpt]、 aCt ttkt]の 3語は、注意していないと、どれも日本語の
「アット」のように聞こえてしまいがちです。日本語では[atto]の ように、[t]の連

続になるからです。

●
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破裂音が続くとき

破裂音が 3つ続く場合

さらに、EXAMPLES ilのように破裂音が3つ続く場合、 2番目の破裂音は、速

い発話では発音されずに (舌などがその音の発音の位置に行かないで)落ちてし

まうのが普通です。当然、破裂の音は聞こえません。落ちない場合はその 1音分

だけ余計に時間がかかるということはありますが、やはり破裂は聞こえません。以

上のことから、次のような場合にはその区別が難しくなりますが、普通は、前後

の関係で、意味の上から区別することができます。ですから、音声的な区別に特

に神経質になる必要はありません。

stop talking[St6pt5:kil]/StOpped talking[stap(t)tう :kil〕 l

bake bread[bOikbr6d]/baked bread[b6ik(t)br6d]

100k tired[1■ ktaiOrd]/looked tired[lik(t)t`iord]

hope to go [h6uptag6u] / hoped to go [h6up(t)teg6u] etc.

また、破裂が聞こえないために、次のような区別も難しくなりますが、実際に

は、上と同様、意味の上から区別されるのが普通です。

seem to be [si:mtabi] / seemed to be [si:m(d)tabi]

剤
腱
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0

EEERCISES
音声を聞いて空欄を埋め、聞こえない破裂音に注意して繰り返し言っ

てみましょう。

1. She drawer.

2. She brought me a _
3. The pain was too _ _ bear.

4. Thatl a _ of you.

5. Can I have a please?

6. Look at _ up therel

7. Please of _
8. I can't my parents.

9. She up the present in _
10. ln , London is the _
11. She in the door.

12. You should wear _ in winter.

13. We _ give the matter

14. He walks so fast, I _ with him.

15. lt's time the government lower taxes.

15. The dancer and control.

17. He's been _ succeed the Prime Minister.

18.

19. They of happiness.

20. The dog _ bowl of

21. The away from the scene of the crime.
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解答 0解説

聞き取りができたら、1破裂音と破裂音との間に決して母音を入れないように注意し

て、同じように発音してみましょう。破裂のない破裂音を飲み込むようなつもりで言

うとよいでしょう。

★ ★ ★ ★

1.locked the[161せ6o1161せOo]は [k]の破裂がなく、同時に[t]も、次の [ё ]と

の関係ではっきりとした[t]ら しい破裂がない。 (ρ」70参照)

2.wet towel[w6せ 6uol]。 [t]の破裂がない。

3.great to[gr6itto]。 [t]の破裂がない。

4.9ood picture[gidplkt∫ or]。 [d]の破裂がない。

5.white cup[(h)waよ Ap]。 [t]の破裂がない。

6.that big ba‖ oon[0溌ф19bol■ In]。 [t]と [g]の破裂がない。

フ. take great care[t6ikgr6itx60′ ]、 that b00k[0慶 tb`k]。 [k][t][t]の

破裂がない。

8.let down[16Jaun]。 [t]の破裂がない。

9.wrapped[ra世
]、
red paper[rё dp6ipOr]、 [p][d]に注意。

lo,that case[ё溌ょ6is]、 ne)に best place[n6ks(t)b6s(t)p16is]。 [t]の破裂

がない。[neks(t)]と [bes(t)]の [t]は落ちるのが普通。

11.90t caught[gQょ6:tlgЭょうIt]。 [t]の破裂がない。

12.thick clothes[o■ ょ16u(0)z]。 [k]の破裂がない。

13.agreed tO[ogriICo]、 tOp priOrity[tdpprai6(1)rOti]o[d][p]の 破裂が

ない。

14.ca n't keep pace[kttn」ipp6isI。 [t]と [p]の破裂がない。

15.aded to[廃 ktidio]。 [d]の破裂がない。

16.displayed perfect timing[disp16idp6:rfikt“ inliり ]。 [d][k][t]に 注意。

17.named to[n6imむЭ]。 [d]の破裂がない。

18. Held been[hidbin]、  robbed t、Ⅳice[16btttヽv6is]。

19.wept tears lw6pttiOrz]。 [plに少し息のもれる音がある。

20. licked the[1lklё Э
]、
m‖ k quite Clean[nlllkヽkWaは 1lln]o[k][t]に注意。

21.crowd backed quiCkly[krau(b溌 坦よwiklil。 [d][k][t]に 注意。

巨
轟

魁
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[m][n]が破裂音に続くとき

● [【りin]

[d盤】n]

[pp]

[し1]

[地1]

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20,

21.

22.

23.

24.

buttOn ibΛ t(0)n]

cottOn[kat(0)nlk6t―
]

CattOn[k6:rt(0)n]

Written[rit(0)n]

eaten[llt(0)nI

kitten[klt(0)n]

tighten[tait(0)n]

threaten[OrOt(0)n]

frighten[frait(0)n]

biten[bit(0)n]

Sudden ISAd(0)n]

hidden[hid(0)n]

W00den[Wid(0)n]

garden[g6:rd(0)n]

fOrbidden[fЭ rbid(0)n]

didn′t[did(0)nt]

burden[b61rd(0)n]

pardOn[p61rd(0)n]

tOpnOtCh[t6pndt∫ lt5pnうt月

keep nOne[k〔 IpnAn]

SubnOrmal ISAbn61rm(0)1]

rub novv[rAbnau]

dark night iddlrknat]

bank nOte[b鹿 ]knδ ut]
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破裂音の次に[m][n]のような鼻音が続く場合、破裂音は破裂を伴わずに、次の鼻音に続

いていくのが普通です。破裂音は鼻音に飲み込まれるように、ひとつになつて通過して

いきます。発話の際は、破裂音のところで舌を離さないように注意します。

園ロトーー…………――

1.ボ タン

2.綿

3.カ ー トン(ボール箱)

4.write(書 く)の過去分詞形

5.eat(食べる)の過去分詞形

6.子猫

7.締める

8.脅す

9.ぎ ょっとさせる

10.bit(か む)の過去分詞形

11.突然の

12.hide(隠す)の過去分詞形

shipmate [fipmdit]
topmost [tdpmdust I t5p-]

disturb me [dist5:rbmi]
submit [sabmit]
hot milk [hdtmilk lhSt-]
nutmeg [n,itmeg]
bad man [b6dm6n]
admit [admit]
milkman [milkm&n | -man]

blackmail [bl*kmdil]
dogma [di(:)gma]
big nose [bign6uz]

13.木製の

14.庭

15.禁 じられた

16.did notの 夕豆縮升多

17.(重 )荷

18.許 し、許す

19.一流の

20.何 も取っておかない

21.普通以下の

22.今すぐ(さ っさと)こ すって

23.闘夜

24.銀行券、紙幣

25.船員仲間

26.一番上の

27.(私の)邪魔をする

28,提出する

29.ホ ットミルク

30.ナ ツメグ

31.悪 人

32.認める

33.牛乳配達人

34恐喝
35.教義、独断

36.大きい鼻

[pJn]  25.

26.

[しn] 27.

28.

[un1   29.

30,

[むn] 31.

32.

[kln] 33.

34.

[gm/n]35.

36.

■
目
】種
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● 2
SECT10N

回置
buttonは 、[bAton]と 発音しても間違いではありません。しかし、英語のネイティブスピ

ーカーの多くは、[bAtn]と発音します。この場合、強勢を受けない音節の弱い母音 [Э]が発

音されず、[t]と [n]と が一緒になったように発音されます。[t]の破裂は聞こえず、[n]に飲

み込まれるような感じになります。この音は大変独特な響きを持っているので、音色は音声

を聞いて確実に耳に覚えさせておくことが必要です。発音ができるようになると、もちろん

聞き取りは楽になります。ネイティブスピーカーのように発音するのは、最初はかなり難し

いと感ずる人が多いでしょうが、下に記した発音の仕方を参考にして、練習するとよいでし

よつ。

発音の仕方

発音に際して大切なことは、[t]と [n]とが同じところで発音されるため、エネル

ギーの節約が起こり、[t]で舌をいったん離して再び [n]に戻る、というプロセスを

経ずに、最初から最後まで舌が [t]の位置に付いたままであるという点です。要領

をまとめると次のようになります。

(1)舌を後ろに引き、舌の先の部分を、しっかり歯茎に付ける。

(2)舌を付けたまま、「クッ」という感じで鼻に空気を抜く。この「クッ」という

のは、日常生活で、鼻の中に何かが詰まった感 じがあるときに、それを取り除

こうとする行為と思えばよい。何気なく習慣的に行つている人もいる。

13)鼻 に空気を通す瞬間に、「ン」と言う。

(4)(1)(2)(3)の結果、軟らかい「ク (ゥ )ン」のような「卜(ゥ )ン」のような (ウ)の

抜けた音が出る。[t]の破裂がないため、最初はとても[tn]という感じはしない

が、実はこれが[りlなのである。

(5)なお、(2)の「クッ」の感じがうまくできないと、単なる「ン」、すなわち[n]に
なってしまうので注意。また、最後まで舌を離さないこと。これは、のどの奥

にある鼻への通路が、閉じている状態から開くだけのことであって、舌は動か

ないからである。

|
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[m][n]が破裂音に続くとき

(6)sudden lsAむ]の場合の[d■]は、前述の[り ]の [t]が有声化したもので、発音
の仕方は[り ]とまったく同じである。ただ、(2)の「クッ」の代わりに「グッ」の

感じで空気を鼻に抜くようにすることである。これで「グ (ゥ )ン」のような「ド

(ウ )ン」のような音になる。

●EXAMPLES l～ 10

すべて [t(o)n]で、実際には[り ]となる。落ちる [Э]は、辞書では普通oのイタリック体で示

されているので確認するとよい。時には、kitten[kitn]のように、oを入れていない場合もあ

る。

●EXAMPLESll～ 18
すべて[d(o)n]で、[dn〕 となるのが普通。

●EXAMPLES19～ 36
ここに挙げた例は、上の1～ 18までの例とは少し異なる。破裂音と鼻音との間に、決して

母音、すなわち[o]を入れてはいけない。[o]を入れずに、滑らかに鼻音に移っていくように

する。たとえば、submit[sobmft]は 、[sobomit]に しない。

団
■
隷燿

」
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、聞こえな
い破裂音に注意して言ってみまし

よつ。

1. She's_to forget.

2. Don′t          l

3. He_stood up.

4. She than that

5. He lost a to his coat.

5. His fingers were 

-.
7. She an

8. The sun was by the clouds.

9. They've their marriage publicly.

10. You can come,

11. He's a _ in banking.

12. There's a of that cake left.

13. She put it in the__.

14. 丁he reporter had a__fOr a ne'い ′S Story.

15. 丁hey sent hirn a_of grain.

16. You have come

17. _ can you expect?

18. You really 

- - 

than two.

19. _ you possibly do it by tomorrow?

20. They watched the 

- 

gradually

21. I _ have done it if he 

-to

d
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解答・解説

pardonの発音は[p6:rdュ ]が普通ですが、[p6:rdon]も許容範囲内です。しかし、

900dneSSは [gidnis]であって、[gudonisIと か、まして、[gudunes]のようになる

ことはありません。結果的には同じ発音となる[dn]であっても、一方には[o]が入っ

てもよく、一方には入ってはいけない、ということです。発音の際には十分注意しま

しょう。もっとも、[tn][dn]そ の他が、一貫して発音できれば問題はないわけです。

以下、(o)の ところでも、破裂音と鼻音との間に[Э]を入れないようにして言ってみま

しょう (もちろん、(o)の記されていないところには決して入れないようにする)。

★ ★ ★ ★

1・ Cettain[S61rt(2)n]                    [り
]

2.stop me[st6Ⅳ nilst6pl■i]                   [仰 m]
3. suddenly[sAd(2)nli]                               [dul]

4.paid more[p6idm6:r]                     [α 興]
5.button[bAt(2)n]                     [り

]

6.frostbitten[fr6(1)s(t)bit(2)n]                [ぃ
]

7.looked tired[1■ k(t)t“ ord](ρ」52参照)、 beaten[bllt(2)n]  [い
]

8.hidden[hid(釜 n]                        [Qn]
9. made knOWn lm6ia:■ 6un]                     [dul]
10.but not now[bom6りうulbЭぃ6む

`u]            [u]
11・ big man[bigmttn]                      [Q興

]

12.bit more[bitm61r]                     [tln]
13.wooden carton[wid(2)nk6:rt(2)n]          [α 奥][り ]
14. 900d nose[gid奥6uz]                              [4奥 ]
15.shipment rpmЭ nt]                   [仰 m]
16.neednft[nl:d(Ont]、 last night[1溌 s(t)nait 1161st_]。 [t]は落ちやすい。

[4ュ ][り ]

17.What more[(h)w6t興 6:rl w6t興61]             [tln]
18.shouldnit drink more rid(on(t)driη k興61r]      [4ュ ][地m]
19, COu!dn′t[kudζ〕nt]                         [q奥 ]

20. submarine[sAbmoriln]、 submerging[so121n61rd5iη ]     [um]
21.wouldn′ t[wnd(ont]、 hadnit asked me[httd(ontttskmi]

[ф][い ]

目
轟
肥
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SECT10N

0

[1]が破裂音に続くとき

[」] 1・ gentle[d50nt(0)1]

3.little[1lt(o)1]

5.metalimOt(o)1]

7.cattle lkttt(Э )1]

9・ Subtle[SAt(Э )1]

11・ kettle lkOt(0)1]

13.beetle[bl:t(Э )1]

15.hospital[h6spit(Э )11h6s― ]

17.Capitol[kttpit(o)1]

2. title[tait(o)1]

4. bottle[b6t(o)11b6t(o)1]

6.settle[s6t(o)1]

8.battle[bttt(o)1]

10・ Stattie[St6:rt(0)1]

12.tu蔵 !e[t61rt(o)1]

14.hostel[h6st(o)11h6s―
]

16.capita![kttpit(o)1]

18.at length[Эt16η (k)0]

[延119・ Candle[kttnd(0)1]

21.hand!e[h鹿lnd(o)1]

23.needless[nl:dlis]

25.padlock[p〔i)dlak l-1う k]

27.madly[mttdi]

29.endless 16ndlis]

31.model[m6d(o)11m6d(o)1]

20,medal[m6d(o)1]

22.idle[`id(o)1]

24.tidal[taid(o)1]

26.sadly lsttdli]

28. deadly[dOdli]

30.deadline[dOdlain]

32.bad luck[b〔1)dl人 k]

[pュ]33.couple[kAp(o)1]      34.appie[魔 p(o)1]

35.hopeless[h6uplis]     36.triple[trip(o)1]

37.splay[splei]

38,top:evel[tap16v(o)11t6p― ]

164
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破裂音の次に問音が続く場合、破裂音は[ll音と結びついて、独特の響きを持つひと塊の

音になります。破裂音としての音は聞こえません。発話の際には、破裂音のところで舌

を離さず、しっかり付けたまま[1]に移行します。最後まで舌は離れません。

[u]39.bubble[bAb(o)11

41.rub lightly[rÅbMitli]

40. blow [blou]

[理]42.tackle[tttk(o)1] 43. clean [kli:n]

[gl]44・ Single[Sl13g(o)1] 45. big lad [bisl6d]

胴
日
一難鸞

|ロコト…‐……‐…―…‐――‐ ―

1.優 しい

2.タ イトル

3.小 さい

4.ボ トル

5.メ タル (金属 )

6.置 く、据える

7.畜牛、牛

8.戦争、戦闘

9.微妙な

10.びっくりさせる

11.やかん

12.カ メ

13.甲 虫 (ク ワガタムシなど)

14ホ ステル、宿泊所
15.病院

16.首都

17.(米 国の)国会議事堂

18.つ いに、ようやく

19ろ うそく
20.メ ダル、勲章

21.ハ ンドル、柄

22.怠惰な

23.必要でない

24.潮の

25南京錠 (を かける)
26 悲しげに

27.狂 ったかのように

28.命にかかわる

29.終わりのない

30.締め切り(時間)

31.模型、モデル

32.不運

33.―対、カップル

34リ ンゴ

35絶望 して
36.3倍 (の )
37.斜角をつける、隅切り

38.最高の水準

39.,包

40.吹 く、 強才T

41軽 くこする
42.用 具、滑車装置

43.き れいな

44.た ったひとつの

45.大 きい若者、大人
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狐躙
gent!eは [d36nlol]と発音しても間違いではありません。しかし、buttOn[bAり]な どと同

様に、弱い母音[Э〕が発音されずに、[d56n」 ]と なるのが普通です。この場合、[t]の破裂は

聞こえず、[t]と [1]と が一緒になって、何かが押しつぶされて空気がもれるような響きを伴

った音になります。この発音も、私たちにはかなり難しいものです。[t]で舌を離さないで

いることが難しいのです。また、[り]の場合と同様に、慣れていないと聞き取りの障害にな

ります。音声を聞いて確実に、音色を耳に覚えさせることが大切です。発音の要領を、下に

まとめておきましょう。

発音の仕方

(1)[tiと [11と は同じところで発音されるので、[t]と [1]の間で舌を離さず、最後ま

で同じところに付けておく。

12)ま ず、舌を後ろに引き、舌の先の部分をしっかりと歯茎に付ける

(3)[t]で 舌を離してしまうと、空気が舌の上を通って前に抜けてしまう。[1]は、

空気が舌の前ではなく横を通って作られる音なので、[ulの 場合、舌を離さず、

空気を勢いよく舌の横から抜くようにする。このとき、空気は舌の右側と左側

の両方から抜けてもよいし、片側からだけ抜けてもよい。

(4)空気が舌の横から抜ける瞬間に、やや遅れ気味に、弱く「ウ」と言う。[1]音
には「ウ」[u]に近い音色があるからである。

(5)以上の結果、日本語にはない、英語独特の押しつぶされてもれるような[u]の
音が出る。

(6)(3)の段階で、空気が舌の横からプシューッというような感じでひと息に抜け

ないと、[tel]に なったり、単なる[1]になったりしてしまう。

(7)[り ]と [」]との違いは、空気が回の中でいったん止められた後、鼻からパッと

抜けるか ([り ])、 舌の横から同じくパッと抜けるか ([』 )の違いである。要す
るに、舌を付けたままいかにして空気の流れをコントロールするかが発音のコ
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[1]が破裂音に続くとき

ツである。

(8)candle[kttn」 などの[c]は、[」]の [t]が有声化しただけのもので、発音の

要領は上と同じである。[」]のときは、遅れ気味に「ウ」[u]と 言うところを、[理 ]

の場合は、空気が舌の横に抜けるのに先立って「ウ」[u]と言うようにすればよ

い 。

●IEXAMPLES l～ 18

18の at length[o16](k)01に は決して同が入らないが、ほかは[t(o)11の [o]が落ちるケー

スである。辞書では、たとえばmetalは、[m6t(0)1]([(0)]は斜字体の[a]で表されることが多

い)と書かれていたり、[m6tl]と書かれていたりするが、いずれにせよ、[tl]のほうが普通で

ある。

C)EXAiVIPLES 1 9～ 32

[d(o)1]の [Э]が落ちて[dl]と なる場合 ([例 ]medal)と 、[。]が最初からない場合 ([例 ]

madly)と がある。

●IEXAMPLES 33～ 45

[魁 ][延][地 ][91]の例で、apple ttp(0)1]などは[Э]が許容されるが、許容されないものもあ

る ([例]clean[kH:nlほ か)。

瓢
日
】喜燿
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、聞こえない破裂音に注意して繰り返し言ってみましょう。

1. Have you seen her_?

2. Ylou

3. He drank two     Of wine.

4. Youfre__!

5.            at mel

6. l′m feeling a__.

7. The_boy enioys rnaking_.

8. :t happened in the_Of the_.

9. Do you rememberthe_Ofthe book?

10. He always vvears_in the surnrnen

ll. 丁he            over the vva‖ .

12. lsn′t the sky_!

13. 丁he_had a_cap.

14. 丁he loud noise      the

15. She′ s attending the skin_.

16. VVe can′t expect him to__.

17. She′s almost

18. |___and depressed.

19. He           acrOss the

20. The            out the

21. 丁he_boy pulled the___.
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解答・解説

前のSEC丁 10Nの [り][qplな どと同様に、発音の際、破裂音と[1]音との間に母音

[o]が入ってもよい場合と、いけない場合とに注意しましょう。聞き取りの点では、[0]

の入らない発音に耳を慣らしておく必要があります。たとえ:よ hand!eは [h“nd]

が普通ですが、[hお ndol]も許容されます。しかし、endlessは [6ncis]で あって、

[6ndolis]にはなりません。以下、[Э]が言午容される場合は、(o)と して示しておきます。

鸞 ★ ★

1. lately[16iui]。 [16itoll]と しないこと。                [u]
2. look lonely[1■ 1」 6unli]。 [Э ]を入れてはいけない。        [kl]
3. bottles[b6t(2)lzl bう t(2)lz]                             [」 ]

4. dead lucky[dodlAki]。 [Э ]を入れてはいけない。           [dl]
5.stOp 100king[st6plikiη  l st6p― ]。 [Э ]を入れてはいけない。    [pl]
6.bit muddled[bitttAd(old]                 [un][d]

7.little[1lt(り1]、 models[m6d(olzl m6d(olz]        [」 ][d]

8.middle[mido)1]、 battle[bttt(釜 1]              [d][」 ]
9. title ltait(2)1]                              [」 ]

10・ SandalS[Sお nd(釜lZ]                        [d」 ]
11,cat leapt[k溌 」6pt]。 [lept]の [p]にも破裂がない。         脚]
12.clear[地 iOr]。 [Э]を 入れてはいけない。              [組 ]

13.bottle[b6t(2)11b6t(1り 1]、 metal[mOt(り1]            [u]
14. stan:ed lst61rt(old]、 Cattle[kttt(1り1]              [」 ]
15.c‖ nic I理 lnik]。 [Э]を入れてはいけない。              [地 ]

16.stOp lying[st6越 ailη l st6p― ]。 [Э]を入れてはいけない。      [」 ]
17.comp:etely he:pless[kom』 1lui h61」is]         [口 ][」 ]
18.felt let down[f61■ 6tdaun]。 [」]も [td]も、[Э]が入らない。    [u]
19.jumped neatly[dろ Amp(t)nllui]、 puddles[pAd(olz]   [」 ][α ]

20.wind blew[win(d)uiI]、 Cand:es[kttnd(olz]      [u][は ]

21.little[1lt(o)1]、 bedClothes up tightly[b6d4ou(0)zApt`iui][u][地 ]

薄

肥
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0

破擦音・摩擦音が破裂音に続くとき

破裂音+破擦音

[t月  1・ pi⊆ u re[k』

2.de生生air[k鯛
3.catture[越月
4.eal tteese lt』

5.big ttance町月
6. ol」 ⊆hestnut[dl月

[d5]7.o堕 ect[u5]

8.900」 10b[は5]
9・  VelVet iaCket[t」5]

10, tra青 i⊆ iam[k」5]

[tr]11・

12.

13.

14.

[dr]15.

16.

17.

18.

actress [h!r]
public transport [(!r]
recent trend [Ltr]
blood transf usion [(!r]

hol生 ink[ur]

dri2-生y[ばr]

han」 生i‖ [ur]

fronl生 ive[ur]

.EXAMPLE
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破裂音は、次に[』や[dろ ]、 [trlや ldr]のような破擦音が続く場合にも聞こえなくなりま |

す。また、破裂音の後に[0]や [0]、 [flや [v]、 [S]や団のような摩擦音が続く場合にも、|

はっきりとした破裂が聞こえなくなる傾向があります。

回

0
破裂音+摩擦音
1・ eigh土 [eitO]

2. hundredth[hAndrodO]

3.sen」 土em ls6ndёom]

4.sil■ ere[sitё6or]

5.hartthip[h6:rttp]

6.bettpread[bё dsprOd]

7.pel坐op[pOmplやpl

8. outtide[autsaid]

9・  t02 1100r lt6pf161r lt6p― ]

10・ rittfruit[raipfrilt]

胴
田
】量

田 D  ―

田 1.絵
2.デ ッキチェア

3.捕える

4.チ ーズを食べる

5.ビ ッグチャンス

6.ク リの青木

7.反対する

8.結構なこと

9.ビロードのジャケット

10.交通渋滞

11.女優

12.公 共輸送機関

13.最近の傾向

14輸血
15.温かい飲み物

16.洗 ってそのまましわにならずに乾く

17.ハ ンドドリル (穴開け機 )

18.前輪駆動の (車 )

回1 1.(第)8番目(の )

2.(第)100番 目(の )

3.そ れらを送る

4そ こに座る
5.苦難

6.′ベッドカバー

7.ベ ットショップ

8.外側

9.最上階

10.熟 した果物
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SECT10N
4

回饉
破裂音が消えてしまう場合と、破裂音の音色が変わってしまう場合を見ておきます。

破裂音が消える場合

piCture[pム」or]で は、破裂音[k]と、破裂と摩擦を同時に持つ破擦音と呼ばれ

る子音 [鯛 とが連続しています。この場合、破裂音 [k]に は、破裂がまったくない

か、あってもほんのわずかというのが普通です。これは、[k]か ら[明 に移るとき、

[k]の ときの舌が、そっと離れるようにして次の[切 にいくからです。舌が勢いよく

離れて、[k]を強く破裂させてから移るということは決してありません。ほんのわ

ずかに破裂が聞こえることがあるのは、舌が [k]のところから離れるとき、少し空

気がもれるようにして [tЛ に移っていく場合ですёいずれにせよ、[k]は姿を隠して

しまつている感じですから、慣れないと、そこに国 があるということがわかりに

くいものです。ただし、聞こえないと言っても、舌は[k]の位置にあるわけですか

ら、日本語のビッチャー [pit∫ t∫aa]と は響きが違います。つまり、日本語の促音「ッ」

で代用してはいけないということです。

破裂音の音色が変わる場合

ripe fruitは 、仮に[rapfri:t]と 書くとわかりやすいのではないかと思われます。

[p]に破裂がまつたくないわけではないのですが、母音の前にきた場合の[p]と は完

全に違っていて、強い破裂は起きません。次の摩擦音[f]に移るときに、抑えられ

るようにして破裂に近い音が出て、これが次の音と合体するような感じになりま

す。

piCture lpl地∫Э′]の [k]が、あるかないかわからないほど隠れているのに対して、

ripe fruitの [p]は、[p]独 自の音色は変わっても、明らかにそこにあるのがわかり

ます。音色は、次の[flとひとつになつて破擦音のような音 [ピ]になります。つま

り、[p月 と移動していくというよりはむしろ、[p]と [f]とが同時に起きる感じにな

ります。ほかの例も同様で、たとえばOutSide[auts`id]で は、普通の[ts]ほ どはっ

きりした音ではありませんが、それに似た、弱めの破擦音に近い音が出ます。要

するに、丁寧に破裂させてから次に移るということをしないで、ふたつの音をひ

とつにするような感じで発音するとよいのです。
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破擦音 。摩擦音が破裂音に続くとき

●EXAMPLES i 破裂音+破擦音
英語に現れる破擦音には、[tЛ ([例]church[」o:r鯛 )、 [d5]([例]judge[d5Ad5])、 [tr]

([例 ]tFue[tru:])、 [む]([例]drive[draiv])が ある。このほか、[ts]、 [dz]もあるが、こ

れらは語頭には現れない。

1～ 6  破裂音+[切  この場合、破裂音の破裂は聞こえず[』が強く響く。

7～ 10 破裂音+[d6]同 じく[d6]だけが強く響く。

11～ 14 破裂音+[tr]難 しい[tr]の発音が強く響く。舌を後ろに引く。

15～ 18 破裂音+[dr]同 じく難しい[dr]が強く響く。舌を後ろに引く。

●EXAMPLES i: 破裂音+摩擦音

すべて、破擦音に近い音となる。実際、eighth[eitO]の [10]などは、破擦音として扱う人も

いるくらいである。[10]は、弱い[tsIの感じ。
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、聞こえない破裂音に注意して繰り返し言ってみましょう。

1. Let′s__to the party.

2. 丁he__a!l her energy.

3.: books.

4.l waiter and restaurant.

5. Her coat was to the lining.

6. What does he use for?

7. My with excitement.

8. The two hours.

9.            dec:de

10. 丁he me.

11. 

- 

weather!

12. The ten o'clock.

13. They've just _ engagement,

14. _ faster than sound.

15. He is a man of _
15. He is not a man I _
17. They are in the

18. Haveyou_ _ _yet?
19. He is in the

20. We must _
21. Let's a start.
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解答・解説

たとえば、pub‖ c transpo咸 [pAblik tr“ nspうrt]の:場合、[k]か ら[tr]に移るとき、

[k]に破裂のような音が出ることはありますが、これはわずかなものです。むしろ破裂

がなく移っていくのが普通です。これに対して、pet shop[p6mp]では、[t]のはっ

きりした破裂はありませんが、次の音とひとつになった感じで、弱めの[明 に似た音
が出ます。

一 ―

1.invi=them[inv“tOom]。 r01に注意。
2.erot drained[び Эruでind]。 Iu]に注意。
3.don'i nee」 these ldOun(t)nl%i:z]。 r61に注意。
4.tippe」 the ltip06司 .let_the l16rt)0司。[t]は .速い発話では落ちること
が
'ある。

5.wi thrOugh[wざOm:].ItO]に注意。

6.thai thing〔6“
tol,1。

『o]に注意。

フ.hea■ throbb“ DOデOrdbdl―Or"」。『qに注意.

8.Ю un」 tri2tOOk[饉uncri``k]。 [む]に注意。

9.Lei chance[let」るnslletrins]。 [t』に注意。

10. Cigarette SmOke[si9orび sm6ul【].almoi choked[6:lmoust∫ 61」,t].

rs]L明 に注意。

11.Whal dreadful[o)wlta“ df(o)11w6t」。[」]に注意。

12.cio生 chimed卜16場∫■mdlk16t].ItЛ に注意。

13.announce」 their[onauns(1'00/]。 [t]は落ちること′ある。

14.Lighitravels[ht「 £v(olz]。 [じ【]に注意。

15.50un」 iud9mentISmntも KttmOntlo ldd5]に 注意.

16.woul」 tru受 〔wuoIAst]。 [oI]に注意。

17.dee2freeze[dPfri:z]。 [']に注意。

18.finished that,ob rini∫ 0こ●36b143“ ]。 [td31に it意。

19.boo塁 trade[bitreld].[域 r]に注意。

20.io2 violence lstご violenslst6p_]。 rv]に注意。

21.ta墜 craLfor lta感嬌bfЭ′]。 [kkl〔ηに注意.

団
目
一
鸞
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文法は本当に必要 ?

「使えない英語」という言葉が、日本の英語教育に対して使われ始めてから、いったいどれ

くらいの時が経ったでしようか。それに対する反動からか、音声教育の大切さ力卸叫ばれるな

か、教科書にも工夫が凝らされるようになり、また、最近ではオーラルコミュニケーション

などの授業が学校教育に導入されるようになりました。これはこれで決して悪いことではな

いのですが、問題なのは、話せること、聞き取れることの重要性が主張されるあまり、従来

重要性が置かれていた文法教育がおろそかになってきたことです。

以前は、中学で基礎的文法をきちんと学び、高校を卒業するまでには、厚い参考書1冊分

になるくらいの英文法の教科書を学校の授業で終えたものです。最近の授業では、独立した

科日として「英文法」を学ぶことがきわめて少なくなってきています。英文法は、せいぜい

普通の教科書を読み練習問題を解きながら覚えていくという形態になってきています。

文法における母語の壁

この、「文法を文法としては詳しく学ぶ必要はない」という考えの論拠に実は問題があるの

です。母語の習得と外国語の習得とは同質的に考えることはできません。言語習得能力の時

期も習得の環境もまったく異なっているからです。さらに、本書で音声について述べたのと

同様に、文法においても母語の壁があるのです。いったん習得した母語の文法が外国語の文

法習得にあたって壁となり、母語話者は、母語の文法の強い影響の下で外国語の文法を理解

しようとするのです。だからこそ、日本語の文法にはない定冠詞・不定冠詞、単数・複数、

可算名詞・不可算名詞、現在完了形を含む時制、仮定法、その他多くの文法事項の習得が難

しいのです。文法とは意味を作り出す規則のことで、この規則を十分に習得していなくては、

きちんとした意味 (の文)を作り出すことはもとより、英文を読んでもきちんと意味をつか

むことができないのです。

では、「使えない英語」と「英文法」とはどのような関係にあるのでしょうか。英文法がな

くてはならないものであることは当然として、問題は、英文法がしっかり身についていても、

必ずしも英語力平吏えるとは限らないということです。これはどういうことかと言うと、言葉

にはふたつの面があって、そのふたつがそろっていないとコミュニケーションが成り立たな

いからなのです。ひとつは、伝えたい「意味」(内容)であり、もうひとつは、これを伝える

ための「手段」 (方法)です。「手段」としては、一般に文字や音声 (そ して点字など)力渤吏
われますが、文字に「文字ボケ」があり、音に「音ボケ」があれιよ せっかくの意味もそれ

こそ意味不明となってしまいます。つまり、いわゆる「使えない英語」というのは、多くの

場合、言葉を伝える手段として、文字よりはるかに複雑な音声の仕組みを十分に習得してい

ないことから生ずる現象と言えます。文法と音声とは一方力M也方より大切であるというもの

ではなく、意味を作る「文法」と、その意味を伝える「音声」という関係にあるのです。ど

ちらかに不備があれ|よ 当然のことながら理解不能ということになります。ということは、

使える英語という観点から言え
`よ

外国語の学習にあたってはこの両者の習得が必要不可欠

であるということなのです。
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Part 7
脱落

..   ..‐
..   ., .‐

M円

701

スピー ドのある発話で

落ちる音

丁寧にゆっくり話す場合には発音され

る音が、スピードが増すにつれて自然

に落ちてなくなることがあります。



LET′ S LISTEINI

ダイアローグを聞いてみましょう

亘二

0

Joseph:Want a piece of chocolate cake? I baked it myself earlier
tonight.

Susie: Really? I thought men usually did the eating and women
generally did the cooking.

Joseph: I grew up in a family that easily switched roles. A bit odd,
perhaps, but we had a terrific time. I wouldn't trade the
experience.

Susie: I suppose it's healthier. Anyway, I donrt mind if I do. I really

mustn't . . .

Joseph: I knew you wouldn't refuse. I saved the best piece for you

My brothers didn't leave much.

.loseph:A good old man, you mean? l've had several offers. I don't
suppose you'd be interested?

178

Susie: This is the finished product? l'm surprised. Such a generous
piece! And doesn't it look good! ldo believe you'll make a
good wife.



消えてしまう母音と子音をマスターします。|: ‐の単語の中の、下線で表されている文字の音
は、速めの発話では落ちてしまいます。

SttppOSe[sop6uz]  don′l mind id6un(1)maind]

ジョセフ: チョコレートケーキいらない? 夕方早いうちにぼくが自分で焼いたん
だ。

スージー : ほんとに? 普通、男は食べるのが専門、女は作るのがイ士事だと思って
たわ。

ジョセフ 男女の役割分担にこだわらない家庭に育ったんでね。ま、いささか常軌

を逸してるかもしれないけど、おかげでぼくたち家族はずいぶん楽しい

思いをした。この経験は何ものにも替え難いよ。

スージー : むしろ健全なことだと思うわ。さてと、いただこうかしら。ほんとは (ダ

イエット中で)食べちゃいけないんだけど……。

ジョセフ: 断るはずないと思ったよ。君のために一番いいところを取っといたんだ。

兄貴たちはほとんど残してくれなかったからね。

スージー : これがその完成品? 驚きだわ。ずいぶん大きく切ってくれたのね ! 見
た目もいいし! あなたいい奥さんになれるわ。

ジョセフ : つまり、いい夫ってこと? i結構プロポーズはきてるんだ。君は興味な

いだろうけど、ね。

翻
囲
“澤導
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漑蛛m 、消えてしまう音の脱落 JT‐‐
攣爾覇曰静

口  J

発話では「省エネ」が行われる

発音とつづり字との間には、いろいろなズレがあります。それらのズレは、多くの

場合、発話のスピードが全体として速ければ速いほど、大きなものになります。

これは、言葉には省エネ (economy of Jort)という、調音 (発音)に必要な努

力 (エネルギー)を少なくしようとする傾向があるからです。よほど丁寧に、ゆっく

りと話す場合は別として、普通の発話にはいろいろな省エネ現象が見られます。そし

て発話のスピードが速くなればなるほど、当然その傾向は強まります。早回の人の英

語がわかりにくいのは、ひとつには、この省エネ現象によって、発音があいまいにな

ったり省略されてしまったりして、私たちの考えている発音とはかなり違ったものに

なっていることによります。

また逆に、私たちの英語の発音は、正確に発音しようとするあまり、ネイティブス

ピーカーの実際の発音とは相当に隔たったものになりがちです。ネイティブスピーカ

ーの行っている省エネに慣れることは、スピーキングの点からもリスニングの点から

も重要です。

ここで言う省エネとは、簡略化 (simplincations)現 象を意味します。英語に見ら

れる主要な省エネ (簡略化)は、(1)弱牙久 (2)同化、(3)短縮形、(4)破裂の省略、そして

(5)脱落です。

脱落の起きるとき

ここでは、(5)の脱落についてまとめておきましょう。これは、丁寧でゆっくりな発

話では発音される音が、国語体のくだけた発話ではスピードの増加に伴って落ちてし

まう現象です。
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[t][d]の脱落が中心です。

a)[―st,―ft,■ ,―nd,-ld,一 zd,―ёd,―vd]な ど十子音

next week, Iast bus, lef! side, mashed potatoes, kind nurse, chil4's, etc.

b)[―pt,―kt,―」t,―bd,一 gd,一d5d]な ど十子音

kept quiet, looked fine, reached there, grabbed the chance, begge4 me,

changed the bus, etc.

c)否定語の―n't[nt]+子音

cant do, don t know, doesn't matter, mustn't forget, wasn't there, etc.

d)弱形の場合の [h]

have, has, had, he, his, him, her, who

e)[1]の脱落

always, all right, already, etc.

あいまい母音 [o]の脱落が中心です。[Э ]は、強弱リズムの弱のところに現れる母音

で、弱であるために落とされることが多いのです。辞書には[∂]で記されていますが、

ここでは(o)で表します。たとえlよ camel(ラクダ)は、「キャムル」[kお m(o)1]の

ようになります。ゆっくりな場合はキャマル[kttmol]と もなりますが、キャメル

[kttmel]とはなりません。すなわち[(o)]で表される音は、落ちることが多いのです

が、丁寧な場合は発音されるという意味です。

famlly Uzbm(a)lil, factery [f6kt(a)ri], etc.
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母音 [Э]が落ちてなくなる

普通の発話で落ちることが多い [Э ][i]

1・ ChOCOlate[t∫ 6(1)k(2)lit]

2.famlly[fttm(Dli]

3.nov呈‖st[ndv(olistl nう v―
]

4. usu皇‖y ui:5u(2)li]

5.  easily[1lz(2)li]

6.  speciュ list[sp6∫(2)list]

フ・ temp£rature[t6mp(DrOt∫Or]

8.libgal[1lb(o)rol]

9・  gen£ ral[d56n(2)101]

10・ natttral[nttt∫(2)r01]

11・ minlral[min(0)r01]

12.temp2ral[tOmp(o)rol]

13.natLna:[n魔∫(2)nol]

14. preventi2n[privё n∫(2)n]

15. fashionab!e[f漢 )∫(o)nobl]

16.  pers2nal[p61rs(2)nol]

17.90Vernment[gAv(o)rnmЭ nt]

18.  reas2nably[rilz(2)nЭ bli]
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ChOCOlateは 、[t∫5:k(o)It,t“ k― lt∫うk― ]と発音され、(o)は落ちてしまうのが普通です。

チョ乞」リトのような感じになります。強勢のない音節の母音の[Э ]や [ilが落ちるケース

です。聞き取りの障害になるので注意が必要です。

速い発話で落ちることが多い [Э][i]

1.栓 night[t(0)nait]

2.p2tato[p(2)tOitOu]

3.  correct[k(0)r6kt]

4.p21ice[p(ollls]

5. believe[b(1)lilv]

6. s」 ppose[s(2)p6uz]

ア・ get ttnOther[get(0)nA60r]

8. a貴呈ra‖ [鹿 ft(2)r611161f_]

9.  rOCk and rOll[rak(o)nr6ullrう k― ]

10.What dO yOu Ca‖ it[(h)WAtd(0)ju,(h)Wat― I WЭ t― ]

澤
醐

Eヨ  1.チョコレート
2.家族

3.小説家

4.普通は

5.容易に

6.専門家

7.温度

8.偏見のない、気前のよい

9.全体的な、一般的な

10.自 然の

11.鉱物

12.時間の、一時の

13国家の、国民の
14.妨害、予防

15.流行の、高級な

16.個人的な

17.政治、政府

18.分別よく、 程よく

回 1.今夜
2.ジ ャガイモ

3.正 しい、正す

4.警察、警察官

5.信 じる

6r…だと思う、推測する

7.も うひとつ取る

8.結局

9.ロ ックンロール

10そ れは何て言うの
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魃鰤
母音が発音されずに落ちてしまうのは、そこに強勢がない場合に限られます。その意味で、

母音の脱落現象は、英語の強勢と表裏一体の関係にあると言えます。

強勢のない音節に現れる母音には、[Э][il[ulがあります。このうち[i]と [u]は強

勢のある音節にも現れますが、あいまい母音 (ρ 246参照)と言われる [Э]は決し

て強勢のある音節には現れません。この意味で、[o]だけがマイナス強勢 (無強勢)

と直接的な関係にあると言えます。実際、次の例からもわかるように、強勢が移

動すると、強勢があった音節の母音 (強母音という)が弱母音の [Э]に変わるとい

う現象が起きます。すなわち、強勢の有無によって母音の質が変わるのです。

pOlitlCS[p`litikS l p6-1-一―〉pOlitiCal[p01ltik(0)1]

りapan[略 Op`ёn]    ←―〉lapanese[d5a)pOni:z]

Canada[k`ё nOdЭ]   ←→⊂anadian[kOn6idiOn]

Catholic[k溌0(0)lik]←→ CathOliCiSm[k00diSiZ(0)m lk0051-]

以上をまとめると、強勢のない音節では[o]が圧倒的に多く現れ、しかも普通の

発話でその [o]が落ちてしまう場合があるということです。

さて次は、この現象に対処するポイントについて触れておきましょう。

11)リ スニング

母音が弱い[o]になったり、落ちたりすると、響きが大きく変わってしまい、

単語の識別が難しくなります。特に、間違った発音を覚え込んでいる単語の場

合、その影響が大きいと言えます。たとえば、mineral[min(o)rol]を [minerAll

のように、temporal[t6mp(o)rol]を [temporAl]の ように発音していると、実際

はそれぞれミヌルル、テンプルルのように響くため、何という単語かわからな

くなりやすいのです。
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母音 [Э ]が落ちてなくなる

そのため、[o]の脱落に関しては、音声を聞いて音色を十分に確認しておく必

要があります。さらに、ふだんから辞書に接し、[o]が斜字体になっている個所

に注意しておくと、実際の場面でずいぶんと違うものです。辞書で斜字体にな

っている [a]は、特に速いスピー ドの発話でなくとも、落ちてしまうことが多い

と考えていてよいでしよう。

(2)ス ピーキング

[Э ]の脱落は、強勢現象をはっきりと理解し、英語のリズムがしっかりと身に

ついてくると、自然に落ちるようになります。その段階に達するまでは、無理

に落とそうとする必要はありません。[Э ]を入れて発音しても少しも構いません。

ただし、文字に惑わされて強いレ]や [Э ]の発音にならないよう、弱く[Э〕と発音

することは大切です。これは自然で滑らかな英語への、ひとつの関門であると

言えます。また逆に、[Э]が使えるようになると、強勢がはっきりと際立って、

英語らしいリズムが出てくるということにもなります。

なお、E×AM PLES‖ の[o]の音は、普通のスピードではまず脱落しません。落

ちるのは大変速い発話の場合だけと考えてよいでしょう。

一
凹
日
認雖
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EXERCISES
音声を聞いて空欄を埋め、どの音が落ちているか、あるいは弱い音 [Э ]
などになつているかを確認してみましょう。

1. :found that_Of the eggs vvere brOken.

2. :t doesn′ trnake much     to me.

3. The castle has an

4. We only drink、 Ⅳine on__.

5.The f‖ m was rather

6. The__in Apr‖ was 18° C.

7.            the m:nd.

8. They receive_subsidies frolm the government.

9. She has a      for      music.

10. The dove isthe_of peace.

11. They are novv living_.

12. He should be more_about his pub:ic_.

13.()ne lof the            in the vvallis broken.

14. He's his order for the book.

15. Privacy is _ to him.

15. I _ he won't agree.

17. You can call me anytime

18. He is now.

19. Can you _ with him?

20, Do time!

21. When take your _?
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解答・解説

[Э]の脱落は、強勢のない音節で起きるのですが、これには、ある種の規則性が見ら

れます。主なものをまとめると次のようになります。

強勢のある音節がすぐその前にあり、

(1)す ぐその後に[1]がある一
c6re・ ful[k6orf(o)1]

(2)すぐその後に[r]がある一 s6p・ a・ rate□ [s6p(o2rit]
(3)す ぐその後に[n]がある一

p6。tience[p6颯 o)ns]

(1)(2)(3)は、[1][r][n]と いう母音的な音が、[o]の代わりとなり、音節の中心になっ

ています。このほかにも、E×AMPLES Iで見たように、規則性はないが速い発話で

落ちる[Э]があります。下のそれぞれの下線部に注意しましょう。

★ ナ キ ★

1. several [s6v(a)ral]
2. difference [dif(a)rans]
3. interesting [int(e)ristiq], history [hist(a)ri]
4. special tsp6l(a)11, occasions [ek6i3(a)nz]
5. ordinary [5:rd(a)ndri | 5rd(a)nri]

5. avera ge [6v(a)rid5], tem peratu re [t6mp(a)ratJar]

7. Travel [trtfv(a)!1, broadens [br5rd(a)nz]

8. generous[dg6n(a)ras]

9. preference [pr6f(a)rans], classical [kltbsik(e)l]
10. symbol[simb(a)l]

11. separately [s6p(a)ritli]
12. careful [k6arf(a)!J. utterances [,4.1(a)ransiz]

13. wooden [w(rd(a)n], panels [p6n(alz]
14. canceled [k6ns(a)ld]
15. important [imp5:rt(a)nt]
16. suppose [s(a)p6uz]
17. after eight [6ft(a)r6it ld:f-]
18. not alone [ndt(a)l6un InSt-]
19. get along [g6t(a)15(:)q]

20. it another [it(a)n,(6ar]
21. do you [d(a)ju, d5a]. finals [f6in(a)lz]

目
日
】轟
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つながる子音のひとつが落ちる

[―
S(t),― f(t),―∫(t),― n(d),-1(d),―z(d),-6(d),一 v(d)]十子音

1. jusi nolw.[dろ ASlnau]

2.50亀 lightS IS6(I)亀 laitS]

3.finishe」 product[fini∫上prddЭ ktl_pr6dAkt]

4.len」 me[10n」 miI]

5.01d man[6uldmぬ n]

6.surprise」 them lsЭ ttpraizlё om]

7. clothed thernselves[k16uOdё ЭrnsOlvz]

8. save」 three[sё iv二 0■ 1:]

[―
p(t),一 k(t),―まt),― b(d),― g(d),―d5(d)]+子音
1・ kepl baCk[k6p♪発k]

2.bake」 bread[b6ik♪ r6d]

3.reache」 Boston[丘班b6(I)st(o)n]

4.stabbe」 the man[stぬ b16omttn]

5.begge」 forgiveness[b6gifor91vnis]

6. arrange」 marriage[OrOind51mttrid5]

否定語 ―n't[―n(t)]十 子音

1. dOeSn′ l knOW [dÅz(o)nln6u]

2.mustn′
l te‖ [mAsnlt61]

3.WOuldn′190[wid(o)n196u]
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子音が3つ続いた場合、真ん中の [t]や ld]は、発音されずに落ちてしまうのが普通です。

落ちない場合でも、[t]や [d]の破裂は聞こえません。lust nowは 、ジャスナウのような

感じになります。ほかに[h]や [1]の脱落も見ておきます。

弱形の場合の[(h)]の脱落

1・ COuld LaVe[kid(h)(0)V]

2.ca‖ Lim[k611(Dim]

[1]の脱落

1・ alWayS[61(1)W(e)iZ]

2.although[ЭI①ё6u]

澤

漱

口国トーー ー ーー  ー

□日1.ち ょうど今
2.柔 らかな光

3.完成品

4.私に貸して

5.老人

6.彼 らを驚かせた

7.彼 らが服を身につけた

8.3人救助した

回 1.― を制止した

2.焼いたバン、バンを焼いた

3.ボス トンに到着した

4.そ の男を刺した

5.許 しを請うた

6親が取り決めた結婚

皿 1.知らない

2.話 してはいけない、言っては駄目

3.行 かない、どうしても行かなかった

回 1.…できたかもしれない

2.(彼 に)電話する(し て)

団 1.常に

2.… であるけれども
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SECT10N

圏礼
子音が発音されずに落ちてしまうケースはいろいろあります。弱形に見られる[h]の脱落

の場合を除いては、英語の強勢現象とは直接関係がありません。この点、母音の [Э]の場合

とは条件が異なります。

子音の脱落は、ゆっくり、丁寧に話しているときにはなくならない音が、普通のスピード

から速いスピードになるにつれて落ちてしまうというケースです。要するに、言いやすいよ

うに省略してしまうわけで、雑な話し方という印象を与えることもあります。正式な場面で

は、選けたほうが無難です。

ですから、スピーキングの面では、むしろ普通のスピードで発音し、子音を落とさないほ

うがよいと言えるでしょう。しかし、 リスニングの面になると話は違います。日常会話は、
必ずしも丁寧に発音されるとは限らず、むしろ、かなり雑であることのほうが多いものです。

ネイティブスピーカーの発話に現れる子音の脱落に慣れておくことは意味があります。以下、

子音脱落の規則性を見ておきましょう。

(1)It][dIの 脱落 (1)

[t][d]の前が継続音で、後が子音の場合、[t][d]が落ちる。単語と単語の境目

だけでなく、ひとつの単語の中で生じることもある。 (E×AMPLES I)

lifts[lif(t)s]、 mostly[m6us(t)li]、 wristwatch[rfs(t)wat∫ lwう一]、

laStly[1鹿 S(t)li]、  reStleSS[r6S(t)liS]、  kindneSS[k`in(d)niS]、

handbag[httn(d)bあ 9]、 friendship[fr6n(d)∫ ip]など。

継続音とは、息が続く限り出し続けることのできる音のことで、[1][m][n][s]

[z][f]な どの子音と、母音のすべてがこれに当たる。ここでは子音の継続音のみ

を指す。

(2)[t][d]の 脱落 (2)

[t][d]の 前が破裂音または破擦音で、後が子音の場合、[t][d]が 落ちる。

(E×AMPLES II)

StOpped talking[St6p(t)I St6p(t)t6:ki]]、  10()ked thrOugh[11lk(t)Ori:]、

looked we‖ [1lk(t)w61]な ど。
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つながる子音のひとつが落ちる

ひとつの単語の中で起きる例には次のようなものがある。

facts[饉 k(t)s]、 perfectly[p67fik(t)h]、 exactly[igzttk(t)li]な ど。

(3)[t]の脱落

「否定の短縮形 ―n′t[nt]十 子音」の形で、 3つ の子音が続く場合、真ん中の [t]
が落ちる。 (E× AMPLES‖ |)

iSn.t ready[lZn(t)r6di]、 Wasn′ t my fault[WAZn(t)maifう :it]、

are n'tCOming[6:′ n(t)kÅ Ini]]、  weren't9ood[、 v6:rn(t)gid]、

vvo n't tell[、 v6un(t)t61]、  don′t knovv[d6un(t)n6u]、

dOesn′ t matter[dAZn(t)In“ ter]、 haVen′ t iniShed[h£ Vn(t)fini∫ t]、

haSn′t gOt[hめ Zn(t)gdtl-96t]、  hadn′ tCOme[httdn(t)kAlm]。

またその他、shouldn′ t、 wouldn′ t、 couldn′ t、 needn't、 oug htn′ t、

mightntなどに子音が続く場合。

(4)[h]の脱落

強勢が置かれない場合の弱形において[h]が落ちる。 (E×AMPLES IV)

he[h司→ [(h)i(1)]、 hiS[hiZ]→ [(h)iZ]、 him[him]→ [(h)im]、

her[hO:r]― → [(h)0(:)r]、  haVe[h∝ V]―→ [(h)(0)V]、 haS[haZ]― → [(h)(0)Z,S]、

had[h∝ d]―→[(h)(0)d]。

(5)[1]の 脱落

[Э :]に続く[1]が落ちる。 (E× AM PLES∨ )

already [c:(l)r6di] /3 L..

澤

酬
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0

EHERCISES
音声を聞いて空欄を埋め、何の音が落ちているか確認 しましょう。繰

り返すときは、聞こえない破裂音に注意 しましょう。

1. You really__.

2. She__50up tO the gueStS.

3. She            believe what:said.

4. You'd agree, _?
5. Can you _ some money?

6. They to their limit.

7. lt was a _ evening.

8. She a suitable job for her.

9. He caught the _ home in the evening

10. We'll have and salad.

11. Half the below the poverty line

12. ｀Y10u sald that.

13. He threw away those

14. The goalkeeper _ goals.

15. l'd rather you _
16. She well on very little money.

17. 丁he boy right.

18. You have hit her.

19. We'll meeting next week.

20. She's the _ person l've ever met.

21. I told her the news.
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子音の脱落は、発話のスピードが速いときに生じます。E×AMPLESで扱ったケー
ス以外に、特にくだけたアメリカ英語で、次のような[t]の脱落が見られます。まねを

する必要はありませんが、知っておくとリスニングに役立ちます (この[t]の脱落は、

イギリス英語ではまず起こりません)。 [t]の脱落 (米語)一 第 1音節に強勢があり、
第2音節には強勢がない単語(靡 )の中に、[nt]の連続がある場合、[t]が落ちます。

gentleman [d56n(t)lman] lA -Xru<>1
mental [m6n(t)1] | I ztv)
twenty [rw6n(t)i] I F.l I=.rl
plenty [pl6n(t)i] I J V = -r )
winter [win(t)ar] l7 < lt )

★ ★ ☆ ★

1.mustnit smoke[mAsn(t)sm6uk]「 マスンスモゥク」

2.serve」 the[s6:rv(d)ёЭ]「サーヴザ」

3.refuse」 to[rifiiz(d)to]「 リフユーズタ」

4.wouldn′ t you[widn(t)ju]「 ウド(ゥ )ンニュ」。[dn]の発音はρ.158参照。

5.len」 me[16n(d)mi]「レンミ」

6.pushed themselves[p`∫ (t)6ol■ sOlvz]「プシュザムセルヴズ」

7.50貴 Summer[s6(1)f(t)sAmor]「 ソフサマ」

8.couldn't find[kadn(t)“ ind]「ク ド(ゥ )ン フアインドゥ」

9.last bus[1廃 s(t)bAs lldls(t)_]「 ラースバス」

10. col」 meat[k6ul(d)n■ 1:t]「コウルミート(ゥ )」
11,WOr哩 ‖VeS Iw61rl(d)1lvz]「 ワールリヴズ」
12.shou!dn′ t have J`dn(t)(h)Э v]「シュド(ゥ )ンナヴ」
13.o哩 shoes[6ul(d)∫色z]「オウルシユーズ」
14.saved six[sOiv(d)siks]「 セィヴスイクス」

15, didn't tell her[didn(t)t61(h)or]「 iデ ィド(ゥ )ンフラ̈」

16. managed quite[Inttnid5(d)kwait]「 マニヂクワイト(ウ )」

17.doesn′ l know[dAzn(t)n6u]「ダズンノゥ」、his[(h)iz]「イズ」、let from

[lof(t)fr01n]「レフフラム」、Lis[(h)iz]「イズ」。
18.oughtn′ t to[51tn(t)tЭ ]「オート(ゥ )ンタ」。[tn]の発音はρ.158参照。

19. hou the[h6ul(d)Oo]「 ホウルザ」
20.most comp‖ cated[■16us(t)k6mp10keitid l_k6m_]「 モゥスカンプラケ
イティド(ゥ )」

21. neednft have[nlldnt(h)Э v]「ニード(ゥ )ンタヴ」

団
目
一課鴻

193

解答・解説



194



Part 8
子音連続

可爾鶴
「

Ｊ
Ｊ
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巨 M円 雇

ついつい割りこむ

母音に注意

英語では、子音だけがいくつも続いたり、

語尾が子音で終わることがあります。

余分な母音を入れてはいけません。

〆



LET′ S LISTEN

ダイアローグを聞いてみましょう 0

Jacl<son: l'm going crazy. To be blunt, the trouble is she's qui!
calling. She treats me like dirt.

Dwayne: Grouch! Try not to be so quick to grumble.

Jackson: A properly trained lady calls twice a week.

Drr,rayne: You used to send her flowers. Tonl of gifts
jewelry, knickknacks.

watches,

I sense you've talked with the frivolous frump.

fJr.rva',rf iE1 She's got some pride. She loathes the way things are, too.
And she'd be crushed by your criticism.

Jackson: Girlfriendsl lt's frustrating the way they blame a man
when he's only trying to be a prince, a knight in shining
armor.

D'.,vayne; No need to be so gloomy about it. l've got the perfect
prescription.Why not fly out?

Jackson: That's a splendid idea!

♂ヽ
L2

」ロユ_

L
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英語の発話には、子音だけが続く場合や、単語が母音ではなく子音で終わる場合が数多くありま

す。 ・  の中の単語の下線の文字のところでは、ふたつ以上の子音の連続や、語尾にくる子音
の例が見られます。母音を入れないことが大切です。

CraZy lkr6iZil  ×[kureiZi]      trOuble[trAbl] ×[turAbulul

ジャクソン : 気が狂いそうだ。早い話が、彼女が電話をよこさなくなったんだ。ぼ

くのことをいい加減にあしらってるんだ。

ドウェイン : ご機嫌徐斗めだな ! まあ、そうカーッとなってばやくなって。

ジャクソン : ちゃんとしたレディーなら週に2度は電話してくるもんだ。

ドウェイン : 君は彼女にいつも花を贈ってたんだろ。それに山のような贈り物

時計だの宝石だのこまごましたものとかさ。

ジャクソン : 君はあの軽薄な女と話が通じているようだね。

ドウェイン : 彼女にだってプライドがあるさ。彼女も、こういう状態はたまらない

んだ。なのに君が彼女のことをそんなふうに言ってるのを聞いたら、

嘆き悲しむだろうよ。

ジャクソン : 恋する女たちよ 1 男が、プリンス、はたまた輝くよろいを身につけ

た騎士たらんとあがいているというのに、女たちはそれを非難するん

だからな、たまらないよ !

ドウェイン : そう落ちこむことはないよ。ひとつ完璧な処方箋を書いてあげよう。

彼女のもとへ飛んでいくんだ。

ジャクソン : そいつは名案だ !

『
畔
醐
爺
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瘍漑薇 母音の入らない子書の連続 CrW檸騨:「

日本語と英語の音節構造

日本人は、日本語の音の体系に組み込まれていると述べましたは11参照)。 私たち

は皆、日本語を日本語たらしめている音の特徴に影響されて外国語の音を聞き、また

作り出しています。すなわち、母語の強力な支配下に置かれているのです。

その中でも、ここで取り上げる英語の子音連続という現象は私たちにとって大変な

強敵となっているもので、難問のひとつです。日本語にはこの子音連続という現象が

ないからです。あるいは、もっと正確に言うならは 日本語と英語とでは、音節の構

造がまったく違うからです。

言語には、必ず母音と子音とがあり、それらが組み合わさって音節を形成します。

日本語と英語では、母音と子音の連続の仕方、すなわち音節の構造がまったく異なっ

ているのです。

音節というのは、音声的にひとまとまりになる単位のことで、たとえば日本語の

「木」[ki]は 1音節、「梅」[u―me]は 2音節、「桜」[sa― ku―ra]は 3音節、「お花見」

[o― ha― na― mi]は 4音節、「ひな祭り」 [hi― na―ma― tsu― ri]は 5音節であると言います。

英語では、a[ei]、 aChe[eik]、 take[teik]、 Steak[Steik]、 SteakS[SteikS]は ど

れも1音節です。また、true[tru:]、 truth[tru:0]、 truths[tru:ёz/tru10s]はそれ

ぞれ1音節で、truthful[trilofol]は 2音節です。英語では、1音節の中に[st― ]、

[―
ks]、 [tr― ]、 [―ёz]、 [-Os]のような子音の連続が見られます。また、ache[eik]や

truth[tru10]な どに見られるように、母音の後に子音だけが続くこともあります。

以下、日本語と英語との音節構造の比較を行い、問題点を指摘しておきます。Vは

母音、Cは子音を表します。また ( )は、ない場合もあるということを示します。

1.日本語の音節構1造―  (C)V

(1)母音だけのことがある。

(2)子音は、母音の前にはくるが、後にはこない。

ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ
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(3)子音はふたつ以上連続するということがない。子音はあってもひとつだけであ

る。

2.英語の音節構造―  (CCC)V(CCCC)

(1)母音だけのことがある。

(2)子音は、母音の前にも後にもくることがある。

(3)母音の前には、子音が 3つ連続することがあり、母音の後では4つ連続するこ

とがある。

3.私たちにとっての問題し点、

(1)日本語は常に母音で終わるために、子音で終わる英語の単語に母音を付け加え

てしまう強い傾向がある。

but[bAt]→ [bAttO], Cat[kat]→ [kiattO]

(2)日本語では、子音の次は必ず母音であるために、英語で子音が続く場合、各子

音の後に母音を入れてしまう強い力が働く。

try[trai]→ [turai], Clear[kliOr]→ [kuliOr],

glmpSed[91impSt]―→[gulimpuS(u)tu]

(3)子音連続に、母音を入れないようにしても、スムーズな発音がなかなか難しい。

子音と子音との間が切れやすい。

months[mAnOS]→ [mAn・ 0・ SI, depthS[depOS]→ [dep・ 0° S]

英語で起きる子音連続の型

以下に、英語の主要な子音連続をわかりやすくまとめておきましょう。頭に入れて

おくと、実際の発音・リスニングの際に役に立ちます。

1.子音がふたつ (CCV)

(1)[p,b,t,d,k,9,f,0,月 +[r]

[pr]:pray    [br]:bring

[kr]:Cry      [gr]:green

『
r]:Shrink

[tr]i try

[fr]:[y

[dr] : 6.,
[0r] :11rro*

l.語頭連続
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(2)[p,b,k,9,f,sI十 [1]

[pl]:play     [bl]:blue

[■]:ny      [sl]:sly

[kl]i Clear    [91]:glad

(s) [t, d, k, g, o, s] + [w]

[tw] : 1yu1n [dw] : 4yn"1 [kw] : quite [gw] : guava

[0w] :16*u.t [sw] : swim

(4)[p,b,t,d,k,f,v,s,nl,n,1,h]+[j]

[pi]:pure  [bi]:bureau *[tj]:tune

[kj]:Cue   [fj]:た w   [Vj]:view

[mj]:meW  *[珂 ]:neW  *[lj]:lure

*[di]:due

*[Si]:Superb

[hj]:hue

(5) [s] + [p, t, k, f, m, n]

[sp] : spin [st] : s1u,

[sm] : s6u1 [sn] : 5n6*
[sk] : s16 [sf] : sp5"."

2.・子音が 3つ (CCCV)

(t) [sp] + [r,1,j]

[spr] : 5p6n* [spl] : sp111 [spi] : spew

(2)[st]+[r,j]

[Str]:Stream *[Stj]:Stew

(3)[sk]十 [r,W,j(1)]

[Skr]:SCream [SkW]:Square

[skj]:skew  [skl](き わめてまれ)i sclerosis lskli(o)r6usisI

(注)*回 は、米音では弱くなったり落ちてしまったりすることがある。英音では発

音されるのが普通。
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‖.語末連続

英語の単語は、語尾に子音がひとつしかない場合から、4つ連続する場合までさま

ざまです。子音の連続は、たとえ|よ eat[ilt]→ eatS[燎 S]、 aCt[“ kt]→ acts

[〔
ektS]、  help[help]‐→helped[helpt]、 six[siks]― 'sixth[siksO]、  Elizabeth

[11lzЭ boO]―
→Elizabeth's[illzoboosI、 bag[bag]―→bags[bagz]などのように、3

人称・単数。現在形の[s,z]、 過去形の[t,d]、 序数を示す―th[0]、 属格 (所有格)を

表す [s,z]、 複数形の[s,z]な どカイ寸け加えられることによって、実にさまざまな形を

とります。以下、私たちにとって問題となる、子音がひとつの場合から、数を追って

まとめておきましょう。

1.子音がひとつの場合 (VC)

[p, t, k, b, d, g, tJ,dg, m, n, 4, 1, f, v, 0, 6, s, z, I g]

[p]:StOp

[d]:bad

[m]:SOme

[f]i le証

[S]:buS

[t] : sit

[g] : sag

[n] : son

[v] : leave

lzl: bu*

[k]:take

[切 :teach

[1]:Sung

[0]:teeth

‖ :buSh

[b]:SOb

[dろ]:judge
p]:tell

[0]i C10the

[5]:beige

『
叶
酬
爺

2.子音がふたつの場合 (VCC)
(1) [s,1, m] + [p]

[sp] : wasp [p] : hetp [mp] : camp

(2)[p,k,■ f,0,s,∫,1,n]+[t]

[pt]:apt    [ktl:SeCt

[Ot]:earthed  [St]:ね st

[nt]:Sent

[t∫t]:WatChed [ft]:10ft

腑]:Washed  [lt]:felt

(3)[s,1,0]十 [k]

[Sk]:aSk

MR,
805

[lk]:Silk [1〕
k]:ink
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(4) [b,9, ds, Y,6,2,5, l, [, n, o] + [d]

[bd] :1s56"6 [gd] : sagged

[6d] : 5n11-,"6 [zd] : ss1r.6

[md] : n3*"4 [nd] : 52n6

(5)[1,n]+[飢 dろ ]

[ltJ]:belCh

(6)[p,t,k,f,0,n]+[s]

[pS]:mapS   itS]i CatS

[OS]:Beth'S   [nS]:SenSe

(7) [b, d, g, v, 6, 1, m, n, 4] + [z]

[bz] : se6. [dz] : 1e26.

[62] : 5211,.. [lz] : 5s1t

[oz] : wings

(8)[1]+[f,v,m]

[lfl:elf

(1)[s]力平寸く場合

monthS[mAnOS]

thinkS[Oiつ kS]

[dgd] : judged [vd] : su"6

[rd] : rouged [d]:6s16
[r:d] : banged

[ntJl : 59r.5 [d5] : 6u1*. [nfu] : change

[ks] : 6eeL. [fs] : 13r*1r.

lgzl : bags

[mz] :11-".
[vz] : 621u".

[nz] : 11uin.

[0]

nO]i tenth      [fo]:nfth       [lo]:health

3.子音が 3つ続く場合 (VC⊂ C)

insunct[lnstiη kt]、 glimpse[91impsI、 attempt[Ot6mpt]、 prOmpt[pram(p)t

lprom(p)t]、 text[tekSt]、 mulCt[mAlkt]の ような場合もあるが、大多数は、:先に

述べた [s,z]、 [t,倒、[0]な どの接辞力平寸くことによって、子音の3連続が生ずる。

f,n, +

[1v] :h^rg1r. [m] : s1,

depths [dep0s] tests [tests] rejects [rifu6kts]
helps [helps]

MR,
807
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(2)[z]が付く場合

elVeS[elVZ] kilns [kilnz] holds [houldz] bulbs [b.tlbz]

(3)[t]が付く場合

C01lapSed[k01羹pSt]helped[helpt] linked[li⊇基t] milked[mi■ t]

(4)[d]力V寸く場合

ShelVed[lelVd] filmed [filmd]

(5)10]が付く場合

tWelfth[tWelfO]  SiXth[SikSO]

4.・子音が 4つ続く場合 (VC⊂ CC)

数はたいへん少ないです。

texts [teksts]
prompts [prom(p)ts I prcm(p)ts]

tweHths [twelfOs]
glimpsed [glimpst]

以上、子音が続く場合、および単語が子音で終わる場合に、母音を付け加えないよ

うにしなくてはなりません。以下のEXAMPLESお よびEXERCISESで十分練習を

積んでください。
『
呻
籠
諮

「
，
『
“
∞
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1
SECT10N

子音と[r]がつながるとき

覇図固国曜墨鱚
※[  ]内 は注意すべき子音連続の発音を表す

Try and do it. [tr]
They treated me very well. [tr]
He drives well. [dr]
He drinks a lot. [dr]

She pressed the bell. [pr]

He praised the cooking. [pr]
She brushed her teeth. [br]
He crashed his car. [kr]
Grain is ground into flour. [gr]

She fried the bacon. [fr]
I have a sore throat. [0r]

Her voice was very shrill. [r]
He spread butter on the bread. [spr] [br]

He looks rather strained today. [str]

The car was sold for scrap. [skr]
I saw him in the street. [str]

0 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

回D一一一一―一―
1.や ってみてごらん。

2.彼 らは私を手厚くもてなしてくれた。

3.彼は運転がうまい。

4彼は大酒飲みだ。
5彼女はベルを押 した。
6.彼はその料理をほめた。

7.彼女は歯を磨いた。

3.彼は車をぶつけた。

9.穀物はひかれて粉になる。

10.彼女はベーコンをいためた。

11.私 はのどが痛い。

12.彼女の声はとてもかん高かった。

13.彼 はパンにバターを塗った。

14.彼 は今日は緊張しているようだ。

15.その車はスクラップ用に売られた。

16.通 りで彼を見かけた。
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POINT

卜護

try[三ailは決して[torai]や [turai]ではありません。[t]と [r]の間に母音を入れない発音

を身につけましょう。ここでは、[p,t,k,b,d,9,f,o,』 +[r]や、[sp,st,sk]十 [r]のよう

に、子音連続が[r]で終わる例を見ていきます。

代表例として取り上げたtry[trai]は、発音も難 しく、しかも日本語にはまったくない響

きを持っているため、リスニング・スピーキングの点で大きな障害になります。

[r]が [tlの後にきた場合は、単独で発音されるときとは違った音色になります。そ

ればかりでなく、強い[th]の影響で[r]が無声化し、[t可 全体が独特の音色になります。

日本語の「チュ」([t∫u])の音に似ていると言えないことはありませんが、根本的な

違いは、英語の[tr〕 には母音の[u]が入っていないという点です。[trai]は、決して

[t∫urai]ではないということです。it]の後に[u]を入れないように意識しましょう。

発音の仕方

発音のコツは、舌の先を思い切り後ろのほうに引き、歯茎の裏に付けて強く[t]
を破裂させることです。「チュライ」と言おうとすると[u]が入ってしまうので、[t]
の破裂の後に、おもむろに[ai]と続ける感じでやるとよいでしょう。同様に、たと

えばtru e[tru:]の 場合も、「チュルー」「ツルー」の調子で言うと、[t]と 〔r]と の間

に[u]が入ってしまい、英語ではなくなります。とにかく舌を思い切り後ろに引く

ことです。[tr]およびその他の例の音色は、音声を聞いて耳に覚えさせることが大

切です。以下、具体的に見ていきましょう。

1.try[trai]。 [tr]を ひと塊のように扱うことが大切。

2.treated[tratid]。 [tr]の後の母音([ai][il][u:]な ど)は、[tr]の [r]を あまり意識し
ないようにして続けるとよい。

3.drives[draivz]。 [dr]は [tr]の有声音。日本語の「ヂャ」と同じではない。[tr]の場
合と同じ舌の位置で言う。

4.drinks[dr均 ks]。 「ヂャ」でも「ヂュ」でも「ドゥリ」でもない。
5.′ 6.pressed[prest]、 praised[preizd]。 強い[ph]の破裂の前に、舌はすでに [r]
のところにいっていることが大切。

ア.bruShed[brA∫ t]。 [br]は [pr]の [plが有声化したもの。
8,crashed[kra∫ tl。 強い[kh]の破裂の前に、舌はすでに[r]の位置に置かれているこ
と。[k]を発音してから[r]を言おうとしては駄目。

9,Grain[grein]、 ground[graund]。 [g可 は[kIIの [k]が有声化したもの。

10.fried[fraid]。 [fur]に ならないように。[f]と [fu]の違いを確認すること。

11.throat[01out]。 [0]と [Ou]の違いを確認すること。

12.shr‖ I Jril]。 上と同様、団 と
『
u]の違いを確認すること。

13.spread[spred]、 bread[bred]。 [spr]と [br]を マスターする。
14.strained[streind]。 [s]に 力を入れないこと。

15.scrap[skrap]。 上と同様、Is]に 力を入れず、時間をかけないようにする。

16.street[strilt]。 [s]と [su]の違いを確認すること。

目
中
呻
醐
爺
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EEERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、子音の連続に注意して言つてみましょう。1.      is      closer

2. The cup_vvhen he_it.

3. These days′ students are_vvith schoc)|.

4. lt′ s

5. Let's      the

6. I′ rn_to you for_the books,

7. He was      as an

8. Itook a      to read on the

9. He visited

10. Did you_along sorne insect_?

11. She            alrnonds over the cake.

12. He gave a_of laughten

13. You need a      for this medicine,

14. She has a lot of      vvith her

15. Her_is hurt by his_.

15. He entered in the _ contest.

17. This should be kept

18. He's about his _.
19. The show excitement.

20. will be needed for that.

21. Japan is a _
22. lt was his _ to win the Nobel
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この問題は、EXAMPLESの ところで、[tr][dr][pr][br][kr][gr][fr][or]膵]の
それぞれの音色が耳にしっかりと残っていれ

`よ

それほど難しくはありません。難し

いのは、下線部で母音を入れないように発音することです。[tr][dr]は EXAMPLES
の解説のとおりに、また、[pr][br][kr][gr]は それぞれ、最初から舌を[r]の位置に置

いておくように、そして[fr][or]胸 ]は、素早く言うようにするとよいでしょう。子

音連続にはカタカナが通用 しないので、耳に覚えさせる以外ないのです。

★ カ ★

1・ ChriStmaS[堕 iSmOS]、 draWing[生 61iη]        [kr][dr]
2.broke[堕 Ouk]、 dropped[drdptl主 6pt]       [br][dII
3.frustrated瞳奄treitid]             [fr][(s)tr]
4. probab:y[praboblil pr6-]′ true[1二u:]                 [pr][tr]

5. cross[1望Э(I)s]、 受reet[sLi:t]                [kr][str]

6.grateful畦Oitf(o)1]、 bringing Liη i]]       [gr][br]
7.trained[=eind]、 electrician[ile墜可(0)n]     [tr][(k)tr]
8.thri‖er[り lor]、 train[trein]            [Or][tr]
9・ StratfOrd[墜rtttfOrd]                  [Str]
10・ bring[Liり

]、
Spray[Sprei]             [br][Spr]

11・  Sprinkled[S⊇ riη kld]′ grOund[graulld]               [Spr][gr]

12.screa m[skli:m]                       [skr]
13. prescription[plittkllp∫(o)n]                       [pr][skr]

14.trouble[trAbl]、 ch‖ dren[t∫ 11生(o)n]        [tr][dr]
15. pride[2二 aid]、 criticism[kritisiz(0)m]           [pr][kr]

16.three[壁 i:]′ prints[2」 nts]、 photography[fot6里Эfil― t6g― ]

[Or][pr][gr]

17.strictly[strfktlil private[praivit]          [str][pr]

18,crazy[堕 6izi]、 girlfriend[g671■end]         [kr][fr]
19・ Created[kri6itid]′ great[旦Ieit]              [kr][gr]
20.丁hree[QIil]′ strong睦菫rЭ (1)D]′ SCrews[skEu:z]   [Or][str][skr]

21.free[■ i:]′ country[kAn=i]                 [fr][tr]

22.dream[drilm]、 prize[⊇三aiz]               [dr][pr]

・

『
呻
醐
爺
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SECT10N

子音と[1]がつながるとき

獨図凝剛画鮨腹

01
3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

ls that clear? [kl]
It's a bit cloudy today. [k1]

Will you hold my place, g[ease? [pl]
Her face was completely blank. tpll [bl]

She glanced at him. [91]

l'm g[ad to meet you. [gl]

How long is the flight to London? [f1]

People flocked to the concert. [fl]
5he slapped his face. [sl]

She slipped and fell into the river. [sl]

His eyes are blue. [bl]
It was a lplendid piece of work. [sp1]

It fell, splash, into the river. [spl]

She has a lplit personality. [spl]

Close the window, please. [kl] [pl]
It's made of glass. [gl]

判勁
.

1.(いま言ったこと)わ かった
'

2.今日は少し曇りがちだ。

3.私の席を取っておいてもらえますか。

4.彼女の顔はまったくの無表情だった。

5.彼女は彼をちらっと見た。

6.お会いできてうれしく思います。

7.ロ ンドンヘは飛行機でどのくらいですか。

8.コ ンサートには大勢の人が集まった。

9.彼女は彼のほおをピシャリとたたいた。

10.彼女は滑って川に落ちた。

11.彼の日は青い。

12.そ れは見事な作品だった。

13.そ れは川に ドボンと落ちた。

14彼女は二重人格だ。
15.窓 を閉めてください。

16.そ れはガラスでできている。
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POINT

ド駿

」ear[里ior]は [kulior]ではありません。よほど注意しないと、[k]と [1]の間に[u]を入

れてしまい、しかもそれに気がつきません。ここでは、[p,k,b,9,f,s,sp]+[1]の連続を

見ていきます。

子音+[1]に は、ふたつのポイン トがあります。ひとつは、子音と[1]と の間に母音を入れ

ないこと。もうひとつは、私たちが苦手な[11と [r]の 区別にかかわることです。

たとえば、play[plei]と pray[prei]の 音の違いの識別は、きわめて難しいもので

す。仮に、lay[lei]と ray[rei]との場合のように、単独の [1]と [r]と の区別がついた

としても、[pl]と [pr]のように、ほかの子音と連続して出てくる[1]と [r]と の区別が

つくとは限りません。これは、強い[ph]の後で[1]も [r]も無声化してしまうことにも

よりますが、しかしそれ以上に、[pl]や [pr]のようにふたつの音がひとつになってし

まったような音が日本語にはなく、その区別の必要もないというのが原因です。

発音の仕方

[1]と [r]は、自分で正しく発音できるようになると、おのずと区別がつくように

なるものです。[pl]の発音の仕方のポイントは、[p]を破裂させる前に、舌を[1]の
位置に持つていっておくことです。練習方法としては、まず舌を[1]の位置に置き、

しっかりとくっつけた後、おもむろに[p]と発音します。舌を付けたままの[pl]が
できたら[eilを添えるように言います。[p]を破裂させてから舌を[11の ところに持

っていこうとすると、どうしても[pul]の ように[u]が入ってしまいがちです。な

お、難しいのは[pl]と [pr]だけではなく、pl]と [br]、 [kl]と [kr]、 [911と [gr〕 など

もあります。参考までに、区別が難しい単語を少し挙げておきましょう。

pleasant / present ply / pry plod / prod blade / braid bland /
brand bleed / breed bled / bread blessed / breast blight / bright
blue / brew blunt / brunt clash / crash claw / craw clue / crew
clutch / crutch climb / crime cloud / crowd flame / frame flee /
free flight / fright glass / grass glaze / graze glow / grow glue /
grev゛

1.′ 2.C!ear[klior]、 c!oudy[klaudi]は ともに、[k]の破裂の前に、舌を11]の位置に
付けておく。

3.′  4. place[pleis]、  please[plilz]、  comp!etely[konlp11:tli]、  blank[bla■ k]
は
[pl]、 [bl]と もに、先に舌を[1]の ところに置いておく。

5.′ 6.g!anced[91anst1 91α lnst]、 91ad[91ad]は [g]の破裂の前に、舌を[1]の位置
に持っていっておく。

7..8.f‖ ght[flaitl、 f!ocked[flα ktlfbkt]は [ful]に ならないように素早く言う。

9.′ 10.Slapped[slapt]、 s‖ pped[slipt]は 難 しい。[s]か ら[1]へ素早く舌を移動さ
せて、[sul]と [u]が入らないように。

1■～16.blue uu:]、 splendid[型 ёndid]、 splash[型朝 、spht[型 it]、 Close
[klouz]、 pleaSe[pli:z]、 glaSS[glas1 91ols]。 [spl]は 、[s]と [p]の間に、時間
をかけないようにする。

目
『
呻
醐
爺
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、子音の連続に注意して正しく言
ってみまし

よつ。

1. She      that she′ s the lbest sVVirrimer in the

2. This razor      is

3. lneed my_when l use a dictionary.

4. His style of living is very_.

5. The pigeon_its、vings and_avvay.

6. Shers trying to_dc)vv n.

7. .The sausages_in the pan.

8. Will y〔)u_the kitchen?

9. His vvife's death vvas a real      tol hirrl.

10. She      atthe man.

11. Ylou should stick to your first_.

12. The sports car_past.

13.「Иy nlother likes thinly_bread.

14. :t′s been a_to talk with you.

15. lt's      to ll

16. Her rnannerヽ A′aS a           Of Charm and

17. Don'tlook so

18, 'VVill yc)u_in the electric_?

19` His eyes_with angen

20. 
・The roads were very_.

21. lCould you_these papers togethe昨 _?

22. lt′s a bit_today,isn′ t it?
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解答・解説

「子音+エル音[1]」 の発音のうち、[pl][bl][kl][91]の発音はそれぞれ、[p][b][k]
[9]の発音をする前に、舌を[1]のところに持ってきて、しっかりと付けておく、とい

うのが発音のポイントでした。これに対して[fll[si][spllの場合は、先に舌を[1]のと
ころに持つていけないため、[f]や ls]の後に[ulを入れないようにして、ひと息に次の

[l]や [pllを続けて言う必要があります。特に[spl]は間に母音を入れないよう注意し

ましょう。

■

―

★

1・ dainS[kleimZ卜 ClaSS Ik12SI聾 S]

2. blade[bleid].blue[blu:〕

3.91ases lig:“siz lユ!CS― ]

4 plain Llein]

5.flapped lnapt].flew lnu:]

6.slim[slim]

7.splutterd L」 AtOr」 (「バチバチと音を立てた」の意味)
3. clean lk」 :n]

9.blow[bpu]

10・ 91aFd i里 leOrd]

11・ plan urn]

12.flashed[flart]

13.slied[slaist]

14・ PleaSure L10304

15.close lttOus].0′ dock[ok16k l ol」 6埒

16.pleattnt[辺 Oz(o)nt],blend iblend]、 Simp‖city[■ mplisЭti]

17.91oomy Lェ
`:mi]

10・ plug 121A9]. C10Ck〔 klαk l墨10k]

19・ flamed[leim可

2● s‖ ppery[sl`poril

21.c‖ p up]、 please u:z]

22. cloudy[基16udil

『
呻
醐
爺
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3
SECT:ON

子音と[w]がつながるとき

磯ME剛翻簸暉

01
3.

4.

5,

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15,

16.

She gave birth to twins. [tw]
Let's have a quick drink. [kw]
Snow White and the Seven Dwarfs [dw]
l'll have ggava juice, please. [gw]

He has thwarted all her plans. [0w]

She switched on the light. [sw]

He's squeezing a lemon. [skw]
He has given up smoking. [sm]

That's a good snapshot. [sn]

Don't dwell on your past. [dw]
She eats twice a day. [tw]
They quarreled with each other. [kw]
He has a square jaw [skw]
He's a swift runner. [sw]
The fish smells terrible. [sm]

He gave a loud sneeze. [sn]

顎D
l彼女は双子を生んだ。
2.一杯引っかけよう。

3.白雪姫と7人の小人たち

4.グアバ 。ジュースをください。

5.彼 は彼女の計画をことごとく挫折させた。

6.彼女は明かりのスイッチを入れた。

7.彼 はレモンを絞っているところだ。

8.彼 は禁煙している。

9.そ れはいいスナップ写真だね。

10過 ぎたことをくよくよ考えるなよ。

11.彼女は1日 2食だ。

12.彼らは仲たがいした。

13.彼のあごは角張っている。

14.彼は足が速い。

15.そ の魚はひどく嫌な臭いがする。

16.彼 は大きなくしゃみをした。
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twins[twinzlは Ituwinz]でも[tuinz]でもありません。私たちは、[t]の後に[ulと言

いがちですが、[wi]は [uilと は違います。また[twi]は独特の響きを持っています。こ

こでは、Lk,d,9,o,s,sk]+[wIを 中心に、[sm][sn]な どの連続も学びます。

珈農
twins[twinz]は 、日本語に近い響きで「ツインズ」[tsuindzu]と 言っても、「トゥインズ」

[tu(w)indz]と 言っても、原音からはるかに離れたものになってしまいます。日本語には、

[wi]の連続がないばかりでなく、[tw]と いう連続もありません。ということは、英語の

[twi]は 、日本語にはない一種独特の響きを持っているということです。この発音も、自分

で正しくできるようになると、聞き取りが楽になります。

発音の仕方

発音のポイントは、舌の先を引つ込めて、舌先が歯の裏にではなく、歯茎に付

くようにすることです。そして唇を丸めるようにして強く[t]を破裂させ、ひと息

に[twilと続けます。この場合、[t]は強い破裂音 [th]で あって、[w]が無声化しま

す。これによって、一種独特の響きになるのです。[twi]と [tuwi][tui]の 区別がつ

くように練習するとよいでしよう。[wi]は、[ui]にならないように、[walと 言うつ

もりで [司 を[i]に して、[wi]の連続に持っていくようにします。

このほか[tw]ばかりでなく、[dw][kw][9w][Ow][sw]はすべて、それぞれ [d]

[k]19][0][s]の 段階で、すでに唇を丸めるようにしておきます。そして間を置かず

に、ひと息に[dwI[kw][9w][Ow][sw]と 破裂させ、次の母音に続けていくように

します。[sn][sm]も 、[sun][sum]に ならないようにしますが、日本語の「住んだ」

[sunda]、 「住む」[sumu]の ように発音すると、[u]が入ってしまいます。[s]と [su]

の違いから、[sn]と [sun]の 違いを区別するように練習するとよいでしよう。

1.twins[twinz]。 ひと息に言ってしまう。

2. quick[kwik]。 [kuikk]「 クイック」にならないように。

3.Dwars[dwЭ :rfs]。 舌を後ろに引いて[d]を発音する。
4.guava[gw61vo]。 [guwabα ]「グワバ」にならないように。

5.thwaned[O16:rtid]。 [suЭItido]「スオーティド」にならないように。

6.switched[swit∫ t]。 [suitげ ito]「スイッチト」にならないように。

7.squeezing[笙 坐iziり ]。 野球のIsukuizu]「 スクイズ」にならないように。

8.smoking lsln6ukiり
]。 [sumookillu]「スモーキング」とは違う。

9.snapshot h■発p∫atl旦nttp∫Эt]。 [suna]「スナ」1こならないように。
10. dwell[dw‐ el]。 [duelu]「 ドゥエル」にならないように。

11.twice[twalsI。 [t■waisu]「 トゥワイス」ではなく、ひと息に。

12. quarreled[kw6(1)r(o)ld]。 [kuo]「クオ」の感じにならないように。

13. square[skwεor]。 Isukuca]「スクエア」にならないように。

14, swi■ [swift]。 [suif(u)tu]「 スイフトウ」にならないように。

15.sme‖ s[smelz]。 [sumduzu]「 スメルズ」にならないように。

16. sneeze lsnilz]。 lsunilzu]「 スニーズ」:こならないように。

目
『
呻
醐
爺
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EXERCiSES

0 音声を聞いて空欄を埋め、子音の連続に注意して正しく言ってみましよつ。

1. He      the handle.

2. VVe asked_to sing a song for us.

3. He gave the naughtylboy a_vピ ith his hand.

4.Hisiacketis made of_.

5. They vvere all_in the heat.

6.       rackets are sma:ler than tennis rackets.

7. He_the boy's bottorn.

8. Shers now_years old.

9. The girl's rather_for her age.

10. They look for____」 rather than_.

11. Her hopes_.

12. Y()u_your arrns when you walk.

13. The」 apanese eat a lot of_.

14. He managed to_a rneal.

15, She slpoke with a nasa!_.

16. VVe ofLen      books with each othen

17. 丁he man_dovvn to talk to the boy.

18. Her eyes_mischievously.

19. He hacl a_lunch in the park.

20. lt takes about a      ()fan houn

21. She tried to_me aboutvvhat:′ d been dc)ing last night.
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解答・解説

日本語では 子音の後に母音が続きます。そのため私たちは、LW][dW]卜劇 [gW]
[ow][sI]Ism]Isn]の 発音をするとき、〔wl[ml[n]がそれぞれ母音に似た音である

だけに、自分の発音の誤りにいっそう気づきにくいのです。たとえ
`よ

quit● Witl

は、 1音節の単喧吾です。ところが、日本語的な発音になると、
「
u(w)itt(o)]のよう

に、何吉節にもなってしまいがちです。
「
●w"]と なると.そこでもう2音節になっ

てしまいます。ひと息でまとめて.「wit]と 1音節で発音するように練習する必要が
あります。

☆

一

★

1・ tWiied ltWiSti可

2.Gwen Lrn].Igu― (w)e― nlのように多音節にしないように。

3.thwack[Owα可。1音節。

4.tweed[tゴ :dl。 日本語の「ツイード」[tsu― i― i―dolと はまったく書きが違う。

5.sweating[鉗
`ti』

.「スエット」[su(w)etto]に ならないように。

6.Squash Lkェα「|。L=|IЛ。1音節。

7.smacked lsmakt].1音 節。

8.tweive L=elv]。 1音節。
9.sma1l I里■,1]は 1音節。「スモール」[sumoOlu]で はない。

10・ quanty[kw ol。●IL■61]、 quaは ty L16ntetilL=6‐ ]
11・ dWindled ldWindd]

12.swing[snり
]。
「スイング」Isu(w)lη可ではなく.1書節。

13.squid isL■ id]。 1音姉にして発音。
14.snatch ttatЛ。1音節にして発音.
15.twang L=″』。1音節,‐して発音。
16.swapped[sloptlswopt]。 1音節。

17.squated[skw“ idlskwう t-1

18. twinkled[:=`コ kldl

19.snack[sna.k]。 「スナック][sunakku]で はなく. 1書節。

20.quaner Lw67tor]

21.quiz[1,Iiz]は 「クイズ」卜uizu]にならないように。1古節。

中
呻
醐
爺
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語尾の子音
― 連続するとき

0 1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

:は lil:::)‐
―

‐

―

1.彼女は生後 6カ 月です。

2.あそこにはいい露天風呂があるよ。

3.分数の

=は
、「6分の 5」 と読む。

4その5分の 3がギフト用に売れた。
5.そ れはガレスの新しい車だ。

6.彼は6月 10日 に生まれた。

7.ミ ンスパイをいかがですか。

8.彼 らは私の義理の息子たちです。

9.彼の母親の目は涙で濡れていた。

lQ彼は心臓発作で倒れた。

11.彼女が君によろしくとのことだ。

12.彼女は彼を部屋から押し出した。

13.彼 は窓の外をじっと見つめた。

14.私 は彼が泳ぐのを見ていた。

15.彼 らは彼女をよそ者と判断した。

16.彼の言いたいことがわかった。

She′SSiX mOn■ S Old・ [nOS]

There are SOme niCe Open― air ba■ S there・ Ю Z/OS]

The fradiOn fiVe OVer SiX(― 計 )iS Said′
″
fiVe― Si整

!]S,″ [kSOS]

Three―fi菫墜三〇fthem Were bOughtfOr gi整・ [fOS][ftS]

1生 Gare=s new can[ts][Os]

He WaS bOrn On the telth OfJune・ [nO]

VVOuld yOu like SOrne minCe pieS?[nSI

丁hey are my son■ in― law.[nz]

HiS mOther′S eyeS Were balLed in tearS・ [ё d]

He CO‖apttd With a heatt attaCk・ [pSt]

She Se!]坐 her reSpe⊆ StO yOu・ [ndZ][ktS]

She pui墜型him Out Ofthe r00m・ 肌]

He ga三呈d Out the WindOVV・ [Zd]

!Watth£」him SWimming・ [■ ]
Theyjudged hertO be a Stranger・ [d5d]

l gra望型 What he WaS getting at・ ISpt]
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POINT
mOnthS[mAnOSIは [mAnOuS]で も [mAnOuSu]で も あ りませ ん 。 カ タ カナ で表 す と、 マ :

ンススというよりは、マンツの感じです。ツを弱めに、母音の [u]を除いて[mAnlSIの よ
・

うに言います。ここでは、語尾に子音がふたつから4つも続く場合を取り上げます。

団眩
ここでは、単語の終わりにくる子音だけの連続を扱っています。単語の終わりというのは、

母音の後ということになり、これまで扱ってきた母音の前にくる子音だけの連続とは状況が

違います。問題点は次のふたつです。

(1)子音と子音との間に母音を入れないこと。これはすべてに共通です。

(2)最後の子音に母音を付け加えないこと。子音の連続の後に母音が続かずに子

音で終わるために、さらに難しくなります。

日本語は、「ん」を除いて、単語が母音で終わるので、この形に慣れてしまって

いる私たちは、最後の子音に母音を付け加えてしまいがちです。語尾の子音連続

は、上の(1)と 121の 点に同時に注意し、腰を据えて練習する必要があります。

1.mOnthS[mAnOS]は 、リスニング・スピーキングの両面でたいへん難しい単語。と

くに、最後の複数形―s[s]の発音が問題になる。この[s]があるのに聞き取れない、ま

た[s]が発音できないというのが普通である。monthsは 、単数形の[mAnO]と は、は

っきりと区別されなくてはならない。複数であることがわかるように、[sIを しっかり

と発音することが大切。しかも、[mAnOuSu]や [mAnSu]になってはいけない。具

体的には、[mAntS]の ように、[t]を弱めに、ただし[sIは [su]にならないようにはっ

きりと言うこと。[mAno](単 数)と [mAnOS](複数)の練習が必要になる。

2.baths[baOz]ま たは卜湖 s]。 [ёz]は [OsIの 有声音。[Ousu]に ならないように。

[baoz]は [badz]、 [b∝os]は [b♂s]の響きに注意して発音するとよい。付属 CD―

ROMの音声は[baё z]に なっている。
3.si漱 hs[siksOs]の 発音は難 しい。最後の [s]に とくに注意。これは、six[sik可 を

[sikusu]`ごせず、[siksIの後に軽く[ts]を 付けるようにするとよい。[siksts]の響き。

4. giiis[gifts]。 [gifutsu]1こ ならないよう1こ。

5, lt's[its]、 Gareth′s[9発roOS]

6. tenth[tenO]。 [tenOu][tensu][tenS]に ならないよう:こ。

7.mince[mins]。 [mints]の ように響く。弱い「ツ」の響き。

8.sons― in―:aw lsAn」 nlう I]

9. bathed ibei6d]。 [beibudu]に ならないよう:こ。

lo. cO‖ apsed lk01溌ps」。[k01お pusutu]にならないように。
11・  SendS ISendZ]、  reSpeCtS[riSp6ktS]

12. pushed[pu∫ t]。 [pu∫utu]:こならないように。

13. gazed[geizd]。 [geizudu]に ならないよう|こ。

14.watched[wat∫ t]。 [wat∫itu]にならないように。

15. judged[d5Ad5d]。 [d5Ad5idu]:こ ならないように。

16.grasped[graspt]。 [gras(u)putu]に なりやすいので注意。

●
４
， 「
ゴ
一
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EXERCISES

0 音声を聞いて空欄 を埋め、子音の連続に注意 しながら同 じように言 っ

てみましょう。

1. VVe had dinner atthe_!ast night.

2. She_that o!d woman.

3. He stil!_in the_of his memories.

4. The shop_curtain materia!of various_.

5. They_to produce_of vari()us kinds.

6. VVe allstood up and drank their_.

ア. _your rnouth out.

8. VVe_up a rneeting for__.

9. She_his disapp()intment.

10. He'sin his

ll. She_herself in_.

12. She       her coat.

13. He      at the clock.

14. :thought i_hinl in the crovvd.

15. He_the manlby the arm.

16. She_in surprise.

17. ・They haven′t_an agreernent yet.

18. She      the

19・ The10b_a great dea1 0f hen

20. VVe have_a lpicnic for_Sunday.

21. He_a sigh of relief.

SECT10N
4
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解答 0解説

単語の終わりにくる子音の連続で、最も聞き取りが難 しいのは、[Os]と [ё z]で しょ

う。このふたつは、同時に発音もたいへん難しいので、徹底して練習する必要があり

ます。付属 CD‐ ROMを最大限に活用してください。

キ ★ ★ ★

1.Smiths′ [sm10s]。 [srnits]のような感じで。[Os]は弱い「ツ」[ts]のような感

じで、[t]を ほとんど破裂させないようにして発音する。

2.loathes[louё z]。 [loudz]のような感じで。[ёz]は弱い「ヅ」[dz]の ような

感じで、[d]を ほとんど破裂させないようにして発音する。

3. lives[livz]は [livuzu]に ならないように。depths[depOs]は [depts](の感

じで。

4.se‖ s[se望
]、
widths[wi≦狙]または[widos]。 [tOs][dOs]は、それぞれ[t]

[d]を完全に破裂させないようにして[witts][widts]の 感じで言う。付属CD―

ROMの音声は[widOs]で 「ウィヅ」の響きになっている。[tOs]は 弱い「ツ」

を、[dOs]は弱い「ヅ」をややゆっくりめに言うようにする。

5. used[iulst]、 cloths[klo10s]ま たは[klЭЮz]。 「クロツ」の響き。弱い「ツ」

の響き。

6.healths[he10s]は [helts]「ヘルツ」の感じで。弱い「ツ」の響き。

7. Rinse[rins]は [rintsI「 リンツ」の感じで。弱い「ツ」の響き。

8.fixed[fikst]、 next inekst]、 month[mAnO]

9・  SenSed[SenSt]

10.teens[tilnz]。 [tilndz]「ティーンヅ」のようになることがある。

11. clothed[klouё d]、 silk[silk]。 [klouё udu]ではない。

12. brushed[brA∫t]

13. glanced[91〔Bnst1 91olnst]

14.glimpsed[91impst]は 子音の4連続。母音の前の[91]も難しい。

15。  seized lsi:zd]。 [silzudu]に ならないように。

16. gasped[ga)spt1 9α ISpt]

17. reached[riltに
]。 [rilt∫idu]にならないように。

18.whisked[(h)wi旦
1菫 ]、
eg95[egZ]。 [k][t]の破裂はほとんど聞こえない。

19. asks[a)sksl αlsks]。 [sks]が [sukusu]に ならないように。

20. arranged[orand5d]、  next[nekst]。 loreind5idu]は 駄目。

21. breathed[brilё d]。 [buriЮ udu]に ならないよう:こ。

『
呻
醐
爺
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5
SECT:ON

語尾の子音
― ひとつだけのとき―

覇SE回≡轟
1.

2.

3,

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

A kitten is a young cat.

Good luck!

I could use it.

l'll need it.

Don't work so hard.

I like that!

Let's eat out tonight.

Don't pu! i! off.

He gave the child first aid.

ls this seat taken?

Did you get hurt, David?

Take a seat.

How about a drink?

What would you like?

That will do.

Let me think about it.

回 D
1.“ kはen''は子猫のことです。

2成功を祈る !

3.そ れは使える。

4.私にはそれが必要なんだ。

5.あ んまり働きすぎるなよ。

6.よ く言うよ !

7.今夜は外食しよう。

8.(明 かりなどを)消 さないで。

9.彼はその子どもに応急手当を施した。

10.こ の席、空いていますか。

11.デイビッド、けがをしたのワ

12.座 りなさい。

13.飲み物はいかがですか。

14■可がよろしいですか。

15。 それで十分 (それでいいです)。

16.考えさせてください。
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PO:NT

剛田

is[iz]は [izu]ではなく、yOung DA]]は じADu]でもDA]gu]で もありません。また、Cat

[kat]は もちろん[kato]で はありません。語尾が子音で終わる単語は、子音がひとつし

かなくても注意が必要です。無意識のうちに母音を付け加えてしまわないように。

単語が子音で終わる場合の問題点は次のふたつです。

|
(1)ス ピーキングー と

にかく、母音を付け加えないこと。

(2)リ スニングー 子音
がとても聞き取りにくい。特に文 (発話)の最後にくる

子音の聞き取りには、次のような問題がある。

a)はっきりした破裂がなかったり、あるいは破裂がまったくないことも多く、

何の音かわかりにくくなる。

b)有声音と無声音との区別がつきにくくなる。これは、文 (発話)の終わり
で、有声音が無声化してしまうためである。

(1)の問題は、かなり英語に慣れている人でも気づかずに陥る誤りです。舌の確

実なコントロールとともに、耳の感度を高めることが大切です。人の話す英語を

聞いて、「あっ、母音が入った l」 とわかるようになればしめたものです。

(2)の問題は、たとえばSeat[Si:t]と Seed[Sid]の場合、最後の[t]と [d]の破裂がま

ったくなく、どちらも「スィー」[si:(t)][sil(d)]と しか聞こえない場合が多くありま

す。この場合、音声的には、seat isi:(t)]の [i:]の ほうが、seed lsi(d)]の [i:]よ り短い、

ということで区別がつきます。また、cease[si:s]と SeiZe[Si:Z]の 場合、[z]が無

声化して、[s]と区別がつきにくくなります。しかしこの場合も上と同様に、cease

の無声音の [sIの前の[i:]が、SeiZeの [z]の前の[i:]よ り短いことで区別がつきます。

たかが子音 1個と侮ってはいけません。母音を入れてしまって、気がつかない

ことが多いのですから。

1. iS[iz]、  yOung[jA3]、  Cat[ka)t]

2.Good[gug、 luCk[lAk]● [g■■_lAk]の [du]に注意。
3. could[kud]、  use[julz]、  it[it]

4.l′‖[ai」、need[nil」 、it lit]
5. Don′ t[doun(t)]、 WOrk[wЭ :rk]、 hard[halr嘲

6.like[laik]、 that[Oat]

7.Let′5[let」、eat[iI」、Out[au」、tOnight[tOnai」
8. Don′ t[doun(t)]、  put[pu(t)]、 it[it]、  off[Э (1)f]

9.gave[geu、 ch‖d[中i咽、firSt[foys」、aid[ei」
10・  lS[iZ]、  thiS[biSI、  Seat[Silt]

11.Did[dd]、 ga[get]、 hu威 [hOIrt]、 David[d6市 id]

12. Take[teik]、  seat[silt]

13. about[Э baut]、  drink[drinik]

14.what[(h)WAt]、 WOuld[Wu可、llke[laik]
15.That[Oat]、 W‖ |[wil]

16. Let[let]、  think[Oiη k]、 about[obaut]、  it[it]

『
呻
商
爺



EXERCISES

0 音声を聞いて空欄を埋め、子音の後に母音を付け加えないように気をつけて、言つてみましょう。

1.               a

2.       a day!

3. VVhy ,

4.      in

5. :_____.   ヽ

6.!

7

8. __.

9. |′!l be_in a_.

10. ____this.

11. ____?

12.丁he___very_.

13. you.

14.

15, if

16. Hovv フ

17. Now′ ____.

18.l′‖

19. Do you___?

20.

222
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解答 0解説

日本語では、「ん」を除いては単語と単語の間で子音が続くことはないのに対して、

英語では子音がいくつも続くことがあります。単語が子音で終わる場合には、母音を

加えないこと、および子音がひとつであっても、次の単語との関係で、単語の境目の

識別が難しくなることに注意が必要です。ここでは、子音が避続 しているところで、

母音が入らないということのほかに、すでに学んだ連結・同化・短縮形・破裂・脱落

の現象が起きています。( )内のページで確認しましょう。

キ ★ ★ ★

1. Let'stake [ets_t6ik1. break [breik]
2. What [(h)w,rt,(h)wo! | wc!1. bright6unny [br6itsi.ni] b172)
3. don'$rou [dountja] (p.121). sitdown [sild6un] h.154)

4. Keep [ki:p]. touch [t,ttfl
5. didn'tcatch [didn(Qk#'t!) b.teo). whatjrou said [(h)w.r,tJesed]

(p.121)

6. don'lgelyour [d6un(Qg6tJar] (o.t 90, 121 ). point altll [p5inla{,5:l]
(p.87)

7. Le!_pe tl6trnil h.160). finish [finiJl
8. That's it [6rbts_i!1 ltv < F (, )l b.B7)

9. back [brek]. minute [minit]
10. l'thinlglwice [5idei4k*tw6is] (p.172, 154). about [abaut]

11. Whagize [(h)wdts6iz lwSt-] @.ttz). is_this [iz6is]
12. wor(;uits me [w5:rks0)ri:tAgri]. well [wel]
13. lt'J [itS] h.t3t). up_to [^p_te]

14. Don'ltal(;o [d6un(!)t5:hsou] (p.1e0). loud [laud]
15. Let's-_see Iets-si:]. l've got that right Iaiv_gd'66'reit l-g5t-].

goUhaUightb.lT2)

15. did [did]. i!5ome [if,k.(m]. out [aut]" did !!-gome_out?@.87. 154,

e5)

17. let' s hitthe [et1hit6a] h.131, 172). road [roud]
18. give [gi\r]. iUome_thought [itsamlfl5rt]" givejt some(p.91, 172)

'19. accept credit cards faks6ptJrr6di[<o:rdz] h.154)

20. What she [(h)w,tJi lwct-] b.172). said_still holds sood
[s6dstil-h6uld zgtt!1" sa id sti I I (p.1 7 2)

21. can't [kan!lkornt]. afford [af5rr{1. it [it]. can'lgfford ith.B7)

胴
目
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rt 9
・子音

ａ

音

ｐ
・
母

刊

~増

ぶ
柵蜃
鼈
ψ謡
ｕ

ξ羹

よく似た音の

違いを知る

英語には、日本語にない音がたくさん

な:′ ます。日本語の音では代用できな

いのです。



LET′ S LiSTEN

ダイアローグを聞いてみましょう 0

Catherine: Wanda, this tastes wonderfull

You think so? Thanks. I had a sinking feeling l'd
overcooked it.

Catherine No, it's greatl Your turkey is the talk of the
neighborhood! When I cook a bird, it always turns out
bad. I couldn't face making a turkey for my in-laws- |

have no faith in myself. lt would come out either raw or
overdone.

Wanda The trick is to cover it with tin foil after it's been in the
oven ten minutes. And it's best to baste it often.

Catherine: l'm getting full-but it's so good. l'm a foolfor dressing
And the cranberry sauce is very tasty, too.

Wanda Well, I just took a can from the shelf. Help yourself to
some more. lt's OK to fall off your diet on Thanksgiving.

Catherine: You're right. This dressing's wonderful, Wanda. What's
in it?

Wanda Well, on my salary I cannot afford oysters or chestnuts. I

use bread, eggs, celery, onions-oh, and some beer.

Catherine: Beer? | can't bear it! You're a real kook
cook.

226
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リスニングやスピーキングの上で障害となる難しい英語の母音と子音をマスターします。ここで
は主に、   の単語の大字の部分に区別の難しい母音 。子音が現れています。
bird[bЭ :″d]/bad[bad]    Saiary[Stt10ri]/Ceiery[S610ri]

キャサリン : ワンダ、これおいしいわ !

ワンダ そう思う? ありがとう。焼きすぎちゃったんじゃないかと心配だっ
たの。

キャサリン そんなことないわ ! あなたの七面鳥料理は近所の評判よ ! 私が鳥
を料理すると、いつも失敗。とても親戚の人たちにはごちそうできな

いわ。自分のやり方に自信が持てないのよ。生焼けか、焼きすぎのど

ちらかなの。

ワンダ 秘訣はオープンに10分間入れた後、アルミホイルで包んでおくこと

なの。肉汁をまめにかけると完壁ね。

キャサリン : う一ん、おなかいっぱい
一
でも、ほんとにおいしいわ。私、中の詰

め物がまた好きなのよ。それにクランベリーソースもとってもいいら札

ワンダ 棚にあった缶詰なのよ。もっと好きなだけかけてちょうだい。感謝祭

の日ぐらい、ダイエットのことを忘れてもかまわないわよ。

キャサリン : そうよね。この詰め物最高、ワンダ ! 材料は何なの
'

ワンダ あのね、私のお給料じゃ、カキだのクリだのは高すぎるの。だから、

使うのはパン、卵、セロリ、玉ネギー
あ、それからビールもね。

キャサリン ビール? やめてえ ! あなたってほんとに変わってるわね・
も料理はとびきり上手ね。

一Ｍ一Ｈ一
申呻
・『畔

で
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靡餡辣鶉

「

区別しにくい音のペナ 母音・子音・
P

英語が聞き取れず、通じないのは、母音、子音などの個々の音、そしてイントネー

ションに問題があるため、と私たちの多くは考えています。ひとつひとつの母音と子

音とを正しく並べて単語を作り、その単語を並べて正しいイントネーションで話せば

よいのだ、と思い込んでいるわけです。しかし、これがあまりにも単純化された考え

であることは、これまで学んできた英語のいろいろな問題点を考え合わせれば明らか

でしょっ。

要するに、私たちが母語の音に東縛されていることによって、英語を音声から学ぶ

上でたくさんの問題点が生じます。そしてそれらはどれも重要なのです。母音と子音

とを習得し、イントネーションに注意すれ
`よ

英語がわかり、通じるようになるとい

うものでは決してありません。ここで扱うことは確かに重要ですが、これがすべてで

はないということをしっかり理解しておいてください。このようなことを言うのは、

これまで一般的に英語の音声に関しては、母音と子音に重点が置かれていた、という

事実があるためです。たとえlよ 英語音声学関係の書物では、全体の2分の 1からと

きには3分の2ものスペースを、この母音と子音に割いています。

学術的にも、実践的にも、これは理にかなったことではありません。人体の記述に

あたって、骨のことばかりに重点が置かれ、内臓や、筋肉、そしてそれらすべての統

合としての体の動き― か
たり、走ったり、屈伸したり、回転したりする一

そう

いう全体の動きに対する注意に欠けるということに例えられるかもしれません。

日本人に難しい母音 0子音

以上のことを踏まえた上で、実際に問題となりやすい母音・子音の例を見ていきま

しょう。

次に記すことは、本当にあった話です。

1.ノ ートを買いに店に行ったが、どうしても買えなかった。

notebookは簡単な単語ですが、いくら言っても通じなかったのです。[n6utbak]

を[ntttobukk」 と言っていたためです。この場合bookの [u]、 ウの音色が英語
と日本語とではかなり違っていることも原因のひとつと考えられます。

2.『ジョーズ』という映画を見て、原作本を買いに行ったが、どうしても通じなかった。

メαηs[dろЭ:z]を [d6oudz]と言っていたためです。
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3.レ コードを買いたかったのに、酒屋に連れていかれた。

record[r6kЭ rd]と言つたつもりがliquor[1lkor]に近い発音になっていたためで

す。

4.「 くたくたに疲れた」という意味で (特にイギリスで)Iおel shattered.という表

現があるが、このshattered[∫鹿tord]を shuttered『 Atord](よ ろい戸などを

閉める)と言ったため爆笑を買った。

このような例を挙げれ:よ きりがありません。実際、英語には、私たちにとって識

別の難しい母音や子音がたくさんあります。同時にこれらは、発音も非常に難しいも

のです。

日本語よりも多い英語の母音と子音

日本語には母音が5つ しかありませんが、英語では、イギリス英語で20、 アメリカ

英語で14([r]の 音色を持つ母音は除く)あ ります。

1。 日本語の母音

[i][e][a][0][u]

2。 イギリス英語の母音

[il][il[e][〔 D][a:][Э][Э:][u][uI][A][01][Э ][ei][Ou][ai][au][Эi][iO][εЭ]

[uЭ ]

(0ゅ〃スゎαπθιごιια″zι″ヽ D″′グοκα′ッ9/Cα″″π′Eπg′お力による。なお記号

は日本の英語辞典の表記に沿って修正してある)

3.アメリカ英語の母音
[il][i][e][a)][α ][Э][u][uI][0][ei][Ou][ai][au][Э i]

([r]が続く場合を含めるともっと多くなる。0ガングS″″″′'sDた′′θπα″ッθ/
4笏ι″

`α
z a昭騰力による。記号については同じく修正をしてある)

また、日本語の子音が14(「ん」と「っ」И さヽな「っ」、すなわち詰まる音の「っ」]

を除く)であるのに対して、英語の子音は24です。

4.日 本語の子音
[p][b][t][d][k][g][m][n][r][S][Z][h]D][W]

5.英語の子音
[p][b][t][d][k][g][切 [d5][f][V][0][ё ][S][Z]団 [5][h][m][n][η ][1][r]

D][W]

単語の意味を変えてしまう似た者同士の対立

ф
呻

・
『
呻

母音や子音の数が少ないほう (日本語)から多いほう (英語)を学ぶわけですから
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大変です。ここで言う母音や子音の数とは、単語の意味を変えてしまう音の対立がど

れだけあるかということを意味します。

たとえは 日本語で蚊 [ka]の [a]と 入れ換えると意味の変わってしまう母音は木 [ki]
の[i]、 苦 [ku]の [u]、 毛 [ke]の [e]、 子 [ko]の [o]の 4つ しかありません。これに対

して英語では、hut[hAt]と hot[hat]、 または[hЭ t]に見られる[A]と [α ]、 [Э]の対

立、あるいは、hurt[hЭ :rt]と heart[halrt]に見られる[ol]と [α :]の対立のように、

入れ換わると意味の変わってしまう音が日本語よりも多くあるということです。また、

子音でも日本語には[z]音 も[dz]音 もありますが、このふたつの音は日本語では対立

の関係にありません。しかし、英語では、このふたつの音を入れ換えてしまうと、下

に示す例のように単語の意味が変わってしまうので、[z]と [dz]は対立関係にあるの

です。

1. 日本言吾 数 (かず)[kaZu]″ [kadZu]
2. :英言吾 cars[kα :′z]対 cards[kα lrdZ]

音の対立のいろいろ

以上、要するに、日本語にはない音の対立が英語にある場合、その対立はすべて、

日本人にとって、リスニング・スピーキングの両面で障害となるのです。以下、この

観点、から、英語に見られて日本語には見られない音の対立をまとめておきましょう。

1.子 音
何と言っても難しいのは(1)[1]と [r]の対立ですが、その他にも次のような問題点が

あります。 (2)語頭の [p]lll[k]と lb]ldl[g]の対立。(pin[phin]/bin[bin]な ど)

[ph][th][kh]と 表すように、[p][t][k]は強い空気の流出を伴う。(強い空気の流れを

示すときに[ph][th][kh]の ような記号を使う)(3)語尾にきた[p]lti lk」 と[b]ldl lgl
の対立。特に破裂がない場合。(rope/robeは 、[p]の前の [ou]の ほうが [b]の前の

[ou]よ り短いことで区別がつく)(4)語尾の inl,11,η]の対立。(sum/sun/sung)(5)

[0]と ls]の違い。(think/sink)(6)[z]と ldz]の違い。(cars/cards)(7)[d51と

[dI]、 lt∫]と [tr]の微妙な音声の違い。(jug/drug,chain/train)(8)lf]と [01の違

い。 (■nk/think)(9)「 0]と [zlの違い。(then/Zen)(10)lvlと [0]の違い。(van/

than)01)lflと [hiの違い。(おod/who'd)(12)lb]と lv]の違い。(base/vase)(13)

is]と [月 の違い。(see/she)(14)[ji]と [ilの違い。(year/ear)(15)[wullと [uI]の

違い。(woo/00h,w00f/00f)

2.母 音
特に難しいのは次のような対立です。

(1)[i:]/[i](leave/1ive) (2)[i]/[e](pin/pen) (3)[e]/[乏E](pen/pan) (4)[a)]/

[A](rag/rug)(5)[Э Ir]/[A](gir1/gull) (6)[αlr]/[Э Ir](card/cord) (7)[Э I]/
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[ou](hal1/hole) (8)[lo]/[80r](really/rarely) (9)[α :r]/[01′ ](barn/burn)

(10)[QIЭ]/[A](ShOt/Shut) 01,[u:]/[u](p001/pull)

(10)の [α]と [A]の対立はきわめて難しいものです。音色の違いももちろんですが、[α ]

のほうが[A]よ り長めである点に注意するとよいでしょう。このほか、アメリカ英語

の [Э :]/[olr](caught/court)や [α :]/[α」 (father/farther)な どにも注意が必

要です。

3。 その他

このように、いろいろな子音や母音は、それらがほかの音と入れ換わると、単語の

意味が変わってしまうという点で、英語では重要な音なのです。英語では、これらの

ある程度限られた数の音 (示差的要素と言います)のいろいろな組み合わせの可能隆

によって単語力可乍られます。ここでは、対立する単語をそれぞれ挙げておきましたが、

その対立する単語だけが大切であるというのではなく、そういう対立をもたらす音だ

から重要なのです。その意味で、これらの音をひとつずつ確実に身につけることが必

要です。

たとえlよ Who is he?の who[huI]が [fu:]あ るいは日本語の「フー」[Φ u:](両

唇の間で作る摩擦音)と なってはいけません。whoに対立するお0と いうような単語

がなくても、whoは [huI]でなければいけないということです。woodは [Wud]であ

って [ud]ではいけないというのも同じことです。

1.と 2.で挙げた子音と母音の問題点のほかに、気をつけたいことを挙げておきま

す。

(1撫声子音の前の母音は、有声子音の前の母音より短い。たとえばseat/seedo ISilt]

の [i:]は Isi:d]の [iI]よ りはるかに短い。peace<peasなど。

同じ現象が、[1][m][n]に も見られる。kiltく killed、 simple<symbol、 sent<

send。

(2)[1]は、子音の前や語末では、ウの響きを持つ。neld、 おel、 milk、 millな ど。

たとえ|よ sculpture[skAlp」 or]は「スカウプチャ」のような響きになる。

(3)[η ]と [ηg]の違い。

hanger[httη Or]、 singer[SttOF]、 longing[16(I)]iη ]、 singing[sttiり ]には[g]が

なセヽカミ hunger[h人 ]gor]、  longer[16(1)ηgor]、  食nger[fl19Э r]、 single[Sl1391]

などには[g]が入る。

(4)あいまい母音 [Э ]

英語にはスペリングに表されない母音があります。強勢のない音節にある母音 [0]あ

るいは[i]がそれです。聞き取りや発音の上で大変大切な音です。

pOtatO[p2t6itOu],Camera[kttm(0)r」

山
呻

・
『
呻
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区別しにくい母音のペア

2.[i]/[e]

beat / bit bead / bid feel / fill

seat / sit

lit i let bit / bet sit / set

pit / pet

bed / bad send / sand set / sat

track / truck shatter / shutter

jangle / jungle stamp / stump

ramp / rump flank / flunk

flash / flush drag / drug

crash / crush

bird / bud hurt / hut curt / cut

curl/ cull

star / stir heart / hurt far I tur

car I cur park / perk lark / lurk

shark / shirk cart / curt par / purr

card / cord barn / born part / port

cut / cot hut / hot luck / lock

fund i fond nut / not putt / pot

rub / rob dull/ doll jug ljog
naught/ not awed / odd

stalk / stock

pool / pull fool / full cooed / could

saw / sew ought / oat

caught / coat

3.[e]/[“
]

4.[“]/[A]

1・ [iI]/[i]

5. [a:r]/ [,r]

6. [o:r] I la:rl

7. [o:r] / [c:r]
8. [r]/[olc]

e. [cr] / [o I c]

[uI]ノ [u]

[ЭI]/[Ou]

EXAMPLES
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POINT
hea貧 [h(1:rt]と hu威 [hO:rt]、 hut[hAt]と hOt[hatl hOt]、  hO!e[hOul]と hall[hЭ :1]

など、日本人にとって聞き分けること、区別して発音することが難しい音について、母

音を中心に見ていきます。

12.

13.

14.

15.

16.

17.

困■トーーーーーーーーー  ーーーー
1.(続 けて)打つ/少 し  ビーズ/(競売など
で)値 をつける  感じる/満 たす  席/
座る

2.‖ ght(火 をつける)の過去形・過去分詞形/
…させてやる  少 し/賭ける  座る/
配置する  穴、 くばみ/ペ ット
3.ベ ッド/悪い  送る/砂  配置する/
sit(座る)の過去形・過去分詞形
4.(人・車などの)通った跡/ト ラック、貨物
自動車  粉砕する/シ ャッター、雨戸
ジャラジャラ鳴る/ジ ャングル、密林地帯
切手/切 り株  ス回―プ、 (高速道路の)
ランプ/善蔀、(牛の)し り肉  わき腹/
失敗 (す る) 閃光/赤 くなる、 (水が)ど
っと流れる  引きずる/薬  衝突、墜
落/押 しつぶす (こ と)
5.鳥 /芽  傷つける/小屋  ぶっきらば
うな/切 る  巻き毛、巻き毛にする/間
引き、摘む

6.星 /か き混ぜる  心臓/傷、傷つける
遠く(に )/毛皮  車/野良犬、いやなや
つ  公園/(首 などを)ピンと立てる、き
ちんとする  ヒバリ/潜む  サメ/責
任回避 (す る) 荷馬車/ぶ っきらばうな
同等、 (ゴルフ)パー/(ネ コが)ゴ ロゴロ喉
を鳴らす(音 )

[iar] / [eer] rear / rare beer / bear

fear / fare

She was walking in high (heels / hills).

I used a (pen / pan).

The (dart / dirt) was thrown.

I need a bigger (ball/ bowl) than this.

He (shut / shot) the door.

7.カ ード/ひ も  納屋/bear(運ぶ、支える、
生む)の過去分詞形  部分/港
8.切る/簡易ベッド、ベビーベッド  小屋
/暑 い、熱い  運/錠前  基金/… が
大好きである  :木の実/… でない  (ゴ
ルフの)パ ット/つ ば、鉢  こする/奪 う
のみ込みの悪い、面白くない/人形  水
入れ、水差 し/(腕 などで)押す、ジョギン
グする

9.ゼ ロ/… でない  畏敬の念を示 した/奇
妙な  大またに歩く、茎/在庫品
10.水 たまり/引 く  愚かな(人 )/い っぱい
の  coo(ハ トがクークー鳴く)の過去形・
過去分詞形/can(で きる)の過去形
11.see(見 る)の過去形/縫う  …すべきであ
る/オー トムギ catch(つかまえる)の過去
形・過去分詞形/上着
12後部/ま れな  ビール/ク マ  恐怖 (感 )
/運賃
13.彼女は(ハイヒールで/丘 を)歩いていた。
14私は(ベ ン/平なべ)を使った。
15.(投げ矢/泥 )が投げられた。
16.こ れよりもっと大きな(ボール/おわん)が
必要だ。

17.彼はドアを(閉めた/撃った)。

申
呻

・
『
呻

233



1

SECT10N

剛欝
英語の母音にはアとオの中間のような音色とか、オの音色に似たウのような音といった、

日本語にはない微妙な音色の母音が多くあります。

母音は虹のようなもの

母音は虹のようなものであると考えるとわかりやすいでしょう。虹は7色 と言

いますが、赤、橙、黄、緑、青、藍、紫の色の範囲は、それぞれ虹のどこからど

の部分であるとはっきり線を引くことはできません。色は混ざり合ってだんだん

変化していっているのです。それにもかかわらず、私たちはこれを虹の 7色 と呼

びます。それは私たちが、変わっていっている色に便宜的に線を引いたというこ

とです。

言語が異なれば、この虹の色の線の引き方も異なってきます。世界には実際に、

虹を 2色、4色、 6色に分ける言語があるのです。虹を 2色に分ける言語を母語

としている人々にとっては、これを 7色に見るということは至難の技であると言

ってよいでしょう。なぜなら、その人たちは、すでに強い習慣となって身につい

ている虹の色の 2分割をいったん越えて、新たに7分割の世界に入らなければな

らないからです。

母音に関しても、同じようなことが言えます。母音という本来混ざり合って変

わっていく音色にいくつの線を引くか、すなわち母音をいくつに分けるかは、言

語によってさまざまに違います。私たちは、二重母音を除いても、その 2倍以上

の数に母音を分けている英語の音色の世界に入っていかなくてはならないのです。

次のように、簡単に英語の母音を説明しておきますが、母音の発音については、

まず実際に音声を聞いて音色の違いを耳に覚えさせ、何回も同じように言ってみ

ることが大切です。
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区別しにくい母音のペア

1.[il]/[i]  長さの違いだけでなく、音色も違う。

2.[i]/[e]   [i]に は[e]の音色も少しある。

3.[e]/[“]  [a]は 、[e]よ り口を開く。工とアの中間のような音。

4.[a]ノ IA]  [A]は 日本語のアと英語の[a]との中間のような音。

5.[Э7]/[A] 長さが違い、米音の場合は[r]の音色が特徴的。

6.[α :r]/[Э :r] [α :r]の ほうが日の開きが大きい。

フ.[Qlr]/[Э I″] [Э :′]は少し唇が丸くなる。

8.[A]/[Q][0] [α ](米音)は [A]よ り長い。[Э](英音)は アとオの中間のような音。

9.[Э I]/[Q][Э][Э :]は [α ]よ り「オ」の響きが強め。

10.[u:]/[u]  長さと音色の違いがある。

11.[Э :]/1ou] [Э I]に はアの音色も入っている。

12.[lor]/[eЭ r][eor]の ほうが日の開きが大きい。

13.hee!s[hillz]/hi‖ s[hilz]  とくに音色の違いに注意。

14. pen[penIノ pan[pan]   [paln]の ほうが日の開きが大きい。

15. dart[dalrt]ノ dirt[do:rt]  dinは 口をあまり開かない。

16.ba‖ [bЭ:1]/bowl[boul]  二重母音の[boul]に注意。

17.shut『 At]/ShOt[∫atl∫Эt]  [α]が [A]よ り長めである点に注意。

中
中

・
『
呻
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EHERCISES
音声を聞いて ( )内の各組の単語がどの順序で発音されているかを
聞き取り、同じように言つてみましょう。

1. 丁his is vvhere l(slipped/slept).

2. She′ s90t a(pen/pain)in her hand.

3. Let's all(liveノ leave)togethen

4. Look!There'sa(bend/band).

5. 1′ ll get you a bigger(cup/cap).

6. lCan you give rne a(pin/pen),please?

フ. :SaVV a pieCe Of(COrd/Card)On the table.

8. 丁he baby isin the(cot/ca‖ t).

9.She WOrkS at the(firm/farm)three dayS a Week.

10. He WaS(VVOndering/Wandering).

11. 丁he cupboard was full of(rugs/rags).

12. We saw some lovely(gu‖ s/girls)on the beach.

13.(Testノ Tlaste)the vvaten

14. 丁he(holeノ ha‖ )is hardly large enough.

15, |(reallyノ rare:y)believe what he says.

16. I′ ve neverseen such a(burn/barn)before.

17. Donft touch the(bug/bag).

18. Look at the(cop/cap).

19. 丁he(rubber/robber)is in there.

20. :sald(caughtノ cot).

21. E)id you see the(duck/dock)?

0 1

SECT10N
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解答 0解説

単語は、単独で発音されたものを聞く場合と、文 (発話)の中で聞く場合とでは印

象が違います。前後の単語の発音の影響や相互作用によって響きが1違ってくるからで

す。また、実際に発音してみる場合も同様のことが言えます。単語の識別ができるよ

うになったら、文全体を流れに乗つて百ってみることが大切です。

… …

1.slipI詮d ld●t]■った/sle“ [slept]齋た。[i]はイと工の中国の音色なので,主意。

2.pain[pein]痛み/"n[pen]ベン。[ei〕は[e]に [i]を添える。音色が変化する。

3. leave[1"vl出発する/‖ve lliv]住む。[珂 と[i:]の音色の違いを綸別すること。

4. bend[bend]由 がり.カープ/band[band](音 )楽隊、バンド.Ie]に も[田]
の音色′混じっているので注意。

5.cap lcap]キ ャップ.帽子/cup〔kAp]カツプ.茶わん。日本語のキャップ

堕豆ュppu]と は違うo
6.pen〔pen]ベン/pin[pin]ピン。日本語のイと工の違いとは異なる。

7.cord lkЭ :rd]コード.ひも/card〔 ka:rd]カ ード.日本語のオーと7-の■
いとは異なる。とくに[IIの書きがある場合に注意。

3.ca「 t〔kα:rt]手押し
=/cot[katlkOt]コ

ット.籠易ベッド。米音の場合の[r]
の■きに注意。

9.fi「 m[fo:rm]会 社/farm[fα :rm]農場。こもった感じのIo:月 に注意。

10.wondering[■И■d(o●っ]不思議に思う/wandering卜にnd(o)nコ ト
“n-1歩き回る。[QIノ [A]よ り長め。

11.rags[ragz]ぼろきれ.ぼろ風/rugS[rAgZ]藪物、じゅうたん。注意してい
ないと結構区別メ饉しい。

12.gu‖ s[g」z]カモメ/9irls[9o:rlz]少女。[11吉が嗜い書きを持っているため.

区別が離しくなる。

13.Taie[teist]飲 んでみる/¨e“ Ite工]テストする.調べる。[ei]の [ilに注意.

14 ha11〔hЭ:1]ホール、大広同/hole[houll穴。●可の[u]が弱く、口が続く
ため口き取りにくい。

15. rea‖y[r●lil本当に/rarely I160rli]めったに……しない。〔i朝 とIcor]の出
だしの音色に注意。

16.burn[bЭ :rn]やけど.日焼け/barn ibov可 納屋.家畜小屋。こもった音色

の
[Э :月に注意。区別が難しい。

17.bag[bag〕 バッグ.袋 /bug[bA9]虫。〔a]はかなり長い。

18.(oP[kaplkЭ p]警官/Cap lkapl輌 子。Ia]の音色がわかれば比較的楽。

19. rObber iraberlr6b]泥 構/rubberlrKbЭ″]ゴム。[αlメ [A]よ り長め。

20.ought xo:t]捕 らえた/COt卜at「o]ベッド.[o:]に は「オ」の書きがある。

21.dock〔dOkldo珂 埠頭、 ドック/duCk rムk]カモ。[01′ [A]よ り長め。

仰
畔

・
『
叶
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区別しにくい子音のペア

1・ [0]/1SI

２

３

４

５

６

７

８

[f]ノ [0]

[ё ]/[Z]

[v]ノ [ё]

[v]ノ [z]

[f]/1hl

[b]ノ [v]

IS]/団

9・ [tЛ /[tr]

10。  [d6]/[dr]

think / sink thaw / saw

faith / face

free/three first/thirst
roof / Ruth

then / Zen breathe / breeze

clothe / close

van / than clove / clothe

lively / lithely

gave / gaze

vest / zest

fault / halt

fool / who'll

berry / very

curb / curve

see / she

Swiss / swish

chew / true
junk / drunk

Jew / drew

bees / beads

beam / bean

novel / nozzle

fear / hear

boat / vote

mess / mesh

singer / single

hanger / hunger

chip / trip chap / trap
jinx / drinks

size / sides

sum / sun rim / ring

longing / longer

11.

12.

13.

[Z]/[dZ]

[m]/[n][り ]

[η]ノ [Dg]

MPL
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POINT 私たち
にとって区別が難しいのは、!(エル)と r(アール)だけではありません。聞い

てもはっきりと区別がつきにくい音や、知らずに間違った発音をしている音がたくさん

あります。以下、難しい、そして間違いやすい英語の子音を対の形でまとめて練習しま

す。

14.

15

[n] / hl ran / rang thin / thing

banned / banged sun / sung

win / wing kin / king ban / bang

fan / fang tan / tang

[] / [r] lock / rock lead / read fly I fry

light / right lip / rip loyal / royal

cloud / crowd clash / crash

glass / grass jelly / Jerry

clown / crown elect / erect

fiiar) I [iar]En' year / ear yeast / east yell / L

[wu] / [u] woos / ooze ([wu]O4 wood, wool)

16.

17.

目D―一
1.考 える/沈む 解ける/見た 信頼/顔
2.自 由/3  第 1の /渇 き  屋根/ルー
ス (女性の名)
3.そ のとき/禅  呼吸する/微風、そよそ
よと吹く  着る/閉 じる
4.ワ コン車/… よりも  チョウジの本/着
る  元気な/し なやかに
5.give(与 える)の過去形/凝視する  小説
/筒先、ノズル  チョッキ/熱意
6.誤 り/停止  恐怖 (感 )/聞こえる  愚
かな (人 )/who wi‖ の短縮形
7.(イ チゴなどの)ベ リー/非常に  ボー ト
/投票  縁石/曲線
8.見 る/彼女  乱雑/網 の日、メッシュ
スイス/ヒ ュッ、シュッ(と いう音を立てる)
9.かむ/本当の  かけら/旅行  やつ/
わな

10.が らくた/酔 った  ジンクス/飲み物
ユダヤ人/draw(引 っ張る)の過去形
11.ミ ツバチ/ビーズ  大きさ/両側
12.梁/豆  合計/太陽  縁/輪

13.歌手/た ったひとつの  あこがれ/よ り
長い  ハンガー/飢え
14.run(走る)の過去形/ring(鳴 る)の過去形
薄い/物  ban(禁止する)の過去形・過去
分詞形/bang(ド ンドンとたたく)の過去形・

過去分詞形  太陽/sing(歌 う)の過去分
詞形  勝つ/翼  親族/王  禁止す
る/ド ン ドン とたた く  扇子 /き ば
(皮 )を なめす、小麦色/強い味、気配
15.錠 /岩  lead(導 く)の過去形・過去分詞
形/read(読 む)の 過去形・過去分詞形
飛ぶ/揚げる  光/正 しい  唇/裂け日、
裂 く  忠 実 な/王 室の  雲 /群 衆
ガチャンとぶつかる(音)/衝突 (す る)・ 墜
落 (す る)(音) ガラス/草   ゼリー/
ジェリー(男 性 の名) 道化師 /王 冠
選ぶ/建てる
16.年 /耳   イース ト/東   大声を上げる
/エル
17.woo(せ がむ)の二人称単数現在形/に じみ
(流れ)出 る  木材、羊毛

伸
中

。
中
呻
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回目
子音は、舌のどの部分が口の中のどこに置かれるかとか、いったん空気を止めて破裂させ

るとか、具体的に感じることができる面が多いので、母音よりは習得が楽です。しかし、実

際には、聞き取れない、または自分では気づかずに間違った発音をしている、などというケ

ースが多いものです。これは、日本語にはない「音の対立関係」が英語には多くあるためで

す。すなわち、日本語より英語のほうが子音の分け方が複雑なので、厳密に区別しなければ

ならない音が多く存在するということです。

入れ換わると単語の意味が変わる

たとえば、日本語では「先生」と言うのに、[sensei]、 [OenOei]あるいはuell∫eil

など、厳密には違ういくつかの発音が可能です。中にはなまりと感じられるもの

があっても、意味が変わってしまうことはありません ([n]は厳密には、鼻母音に

なります)。 ということは、日本語では[s][0]田 を厳密に区別しなくても通用する

ということです。ところが英語では、これらの音は、入れ換わると単語の意味が

変わってしまう大切な音ですから、厳密に区別されるわけです。

1・ [0]/[S]

|

2.[f]ノ [0]

3. [ё]/[z]

4.[v]/[ё
]

5.[v]/[z]

6.[f]/[h]

Is]は、日本語の場合より、舌を少し後ろに引いて摩擦の音を強くして

作る。

[0]の摩擦は弱く、Is]は摩擦が大変強い。

この区別は意外と難しい。10]は 、どちらかと言えば日本語の [s]を 弱

くした音。もちろんIsIと は違う。

それぞれ [0]と [s]が有声化 したもの。[z]の摩擦が強い。

[f]と [0]の有声音。[ё]には弱いズの響きがある。

[z]の摩擦が[v]よ りはるかに強い。

[f]に は摩擦があるが、[h]に はまったくないか、あってもごくわずか

である。

[b]に は破裂があり、[v]に は摩擦がある。

団 は、日本語のシ(ョ )の音に似ている。唇を少し丸めるとよい。
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7.[b]/[v]

8.[s]/団



区別しにくい子音のペア

9.[明 ノ[tr]  [tr]の発音を身につけると区別がつく。舌を思い切り後ろに引いて、歯

茎の裏のへこんだ部分に舌の先を付ける。

10・ [d6]/[dr]

11・ [Z]/[dZ]

12.[m]ノ [n][り ]

13.[η ]ノ [139]

14.[n]ノ
[η ]

15.[1]′ [r]

16.[jior]ノ [ior]

17.[wu]′ [u]

[tЛ と[tr]の有声音。[dr]を 身につける。

区別 が 難 しい。[z]は [s]の 有 声 音 で、[dz]は [ts]の 有 声 音。

[s]→ [z]、 [ts]→ [dz]の 順に発音してみるとよい。

語尾の鼻音を区別する。日本語では区別がない。

スペリングの―ngの発音。[g]が付くかどうかの違い。

12.と 同様。

最も難 しい区別のひとつ。[1]は舌が歯茎に付 くが [r]は付かない。[1]

の舌が離れるときの音色をつかむとよい。

日本語のヤDa]か らDi]と練習するとよい。

日本語のワ[wa]から[wu]と練習するとよい。wood[wud]、 wool

[wul]な どを[ud][ul]と しないように。 凛
哺

・
中
呻
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EXERCISES
音声を聞いて ( )内の各組の単語がどの順序で発音 されているかを

聞き取り、同 じように言ってみましょう。

1. He went OVerthe(paSS/path).

2. They(thoughtノ fought)aboutit.

3.Wefve(hired/fired)them.

4. Repeat the vvord(clothingノ closing).

5. IDon′ t use the(drug/iug).

6.lknew it was(wrongノ Ron).

7. Did you say(bolt/volt)?

8, Who′s(she‖ ingノ se‖ ing)peas?

9. He didn't(co‖ ectノ correct)the papers.

lo. He expects to get a better(prizeノ price).

11. Put all these thingSin the(bag/baCk).

12. Look at the(train/chain).

13. :n his youth he was a great(sinner/singer).

14, VVe expected to get a bigger(badge/batch).

15. Let's get rid of allthis old(glass/grass).

16. It was a very poor(ru n/rung).

17. They(sought/thought)to destroy the governrnent.

18. Justlook at the(ram/1amb)in the field.

19. l wonder vvhy she(hit/hid)the Cat.

20. Do you knovvthe word(lesion/1egion)?

21. IDon′ t disturb them vvhile they are(playingノ praying).

242

SECT10N



解答・解説

母音の場合と同様、同じ文の中に現れる、似た単語の区別です。

★ ☆ ★

1.path[paOlpa:0](普 通に)道、小道/pass[paslp(lls](と くに)山あいの
狭い道。[s]と [o]の摩擦に注意。Is]の摩擦が強い。

2.thought loOIt]考 ぇた/fOught[fЭ It]戦 った。[0]は舌足らずの[s]の感じ。

3.hired[haiOrd]雇 った/fired[ね iord]ク ビにした。[h]には摩擦がない。
4.clothing[k16uё iη]衣類/C10Sing[k16uziη ]終わり。弱い摩擦の [0]、 強
い摩擦の [z]。

5.jug[dろ Ag]水差し/drug[drAg]薬。独特の響きを持つ[dr]は日本語にない音。
6.Ron[ran lrЭ n]ロ ン(人名)/wrong[rЭ (1)]]悪 い。区別しにくい語尾の鼻音。
7.bolt[bOult]ボ ル ト(ね じ)/volt[vOult]ボ ル ト(電気)。 [b]は破裂音、[v]
は弱い響きの摩擦音。

8.she‖ ingび61i3]……の殻(さや)をむく/se‖ ing[s61iり ]売る。「シェ」と「セ」
に近い、響きの違いがある。[s]は強く。

9.CO‖ eCt[ko16kt]集める/corred[kЭ rokt]直す。[r]は 日本語のラ行音を幼
児が完全に習得する前に使う舌足らずの音にやや似ている。

10,priCe[prais]売 (買 )価、値段/prize[praiz]賞 品、賞。語尾の[z]は よく無
声化する。[ai]の長さに注意。[s]の前の [ai]のほうが短い。

11・ bag[bag]バッグ/baCk[bak]後 ろ、奥。[g]は語尾でかなり無声化する。
[∝]の長さに注意。[k]の前の [“]のほうが短い。

12.chain[tJein]鎖 /train[trein]列車。舌先を後ろに引いて[tr]。
13.Singer[slη Э″]歌手/Sinner[sinor]罪 人、悪者

14.badge[bad6]記 章、バッジ/batch[batЛ (人 。物などの)一群、一東。
[d5]も 語尾ではかなり無声化する。[“ ]の長さに注意。[明 の前の [κ]のほうが

短い。

15.grass[graslgrals]草 /giass[91as l glGIS]グ ラス。[g]の破裂の前に、舌
は[1]ま たは[r]の ところにいっている。

16.rung[rAり ](は しご °いすの)横桟/run[rAn]走 り、運行
17.thought[oOIt]考 えた/sought[sЭ :t](… …しょぅと)し た、努めた。強い
摩擦の Is]と、弱い摩擦の [0]。

18.ram[ram]雄 羊/1amb[1“m]子羊。舌が離れるときの [1]音に注意。
19・ hid[hid]隠 した/hit[hit]た たいた。有声音に狭まれた[d]は無声化 しない。

[hitё o]と [hidёЭ]の音色に注意。

20.legion[丘d5(0)n]レギオン(古代ローマの軍団)/1esion[1116(o)n]傷 害、病
巣。[ろ ]は 国の、[d5]は [tJ]の有声音。

21.praying[pr6iiη ]ぉ祈りしている/playing[p16iiη ]遊んでいる。[1]も [r]
も無声化する。

目
申
呻

。
中
呻
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スペリングからは予想しにくい
あいまい母音

※閣はlolまたはlilの両方可能であることを示す

1 p」atO[pゴ OitOu] queSti2n[kW6St∫ 2n]

f2rget[セ rgOt]

Opp2威 unity[ap2rl■ Inふ ti lぅ p― ]

Opp2Site[dp2Zitlう p― ]

ar

ain

firemュn[“ iЭrm2n]

phOtOgrュphy[fOt6grOfil fOt6-]

pュ威iCu:ュr[pOrtikj012r]

bargttn[bdlrg夢] Ce威二n IS6ytOn]

5. ous

０

一

０
′
一

ａ

一

2.

ｅ

一

ｅ
ｆ
一

3

4.

gentlem2n[d66ntlmOn]

Settlemttnt[SOtlm2nt]

gOV2rnrnttnt[gAV2r(n)ment]

intlrd2pend£ nt[int2rqpond2nt]

Cingma ISin△ mЭ ]

re  accur」 e[鹿珂or△t] adequre[鹿dikWttt]

appropri」 e[Эpr6upriと t]

intriC」e[intrik」 t]

ViCi2旦S[VttS]ridiCu12旦 S Iridikj012S]

ObVi野 [6bVi2S16b― ]SpaCi野 [SpOい ]

VariOf[V6(1)(0)ri蟹 ]

furiO」 S[1■ (1)(0)ri2S]
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lemonは [16mon](レ モン)ではなく[16mon](レ マン)のように発音されます。強勢
の置かれないところに現れ、必ずしも文字のとおりには発音されない、弱い音 [Э]または

[i]を しっかりと押さえます。文字と発音の違いに注意しましょう。

pOWer坦|[pmOrf01]

beautiful[bj`Itif(0)1]

StruCtural IStrΛ kt∫(0)rЭ l]

Ca!Culate[k鹿 1巧 21ё it]

COI里mn[kd12m lkう 1-]

フ.  i intimldate lintllnideitl

diSCipline[diS△ plttn]

COmmuniCate lkЭ Inj■ In△kOit]

epiSOCie[6pΔ SOll(1]

8.  lon question[kw6stJ(9)n1 nation[n6d(a)n]

d i gestion Idaidg6sLJ(a)n, dA- |

fusion [fjir;g(a)n]
descri ption [diskripJ(e)n]

ｕ

一

6.

・

仰
呻

・
『
哺

1団D‐

1.ジ ャガイモ  質問  忘れる  機
会  反対側の
2.消防士  写真撮影  特定の  契
約、見切り品  確信している
3.紳士  入植  政治、政府  相互
依存の  映画館、映画
4.正 確 な  ち ょ うどの  適切 な
入り組んだ

5.悪意のある  ばかげた  明らかな

広々とした  さまざまな  ひどく
立腹 した

6.強 力 な  美 しい  構 造(上 )の
計算する  円柱
7.怖 がらせる、脅す  訓練  伝達す
る  エピソード、出来事
8.質 問  国民、国家  消化 (作用 )
融解、融合  記述 (すること)
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丁晰
文字は音を表すために作られたものです。しかし、次の例を見てもわかるとおり、文字と

音との間に常に一定の関係があるわけではありません。

以下は同じ文字 (の連続)が違う音を表している例です。

COugh[kЭ (:)f]/bough pau]

tOugh[tAf]/thrOugh[Oru:]/thOugh[OOu]

逆に同一の音を表すのに、違った文字が使われる例も多くあります。

feet[fi:t]/he[hi:]/key[ki:〕 /pizza[piitsO1/believe[bill:v]/leave[li:v]

/receive[risllv]/pe()ple[pi:pl]/q uay[ki:]/(laesar[SllZЭ ′]

また、land[land]に 対する island[`ilond]、 man[man]に対するwoman

[wimon]、 men[men]に 対するgentlemen[d66ntimon]な どといった発音の違
いの例も多くあります。

見逃してしまいがちなあいまいな母音

この英語に見られる、文字と音とのギヤップの中で、最も問題になりながら、実

際には見逃してしまいがちな現象が、[o]音です。これは、あいまい母音 (schwa

『
wα:]:シ ュワー)と言われる音ですが、これを特別に表す文字が英語にはないの

です。英語の[i]はアルファベットのiが、[e]は e、 [司 はa、 [Э ]は 0、 [u]は uがそ

れぞれ相関関係を持って表していますが、[Э ]には、それを表す文字がありません。

ということは、1、 e、 a、 o、 uの どれか、あるいは、それらの文字の組み合わせ

によって [Э]が表されるということです。

たとえば、photograph[f6ut2grお fl― gra:flと photogrュ ph£r[セt69捏 f2rl
―tう 9-]で は、次のようなことが言えます。
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(1)[Э ]を表す文字 (アルファベット)は、 o、 a、 eと 3つある。



スペリングからは予想しにくいあいまい母音

(2)olま [ou][α lЭ ][Э ]、 aは [“ ]と [Э ]、 eは [o]を表している。

このことから、次のような大きな問題が生じます。

(1)文字から[Э]の位置を知ることができない。

(2)日 本語にはこの [o]の音がなく、また仮に似た音が出たとしても規則的に使わ

れることはない。

(3)そのため、[o]を使うべきところで、勝手に文字から類推して、卜]や [α lЭ]そ
の他の、いわゆる強母音 (strong vowels)を使ってしまう。

強勢と表裏一体の関係

[o]の音は、英語では強勢 (stress)現象と密接な関係があり、強勢のない音節

にしか現れないという特徴を持つています。たとえ|よ org6nic lЭy9溌 nik]は、強

勢の位置が6rgan[6:rgon]の ように[“]から[6珂 に移ると、[“]は [Э]になってし

まいます。すなわち、[e]と強勢とは、[Э ]があれば強勢はなく、強勢があれば[Э〕

はないという関係にあるということです。英語のリズムの中心になるのは強勢現

象ですから、強勢と表裏一体の関係にあるこの [Э]は、リズムのもうひとつの中心

要素でもあるのです。その意味でも、[o]のマスターは私たちにとって最大の重要

課題であると言ってもよいでしょう。

I.

伸
呻

・
『
呻

「
”
ヽ
一
Φ
．
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EXERCISES
音声を聞いて、下の単語の強勢の位置および強勢のない [0]

は同)の位置を確認 し、同じように言ってみましょう。

1. television    2. opposite       3. oppose

4. te!ephone    5. opinion       6. angri!y

7. operation    8. geolく )gy       9. forgive

10. generation  ll. devel()prnent  12. apparatus

13. nove1       14. complirnent   15. faithfully

16. various     17. forget        18. ignorance

19. freshrnen    20. generalization 21. clomplicity

22. masculine   23. desolate      24. literature

25. rnanufacture 26. king(lolm      27. different

28. incompatible 29. memoria1    30. monument

31. incredulous 32. ob!ivion     33. peninsula

34. pensioner

(あ るい

248
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空欄を埋め、同 じように言ってみましょう。

1. She has a good_in a_bank.

2. She put sonle_in the_.

3. He is alvvays at the_c)f the class.

4. He was very_vvith his rnoney.

5. 1‐his_rug、 Ⅳas a real_.

6. Then a      event

フ. He writes a_forthe papen

8. lt is______′ but not______」 that he will corne.

9. He has a      nose.

10. They vvere taken_1〕 y the_.

Ⅱ



解答・解説

英語では、[o][i][u]の 3つの音がt強勢のない音節に現れます。ただし、[i]と [u]
は、強勢のある音節にも現れることがあるので、[o]だ けが強勢と無縁な音であると言

えます。

10]と [i]は、 た と え ばbeneveが [bЭIv][biiv]、 interpretが [int6yprit]

[int6yprot]と 発音されるように、同一の単語でも人や地域によって差があります。[u]

は、cupful[kApful]、 弱形のyou Du]や tO[tu]、 その他にも現れます。なお、[も]は

[o]ま たは[i]の意味です。lolは口をあまり開けないで軽くアと言うとよいでしょう。

★ ★ ★

畷  1.television[tttv16(2)n]2.opposite[6p2zit]3.oppose[2p6uz]
4.telephone[t6き oun]5.opinlon[り inj2n]6.angr‖ y ttη gr△ 11]

7.operation[ap2r6i∫【ュ】n]8.geology[d61612d3119.forgive[セ rgiv]

10.generation[dろёn2r6■ o「] 11.development[屯 v612pm2ntl

12.apparatus[た portttos,-61-]米 音でもふたとおりの発音があり、付属 CD―ROM

の音声には両方入っている。英音では[密porOitos]が 普通。

13.novel[ndvoll      14.comp‖ ment[k6mpl△mpt]

15.faithfu‖y[f6ioセ 1」      16.various[V8(:)【 2)riOS]
17.forget[f2rg6t]       18.ignorance[lgn2理 ns]

19・ freShmen[frO∫ InOn]

20.genera‖ zation[d5ё n(o)rЭ ttz6改Э)n]
21.comp‖ city[k2mpllsと t」    22.mascu‖ ne[mttskj21ln]

23.desolate[d6s21△ t]    24.‖ terature[1■ o捏咆r]
25.manufadure[mた 可ュfttkt∫2r]26.kingdom[k句 d2m]

27.different[dff(o】 ront]     28.incompatible[ink2mpttt2b(釜 1]

29.memorial[mOm6111ゴ]    30.monument[m6珂 2mont]
31.incredu:ous[inkr6d6olos]  32.ob‖ vion[obllv12n]

33.peninsula[p△ninsG)ゴ」   34.pensioner[p6n∫ュn2r]

躙 1.position[p2zJ(o)n]local[16ukΩ l]

2.bacOn[b6ik(0)n] cupboard[kAbOrd] 3.bottonn ib6tonl]

4.‖ beral[1lb(o)rol]5,woolen lw■ lon]bargain[b6:rg6n]

6.terrible[tOr6b(o)1]occurred[Э k61rd]7.column[k61om]

8.possible[p6s6b(o)1]probable[pr6bЭ b(o)1]

9・ prOminent[prdmと n2nt]10・ hOStage[h6Stld5]terrOriStS[tO⊇ riStSI

ф
岬

・
『
中
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EXERCISESの 和訳
Part l

SECT10N l→ 1■国口|
圏

1.外交官/外交 (的手腕)/外交 (上 )の
2.偽善者/偽善/偽善的な
3.機械 (装置)/機械の/機械工
4.電信、電報/電信 (術)/電信の、電報の
5.写真/写真家/写真の
6.考 え/イ デオロギー/イ デオロギーの

7.能力/競争する人 (団体)/競争、競技
8.人/… を具現する/個性、人格/化身、
擬人化

9.方法/順序だった/方法論/方法論の
回

1.彼女は自分の技術の完成度を高めるため

に一生懸命練習した。

2.日本の農産物は、外国との競争による圧

迫を受けるようになった。

3.彼は私に、あなたの学校での態度がよく

なったと言った。

4最後の単語を強調 してください。
5.彼 らの一致団結 した努力が成功をもたら

した。

6.子 どもたちは、文句を言わずにベッドに

入った。

7.彼女はそのレコー ドを聴いて満足 した。

8.彼の突然の訪間はかなりの混乱を招いた。

9.医者は、彼女が順調に快方に向かってい

ると言った。

SEσ 10N 2→ EEコ
□| ※和訳は解答・解説内にあります。
皿

1.白 い板を使っていいですか。

2.ど こでその金魚を買ったのですか。

3.新聞を書類入れに入れてください。

4.彼 らは怒りの言葉を応酬し合った。

5.あ なたは緑地帯のことを言っているので

すか。

6.私たちには金庫が必要です。

7.私たちはその公園で、クロウタドリを数

羽見ました。

8.彼はあの家具運搬車に乗っている。

9.私 はあの踊り子と知り合いになりたい。

10.そ れをガラスの箱に入れてください。

SECT10N 3→ C=コ●
1.私はその支払いを済ませた。

2.彼 らはそれを私から取り上げた。

3.彼 は家にいます。

4.そ れらは新 しいものだった。

5.彼女はどこの出身ですか。

6.そ れはよくないですね。

7樅 はよく眠っている。
8.ま ったく問題ありません。

9.そ れが、息子が具合が悪いんです。

10.そ れは素晴らしい考えだと思った。

11.で きるかぎり急ぐべきです。

12.彼 らが忘れても、 (私は)驚かないね。

13.彼 は7時に仕事に行かなければならない。

14.彼女はじっと座って、微動だにしなかった。

15.そ れは私があなたに聞きたかったことで

はありません。

16.猫が台所で何をしたか、見に来てごらん。

17.そ れは、まったく楽しめないタイプの映

画だ。

18.こ の電話を米国につないでください。

19.私は、ジョーンを一緒に来るよう説得で

きると思います。

20.私 たちはまた、あなたをそのゲームに参

加するようお誘いしたいと思います。

SEC丁10N4→ C=コロ
1.a)あ なたに見せましょう。

b)あ なたに写真を見せましょう。

c)あなたに私の家族の写真を見せましょう。

2.a)私は不愉快でした。
b)私はその男性に不愉快でした。

c)私はその男性が大をたたくのが不愉快
でした。

3.a)待てばいいじゃないですか。
b)金曜日まで待てばいいじゃないですか。
c)彼が戻ってくる金曜日まで待てばいい

じゃないですか。

4.a)彼女は子どもを慰めた。

b)彼女は泣いている子どもを慰めた。
c)彼女は公園で泣いている子どもを慰めた。



d)彼女は公園で泣いている子どもを慰め

ることができなかった。

5a)彼女は彼に恋 している。
b)彼女は彼に恋 してしまった。

c)彼女は芸術家に恋してしまった。

d)彼女は、また、芸術家に恋してしまった。

e)エ リザベスは、また、芸術家に恋 して

しまった。

SECT:ON 5→ 口匡コ
■
1.a)私は知りたい。

b)私は彼に知ってもらいたかった。

c)私は彼に忘れてもらいたかった。

d)私は彼に医者になってもらいたかった。

e)私は彼に音楽家になってもらいたかった。

f)私は彼に技術者になってもらいたかった。

2.a)ま た、後で。

b)ま た、明日。

c)ま た、 夕方に。
d)ま た、午後に。

3.a)彼はその男を殴った。

b)彼は彼の腹を殴った。

回

1.私 は、それがとてもいい考えだったと本

当に思っています。

2.私 は、それが彼自身の考えだったと思っ

ています。

3.ピーターはかっとなって我慢できなかっ

たことを謝罪 した。

4.彼女に私たちの心からのお悔やみをお伝

えください。

5.私の代わりに彼の面倒を見ていただけま

せんか。

6.何 を提案できるか考えてみます。

7.私 は、彼の助力とア ドバイスに心から感

謝しました。

SEC■ ON 6→ 1=国□
囲

1.あ なたに電話ですよ。

2.そ れは私たち全員のためのものです。

3.事務所には、コピーが何部かありました。

4.あ なたは、彼女が試験に合格すると思い

ますか。

5.彼 らにミルクをあげてください。

6.私 は、彼女はアメリカ出身だと確信して

いる。

7.私 たちは何時に出かける予定ですか。

8.彼 はあなたが考えているより年上です。

9.あ なたは言われたとおりにしなければな

りません。

畷

1.死亡 した男性は私の叔父でした。

2.彼がやって来るときは、残念ながら留守

にしていると思います。

3.秘書におつなぎします。

4彼に折り返 しお電話をいただければあり
がたいのですが。

5.ハードワークが彼を成功への道に導いた。

6.私があなたに話したときは、みんなそれ

を信 じていた。

Part 2

※和訳は解答・解説内にあります。

Part 3            .|
SEσ10N l→ □駆コ
1.彼女はカップを落として壊 してしまった。

2.彼にはフランス語のなまりがあった。

3.そ れを細かく切ってください。

4.そ れを止めて ! 電灯を消 して !

5.時間をあまりお取りするわけではありま

せん。

6.彼がそれを全部食べてしまわなければい

いなと思います。

7.彼 は病気を患った後、遅れを取り戻すた

めたくさんの仕事をしなければならなか

った。

8.私 は毎日、読書のために 2、 3時間確保

している。

9.私はそれがうまくいくことを期待している。

10.彼 らは意気投合した。

11.私 たちはそれを詳細に計画 しなければな

らない。

12.物事を正しい方向に軌道修正 しましょう。

ｍ
Ｘ
ｍ
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13.だれも場違いであるようには思えなかった。

14.私はクラシック音楽についてはあまり詳

しくありません。

15。 私は組織のただの歯車にはなりたくない。

16.そ の報告書を提出しましたか。

17.日 本人は意見の分かれる問題でめったに

自分の立場を明確にしない。

18.交通渋滞は数分もすれば緩和されるでし

よつ。

19.彼はまた元気に立ち直っている。

20.トラブルを回避するよう努めてください。

SEC丁10N2→ Cコ四コ
1.ビ ールを一杯いただけますか。

2.あ なたは6時 ちょうどに到着しなければ

なりません。

3.そ の件について本当のことを話してくだ

さい。

4.も しできるなら、それをナイフで切って

ください。

5.彼女は毎日、海で泳ぐ。

6.あ なたのお金は十分安全でしょう。

7.私 はアメリカ文学をやり直さなければな

らない。

8。 その箱は、あなたのかばんの中にあります。

9。 私は熱いお風呂に入ってから、寝ること

にします。

10.あ の服は古いものですね。

11.郵便局はこの通りの先にあります。

12.彼は40歳 くらいと思います。

13.彼は私に対していつも失礼だ。

14.雨になりそうですね。

15.彼は私ほど経験を積んでいない。

16.も う少し自分が賢明であればと思う。

17.彼の顔は怒りで真っ赤だった。

18.私たちはふたりとも無事です。

19.物 事はほどほどに。 (諺 )

20.その服の色はベージュです。

21.私 たちの半数しかその会議に来なかった。

22.彼 が病気だというのは本当ですか。

SECT10N 3→ C=四ロ
1.空気がひんやりしている。

2.私はその秘密のことは知っている。

3.マ イケルは具合がよくないんですね。

4.出張でここに来ています。

5.歯に衣着せないところは彼の性格です。

6.ど うして生活をきちんとしないんですか。

7.サ ムは家にいないと思う。

8.明 日、あなたに会いに来てもいいですか。

9.彼 らは全部をひとつのかばんに入れよう

としている。

10.私 は帰宅途中の彼を見かけました。

11.私 たちはすべての約束を取り消さなけれ

ばならない。

12.私 たちはお金を使い果たしてしまった。

13.私のスペイン語は、休暇 (旅行)中に役に

立った。

14.彼女の視線が古い机に落ちた。

15.満 タンにしてください。

16.何 かが起きた。

17.彼女は午後ずっとアイロンかけをしている。

18.彼女は彼の顔をまともにたたいた。

19.私 たちはかなり早めにそのホテルに予約

を入れた。

20.私は車を2台も持てるほど余裕はないと

思う。

21.私たちは到着するとすぐにチェックイン

した。

22.彼女は突然、その部屋に走り込んだ。

SEC丁10N4→ 1■E□
1.彼 らは、少なくとも10人はいます。

2.私たちはそのホテルまで歩きました。

3.そ の車は私たちにとって十分な大きさで

はない。

4.そ れは、そこのテーブルの上にあります。

5.私のいるところから彼らは見えません。

6.私は眼鏡をあちこち探 し回った。

7.彼女は彼がいないほうがずっと幸せだろ

うに。

8.私 はあなたを永遠に愛し続けます。

9.そ れはまだ以前あったところにある。

10。 彼は教育者というよりも学者だ。

11.私 は二度と彼とは口をきかない。

12.そ れは死活問題だ。

13.い ったい彼らはどこにいるんだろう
'

14.彼 は多かれ少なかれ UFOの存在を信じ



ている。

15.彼女は4歳半だ。
16.私はそれを何度も何度も読み返した。

17.面白い本がもっとありませんか。

18.あ なたにお願いがあるのですが。

19.彼 らは年末ボーナスを支給された。

20.ト ム、ビールはこっち、冷蔵庫の中に入

れておいて。

21.彼 は結局、無実だった。

SEC丁10N5→ C■国■
1.彼もそうするだろう、と私は確信している。

2.彼はいつも、朝コーヒーを飲む。

3.私 はその決定に異論はありません。

4.あ なたと同じように準備ができています。

5.そ の件については、あなたに賛成しかね

ます。

6.天候も考慮にいれなければなりませんよ。

7.そ の事故について、あなたに話している

のです。

8.彼女と私は普通、意見が一致する。

9.あ なたは何を探 しているのですか。

10.そ のことについてあなたは全部知ってい

ると思います (知っていますね)。

11.欠席している友人のために乾杯しましょう。

12.も っと時間があればなあ !

13.彼 らは彼の仕事を高く評価 している。

14.あ なたはあと4日 で返済しなければなり

ません。

15。 いったいだれが君にそのことを話したんだ
'

16.私の見方によれば、彼は間違っている。

17.急いで !

18.私は彼の仕事にとても感銘を受けた。

19.そ れはだれのためのものですか。

20.ど うしてその魚のにおいをかいでいるの
'

21.い ったいどうやってそれを直すことがで

きたんだい
'

SECT10N 6→ Cコロロ
1.私は昨日、そのパブで彼に会った。

2.彼は自分自身のユニークなスタイルを持

っている。

3.こ れが、私たちのセミナーで使われた本

です。

4.あ なたに連絡するようにします。

5.あ なたのグラスにつぎ足させてください。

6.そ の家は、いくつかの居住ユニットに分

かれている。

7.そ れは、カナダの大学から来た学生のグ

ループだ。

8.あ なたの訓練を活用すべきです。

9.彼 らがあなたのことをきちんと評価 しな

いのは正 しいことではない。

10.わ れわれは自然と一体となった生活をす

べきだ。

11.ど うぞもっとごはんを召し上がってくだ

さい。

12.彼 は制服姿だととてもハンサムに見えた。

13.お茶をお入れしましょう。

14.彼 はいつも車の中に調理道具を用意して

いる。

15.こ れらの表現は現在は使われない。

16.こ れが、あなたが探しているかばんですか。

17.彼 らは、米国メーカーから自動車部品を

輸入している。

18.彼 が話しているとき、思わずあくびが出

てしまった。

19.あ なたがいままで話した中で最も感動的

なフレーズはどんなものでしたか。

20.も う独立 してもいい時期なのに。

21.お会いするのを楽しみにしています。

22.感情を無理に抑え込むと、苦 しくなるよ。

Part 4

SEC■ ON l→ 1■□□|
1.彼は青年期をウェールズで過ごした。

2.こ の店では喫煙は認められていません。

3.彼のジーンズの尻の部分がてかっていた。

4.こ れはあなたの車ですか。

5.こ れらの靴は全部、ビーターにはあまり

にも大きすぎる。

6.太陽が窓に (反射 して)輝いていた。

7.彼 は土曜日に買い物に出かける。

8.彼女は今年、結婚する。

9.う まくいかないときは、知らせてください。

10.そ の映画はフランスで撮影された。

11.彼 はその仕事をまだ完了していない。
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12.こ の問題はさらにずっと難しい。

13.彼 はみすばらしく見える。

14.あ の雲は車の形をしている。

15.そ の新聞は古くなって黄ばんでいる。

16.車 が通過するとき、この家は揺れる。

17.犬 たちはキャンキャン鳴いて、逃げ去った。

18.彼 の辛辣な言葉に私は傷つけられた。

19.こ うした木々は秋になると落葉する。

20、 その物語を彼らに聞かせるとき、彼女の

声は震えた。

21.そ れはあなた自身の誤りだった。

22.あ なたのお母さんはもう到着しましたか。

SECTiON 2→ Cコロロ
1.彼 は昨年、父親を亡くした。

2.彼女は必死に働いたが、失敗 した。

3.セ ルマ、鏡で自分を見てごらん。

4.ボ ウルに小麦粉とイーストを入れてくだ

さい。

5.彼 らはまだ到着 していない。

6.ス ピーカーを自分の後ろに置かないで !

7.フ ィル、もう食事をしたの
'

8.あ の長い髪の若者は、私に対して無礼だ

った。

9.そ んなふうに私に向かってわめかないで !

10.そ れは約 5万円です。
11.彼は無分別だが、それでも私は彼が好きだ。

12.私 たちは来年、スベインに行く。

13.君 が何を考えているかわかるよ。

14.私 はあなたにたばこを吸わないようにと

言いましたよ。

15.彼 はもう始めただろうか。

16.頭 の上に両手を挙げろ !

17.あの畑は昨年、豊作でした。

18.彼 があなたを高速道路に誘導します。

19.ま だそれをする必要はありません。

20.そ んな策謀に加担 しないように。

21.も う少しバックしていただけませんか。

22.いつでもあなたを泊めてあげるよ。

Part 5‐

SEC丁:ONl→ Cコロa
l.ロ ーズマリーに赤ちゃんが生まれた

一
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女の子だ。

2.私の叔父は年を取りすぎて、旅行ができ

ない。

3、 女の子たちは発熱から回復していると思う。

4.実 は、彼の名前はエイ ドリアンです。

5.彼がいるというのは本当ですか。

6.そ の店は日曜は閉まっています。

7.あ なたの本はここにあります。

8.そ のエンジンはとても騒々しい。

9.私のカメラはどこですか。

10.ど こかのバカが大を放 してしまった。

11.最近はずっと好天だ。

12.お なかの調子が悪い。

13.彼女はずっと入院しています。

14.ド アのところに男性がいます。

15.だ れがそれをするのか教えてください。

16.私の兄はニューヨークに家を持っている。

17.あの男性はどうして叫んでいるのか。

18.この車はまた私たちをてこずらせている。

19.ジ ャックが仕事を探していると聞いてい

ます。

20.あの男は一日中、ベンチで眠りこけている。

21.私の妹は両親と一緒に住んでいる。

22.脚が痛い。

SECT10N 2→ C■ロロ
1.す ごく見た目がいいね !

2.メ アリー、雪になると思う?

3.こ れが最後のボ トルになります。

4.も う一度それをしたら、たたくよ。

5.あ のね、こういうことなんだよ。

6.お そらく私たちはこの車を売却するでし

よつ。

7.そ れはいいと思う。

8.お なかがすいているなら、まだサンドイ

ッチがいくらか残っているよ。

9.そ れが続 くとは思えない。

10.パ ーティーではワインがたくさん出され

るでしょう。

11.こ こにサインをお願いできればと思います。

12.私 は彼らが家を買うと思います。

13.彼女はきっと戻ってくるよ。

14.いったい君は何をしていると思っているの?

15.彼 は8時にここに来ます。



16.だ れが勝つかな ?

17.そ のショーはどんな感じだろうね
'

18.自 分が何をしているかわかっているよ。

19.コ リンは奥さんを連れてくるでしょう。

20.そ のニュースをどう思いますか。

21.外 出はしないでしょう?

SECT10N 3→ 1■□□
1.彼は、ディックに行ってもらいたいんだ

が、と言った。

2.そ の前に何かを食べておけたらよかった

のになあと思った。

3.知 っておきたければ、彼はハンバーガー

が好きです。

4.そ れは理想的な場所ではありません
―

だれもそうだと言わないでしょう。

5.彼女はケイ トに会えたのでしょうか。

6_あ なたが私のアイデアを評価 してくれる

最初の人だと思いました。

7.彼 らは、あなたにひとりで来てもらいた

いんですよ。

8.私 はいつもそれが違った結果になるだろ

うと思っていた。

9.彼 は自分がどれくらい飲んだかを知って

驚いた。

10.ほ かの交通機関があればよかったんだが 1

11.そ れは大きな助けとなるでしょう。

12.前もって私に話してくれればよかったのに。

13.(も しそこにいたならば)彼らはそれを楽

しんだだろうなあ。

14.私たち、もうそろそろ家に帰ったほうが

いいね。

15.も し尋ねてくれれば、本当のことを話 し

たかもしれない。

16.こ こに来たのは初めてです。

17.こ の気候、 どう思いますか。
18.そ れが彼にとって初めてだったなら、ま

た違っていたかもなあ。

19.昨夜までに終わらせておくべきだったのに。

20.わ れわれは行くことはできたが、行かな

かった。

21.雨 はいまはもうやんでるはずだが。

22.死 ぬかと思った !

SECT:ON4→ C■□■
1.残念ですが、助力できそうにありません。

2.成張らない男性もたくさんいます。

3.マ イケルには言ってはいけないよ。

4.し なくていいなら、 しないよ。
5.ワ インが十分にありません。

6.二度と酔っぱらわないことを誓います。

7.彼 は全然驚かなかった。

8.彼 を行かせるべきではなかったね。

9.そ んなふうに私を見ないではしいね。

10.十 分な時間がなかったんだ。

11.彼 は明日、来ないかもしれない。

12.さ あ、入って。

13.彼 はひとりではそれをできなかったでし

よつ。

14そ んなもの買わなきゃよかった。
15.知 ったことではないと言ったじゃないか。

16.あ まりたくさん飲んじゃ駄日ですよ。

17.彼女はやせましたね。

18.彼女はあなたの手紙を受け取っていない

と思います。

19.そ んなことをしてもらいたくなかったよ。

2Q彼 らはまだ着いていないかもしれない。
21.会議には遅刻しませんでしたよね。

Part 6

SEσ10N l→ □肛ロ
1.彼女は引き出しに鍵をかけた。

2.彼女は私に濡れたタオルを持ってきてく

れた。

3.痛みは耐えられないくらいひどかった。

4.そ れは君をとてもよく捉えた写真だ。

5.白 いカップをいただけますか。

6.あ そこに上がっている大きな風船を見て

ごらんよ !

7.そ の本は十分気をつけて扱ってください。

8.両親をがっかりさせることはできません。

9.彼女はプレゼントを赤い紙で包装した。

10。 その場合には、ロンドンは2番目の候補

地です。

11.彼女はドアに挟まれた。

12.冬 は厚手の服を着るべきだ。

ｍ
Ｘ
ｍ
コ
０

∽̈

ｍ
∽
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EXERCISESの 和訳

13_そ の件を最優先事項とすることに同意 し

ます。

14彼はとても速く歩 くので、私はついてい
けない。

15.減税のために政府が動いてもいいときな

のに。

16.そ のダンサーは、完璧なタイミングと統

制を披露した。

17.彼は首相の後任に指名されている。

18.彼は2度、強盗に遭ったことがある。

19.彼 らはうれし涙を流 した。

20.その大はミルクの椀を翫めてすっかりき

れいにした。

21.群衆は犯罪の現場から素早く遠ざかった。

SECTiON 2→ Cコ田ロ
1.彼女はきっと忘れるでしょう。

2.私を止めないで !

3.彼は突然立ち上がった。

4.彼女はそれ以上の金額を支払った。

5。 彼はコートのボタンをなくした。

6.彼の指は凍傷になっていた。

7.彼女は疲れ果てているように見えた。

8.太陽は雲に隠れていた。

9.彼 らは結婚を公にしている。

10.来ていいですよ、いまでなければ。

11.彼 は銀行業界の大物だ。

12.も う少しそのケーキが残っています。

13.彼女はそれを木の容器の中に入れた。

14.そ の記者は、新聞記事のための鋭い嗅覚

を持っていた。

15.彼 らは彼に穀物の貨物を送った。

16.あ なたは昨夜来る必要はなかったのに。

17.こ れ以上何を期待できるの
'

18.2杯以上は絶対飲むべきじゃないよ。
19.明 日までに何とかそれをしていただけま

せんか。

20.彼 らは潜水艦が徐々に沈んでいくのを見

守った。

21.彼 に頼まれなかったら、それをしなかっ

たろう。

SE釧ON3→ □駆ヨ
1.最近、彼女に会った

'

2.君はさびしそうに見えるよ。

3.彼はワインを2瓶空けた。

4君は本当にラッキーだよ !

5。私を見るのをやめて !

6.私はちょっと混乱しています。

7.その小さな男の子は模型を作るのが好きだ。

8.そ れは戦いの最中に起こった。

9.その本のタイ トルを覚えていますか。

10.彼 は夏はいつもサンダルを履いている。

11.猫が塀の上を跳び越えた。

12.何て晴れわたった空だろう !

13.そ の瓶には金属製のふたが付いていた。

14.大 きな物音が牛たちを驚かせた。

15.彼女は皮膚科のクリニックに通院している。

16.私 たちは彼がうそをつくのをやめること

を期待できない。

17.彼女はもうほとんど自分ではどうするこ

ともできない。

18.私 は(期待を)裏切られて、意気消沈して

いた。

19.彼 はぬかるみをうまく飛び越えた。

20.風がろうそくの火を吹き消 した。

21.そ の小さな男の子は寝具をびったりと引

き寄せた。

SECT10N 4→ 嘔■□D
l.彼 らをパーティーに招待 しましょう。

2.その努力は彼女のすべてのエネルギーを

消耗させた。

3.私はこうした本は必要ない。

4.ウ エーターにチップを渡 して、レス トラ

ンを出た。

5.彼女のコー トは裏地まで濡れてしまった。

6.彼はそれを何に使うのだろう?

7.興奮 して心臓がどきどきした。

8.往復で 2時間かかった。
9.運に任せよう。

10.た ばこの煙で窒息しそうになった。

11.何てひどい天気なんだ !

12.時計が10時を打った。

13.彼 らはちょうど婚約を発表したところだ。

14.光 は音よりも速く進む。

15.彼 は健全な判断力を持った人です。

16.彼 は信頼できる人ではない。
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17.そ れらはフリーザーに入っている。

18.あ の仕事をもう終えましたか。

19.彼は出版業に従事 している。

20.わ れわれは暴力を止めなければならない。

21.ま ず力二をいただきましょう。

Part 7  .‐ |||

SECT:ONl→ 1■国ロ
1.卵が数個割れているのを見つけました。

2.大 して変わりないよ。

3.そ の城には興味深い歴史がある。

4.私たちは特別なときにしかワインを飲み

ません。

5.そ の映画はかなりありふれたものでした。

6.4月 の平均気温は18度だった。

7.旅は視野を広げてくれる。

8.彼 らは政府から潤沢な補助金を受けている。

9.彼女はクラシック音楽が好みだ。

10.ハ トは平和の象徴です。

11.彼 らは現在、別居中だ。

12.彼は公の発言にはもう少し注意をするべ

きだ。

13.壁の木製の羽目板がひとつ壊れている。

14.彼は本の注文をキャンセルした。

15.プライバシーは彼にとって大切なことだ。

16.彼は同意しないと思います。

17.8時以降でしたらいつでも電話してくだ

さい。

18.彼はいまはひとりではない。

19.彼 と仲良くやっていけますか。

20.い ましなくてもいいじゃない !

21.最終試験をいつ受けるのですか。

SEσ:ON 2→ EEB
l.と にかく、たばこを吸っては駄目だよ。

2.彼女はお客様にスープを出した。

3.彼女は私が言ったことを頑として信じな

かった。

4.同意しますよねワ

5.い くらかお金を貸 してもらえない
'

6.彼らは自分たちを限界まで追い込んだ。

7.穏 やかな夏の夜でした。

8.彼女は自分に向いている仕事を見つける

ことができなかった。

9.彼は夜、家に帰る最終バスに間に合った。

10.私たちは冷肉とサラダを食べるつもりです。

11.世界の半数の人々が貧困線以下の生活を

送っている。

12.君はそんなことを言うべきじゃなかった。

13.彼はあの古い靴を捨て去った。

14.ゴールキーパーは6本のゴールをくい止

めた。

15.彼女には話 してほしくないね。

16.彼女はほんのわずかなお金で何とかうま

くやりくりした。

17.そ の男の子は左右の区別がつかない。

18.君は彼女をたたくべきじゃなかった。

19.私たちは来週、会議を開きます。

20.彼女は私がいままで会った中で最も複雑

な人だ。

21.そ の知らせを彼女に話す必要はなかった

のに。

Part 8

SEC丁10N l→ C=コロ
1.ク リスマスが近づいてきている。

2.カ ップは彼が落としたときに割れてしま

った。

3.最近、学生たちは学校に不満を抱いている。

4.そ れはおそらく本当だ。

5.通 りを渡りましょう。

6.本 を持ってきてくれて本当にありがとう。

7.彼 は電気技術者として訓練された。

8.電車の中で読むためにスリラー小説を持

っていった。

9.彼 はス トラトフォー ドを訪問した。

10.何か虫よけスプレー(殺虫剤)を持ってきた
'

11.彼女はケーキの上に、粉にしたアーモン

ドをふりかけた。

12彼は高笑いをした。
13.こ の薬には処方箋が必要です。

14.彼女は子どものことで トラブルをたくさ

ん抱えている。

15.彼の批評に、彼女の自負心は傷ついた。

16.彼はその写真コンテス トに3枚の写真を

出品した。

鹸響攀懇響莉鱚颯一一ｍＸｍコ０・∽口∽
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17.こ れは厳しく守秘されるべきだ。

18.彼 はガールフレンドに夢中だ。

19.そのショーは大きな興奮を呼び起こした。

20.それにはしっかりしたねじが3本必要です。

21.日 本は自由主義の国だ。

22.ノ ーベル賞を取ることが彼の夢だった。

SEC丁10N2→ 嘔
=コ
D

l.彼女は水泳ではクラスでナンバーワンだ

と公言 している。

2.こ のかみそりの刃は青い。

3.辞書を使うときには眼鏡がいる。

4.彼の生活スタイルは非常に質素だ。

5ノ 卜ヽは羽ばたいて、飛び去った。

6.彼女は減量に挑戦 している。

7.ソ ーセージがなべの中で音を立てた。

8.台所を片づけてもらえませんか。

9.妻の死は彼にとって大打撃だった。

10.彼女はその男をにらみつけた。

11.最初の計画でいったほうがいいよ。

12.そのスポーツカーはあっという間に通り

過ぎた。

13.母 は薄切りのパンが好みです。

14.お話ができて楽 しかったです。

15.も うすぐ11時だ。

16.彼女の態度は、チャーミングで飾り気が

なく、感じのよいものだった。

17.そ んなに憂うつそうにしないで !

18.電気時計のプラグをコンセントに差 し込

んでくれない ?

19.彼 の目は怒りで燃え上がった。

20.道路は非常に滑りやすくなっていた。

21.こ の書類を一緒にとじておいていただけ

ますか。

22.今 日は多少曇っているね。

SECTION 3→ C=コロ
1.彼は取っ手をひねった。

2.私 たちはグウェンに歌を歌ってくれるよ

う頼んだ。

3.彼 は行儀の悪い男の子を手でピシャリと

たたいた。

4.彼のジャケットはツイードでできている。

5.彼 らは熱気の中でみんな汗をかいていた。
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6.ス カッシュのラケットはテニスのものよ

り小さい。

7.彼 は男の子のお尻をたたいた。

8.彼女はいま、12歳 だ。

9.そ の少女は年齢にしてはかなり小柄だ。

10.彼 らは量よりも質のほうを求める。

11.彼女の希望はだんだんじぼんでいった。

12.歩 くときには腕を振る。

13.日 本人はイカをたくさん食べる。

14.彼は何とか大急ぎで食事を取ることがで

きた。

15.彼女は鼻にかかった声で話 した。

16.私たちはよくお互いに本を交換し合った。

17.そ の男性はしゃがんで、男の子に話しか

けた。

18.彼女の目はいたずらっぼく輝いた。

19.彼は公園で軽い昼食を取った。

20.そ れには15分 くらいかかる。

21.彼女は、昨夜私が何をしていたか、根掘

り葉掘り聞き出そうとした。

SECT10N 4→ C=コD
l.私たちは昨夜、スミスさんの家で夕食を

いただいた。

2.彼女はあの老婦人が大嫌いだ。

3.彼 はまだ、深い思い出の中で生きている。

4.そ の店はさまざまな幅のカーテン素材を

売っている。

5.彼 らは、以前はさまざまな種類の布地を

生産 していた。

6.わ れわれはみんな立ち上がって、彼らの

健康のために乾杯した。

7.口 をゆすぎなさい。

8.わ れわれは会議を来月に設定した。

9.彼女は、彼ががっかりしているなと感じた。

10.彼は10代だ。

11.彼女はシルクの服を着た。

12彼女はコー トにブラシをかけた。
13.彼 は時計をちらりと見た。

14.彼 を人混みの中に見かけたように思った。

15,彼はその男の腕を捕まえた。

16.彼女は驚いて息をのんだ。

17.彼 らはまだ、合意に達 していない。

18.彼女は卵をかき混ぜた。



19.そ の仕事は彼女に多くのことを要求する。

20.私たちはピクニックを次の日曜に決めた。

21.彼は安堵 してため息をついた。

SECT10N 5→ C=ヨコ
1.休憩 しましょう。

2.何てうららかな、いい天気なんだろう 1

3.ど うぞ、お座りください。

4.連絡をしてくださいね。

5.私はあなたの言ったことがわからなかった。

6_あ なたの言いたいことがまったく理解で

きない。

7.終 えさせてください(最後まで言わせて

ください)。

8.そ のとおりだ。

9.す ぐに戻ってきます。

10.こ れについてはよく考えてみます。

11.こ れはどれくらいのサイズですか。

12.そ の仕事は私にぴったりだ。

13あ なた次第ですよ。
14.そ んな大声で話さないで。

15.私 がそれを正しく理解 したかどうか確認

しましょう。

16.そ れはどのようにして明らかになったの

ですか。

17.さ あ、出かけましょう。

18.も う少 しそれを考えてみます。

19.ク レジットカードを使えますか。

20,彼女が言ったことはいまでも正しい。

21.そ れを買う余裕はありません。

Part 9

SEC丁10N l→ C=ヨロ
1そ れは私が (滑 った/寝た)と ころです。
2.彼女は(手にベンを持っていた/手が痛
かった)。

3.み んな一緒に(生活/出発)し ましょう。
4.ほ ら、 (あ そこがカーブだ/あ そこに楽
隊がいる)。

5.大 きめの (カ ップ/帽子)を あげます。
6.(ピ ン/ベ ン)を もらえますか。
7.テ ーブルの上に(1本のコー ド/1枚の
カー ド)が見えた。

一〓

8.赤 ちゃんは(携帯用ベッド/カ ー ト)の中
です。

9。 彼女は(その会社/そ の農場)で週に3日

働いている。

10.彼は(不思議に思っていた/歩 き回って
いた)。

11.押 し入れは(敷物/ばろ服)でいっぱいだ
った。

12.私たちは浜辺にかわいい(カ モメ/少女
たち)がいるのを見た。

13.こ の水を(検査 してください/飲 んでみ
てください)。

14.そ の (穴 /ホ ール)は十分大きくはない。
15.私は彼の言うことを(本当に信じます/
めったに信じません)。

16.私はそんな(や けど/納屋)を いままで見
たことがない。

17.そ の (虫/バ ッグ)に触 らないように !

18.そ の (警官/帽子)を見て 1

19.ゴ ムがそこにある。/泥棒がそこにいる。
20.私は(「捕らえられた」/「ベッド」)と言った。

21.(カモ/埠頭)が見えましたか。

SEC丁:ON 2→ C=コロ
1.彼は(狭い道/小道)に入っていった。
2.彼 らはそのことで (考えた/戦った)。
3.われわれは彼らを(雇 った/ク ビにした)。
4(「衣類」/「終わり」)と いう単語を繰り返

してください。

5.(薬 /水差し)を使わないように。
6.そ れが(悪いこと/ロ ンだということ)が
わかった。

7.(ね じ/電気のボル ト)と言ったのですか。
8.だ れが (エ ンドウの皮をむくの/エ ンド
ウを売るの)?
9.彼 は書類を(集めなかった/訂正 しなか
った)。

10.彼はさらに (いい賞を授与されること/
いい値段がつくこと)を期待 している。

11.こ れをみんな(バ ッグに入れて/後ろに
置いて)。

12.(列車/鎖)を見てごらん。
13.彼は若いころ(大悪党/偉大な歌手)だった。
14.私たちは(も っと大きなバッジを/も っ
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とたくさん)も らえると期待 していた。

15.こ の古い (グラスを全部処分 しましょう

/草 を全部取り去りましょう)。
16.そ れはとても(お粗末な運行/貧弱な横
桟)だ った。

17.彼 らは政府を(倒 そうとした/倒すこと
を考えた)。

18.野原にいる(雄羊/子羊)を見て。
19.ど うして彼女はその猫を(た たいたのだ

ろう/隠 したのだろう)?
20.(「傷害」/「 レギオン」)と いう言葉を知っ

ていますか。

21.(遊んでいるときは/お祈 りをしている
ときは)彼 らの邪魔をしないで。

SEC丁10N3→ 〔
=コ
ロ|

田

1.テ レビ

2.反対側の、正反対の

3.反対する

4.電話

5.意見

6.怒 って

7.作用、操作

8.地質学

9.許す

10.世代、同時代の人々

11.発達、発展

12.器具、機械

13.小説

14.賛辞

15.忠実に

16.さ まざまな

17.忘 れる

18.無知

19.(大学・高校の)新入生

20.一般化

21.共謀、共犯

22.男 の、男らしい

23.荒廃 した

24文学
25.製造 (する)

26.王国

27.異なった

28.相 いれない

29.記念物 (館 )

30.言己i念碑

31.容易に信じない

32.忘却

33.半島

34.年金 (恩給)受給者

回

1.彼女は地方銀行でよい地位にある。

2.彼女は食器棚にベーコンを入れた。

3.彼はいつもクラスで最低のほうだ。

4.彼は自分のお金をとても気前よく使った。

5.こ のウールのじゅうたんは本当にお買い

得でした。

6.そ して悲惨な出来事が起こった。

7.彼 はその新聞にコラムを書いている。

8.彼が来る可能性はあるが、確実ではない。

9.彼は鼻が目立って長い。

10.彼 らはテロリストたちによって人質とし

て捕らえられた。
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マザー・グースで
英語のリズムを
マスター 0

ヨ

Mother Goose rhyme

i:11

ハCマザー・グースは、不思議なそして楽しい世界です。子どもたちだけではなく、

大変多くの大人たちがとりこになつている世界でもあります。その魅力はいつた

いどこにあるのでしょうか。

ひとつには、詩や歌の内容の面白さです。わが国に、谷川俊太郎ほか多くの人

たちによる訳詞集があることからもうかがえます。また、多くの研究書が出版さ

れていますが、これはマザー・グースの歌の内容や、使われている言葉を研究す

ることによつて、英語圏に関する背景的知識が得られるからでもあります。しか

し、何よりも大きな魅力は、朗読されたり、歌われたりした場合の英語の音とリ

ズムそのものにあると言えるでしょう。

そうです。rhyme(韻文・詩)という言葉から明らかなように、これらは、必

ず声に出して読まれ、歌われるものなのです。英語圏の子どもたちは歌いながら

遊戯をし、大人たちは子どもの心に戻つて歌います。

私たちも、英語圏の人たちと同じように、リズムに乗つて歌つてみてはどうで

しょうか。歌の言葉と一緒に身体が動くようになつてくればもう大丈夫です。英

語のリズムが身についてきたのです。

この特別講座は、だれもが歌つたり、朗読したりすることを通じてマザー・グ

ースの世界を楽しみ、そして英語のリズムを身につけることができるように、詳

しい解説を付けてあります。解説を参考に音声 。音楽を聞き、繰り返し歌つてみ

ましょう。マザー・グースを通じて、英語の世界が皆さんの心の中に広がつてい

くことでしょう。
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Mother Goose rhyme

マザー・グースは、正式には、Mother Goose rhyme[mAё Эr g`Is raim]と 言わ

れ、英語圏で伝統的に歌われてきた、小さな子どもたちのための歌のことです。メロ

デイーに乗って歌われることも、詩として回ずさまれることもあります。イギリスで

は、ナーサリー・ライムnursery rhyme[n6:rs(0)ri raim]と 通常言われていますが、

これに対して、アメリカではMother Goose rhymeと いう呼び名が一般的に使われ

ています。日本では、「伝統童言剖「わらべうた」「子守歌」そして「ナーサリー・ライ

ム」「マザー・グース」などと呼ばれています。

詩歌の数は何百とあり、内容的にも多岐にわたっています。長い間、母が歌い、ま

た子どもたち自身も歌い、さらになぞなぞ、早回言葉、遊戯と一緒に歌えるなど、幼

いころの思い出とともに、英語圏の人々の血となり肉となっているのです。英語圏の

人 の々「心のふるさと」であると言われるのもそのためです。

英語を学ぶ私たち力ヽ これらの「わらべうた」を通して、少しでも英語圏の人たち

の「心のふるさと」に触れることができるとすれ|よ その意義は大変大きなものと言

えるでしょう。「わらべうた」は、子どもの歌であるため、歌の意味が必ずしも論理的

なものではなく、脈絡に欠けるもの、どう考えても意味がよくわからないものなどが

多くあります。しかし意味の詮索はひとまずおいて、私たちもわらべうたそのものを

子どものように歌い楽しんでみるのがよいでしょう。

また、英語の音声習得の面から言っても、マザー・グースは格好のお手本であると

言えます。リスニング・スピーキングのすべてのポイントがここで学べるのです。何

よりもまず、リスニング・スピーキングの根本である、英語のリズムを身につけるこ

とができるというのが最大の利点です。「まずリズムありき」であり、マザー・グース

には、英語のリズムカ卦民源的な形で現れています。マザー・グースのようなわらべう

たは詩の一種であって、言語のリズムは、詩において最も根源的な姿を示すからです。

262



さらに、わらべうたは、歌の意味や内容よりもむしろ、音の作り出す世界が重要なの

です。音の難 ― リ
ズムや音の同音性などによる調子一

が優先するものなので

す。

こうした理由から、マザー・グースは、リズムに焦点を当てて英語を勉強するには

もってこいだということがわかります。では、実際に例を見る前に、もう一度リズム

について復習しておきましょう。

言語にはリズムがあります。言葉が話されるとき、そこには何らかのリズム現象が

現れます。世界の言語はそれぞれ、リズムに独自の特徴が見られるとはいえ、本質的

にはふたつのタイプに分けられると報告されています。これは「強勢リズム」(stress―

timed rhythm)と 「音節リズム」(synable‐ timed rhythm)のふたつです。

なぜ、このようなリズムが現れるのかは、自然現象に見られる規則性や、人間の呼

吸、心臓の鼓動などに見られる生命現象としての規則性などにその根源があるのかも

しれませんが、もちろん確かなことはわかっていません。

具体的な現象としては、たとえば日本語には日本語独自のリズムがあり、それは五・

七・五の俳句や五・七・五・七・七の短歌、またはそれに類した標語などに、はっき

りとした形を取って現れてきます。ここでは、ひとつひとつの音節 (拍とも言います)

が、どれもほぼ同じ間隔で規則的に現れてくるという特徴を持っています。これが音

節リズムです。音節リズムにはまた、ある音節がほかの音節より強く言われて、そこ

が際立つなどということがないという大きな特徴を持っています。

これに対して、英語にも英語独自のリズムがあります。この場合は、ひとつひとつ

の音節ではなく、強勢 (stress)の ある音節が規則的に現れてくるという特徴を持っ

ています。これを強勢リズムと言います。そして、英語においても、この強勢リズム

の特徴が、詩歌の形を取ったときにはっきりと現れることになるわけです。

世界中の言語にリズムがあるとすれ|よ 人間は、何らかの (規則性のある)「律動」

あるいは「パルス」(pulse)と でも言うべきものを潜在的に持っていると言えるでし

ょう。あるいは、このパルスが言葉を引き出し、言葉に流れを与え、言葉にまとまり

を与えていると言ってよいかもしれません。このパルスの現れ方の違いを、日本語と

英語について簡単に比較し、まとめておきましょう。

日本語の場合                       ・|:|

1.ひとつひとつの音節にパルスが顕在する。    |■
2.ひとつひとつの音節が、ある意味では均質的であると言える。強いところと、弱
いところという対立的関係はない。                  i
3.以上のことから言えることは、

‐
講:をする場合、言葉の流れに目立った強弱がなく、

しかもそのスピードが比較的一定しているということである。視覚的に表示すれ

〓

０
静
す
０
ヽ
０

０
０
φ
Ｏ

「
コ
く
ョ

０
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ば、             とでもなるであろう

英語の場合

1.ひとつひとつの音節すべてにではなく、ある特定の音節にパルスが顕在する。

2.そのパルスが現れる特定の音節は、ほかよりも強められ、同時に、長くなったり、

ビッチに変化が生じたりして、ほかより目立つものとなる。すなわち、強勢のあ

る音節が際立つ。

3.強勢のある音節とない音節との組み合わせが、使われる単語によって異なるため、

弱の音節の数によって、言葉の流れにいろいろな型の強弱現象が現れる。同時に、

スピードに緩急の差、すなわち、遅くなったり速くなったりする現象が生じる。

日本語のように常に一定であるということはない。視覚的には次のように表示で

きる。タイプはいろいろある。

L二 」 _上 二 _二 」

「
百訂藤て≡天

~丁~百
τ人―ス 1 同じペース |

(発話の最後は長めになる)

?・ _■_i⊥L_」
「
両面
~¬~画
面
~~T~竃
百
~~「
面顆万¬

(発話の最後は長めになる)

L L上 _上止止止」
「

~~~蓮
百
~~T~¬
再て万
~~1 
速い |

(発話の最後は長めになる)

以上のことから明らかなように、日本語を母語とする人が英語を学ぼうとするとき

は、日本語の言語リズムの特徴から生まれる壁を乗り越えなくてはならないわけです。

つまり、均質的で、発話のスピードにあまり変化がないという特徴から離れて、正反

対の性質を持っている英語のリズムを身につけなければなりません。

以下、マザー・グースに現れる、この英語の根源的なリズムを、6つの歌を例に見

ていきます。歌は266ページと267ページにまとめて挙げてあります。また、付属

CD―ROMの音声と以下の解説を照らし合わせて、リズムを確認してください。マザ
ー・グースのようなわらべうたは、節をつけて歌ったり、声を出して読んだりするも

ので、決して黙読するものではありません。詩歌はどれも、声を出して読んだり歌っ

たりすることによって、そのリズムをはっきりと感じ、味わうことができるのです。

1.G6orgie P6rgie′ ...

強弱 (● 証)の単純なリズムの中に、 1カ所だけ強弱弱 (●  )と弱がふたつ続
くところがあります (pidding and)。 同音の繰‐り返しとして、pie[pai]と Cry[krai]
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の [ai]、 play[plei]と away[owei]の [ei]とがそれぞれ脚韻を踏んでいます。単純な

リズムですが、慣れないと、なかなかネイテイブスピーカーのようには言えません。

注意する点は次のとおりです。

a.強のところ (0)から次の強 (●)のところへ、弾むように跳んでいく。

b.強 (●)と強 (0)の間の時間を等しくする。机を手でたたくなどして拍子を取
るとよい。

c.1行日のG6orgie P6rgieに 続くpidding andを 少し速めに言うようにする。
d.3行日のb6ys cameの ところは、b6ysが長くなりすぎないように、しかも強め
に言う。cameは弱めにし、b6ys cameと速めに進める。

e.全体としては、 とにかく山のところと谷のところ (強く際立つところと弱く際立
たないところ)の差をつけるようにすることが大切。山のところ (強のところ)

が発話の流れを支配し、リードしていくようにする。つまり、強の部分が弱の部

分を従えて進んでいくようにするとよい。

2。 Charley Barley′ ...

これは1.と まったく同じリズムです。 1.で挙げた点を確認して、同じように言っ

てみましょう。

3.To rnarket′ to market′ ...

これは、弱強弱弱 ( ●  )と強弱弱 (●・―・)が交ざったものです。以下の点

に,主意しましょう。

(1)1行日と3行日の出だしの部分、TO m`rketの Toを強にしないこと。弱く短

く出てmirketの mar‐ で盛り上がるようにする。

(1)1行日と3行日の終わりの部分、biy a fat pigと biy a fat h6gの fatを強く

しないこと。強くしかも比較的短いb`yの後、a fatと弱く速めに進むようにす

る。

4。 One′ twi6′ three′ f6ur′

これは、 1行日と3行日が強 (0)の 4連続によって特徴づけられ (s6venの強弱

を除いて)、 2行日と4行ロカヽ 強弱 (● い)の繰り返しを特徴としています。このこ

とから、 1行日と3行日のほうが、2行日と4行日より少しゆったりと進みます。 2、

4行日で大切なことは、強と弱との差をつけることです。

5.Twink:e′ tiwinkle′ little Star:             ::

これは、すべての行にわたって、強弱 (● ‐)が耀則正しく現れているので、比較

的簡単に言うことができます。強と弱との差をしっかりつけて、英語に現れるパルス

を感じとるようにしましょう。ぜひ、音楽と一緒に歌ってみてください。  |:

6.H`mpty Dlmpty saton a wi‖ ′            ‐
これは、強弱 (● `)と 強弱弱 (●

“・
)とが交ざっているため、少し言いにくい
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0

0

0

1.G6orgie P6rgief p`dding and p10′
●
~ 
●   ●     o

Kissed the gfr!s and mlde them cFy

ジョージー ポージー
プデイングにパイ

キスしちや女の子を泣かせてた

遊びに出てきた男の子
とたんに逃げてった
ジョージー ポージー

チャーリー バーリー
バターに卵

アヒルの卵 3個で女房を売つた
アヒルが卵を生み始めたら

チャーリー バーリー
すつとんで逃げた

市場へ 市場へ
肥えたブタ買いに

おうちへ おうちヘ
ピョンピョンピョン

市場へ 市場へ
肥えたブタ買いに

おうちへ おうちヘ
ランランラン

●   ・
VVh6n the
●

● ● ●

b5ys came oit to pl5y,
a0a

G"rgieTrgiettaw6y

2.(Ch6rlev B6rley′ b`tter and 6ggs′
●  
´
 ●
‐
 ● ・   ●

s6:d his wffe fOr thr6e duck 69gsi
O  十 ●    ●     ●
VVh6n the d`cks beg6n to l`y′
●    ●  .‐  0 ‐ ●
C,|,yBlleyfPa守・

3. To m5rket to mirket, to bfiy a fat pig,
● ● ● ●

H6me again′ h6me again′ itgety―ib′
0  ,   ●      ●   ●

To m6rket to m5rket, to brly a fat h5g,aOrf,a
H5me again, h6me again, jiggety-j5g.

oaoa

かもしれません。 1行日と2行日の Himpty Dimptyの 強弱 (● )以外は、強弱
弱 (●■Ⅲ)と なっています。ですから、●・ ■のところは、少し速めに言わなけれ

ばなりません。

また、great、 king's、 putの 3言吾は弱にすることが大切です。この3語は、普通の

会話では強になるタイプのものですが、わらべうたではリズムカV憂先するため、弱に

なっているのです。

リズム以外にも注意を要する現象があります。

4。 (1)Mary atthe c6tage d6or

atは弱形の [Эt]ではなく強形の [ゐt]であり、しかも、次にくるthe[OЭ ]との関係

でレ t]の [t]には目立った破裂がない。

(2)Ё ating chё rries 6r a plite

off aが 6■aのようにつながっている。

L
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0

0

0

4. Onef tw6f thr6er f6ur′
●  ●   ●  ●

ひい、ふう、みい、よう

メアリーが戸口で

いつ、むう、なな、やあ

お皿からサクランボ食べている

キラキラ 光って お星さま
お星さまは どなたなの
あんなに高く 天高く
まるでお空の 金剛石ね
キラキラ 光つて お星さま
お星さまは どなたなの

ハンプテイーダンプテイーが

塀の止

ハンプティーダンプテイーが

おつこちた

国王陛下の馬たちも、

国王陛下の歩兵も

ハンプテイーをもとには戻せな

かった

(ハンプテイー :卵形の人形)

wl5ry 5t the c6ttage d5or,
●枷● 炒 ● 車  ●
Ffve,s紋′s6ven′ e
O  爾  ●

lbht,

0
〔ating ch6rries 6ff a plite
●   鬱    ● ■ 0

5.Twhkleftwhkle′ :ftle■6r!
●    ●   ● ■ ●
H6w l w6nder vvh6t you 6rel
●   0 .・   ●  ・  ●
6p ab6vethe w6r:dso hbh′
01-●  十  ●   ●
Lfke a dhmond in the skチ .

●  ●  = 0, 醸

Twinkle′ twfnkle,lftLle st6rl
鬱 .ヽ0・  ●  ●
H6w l w6ndervvh6t you irel
e  ●    ●    o

6.H`mpty D`mpty s`tona w6‖′
●  ・  ●  ‐:●   ●

Himpty Dimpty h5d a great f5ll;
● ● ● ・   ●

Alt tfre king's h6rses and 5l! the king's m6n

C6uldn't put H(mpty tog6ther agSin
a a . o ::., t

●

5。 (1)what you

[(h)wAt∫ u,(h)w6t∫ u]になる場合と[(h)wA(t)ju,(h)w6(t)ju]に なる場合とがある。

音声は後者で、[t]に破裂がないため、「ワッユ」のような響きになる。

(2)Lfke a diamond in the

単語が滑らかにつながっている連結現象。

6.(1)s6リリ wal:(2)hiむ great
(1)、 (2)と もに単語の連結現象。

(3) c6uldn't[k`(d)nt]                   ‐‐

[d]の破裂がなく、[n]に飲み込まれるようになる志
‐・

魃『縮蛹一輌睡鰈
ウＳ。ハす。ヽ
の。。∽。ヽ
コヽ
『づΦ

」



音声を聞いて、強勢の位置を確認し、同じように言ってみましょう。

0

0

0

0

0

1. Tinkeq t5iloc s6ldier; s5ilon
Rich man, p6or man, b6ggarman,
thief.

2. P6ter Piper picked a p6ck of pickled
p6ppers.

A p6ck of pickled p6ppers P6ter Piper
picked.

lf P6ter Piper picked a p6ck of pickled
p6ppers,

Wh6re's the p6ck of pickled p6ppers
P6ter Piper picked?

3. R5in, r5in, 96 aw5y.
C6me ag5in an6ther d5y.

tfttle .l6hnny wSnts to pl5y.

R5in, r5in, 96 to sp5in.
N6ver sh6w your f5ce agSin

4. Hickory, dickory d6ck. Tick-t6ck.
The m6use ran 6p the cl6ck. Tick-t6ck.
The cl6ck struck 6ne, the m5use ran

d6wn.
Hickory dickory d6ck. Tick-t6ck!

5. P6ten P6ter; pfimpkin 6atec
H5d a wife and c6uldn't k6ep her.

Prit her in a primpkin sh6ll-
And th6re he k6pt her v6ry w6lll

JSck and Jill went tip the hill,
To f6tch a p6it of w5ter.
J5ck fell d6wn and br6ke his cr5wn-
And Jill came trimbling 5fter.

鋳掛け屋、仕立て屋、兵隊、水夫

金持ち、貧乏人、お乞食、泥棒

(早口言葉なので同音の繰り返しが

大切)

笛吹きピーターがピクルスペパーを

ワンペック摘んだ

ピクルスペパーをワンペック、笛吹

きピーターが摘んだ

笛吹きピーターがピクルスペパーを

ワンペック摘んだなら、

どこにあるのか、笛吹きピーターが

摘んだ、そのワンペックのピクルス

ペバー ?

雨なんか、行つちまえ

おとといやつて来い

小さなジョニーが遊ぶんだ

雨なんか、スペインヘ、行つちまえ

もう来なくていいんだよ

チックタク、チックタク、

ネズミが時計に駆け上がり、チック

タク

時計がひとつボンと鳴り、

ネズミが駆け下り、チックタク

チックタク、チックタク

ピーターはね、ピーターはカボチャ

食らい

女房もらつたが 食わせていけない
カボチヤの殻に入れました

うまい具合にいきました

ジャックとジルが山行つた

手おけにいつぱい水くみに

ジャックがころんで頭を打つた

ジルも続いてころがつた
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解説

ここでは、強弱 (0・ )の繰り返しを中心とした、きわめて単純なリズムのわらべうたば

かりを集めてあります。強弱 (●讐)の変化をつけること、強の規則性 (等時性)を維持す
ることの2点を意識して言うことが大切です。

1.実に単純な強弱 (0・ )の繰り返しです。b6ggarmanが強弱弱 (●・ =)となってい
るので、ここは少し速めに通過するように注意しましょう。

2.[p]音が繰り返し現れる早口言葉です。強弱 (0・ )が規則正しく最後まで続きますが、
3行日のA p6ck(言 ●)は弱強になっており、そのタイミングに注意が必要です。ま
た、5行日のIf P6terは弱強弱 (● 0.Ⅲ )となりますが、Ifを弱め速めという気持ちで

言わないと、文頭の単語はつい強めてしまうため、リズムが崩れることになります。

3.●●鬱 ●゙ /● Ⅲ●言●・● /● ■● :● .,●のリズムです。1行日の3つ続く強の
最初のふたつの強と、それぞれの行の最後の強をゆっくり言うことがポイントです。後

は強弱の調子をつけて言えばよいでしょう。なお、このわらべうたは、●.● 言三,/●

.11● Si/● Ⅷ■●● '11‐ のように、 1行日は、R`inと g6、 2行日はC6meと
an6ther、 3行日はLrttleと wintsに強勢を置いて、すなわち、各行ふたつの強勢のリ

ズムで歌うこともあります。gQl,wayと Come agai■ anotherの連結にも注意しまし

よつo

4.●・● ,‖ ● +0の リズムが繰 り返されますが、 2行日と3行日のThe(")に 注意し
て、弱めに、少し速めに言うようにします。Tick― t6ckの Tick、 ran ipの ran、 struck

6neの struck、 ran d6wnの ranをそれぞれ強めず、弱めに言うことが大切です。ran」p

の連結にも注意しましょう (Hickoryと dickoryは●|,す.にもなります)。

5。 これも、●‖●彗●Ⅲ● の̈単純なリズムの繰り返しです。3行日のhが強 (0)にな
るので、そこを盛り上げるような気持ちで言う必要があります。なお、この歌も、上の

3.と同様に、各行2強勢のリズムで歌うこともあります。

●  ‐‐lD・ I'■  P6terと pinpkinが強になる。
●'。 'W(01・・・  H`dと c6uldn'tが強になる。
●.‖ 4.｀ ●'・ ‐ Pitと p`mpkinが強になる。
●
`・
・●・ th6reと v`ryが強になる。

6.この歌は、 1行日と3行日が4強勢、2行日と4行日が3強勢のリズムになっています
が、各行2強勢で歌うこともあります。比べてみると次のようになります。

●・e・ ●‐●   ●‐ ,● 言..Jickと こpが強
●「●そ●
~   
・ ●・(1・・ ●+  f6tchと witerが強

C).・ 0■ ●・ ●    鑢‖¨‖GD阜 鶴  Jickと br6keが,資
Ⅲ●世●・ OⅢ   ・ 0-|・ ●彗  Jfllと 灘ter力 安ヽ
前者のように、4強 3強 4強 3強で歌った場合、2行日と4行日は強がひとつ足りないた

め、witerと ″terの後に1強勢分の時間を取ることになります。つまり、witerの後1拍

置いてからJ`ckに移るという具合です。
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音声を聞いて、強勢の位置を確認し、同じように言ってみましょう。

0

●

0

0

1 P6as pudding h5t, p6as pudding c6ld,

P6as pudding in the pot nine days 6ld
S6me like it h5t, s5me like it c6ld,

56me like it in the pot nine days 6ld.

2. 6ne, tw6, thr6e, four; five,

6nce I c5ught a fish alive.

Six, s6ven, 6ight, nine, t6n,
Th6n I l6t him 96 ag5in.

Whi did you l6t him 96?
Bec5use he bit my ffnger s6.

Which finger did he bite?

The little finger 6n the right.

3. Silly go round the srin,

SSlly go round the m6on,

S5lly go round the chimney pots

On a 55turday aftern6on.

4. Mix a pancake,

Stir a pancake,

P6p it in the p5n.

Fry the pancake,

T6ss the pancake,

CStch it if you c5n

豆のプディングほつかほか

豆のプディングひいえひえ

豆のプディング九日経つてもなべの

中

ほっかほかがいい人や

ひぃえひえがいい人や

九日なべがいい人や

ひい、ふう、みい、よう、いつ

あるとき魚を捕まえた

むう、なな、やあ、ここ、とう

魚は放してやつちゃつた

何で放してやったんだい
'

指をぱくりとかんだから

どの指をかんだんだしヽ ?

それが右手の小指なの

サリー 回つて お日さまを
サリー 回つて お月さまを
サリー 回って えんとつを
ある土曜日の昼下がり

バンケーキをミックスし

バンケーキをかき混ぜて

フライバンに放り込め

バンケーキを焼いて

バンケーキを放り上げ

ひつくり返してみてごらん
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解説

ここでは、LISTEN&TRY lよ り、リズムが少し複雑になったものを扱っています。単
純な強弱 (●・ )の繰り返しではなく、弱 (・ )の数が1行の中で、また行によっても異な
るため、発話のスピード (テンポ)に変化が生じます。この発話のスピードに変化をつけて

言うことと、その変化に乗って聞くこと力ヽ 私たちには大変難しいわけです。しっかりと練

習し身につけましょう。次のLISTEN&TRY 3は、ここの応用であると考えればよいでし
よう。その意味でもここは大変大切なところです。

1.この歌は、各行4強勢ですが、弱の数が一定ではありません。そのために生ずる発話の
スピードの変化についていけるようにしなければなりません。注意する点は以下のとおりで

す。

(1)1行 日と3行日のh6t(● )の後には弱がないため、ここでスピードが落ちる。つまり、
h6tl語を発音する時間が、ほかの強のところより長くなる。
(2)同様に2行日と4行目のnine days(● ■)は、弱がひとつであるため、その前のふた
つのところより遅めになる。

その他、次の点にも注意が必要です。

(3)2行 日のpudding rnの in(●)を強めること。lnに続くthe[ёЭ]は inの [n]の景突璧で

[no]になる。4行日のh theも 同様。

(4)3行 日と4行日のlke itの連結に注意。

2.各行4強勢で、強弱 (● ■)を中心としていますが、弱カミ抜けて強強 (●●)と続いた
り、弱が入って弱強 (・ ●)となったりしている点が要注意です。
(1)1行 日と3行日のおur(■ )と nine(冊 )を弱くし、thr6eおur(●・ )、 eight nine
(●・)と速めにすること。

(2)5行 日のWh,dfd you(● ● =)の Whク をゆっくり言い、しかもdfdを強にし、dfd
youと速めに続けること。7行日のWhich ffnger(● ●`)も 上と同様。
(3)単語の滑らかなつながりに注意。

OnCe_I Caught_3五ShユliVe・ /ThenJ let him gO agaln.

(4)弱形に注意。him[(h)im],he[(h)11

3.各行2強勢で弱が4つ続きます。
(1)go roundは 強めがちになるが、抑えて速めに進むようにする。

(2)3行 目と4行日は行の変わり目も●111'■・ と弱が4つ続いているので、途中で切らず
に速めにスムーズに進むこと。

4.強勢がひとつだけの行とふたつの行とがあるので注意。
(1)pancakeは強めないこと。

(2)pinと cin(韻を踏んでいる)を盛り上げるように強 (●)にすること。(3行日と6行

日)
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音声を聞いて、強勢の位置を確認 し、同じように言ってみましょう。

0

0

1 6ranges and l6mons,

Say the b6lls of 5t. Cl6ment's.

You 6we me five firthings,
Say the b6lls of St. M6rtin's.

Wh6n willyou p5y me?

Say the b6lls of Old B5iley.

Wh6n lgrow rich,

Say the b6lls of Shoreditch.

Pr5y, when willthSt be?

Say the smSll bells of 5t6pney.

l'm srire I don't kn6w,

Say the gr6at bells of B6w

2. The 6wl and the Pfissycat w6nt to s6a

ln a b6autiful p6a-green b6at.

They t6ok some h6ney, and pl6nty of
m6ney,

Wrapped 6p in a five-pound n6te.

The 6wl looked (p to the st5rs ab6ve,

And sing to a sm6ll guit5r,

'o l6vely Prissy, o P0ssy my l6ve,

What a b6autiful Ptissy you 5re,

You 5re,

You 5re,

What a b6autiful Prissy you 5rel'

オレンジとレモン

聖クレメントの鐘が言う

そなたに5フ アージング貸しがある

聖マーティンの鐘が言う

いつ返してくれるのか

オールド・ベイリーの鐘が言う

それは長者になつたとき

ショーディツチの鐘が言う

いったいそれはいつのこと

小さなステプニーの鐘が言う

皆目見当つきもうさん

大きなボーの鐘が言う

フクロウとネコちゃんが海へ出た

きれいな青豆色のボートに乗つて

ハチミツ少しにお金をたんと

5ポンド札にしつかりくるみ

星を見上げてフクロウが

小さなギターで歌う歌

「いとしのネコちゃん、愛するネコ

ちゃん

何てネコちゃんは美しい

ほんとうに

ほんとうに

何てネコちゃんは美しい !」
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解説

わらべうたの総仕上げです。これまでのものに比べて、スピードの変化がやや複雑になり、

同時に強弱のつけ方が少し難しくなります。ここを乗り越えると後は楽になります。日常会

話や、ニュースなどに現れるリズムにも乗っていけるようになるでしょう。そして何よりも、

自分の話す英語が間違いなく英語らしくなります。下の注意点を参考にして、強のところで

机をたたくなどして言ってみましょう。

1.各行2強勢ですが、弱の現れ方がずいぶん違っています。そのために各行のつながりが
難しくなる点に注意しましょう。

(1)Say(“ )を強 (0)に しないようにする。Sayの前に弱 (・ )がひとつある場合 (2、
4、 6、 10行日)と、弱がない場合 (8、 12行日)とがある。ある場合はない場合よりいっ

そう速め、弱めにSay the(師 ■.)と進まなくてはならない。

(2)b6us of St C16ment's(2行 日)と b61ls of St.IM`rtin's(4行 日)の Stは ISeint]と
も[s(o)nt]と もなるが、[seint]の場合でも弱く速く進み、最後の [t]は聞こえない。音声
は [Seint]|こ】EIい。

(3)five( )(3行日)、 01d( )(6行 日)、 grow(」 )(7行目)、 bells(■ )(10、 12
行日)は強 (●)にならないようにする。
(4)6rang"」 nd,b611ミ_pl b611ミ of gd Biley,な どの連結を滑らかに行う。

2.これは、 1行 4強勢と3強勢とが交互に現れる上に、弱の現れ方が各所で異なっている
ため、かなリリズムに乗りにくいものとなっています。

(1)2行日、 5行日、 7行日、9行日はそれぞれ強 (●)が 3つになっているが、隠れた強
(無音の強勢 ― slent stress)がその後にひとつ続いているものとして、そこで 1拍置
いてから次の行に移るようにする。

(2)p6a_green(●・ )(2行 日)の greenを弱にし、p6aは少しゆっくり言う。b6at(● )
のあと1拍置くこと。

(3)Wrapped ip in a fF、′e―pound n6te(5行 日)の Wrappedを弱 (・ )に、
`pを
強 (●)

にすることが難しいので注意。また、ffveは少し遅めに言い、pound(■ )は弱にして進
む。n6te(●)のあと1拍置く。
(4)And singゎ a smm guitir(7行 日)は、sm皿 (●)を少し遅めに言うようにする
とよい。guit`r(■ ●)の後、 1拍置いて0 16vely(→ ● 0)と続けるようにする。
鯰た_Lσ)ほ力、 次σ)′点、|こ も?主i滝 :。

(a)The OW!Fnュ 豊e Pissycat w64 to sёa(1行日)の 6w!」ndの連結、and[Эn(d)]
の弱形。the[ёЭ]―→[nЭ ]の変イL w6nt[wen(t)]は [(t)]が落ちる。
(b)In a b6autinl(2行 日)の連結。
(C)They t6ok some h6ney,and p16nty of m6ney(3イ 子日)の写聯形に′主;意。and[on]、
Of[OV]

(d)Wrappedヽ u班1■_r(5行 日)の連結にも注意。

魃
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|

蠅隕
脇躊
膠瑕
％麒
脇

音楽とビー ト音に合わせて、楽しく歌つてみましょう。

thatと andの弱形に注意するとスムーズにいきます。

慣れてきたら、少しずつ歌詞を見ないで言ってみましよう。

0

」 L

TlHコ HOUSE THAT JIACK BU=コT鰐〕

丁his is the house that」 ack built.

This is the malt
That lay in the house that Jack built.

This is the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

This is the cat,

That killed the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built

This is the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,

That ate the malt
That lay in the house that Jack built.F
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This is the cow with the crumpled horn,

That tossed the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,
That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

This is the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,
That tossed the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,
That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

ウ

This is the man all tattered and torn,
That kissed the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,

That tossed the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,
That ate the malt

\
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+
+
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This is the cock that crowed in the morn,
That waked the priest all shaven and shorn,

That married the man all tattered and torn,
That kissed the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,
That tossed the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,
That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

This is the farmer sowing his corn,
That kept the cock that crowed in the morn,

That waked the priest all shaven and shorn,

That married the man all tattered and torn,
That kissed the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,

That tossed the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,
That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

This is the horse and the hound and the horn,
That belonged to the farmer sowing his corn,

That kept the cock that crowed in the morn,

That waked the priest all shaven and shorn,

That married the man all tattered and torn,
That kissed the maiden all forlorn,
That milked the cow with the crumpled horn,
That tossed the dog,
That worried the cat,

That killed the rat,
That ate the malt
That lay in the house that Jack built.

[最後の1節の和訳]

これは馬と猟犬と角笛だ

種まく農夫のものだつた

農夫の飼つてた一番鶏が

目を覚まさせたつるつる頭の牧師

さんが

結婚式を行ったボロ着の男が

キスをした一人さびしい小娘が

乳を搾ったよじれた角の乳牛が

放り上げたイヌが

かみついたネコが

殺したネズミが

食べた麦芽が

置いてあつたジヤツクの建てた家

[注]woriedか みついていじめた /crumpledね じれた /Юssed角で放り上げた /a‖ forlomと ってもさびしい /
a‖ tater“ and Юrnす っかりやぶれてぼろぼろになった (も のを身につけた)/
a‖ shaven and shorn頭 の毛をさっぱりと刈り込んでそり落とした
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紛らわしい音をはつきり区別するために

以下の図は、それぞれ調音の構え (発音の仕方)を示したもの

です。調音の場所 (どこで)と調音の様式 (どのように作られる

か)を示しています。音声器官の概略図と英語の子音表 (ρ .282、

283)を参考にして、音声の作り方を確認してください。

[b] ‐_lfl,[VI

‐両唇が閉じる。開くとき、破裂音が出る。 上の前歯と下唇とが近づき、摩擦音か生じる
=

議

卜 |

.上の前歯

ろ

[0],10]

と下の唇とが近づき、摩擦音か生じ 舌先が上の前歯に近づき、摩擦音が生じる。

い

[f]と

[V]と

[0]

Ю]
d.eaf[def]ノ death[deo],
Vei![Veil]/they′ ll l10Cill

発音クリニック

ban [ban] / van [van][b]と [V]



臓
ト
ー
ー
ー
ー

発音クリニツク
:●●

[S],[Z]

菫

[0],[ё ]

舌先が上の前歯に近づき、摩擦音が生じる。 舌の先の部分が、歯茎に近づく,

|・
‐‐‐.:ヽ |‐ |■・ 1・
‐‐■t=■‐

‐‐‐‐■||・

[S],[Z] 団,[5]

舌の先の部分が歯茎に近づき、摩擦音が生・
‐ 舌の先の部分が、広く上あごに近づく。

藤.

‐3n

じる

′

喩

1露

彙

撻

―

・
・　

　

　

　

一一

[5]

舌の先の部分と歯茎との間に、すき間がある。 |∫|の有声音。舌の前の部分が、上あごに近

づくが接しない。

ld51

1t「 |の有声音

■‐する_

..   |::=~

lclzl
■
伝
吻

′

躊
計

舌の先の部分と歯茎とが付いている。 。舌の前の部分が、上あごに接

響
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.be10● [bCi31/

sip [sip] / shi

legion [1i:d3an]

n.[11150n]ノ

[Z]
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IS]と鯛
レ]と [6]

bees [bi:z] / beads [bi:dz][2]と [da [d“ [d6]



d5]
train itrcilll′ chain itiloinl′

drain ldrein]/Jane[d5Ciniと

[tr,dril

舌の先の

角雲:

lt∫、d51

すヽ妾

ll]

部分が、歯茎の裏に付く。狭し 舌の先の部分を、しっかりと歯茎に付ける

「r]

舌の前の部分が、広く上あごに接する。広い

接触。

舌を軽くカールさせて、歯茎の裏に近づける。
1熊

路を狭め気味にする。

議

[j]

日本語のイlilに近い_舌を少し緊張させるよ
うにするとよい ,

[W]

・‐
両唇を狭め、舌の奥を持ち上げ、空気の通

"

||

[uI]

唇を丸め、日本語のオlolという気持ちでウ

[ulを言う。

|       .‐ |1     11ヽ |||
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撃

loyal lt5iall / royal 1r5ia!と
[tr]と [切

[i]の前で舌を少し持ち上げ、空気の通路を狭
|め気味にする。 (「ヤ」Dalの先頭の音)

[i:]

yeast iji:st]ノ east[i:st][i]と [iI] woos [rvu:z] I ooze luizl[W]と [ull



発音クリニッ

狐

口をあまり開かない。

′

ヽ   ~・ 、

輻

轡錮尚｀
¬ マ|

[OI]

摩擦音間で作る下唇のは上の

舌先をカールさせる。

1腸 |

'苺
■

アフ[アー ]

・一
●
“ヽ
前
こ
と
橿
‐

‐・〓〓̈̈
晰「一一

９

・̈．

く
こ
，
」

頭眈
のフ本語

摩擦音

口をかなり開ぐ

~ .|■  ||.| .

艶
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[h]

[h]は、呼吸のときの吐く息。国の中で摩擦

を生じない。

[Э Ir]

と[アー ]

と
bird[bЭ :dl(英音)/
bird ibO:rdi(米 7)/
バード[ba:dOl(LI本語わ

[1と Ih]
と[フ (ア )]

fight[fait]/

height lhait]/

フアイト|:Φ譴tO] (日本語音)



人間は常に呼吸をしていますが、音声はこの呼吸の呼気、すなわち肺から出て

くる空気を利用して作られます。音声器官がいろいろに働いて、この空気の流

れにさまざまな影響を及ぼします。こうして作られるのが音声です。

音声器官 (概略図)Organs of Speech

口腔 (Ora:Cavity)
/

凶茎 (Aiveolar Ridge)

唇(Lips)  歯 (Teeth)

鼻腔
(Nasa!Cavity)

硬口蓋 (Hard Pa:ate)
軟口蓋 (Soft Palate)

口蓋垂 (Uvula)‐`
聟

=■
咽頭(Pharynx)、
喉頭蓋 (Epig:ottis)

舌尖(Tip)

E(Tongue)
舌端 (Biade)

前舌面 (Front)

後舌面 (Back)

喉頭 (Laツnx)一一――→
‐―――食道(Oesophagus)

o 一― ――気管(TraChea)
声帯:(Vocal Fo!d5)

肺は広い意味で音声器官に入りますが、普通は、叫麺頁と口・鼻の部分を音声器官と

呼びます。喉頭の内部に声帯があり、その振動の有無により有声音か無声音かが決ま

り、さらに声帯の状態により、ささやき声や、声門破裂音など力平乍られます。

音声器官ではとくに舌が重要な働きをします。母語を英

語でnative tongue、 mother tOngueと いうように、舌

(tOngue)が言語を表すほどです。

音声産出の機構

人間は音声器官を働かせて「母音」(vowel)・「子音」

(cOnsOnant)を作り、その結びつきによって「音節」

(syllable)力平乍られ、その音節のつながりにアクセント、

イントネーションがかかわり、発話 (文)が行われます。
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調音
口・鼻

発声
喉頭 (声帯)

呼吸
月市

呼吸

音声器官と英語音声記号の名称

↓
↓



音声器 官

英語の子音 The Eng‖ sh Consonants

上の子音の表で、横軸は調音 (発音)の場所 (place of articulation)を 、縦軸は

調音の様式 (manner of articulation)を示します。表の中で同じ枠内にある記号は、

左が無声音を、右が有声音を表します。

子音は、(1)有声か無声か、(2調音の場所はどこか、(3嗣音の様式は何かによって区

別され、通常次のように定義されます。たとえiよ [p]は無声・両唇・破裂音、[b]は

有声・両唇・破裂音、[d5]は有声・後部歯茎・破擦音、等々です。なお、[w]は二重

調音 (double ardculation)と 言って両唇と軟口蓋のふたつの場所で同時に行われる

ため、正式には有声・両唇軟口蓋・接近音と呼ばれています。

調音点
調音様式

両唇音
Bilabial

唇歯音
Labiodental

歯音

Dental
歯茎音
Alveolar

後部歯茎音
Po■alveolar

硬口蓋音
Palatal

軟口蓋音
/ヽelar

声門音
Glottal

破裂音

Plosive
p b t d kg

鼻音

Nasal
In n ]

摩擦音

Fricative
f v 0 0 S Z ∫ 5 h

破擦音

Attricate
げdろ

接近音

Approxirnant
W r J (W)

側面接近音

Lateral

approxinlant
1
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音声学なき音声教育

日本における英語教育の最大の問題点が、その音声教育にあると指摘されてから久し

いものがあります。多くの教育現場では、LL教室などでテープやCDを聞いたリビデオ

を見たりし、また最近ではCALL(computer― assisted language learning)が 導入さ

れるようにもなってきました。英語のネイティブスピーカーに1受業を手伝ってもらう方

策も取り入れられてきました。しかし、依然として「使えない英語」という学校教育に

対する不名誉な言葉はなくなってはいません。

故ライシヤワー元駐日大使が1977年にその著 r″E“ Ⅳ慶Eにおいて述べた、「日
本の英語教育につぎ込まれたたいへんな努力にもかかわらず、その成果はきわめて貧弱

なものである」(Despite the huge amOunt of effort put into the teaching Of

English in Japan,the results are extremely meager.)と の指摘は、30年以上たっ

たいまもなお生きているといってよいでしよう。これは何が原因なのでしよう力、以下、

主な要因を指摘してその改善のための理念と方策を提起しておきたいと思います。

1.わが国には「沈黙は金、雄弁は銀」という思考様式とでもいえるものがあつて、話す行

為を重視せずむしろそれを低く見る傾向があった。

2.上の1とも関係して、インプット(入力)を重視しアウトプット(出力)を軽視する傾向が

あった。

3.これまで外国の学問・文化を主として文字を通じて取り入れてきたという経緯があった。

4.言語の研究にあっては、純粋理論言語学や歴史言語学などの研究が主流を占め、実践を

伴う音声学や応用言語学は傍流の地位に置かれる傾向があった。

5.外国語の学問・研究は文学の研究が中心となり、実践・応用を伴う言語教育の研究はこ

こでもまた傍流の地位に置かれてきた。

6大学は研究機関であるという認識の下で、教育の重要性より研究の重要性が優先される
傾向にあった。

7.外国語教育との関連においては、外国語の歴史や統語論 (文法)の研究が中心となり、

外国語の音声指導に必要不可欠な「音声学の理論」と「実践技術」は深く顧みられない

傾向にあった。

8これは、言語理論の研究は頭で行われるが、音声の研究は実践的訓練 (耳と口を鍛える
こと)を必要とすることとも関係していた。
9英語教育にあっては、音声学を専攻した研究者・教員が少なかったこともあり、多くの
大学では教職の資格を取得できる英文学科などのカリキュラムに、英語音声学、日英対

照音声学等の教科を持つことが少なかった。
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日本における英語教育の問題点

10その結果、英文学科等で行われる英語教員の養成が、英語の音声研究・音声教育を実質
的にはほとんど考慮されない中で行われ、音声指導の力を必ずしも十分に持たない教員

資格者が多く生み出された。

11.英語の音声指導に自信を持つて取り組むことのできる教員が少なく、しかも1ク ラスの

生徒・学生数が多く、かつ、学校教育が英語の読解に重点を置く流れの中で、望ましい

教育成果が生み出されなかった。

要するに、「使えない英語」の根本的な要因は、日本の英語音声教育が羅針盤を持たな

い船のように、音声学を持たない英語教育にあったといってよいでしょう。羅針盤がな

いために、日本の英語教育は難破船のように漂い続けてきたといえます。次のようなも

っともらしい説を見聞きすることがあります。「母語である日本語は、その文法も音声も

特別な訓練などをしないで自然に身についたのだから、英語もただCDな どを聞いてい

るうちに、あるとき突然、自然に英語が口を突いて出てくるようになる」「英語放送や英

語のCDな どを一日中聞いていれlよ いつのまにか英語が聞き取れるようになる」、等 。々
しかし、聞き取れない音はどうしても聞き取れない、一生懸命話したのにどうしても

通じない、という経験を持っている人は多いものです。また、日本の英会話学校ではネ

イテイブスピーカーと何となく話が通じたのに、海外に出たら全然駄目だったといって

悩んでいる人も多くいます。これは、英語のネイテイブスピーカーは日本語母語話者が

話す英語の音声や文法の間違いにはすぐに気づきますが、必ずしもその間違いを指導し

て正すことができるわけではないこととも関係しています。

母語 の干渉

母語の干渉とは、学習者が身につけた母語が外国語を学ぶにあたってその習得に及ぼ

す不利な影響のことをいいます。いったん母語を身につけた人が後に外国語を学ぶ場合

は、その外国語は母語の強い影響の下で習得されるということです。その影響がどれは

ど強いかは、母語と外国語との音の体系の違いがどのようなものであるかによって決ま

ります。単純な音の体系の言語話者が複雑な音の体系の外国語を習得する場合は、母語

の干渉の度合いがその逆の場合よりもはるかに大きくなります。ということは、習得が

ずっと難しくなるということです。

この不公平とも言える現象が日本語と英語との間には存在するのです。それは日本語

と英語の音声の体系、すなわち両言語の音の成り立ち方がまったく異なっているうえに、

英語の音の体系のほうが日本語のそれよりもあらゆる面ではるかに複雑であるからです。

日本語を母語とする私たちは、音声の面では英語を学習するにあたってたいへん大きな

ハンディ (不利な条件)を負っているのです。

聞き取りと発音の両面にわたってその習得が難しい英語の音声現象は数え切れないは

どありますが、その中でも最も習得が難しいといってよい、英語の強勢現象にかかわる

実例を見てみます。

膨
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:1■

ある日本人がアメリカ入国の際、係官におur inger[f6:rf勾 gor]● ● (4本の指)と

言われへ fingerに複数のs[z]力平寸いていなかったことから、「アメリカ人も単数・複数

を間違えるのだなと思った」とのことでした。しかし実際は、4本の指と言われたので

はなく、おrefinger[f6:r fiDgЭ r]●  (人さし指)と言われたのだということがわかり

ました。4本の指も人さし指も子音と母音の組み合わせは同じですが、強勢型が違いま

す。料理器具のホットプレートはhotplate●
‐であつてhot plate O● ではないのと

同様の、強勢現象の問題です。ちなみにhot plate● ● だと温かい (熱い)皿になりま

す。

英語を使うことにとくに不自由のない高いレベルの英語力を持つ人でも、この種の強

勢現象には正しく反応することが難 しいのです。これは、母語の日本語が音節リズムの

言語 (syllable―timed language)であるのに対して、習得対象である英語が強勢リズ

ムの言語 (stress―timed language)で あることによるもので、母語の干渉がきわめて

強いことを示す典型的な例のひとつです。

この例からもわかるように、 日本語の母語話者が英語を学ぶにあたって直面する音声
現象習得の難しさは、根本的にはすべて母語である日本語の音の体系から生み出されま

す。それゆえ、その難しさは潜在的なものであって、よほどのことがない限り意識でき

ません。そこで、その克服のためには体系的な指導と学習が必要となるのです。ここに

おいて、体系的な指導と学習を可能にするのが学問としての音声学であり、音声学こそ

が確実で効果的に英語の音声を習得する道を示し、それを達成するための理論と方法を

提供してくれるのです。

音声学― 理論
と実践の学

音声学 (phonetics)は、全世界の言語をその研究対象とし、研究のための理論的枠

組みおよび実践的技術を提供して、これに基づいて言語音声の記述・分析・表記を行い

ます。これが一般音声学 (general phonetics)で す。諸言語の音声研究において、い

ろいろな仮説を科学的にテストする目的で、主として機器類を使用してラボ (language

labOratory)そ の他で剣験を行う場合、これを実験音声学 (experiment」 phonetics)

と呼びます。

音声学の具体的な研究領域としては、言語を話し手と聞き手との間のスピーチチェー

ン (話し言葉の連鎖)と して捉え、その視点から下記の3つの部門に分けるのが一般的

です。

7C-7f t-7 (The speech chain)

話し手の脳 (メ ッセージの作成)一→話し手の口(調音)一→空気の振動 (音波)一→

聞き手の耳 (聴覚)一→聞き手の脳 (メ ッセージの解釈)

●::,I
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音声学の3部門

1             日本における英語教育

1.話 し手 (口で言葉を発する)― 調音音声学 (articulatory phOnetics)
音声器官による調音 (発音)の仕組みの研究
2.音波 (空気中を音が伝わる)一 音響音声学 (acoustic phonetics)
空気の振動 (音波)の物理的研究
3.聞き手 (耳で言葉を聞く)一 聴覚音声学 (auditory phonetics)
耳に届いた音声に対する聴覚的反応の研究

なお、メッセージの作成とメッセージの解釈は言語学の対象分野となります。

英語の音声研究

英語の音声に関しては、とくに海外の英語圏において、いろいろな観点から詳細な研

究力浙予われてきました。外国語としての英語教育とのかかわりにおいては、調音 (発音)

の仕組みとその具体的な音声の記述・分析と力ヽ 主として英語音声学の名の下に調音音

声学の観点から行われてきました。この従来の英語音声学は英語の音声のさまざまな姿

を知ることができることから、そして多くの場合 CDな どでその姿を確認することがで

きることもあって、外国人学習者にとっては音声学の貴重な研究成果として世界中で活

用されてきました。

しかし、調音音声学をベースとしたこの伝統的な英語音声学に問題がなかったわけで

はありません。ひとつには、母音 。子音の記述・分析という、分節音素論 (segmen回
phono10gy)の分野がその中心を占め、強勢、リズム、イントネーションなどの超分節

音素論 (suprasegmentt phOn010gy)の 分野はあまり重要視されてこなかったことで

す。多くの場合後者は強調や話者の心的態度 (感情)を表すものとして、上級学習者が

学習の最終段階において学ぶ、いわゆる英語らしさを身につけるためのものとして扱わ

れてきました。しかし、強勢やリズム、イントネーションは単に話者の心的態度を示す

だけのものではないことが、その後の多くの研究で明らかにされてきており、そこに見

られる新情報や旧情報という情報処理の機能、さらに相手との関係性におけるコミュニ

カテイブな機能などは外国人学習者にとってきわめて重要な学習課題となっています。

さらにもうひとつの非常に大きな問題点は、従来の英語音声学は英語の音声の姿をいわ

ば解剖学的に示すことを中心課題としていて、母語によって異なる学習上の問題点に対

しては、一般的な記述にとどまってきたという点です。

本書は、音声学の分野に誕生してきた新しい研究領域である「教育音声学 (educational

phonetics)」 の観点から、日本語母語話者がその母語の干渉 (母語の壁)を乗り越える

ために必要な理論と実践的方法を体系化したものです。音声学が日本の英語教育を新し

い方向に進めていく羅針盤となることを願ってやみません。

蝠
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